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City/its culture and modern literature
(Akutagawa Ryunosuke － Recollections of Yokosuka and its scenery － )

SATO Yosio

Akutagawa Ryunosuke spent the period from December 1916 to march 1919 as an 

instructor at the Kaigun Kikann Gakkou（Naval Engineering School). While Jigoku-hen may be 

most representative of Akutagawas eary period, starting from that work, Akutagawa 

completed writing masterpieces on a moment deep impression with the theme of an artists 

glory during this period: it was the most heightened point of his literary work. Despite his 

negative remarks on it, Akutagaw’s Yokosuka period should be looked upon as a period when 

young, newly-married Akutagawa lived vividly, continually writing inspired texts.

The text most deeply connected to the topos of Yokosuka is Mikan: this text,while 

inheriting themes from his early novels has a sense of newness, freshness using materiel based 

on what I have encountered as well as being a text of an archetypal moment of a transgression 

into a utopia.

Akutagawa left more texts on Yokosuka after leaving it: Yasukiti Mono (Yasukiti pieces) 

for the most part are texts of quotations from Yokosuka,but in these works, the view of 

Yokosuka has been painted over with a single shade of grey. Akutagawas Yokosuka period 

was to be his most promising, but even that was to be repainted grey in his later years. 

Recollections of Yokosuka and its scenery have been re-dyed, strongly reflecting his state of 

mind in his later years.
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都
市
・
都
市
文
化
と
日
本
の
近
代
文
学

―
―

回
想
さ
れ
た
風
景　

芥
川
龍
之
介
の
横
須
賀―

―

佐　

藤　

義　

雄

芥
川
龍
之
介
は
大
学
卒
業
後
の
大
正
五
年
か
ら
足
掛
け
四
年
、
海
軍
機
関
学
校

の
英
語
教
官
と
し
て
、
横
須
賀
と
関
わ
っ
た
。
芥
川
と
横
須
賀
と
言
え
ば
、「
蜜

柑
」
が
ま
ず
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
執
筆
は
後
の
こ
と
と
は
い
え
、
芥
川
の
横

須
賀
を
舞
台
と
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
〈
保
吉
も
の
〉
と
重
な
り
、
つ
ま

り
、〈
保
吉
も
の
〉
の
大
半
は
〈
横
須
賀
も
の
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
小
説

へ
と
傾
斜
し
た
〈
保
吉
も
の
〉
は
芥
川
晩
年
へ
の
大
き
な
転
換
点
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
最
初
の
「
保
吉
の
手
帳
か
ら
」
の
発
表
は
大
正
一
二
年
、
横
須
賀
か
ら

離
れ
て
四
年
後
、
こ
の
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
か
。
日
本
の
近
代
そ
の
も
の
と
も

見
え
、
ま
た
特
殊
な
異
空
間
と
も
見
え
る
軍
港
都
市
横
須
賀
に
、
芥
川
は
何
を
見

た
の
か
。
フ
ィ
ー
ル
ド
を
歩
き
、「
都
市
と
文
学
」
の
視
点
か
ら
芥
川
横
須
賀
の

テ
キ
ス
ト
を
読
み
な
お
し
て
み
た
い
。

	
	
	
	

（
１
）　

芥
川
龍
之
介
の
横
須
賀

芥
川
の
横
須
賀
で
の
生
活
と
創
作
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
略
年
譜
を
確
認
す
る
こ

と
か
ら
稿
を
起
こ
し
て
み
た
い
。

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
24
歳

一
二
月　

�

海
軍
機
関
学
校
嘱
託
教
師
、
鎌
倉
和
田
塚
の
野
間
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

（
海
浜
院
ホ
テ
ル
隣
）に
下
宿
。
漱
石
葬
儀
に
参
加
。
塚
本
文
と
婚
約
。

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
25
歳

三
月　
　

佐
藤
春
夫
来
訪
。

四
月　
　
「
偸
盗
」。
父
芥
川
道
章
と
京
都
旅
行
。

五
月　
　

第
一
創
作
集
『
羅
生
門
』
刊
行
。

六
月　
　

�「
さ
ま
よ
へ
る
猶
太
人
」。
軍
艦
「
金
剛
」
で
山
口
へ
航
海
。
日
本
橋

「
鴻
之
巣
」
で
『
羅
生
門
』
出
版
記
念
会
。
谷
崎
潤
一
郎
な
ど
が
出

席
。

九
月　
　

�「
二
つ
の
手
紙
」、「
片
恋
」。「
或
日
の
大
石
内
蔵
助
」。
横
須
賀
市
汐

入
五
八
〇
番
地
（
現
在
一
丁
目
一
番
地
）
に
下
宿
。

一
一
月　

�

志
賀
直
哉
「
和
解
」
に
感
心
。「
戯
作
三
昧
」。
第
二
創
作
集
『
煙
草

と
悪
魔
』。

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
26
歳

一
月　
　

�「
西
郷
隆
盛
」、「
首
が
落
ち
た
話
」。
室
生
犀
星
を
知
る
（
そ
の
関
係

か
ら
堀
辰
雄
、
中
野
重
治
を
知
る
こ
と
に
な
る
）。

二
月　
　

文
と
田
端
で
挙
式
。
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三
月　
　

�

大
阪
毎
日
新
聞
社
社
友
。　

鎌
倉
大
町
の
小
山
氏
別
邸
に
移
転
、
新

婚
生
活
。

四
月　
　
「
袈
裟
と
盛
遠
」「
地
獄
変
」。

五
月　
　

高
浜
虚
子
に
師
事
し
句
作
を
始
め
る
。

七
月　
　
「
蜘
蛛
の
糸
」「
開
化
の
殺
人
」。

九
月　
　

�「
奉
教
人
の
死
」。
こ
の
こ
ろ
か
ら
赴
任
当
初
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た

東
京
へ
の
移
転
の
願
い
が
強
ま
っ
た
。
慶
應
義
塾
へ
の
移
籍
話
や
海

軍
拡
張
の
波
が
関
連
し
て
い
る
よ
う
だ
。

一
〇
月　
「
枯
野
抄
」「
邪
宗
門
」（
未
完
）。

十
二
月　

ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
罹
患
。

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
27
歳

一
月　
　

�「
毛
利
先
生
」「
あ
の
頃
の
自
分
の
事
」「
犬
と
笛
」
第
三
創
作
集
『
傀

儡
師
』。

二
月　
　
「
開
化
の
良
人
」。

三
月　
　

�

実
父
新
原
敏
三
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
死
去
。
海
軍
機
関
学
校
退

職
。
大
阪
毎
日
新
聞
社
入
社
（
菊
池
寛
も
）。
田
端
に
移
転
。「
き
り

し
と
ほ
ろ
上
人
伝
」。

五
月　
　
「
私
の
出
遭
つ
た
こ
と
」（「
沼
地
」「
蜜
柑
」
の
原
題
）。

下
宿
の
あ
っ
た
汐
入
は
海
軍
工
廠
横
須
賀
製
鉄
所
（
と
い
う
名
の
造
船
所
）
に

近
く
、「

僕
は
い
つ
も
煤
の
降
る
工
廠
の
裏
を
歩
い
て
い
た
。
ど
ん
よ
り
曇
っ
た

工
廠
の
空
に
は
虹
が
一
す
じ
消
え
か
か
っ
て
い
た
。
僕
は
踵
を
擡
げ
る
よ
う

に
し
、
ち
ょ
っ
と
そ
の
虹
へ
鼻
を
や
っ
て
み
た
。
す
る
と
ー
か
す
か
に
石
油

の
匂
が
し
た
」（「
横
須
賀
小
景
」「
虹
」　

大
正
一
五
・
五
「
驢
馬
」）。

と
、
の
ち
の
ち
ま
で
灰
色
の
風
景
と
し
て
く
り
か
え
し
叙
述
さ
れ
る
。
芥
川
に

と
っ
て
の
横
須
賀
の
〈
原
風
景
〉
で
あ
っ
た
。〈
灰
色
の
風
景
〉
と
は
、
多
分
に

芥
川
好
み
の
心
象
の
そ
れ
だ
が
、
実
際
横
須
賀
海
軍
工
廠
（
製
鉄
所
＝
造
船
所
）

の
も
た
ら
し
た
風
景
で
も
あ
っ
た
。
横
須
賀
と
言
え
ば
私
た
ち
は
一
般
に
、
帝
国

海
軍
の
鎮
守
府
や
海
兵
団
を
は
じ
め
と
す
る
軍
事
施
設
を
想
起
し
が
ち
だ
が
、
工

廠
は
万
を
は
る
か
に
超
え
る
従
業
員
を
誇
る
横
須
賀
最
大
の
施
設
で
あ
り
、
ガ
ン

ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
（
移
動
式
ク
レ
ー
ン
）
や
工
廠
の
排
出
す
る
煤
煙
が
横
須
賀
の

象
徴
と
な
っ
て
い
た
。

「
汐
入
は
明
治
23
年
（
一
八
九
〇
）
に
不
入
斗
に
要
塞
砲
兵
第
一
連
隊
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
工
員
軍
人
相
手
の
商
店
が
並
ん
で
商
店
街
が
形
成
さ
れ

た
。
震
災
後
に
は
道
路
沿
い
に
看
板
建
築
・
出
桁
造
り
が
軒
を
連
ね
て
、
そ
の
九

割
を
商
店
が
占
め
た
。
ま
た
人
口
の
増
加
で
住
宅
不
足
が
進
む
と
、
谷
戸
の
奥
に

工
廠
の
職
工
長
屋
や
下
宿
や
・
貸
家
な
ど
が
立
ち
並
ん
で
幹
部
ク
ラ
ス
の
洋
館
な

ど
も
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
」（『
横
須
賀
市
史
』）」。
汐
入
の
下
宿
の
主
人
尾
鷲
梅

吉
は
海
軍
工
廠
の
御
用
商
人
で
、「
龍
之
介
の
横
須
賀
へ
転
居
す
る
こ
ろ
に
は
、

横
須
賀
共
済
会
と
横
須
賀
海
軍
工
廠
の
看
板
を
立
て
て
人
の
出
入
り
も
多
く
、
庭

に
池
や
石
橋
が
作
ら
れ
た
立
派
な
構
え
を
し
て
い
た
」（『
追
跡
芥
川
龍
之
介
と
そ

の
横
須
賀
時
代
』　

菊
池
幸
彦　

神
奈
川
新
聞
社　

一
九
八
八
）
と
い
う
。
現
在

の
汐
入
の
商
店
街
に
は
ま
だ
看
板
建
築
の
商
店
も
残
り
、
横
須
賀
工
廠
の
工
員
や

軍
人
相
手
に
賑
わ
っ
た
当
時
の
面
影
を
た
っ
ぷ
り
と
残
し
続
け
て
い
る
。

周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
出
口
が
な
い
寒
村
横
須
賀
村
が
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た

の
は
、
む
ろ
ん
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
こ
と
。
勘
定
奉
行
小
栗
上
野
介
忠

順
が
、
日
米
修
好
条
約
批
准
交
換
使
節
と
し
て
渡
米
し
た
際
に
見
聞
し
た
、
欧
米

の
圧
倒
的
な
技
術
力
へ
の
驚
愕
に
端
を
発
し
て
い
る
。
小
栗
が
フ
ラ
ン
ス
権
益
を

幕
府
と
の
関
係
の
中
で
進
め
て
い
た
公
使
レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

で
、
上
海
に
い
た
技
師
長
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
を
呼
ん
で
本
格
的
な
造
船
所
の
建
設
に
乗
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り
出
し
て
か
ら
の
事
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
逸へ

み見
海
岸
は
、
今
は
「
ヴ
ェ
ル
ニ
ー

公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、
小
栗
上
野
介
と
レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
の
像
が
横
須
賀

湾
に
対
し
て
並
ん
で
い
る
。
横
須
賀
湾
が
選
ば
れ
た
の
は
、
ロ
ッ
シ
ュ
と
フ
ラ
ン

ス
艦
隊
司
令
官
ジ
ョ
レ
ス
の
、
こ
の
地
と
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
な
軍
港
ツ
ー
ロ
ン

が
よ
く
似
て
い
る
、
と
い
う
判
断
か
ら
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
横
須
賀
製
鉄
所
は

幕
府
瓦
解
の
後
も
、
新
政
府
に
よ
っ
て
順
調
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
を
破
壊

し
よ
う
と
し
た
徳
川
慶
喜
を
諫
め
て
「
蔵
つ
き
の
家
は
云
々
」
と
言
っ
て
守
ろ
う

と
し
た
小
栗
上
野
介
の
逸
話
は
大
変
有
名
で
あ
る
。

拡
大
を
続
け
て
い
た
軍
港
都
市
横
須
賀
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
の
は
明
治
17

年
、
横
浜
か
ら
東
海
鎮
守
府
が
移
転
し
て
き
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
海
兵
団
（
明
治

22
年
、
逸
見
）、
砲
術
練
習
所
（
明
治
26
年
、
逸
見
）、
水
雷
術
練
習
所
（
明
治
26

年
、
田
浦
）
な
ど
が
鎮
守
府
を
中
心
に
設
置
さ
れ
、
海
軍
だ
け
で
は
な
く
、
陸
軍

要
塞
砲
兵
第
一
連
隊
（
明
治
23
年　

不
入
斗
）、
東
京
湾
要
塞
司
令
部
（
明
治
28

年
）
も
置
か
れ
、
横
須
賀
は
日
本
第
一
の
軍
港
都
市
へ
と
急
変
貌
し
て
い
っ
た
。

海
軍
機
関
学
校
が
汐
留
に
設
置
さ
れ
た
の
は
明
治
二
六
年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

後
も
半
島
の
東
半
分
は
、
病
院
や
軍
法
会
議
を
含
め
た
教
育
訓
練
施
設
に
、
西
半

分
は
海
軍
工
廠
へ
と
、
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。（
地
図
参
照
）

こ
れ
に
伴
い
、
本
来
平
地
が
少
な
い
こ
の
町
で
は
埋
め
立
て
が
進
行
し
、
大
滝

町
・
若
松
町
・
米
が
浜
通
り
・
本
町
・
汐
入
な
ど
の
民
間
地
も
歓
楽
街
と
し
て
に

ぎ
わ
っ
て
い
っ
た
。
大
滝
町
は
製
鉄
所
造
営
に
か
か
わ
る
外
国
人
相
手
に
江
戸
幕

府
が
設
置
し
た
遊
郭
が
か
つ
て
あ
り
、
米
が
浜
通
り
は
花
町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ

た
。
む
ろ
ん
客
層
は
軍
人
で
あ
り
、
か
つ
て
〈
海
軍
料
亭
〉
と
呼
ば
れ
た
「
小
松
」

は
現
在
も
営
業
を
続
け
て
い
る
。
本
町
・
汐
入
は
湿
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
本
町
は

「
ド
ブ
板
通
り
」
と
し
て
、
今
は
横
須
賀
の
観
光
名
所
で
あ
り
、
芥
川
龍
之
介
が

下
宿
し
た
汐
入
は
、
今
も
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
た
商
店
街
と
し
て
独
自
の

雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
芥
川
が
赴
任
し
た
頃
の
町
の
様
相
は
、
日
露
戦
後
に

ほ
ぼ
そ
の
性
格
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。〈
戦
争
を
知
ら
な
い
〉
私

た
ち
は
、
大
工
業
都
市
横
須
賀
を
な
か
な
か
思
い
浮
か
べ
ら
れ
な
い
。
最
先
端
の

軍
港
都
市
は
、
軍
艦
に
集
約
さ
れ
る
総
合
工
業
都
市
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
工
廠

と
は
国
内
で
最
先
端
最
大
規
模
の
工
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
横
須
賀
は
軍
需
産

業
を
背
景
と
し
た
た
め
、
日
露
戦
争
を
終
え
た
明
治
末
期
ご
ろ
か
ら
軍
の
機
能
が

増
大
し
た
。
明
治
四
〇
年
に
は
人
口
六
二
、八
七
六
を
数
え
、
横
須
賀
海
軍
工
廠

に
は
一
五
〇
〇
〇
人
の
職
工
が
働
く
大
工
業
都
市
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。
横
須
賀

に
は
こ
の
頃
か
ら
造
船
所
や
鎮
守
府
を
訪
れ
る
訪
問
客
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

街
の
中
心
街
に
は
日
用
雑
貨
店
や
旅
館
が
軒
を
連
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に

比
べ
る
と
、
生
産
会
社
や
工
場
は
地
元
を
対
象
と
す
る
以
外
に
こ
れ
と
い
っ
た
特

色
が
な
く
、
ま
す
ま
す
軍
施
設
と
官
営
工
場
に
依
存
す
る
消
費
都
市
と
し
て
の
性

格
を
強
め
て
い
っ
た
（『
横
須
賀
市
史
』）。

「
あ
ば
ば
ば
ば
」（
大
正
一
二
）
は
、「
正
真
正
銘
娘
じ
み
て
」
い
た
乾
物
店
の

「
硯
友
社
趣
味
」
の
若
女
房
が
、
出
産
後
「
度
胸
の
よ
い
母
」、「
一
た
び
子
の
た

め
に
な
っ
た
が
最
後
、
古
来
如
何
な
る
悪
事
を
も
犯
し
た
、
恐
ろ
し
い
「
母
」
の

一
人
」
に
変
貌
す
る
姿
を
描
い
た
、
芥
川
文
学
の
底
流
と
な
っ
て
い
る
〈
母
の
主

題
〉
の
一
翼
を
担
う
テ
キ
ス
ト
だ
が
、
店
内
の
様
子
は

天
井
の
梁
か
ら
ぶ
ら
下
つ
た
の
は
鎌
倉
の
ハ
ム
に
違
ひ
な
い
。
欄
間
の
色
硝

子
は
漆
喰
塗
り
の
壁
へ
緑
色
の
日
の
光
を
映
し
て
ゐ
る
。
板
張
り
の
床
に
散

ら
か
つ
た
の
は
コ
ン
デ
ン
ス
ド
・
ミ
ル
ク
の
広
告
で
あ
ら
う
。
正
面
の
柱
に

は
時
計
の
下
に
大
き
い
日
暦
が
か
か
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
外
飾
り
窓
の
中
の
軍

艦
三
笠
も
、
金
線
サ
イ
ダ
ア
の
ポ
ス
タ
ア
も
、
椅
子
も
、
電
話
も
、
自
転
車

も
、
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
の
ウ
イ
ス
キ
ー
も
、
ア
メ
リ
カ
の
乾
し
葡
萄
も
、
マ

ニ
ラ
の
葉
巻
も
、
エ
ジ
プ
ト
の
紙
巻
も
、
燻
製
の
鰊
も
、
牛
肉
の
大
和
煮
も

殆
ど
見
覚
え
の
な
い
も
の
は
な
い
。
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と
描
写
さ
れ
る
。
い
か
に
も
軍
港
都
市
ら
し
い
〈
ハ
イ
カ
ラ
〉
さ
を
漂
わ
せ
た
大

正
モ
ダ
ン
の
世
界
。
色
ガ
ラ
ス
を
透
か
し
た
午
後
の
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
「
美

し
い
緑
色
の
顔
を
し
て
ゐ
る
」
女
と
「
交
渉
」
す
る
保
吉
の
小
道
具
も
コ
コ
ア
の

「D
roste

」
と
「Fry

」
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
保
吉
は
、
店
で
借
用
し
た
受

話
器
を
耳
に
当
て
な
が
ら
、「
か
う
云
ふ
店
の
光
景
は
い
つ
見
て
も
悪
い
も
の
で

は
な
い
。
何
処
か
阿
蘭
陀
の
風
俗
画
じ
み
た
、
物
静
か
な
幸
福
に
あ
ふ
れ
て
ゐ
る
」

と
感
じ
な
が
ら
、「
彼
の
愛
蔵
す
る
写
真
版
のD

e H
oogehe

の
一
枚
を
思
ひ
出

し
」
た
り
し
て
い
る
。

軍
港
都
市
横
須
賀
は
、
当
時
の
総
合
技
術
の
集
約
で
あ
る
造
船
技
術
か
ら
派
生

し
て
、
都
市
基
盤
整
備
の
先
進
地
で
も
あ
っ
た
。
明
治
改
元
早
々
か
ら
始
ま
っ
た

造
船
所
の
、
本
格
的
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
水
道
が
払
い
下
げ
に
な
っ
た
の
は
明

治
三
九
年
、
明
治
一
六
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
造
船
所
の
電
灯
事
業
が
民
間
で
始

ま
っ
た
の
が
、
夏
目
鏡
子
が
夫
に
内
緒
で
家
庭
に
電
気
を
引
い
た
の
よ
り
早
い
、

明
治
三
八
年
、
郵
便
事
業
は
相
当
に
早
く
明
治
四
年
と
い
っ
た
よ
う
な
状
況
で

あ
っ
た
。
鎮
守
府
の
開
設
、
そ
れ
に
伴
う
訓
練
・
教
育
施
設
の
設
置
は
、
当
然
さ

ま
ざ
ま
な
建
築
群
を
必
要
と
す
る
が
、
藤
森
照
信
に
よ
れ
ば
、〈
横
須
賀
派
〉
と

称
す
べ
き
技
師
た
ち
に
よ
っ
て
、
歴
史
主
義
建
築
と
し
て
の
庁
舎
・
官
舎
の
み
な

ら
ず
、
工
場
・
倉
庫
・
土
木
な
ど
、
横
須
賀
は
近
代
建
築
の
宝
庫
で
あ
っ
た
と
い

う
（『
横
須
賀
市
史
』
別
編
『
文
化
遺
産
』）。
日
本
一
と
い
う
ト
ン
ネ
ル
の
数
も
、

工
廠
の
土
木
技
術
を
背
景
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
横
須
賀
の
近
代
建
築
の
伝

統
は
、
時
代
は
だ
い
ぶ
遅
れ
る
が
、
現
在
で
も
例
え
ば
聖
ヨ
ゼ
フ
病
院
（
旧
横
須

賀
海
仁
会
病
院
）
な
ど
に
残
っ
て
い
る
。
山
が
ち
な
地
形
を
生
か
し
た
み
ご
と
な

湾
曲
状
の
美
し
さ
を
持
っ
た
こ
の
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
は
、
石
本
建
築
事
務
所

に
籍
を
置
い
た
立
原
道
造
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
ら
し
い
（『
新
建
築
』
第
一
四
巻

第
七
〇
号
）。

芥
川
が
赴
任
し
た
頃
の
横
須
賀
は
凡
そ
右
の
よ
う
な
様
相
だ
っ
た
が
、
下
町
本

所
や
田
端
と
は
全
く
異
な
っ
た
町
で
の
新
し
い
生
活
が
文
夫
人
と
の
恋
愛
結
婚
と

と
も
に
始
ま
っ
た
。
結
婚
の
経
緯
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
全
集
第
十
巻
に
収

録
さ
れ
た
文
宛
書
簡
を
通
読
し
て
み
る
と
、
ま
だ
若
い
「
文
豪
」
の
〈
純
情
〉
が

微
笑
ま
し
い
限
り
と
い
う
感
に
尽
き
る
。

夏
目
さ
ん
の
方
は
向
う
で
こ
つ
ち
を
何
と
も
思
つ
て
い
な
い
ご
と
く
、
こ
つ

ち
も
向
ふ
を
何
と
も
思
つ
て
い
ま
せ
ん
。
僕
は
文
ち
や
ん
と
約
束
が
あ
つ
た

か
ら
、
夏
目
さ
ん
の
こ
と
を
断
る
と
か
何
と
か
言
ふ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

約
束
が
な
く
つ
て
も
断
る
の
で
す
。
文
ち
や
ん
以
外
の
人
と
幸
福
に
暮
す
こ

と
が
で
き
よ
う
な
ぞ
と
は
、
も
と
よ
り
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
、
僕
に
力

を
与
え
僕
の
生
活
を
愉
快
に
す
る
人
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
文
ち

や
ん
だ
け
で
す
。
む
か
し
の
妻
争
い
の
よ
う
に
、
文
ち
や
ん
を
得
る
た
め
に

戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
僕
は
誰
と
で
も
戦
う
で
し
よ
う
。
さ

う
し
て
勝
つ
ま
で
は
や
め
な
い
で
し
よ
う
。
そ
れ
ほ
ど
に
僕
は
文
ち
や
ん
を

思
つ
て
い
ま
す
。
僕
は
こ
の
こ
と
だ
け
な
ら
神
様
の
前
へ
出
て
も
恥
ず
か
し

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
は
文
ち
や
ん
を
愛
し
て
い
ま
す
。
文
ち
や
ん
も
僕
を

愛
し
て
く
だ
さ
い
。
愛
す
る
も
の
は
何
事
を
も
征
服
し
ま
す
。
死
さ
え
も
愛

の
前
に
は
か
な
ひ
ま
せ
ん
。（
大
正
六
・
九
・
九
）

実
生
活
と
テ
キ
ス
ト
は
別
と
い
う
の
が
今
日
の
テ
キ
ス
ト
研
究
の
「
常
識
」
だ

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
を
取
り
つ
つ
実
現
し
た
新
婚
生
活
が
昂
揚
を
も
た
ら
さ
な

か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
中
央
文
壇
の
動
向
へ
の
焦
り
、
自
由
な
文
学
者
と
し
て
の

軍
学
校
へ
の
反
感
、
そ
う
し
た
も
の
と
は
別
に
、
芥
川
龍
之
介
生
涯
の
最
も
幸
せ

な
時
期
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
と
横
須
賀
・
鎌
倉
で
の
生
活
の
記
憶
は
結
び
つ
い
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
結
婚
後
、
汐
入
か
ら
移
り
住
ん
だ
鎌
倉
大
町
は
、
海
軍
の
高

級
軍
人
の
町
と
し
て
知
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
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八
畳
二
間
、
六
畳
一
間
、
四
畳
半
二
間
で
、
水
蓮
の
浮
く
池
や
、
芭
蕉
が
あ

り
、
松
の
木
の
あ
る
広
々
と
し
た
庭
が
あ
り
ま
し
た
。
主
人
は
そ
の
頃
文
壇

に
出
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
ん
な
所
に
い
た
ら
時
代
お
く
れ
に
な
る
と

い
っ
て
、
一
年
住
ん
だ
だ
け
で
田
端
へ
帰
り
ま
し
た
。
私
は
田
端
へ
帰
ら
ず

鎌
倉
に
も
っ
と
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
・
・
・
。
主
人
は
亡
く
な
る
年
の
前

に
何
と
な
く
急
に
「
鎌
倉
を
引
き
上
げ
た
の
は
一
生
の
誤
り
で
あ
っ
た
」
と

言
っ
た
り
し
ま
し
た
（
芥
川
文
『
追
憶
芥
川
龍
之
介
』）。

機
関
学
校
で
の
教
官
生
活
は
、
一
方
で
、「
生
徒
は
み
な
勇
猛
な
奴
ば
か
り
で

あ
ら
ゆ
る
悪
徳
は
堂
々
と
や
り
さ
え
す
れ
ば
い
つ
で
も
善
に
な
る
か
の
ご
と
き
信

念
を
持
っ
て
い
ま
す
（
略
）
だ
か
ら
私
の
あ
げ
足
を
と
る
の
で
も
私
を
凹
ま
す
の

で
も
堂
々
と
や
つ
つ
け
ら
れ
ま
す
」（
夏
目
鏡
子
あ
て　

大
正
六
・
二
・
八
）
と
不

満
を
持
ち
つ
つ
、
一
方
で
は
、〈
自
由
〉
な
海
軍
の
気
風
も
あ
っ
て
、
案
外
の
び

の
び
と
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
内
田
百
閒
の
次
の
よ
う
な
、
機
関
学
校

の
春
の
一
日
の
ス
ケ
ッ
チ
が
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。

そ
の
内
に
、
機
関
学
校
の
桜
が
咲
い
た
。
門
を
入
っ
た
両
側
の
、
大
木

の
並
木
に
万
朶
の
花
が
咲
き
乱
れ
て
、
そ
の
突
き
当
り
に
明
る
い
海
が
ま
ぶ

し
い
海
（
マ
マ
）
を
寄
せ
て
い
る
。
雨
が
降
れ
ば
、
教
官
室
の
濡
れ
た
窓
の

外
を
、
海
鳥
が
低
く
掠
め
る
様
に
飛
ん
で
、
一
時
間
目
の
休
み
毎
に
、
耳
を

澄
ま
す
と
波
の
音
が
、
段
段
大
き
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
事
も
あ
っ
た
。

お
昼
の
食
堂
で
、
機
関
中
将
の
船
橋
校
長
と
芥
川
が
文
学
談
を
始
め
て
、

な
か
な
か
ら
ち
が
明
か
な
か
っ
た
。「
校
長
、
そ
り
ゃ
駄
目
で
す
」
と
芥
川

が
云
っ
た
。「
面
白
い
と
い
う
意
味
が
違
い
ま
す
よ
」
老
校
長
は
芥
川
の
い

る
方
に
ま
と
も
に
向
か
っ
て
、
に
こ
に
こ
笑
い
な
が
ら
い
つ
ま
で
も
負
け
て

い
な
か
っ
た
。「
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
と
こ
ろ
が
だ
、
つ
ま
り
誰
も
読
ま

ん
だ
ろ
う
。
人
が
読
ま
ん
で
も
い
い
か
ね
」
満
堂
の
高
等
官
た
ち
、
す
な
わ

ち
海
軍
士
官
の
教
官
や
職
員
と
文
官
教
授
と
が
食
堂
の
茶
を
飲
み
、
煙
草
を

吹
か
し
な
が
ら
、
二
人
の
議
論
を
聞
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
老
校
長
は
面
白

が
っ
て
芥
川
龍
之
介
に
か
ら
ま
っ
て
い
る
ら
し
く
、
芥
川
は
そ
れ
を
承
知
し

て
老
閣
下
を
一
本
決
め
つ
け
よ
う
と
掛
か
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
云
っ
て

い
る
こ
と
は
他
愛
も
な
い
子
供
の
議
論
の
よ
う
な
事
だ
け
れ
ど
も
、
両
方
と

も
攻
撃
的
態
度
で
話
し
合
う
の
だ
か
ら
、
果
て
し
が
つ
か
な
い
」（『
芥
川
龍

之
介
雑
記
帖
』）

諏
訪
三
郎
に
よ
る
聞
き
書
き
「
敗
戦
教
官
芥
川
龍
之
介
」（「
中
央
公
論
」
昭
和

二
七
年
三
月
）
は
、
の
び
の
び
と
自
由
な
〈
教
官
〉
生
活
を
送
っ
て
い
た
、
機
関

学
校
教
官
時
代
の
芥
川
の
様
相
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
教
え
子
篠
崎
礒
次

に
よ
れ
ば
、
摂
政
時
代
の
昭
和
天
皇
が
見
学
に
訪
れ
た
際
も
「
横
向
き
に
な
っ

て
、
左
足
を
上
に
持
た
せ
る
よ
う
に
足
を
く
み
、
そ
の
左
足
の
足
首
の
と
こ
ろ
を

右
手
で
軽
く
に
ぎ
っ
て
」
と
い
う
い
つ
も
の
ス
タ
イ
ル
で
講
義
し
た
と
い
う
。
そ

の
講
義
ぶ
り
は
「
ひ
ど
く
高
踏
的
」
で
、
訳
読
も
「
ひ
ど
い
意
訳
で
、
試
験
の
答

案
な
ど
で
も
、
ば
か
丁
寧
に
直
訳
そ
の
ま
ま
の
も
の
に
は
、
点
数
が
ひ
ど
く
苛
酷

で
あ
っ
た
」。
校
外
演
習
で
も
「
好
き
な
生
徒
を
つ
れ
て
、「
散
歩
に
行
こ
う
」
と

誘
っ
て
は
、
よ
く
呑
み
屋
に
で
か
け
た
」。
授
業
中
で
も
課
外
の
講
話
で
も
、
軍

人
の
養
成
学
校
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
人
を
「
頭
か
ら
こ
き
お
ろ
」
し
て

は
ば
か
ら
ず
、
近
松
の
心
中
も
の
を
引
き
つ
つ
「
男
と
女
が
愛
し
あ
っ
て
死
ぬ
こ

と
は
、
人
生
に
と
っ
て
最
も
美
し
い
も
の
」
と
語
っ
た
り
、
と
い
う
調
子
で
あ
っ

た
と
い
う
。
篠
崎
は
、「
生
徒
た
ち
は
重
い
漬
物
石
の
よ
う
な
武
官
教
官
ば
か
り

の
多
い
中
に
、
芥
川
、
豊
島
（
与
志
雄　

注
付
加
）
の
、
若
い
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
よ

う
に
軽
く
ハ
ネ
か
え
る
よ
う
な
教
官
を
迎
え
た
こ
と
が
、
当
時
ど
れ
ほ
ど
嬉
し

か
っ
た
か
、
何
十
年
の
後
の
現
在
ま
で
忘
れ
ら
れ
ぬ
印
象
を
持
っ
て
い
る
」
と

語
っ
て
い
る
。〈
自
由
〉
な
海
軍
の
気
風
に
芥
川
龍
之
介
も
一
役
買
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。〈
教
官
〉
と
し
て
、
か
な
り
は
ね
っ
か
え
り
で
あ
っ
た
よ
う
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だ
が
、「
川
上
教
頭
」
が
相
当
な
人
物
で
、「
憤
慨
す
る
武
官
教
官
を
お
さ
え
て
、

芥
川
教
官
の
発
言
に
干
渉
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
そ
れ
ば
か
り

か
、
芥
川
の
行
き
過
ぎ
の
後
始
末
を
い
ち
い
ち
処
理
し
て
い
た
と
い
う
。「
敗
戦

教
官
」
と
い
う
の
は
生
徒
た
ち
が
つ
け
た
あ
だ
名
で
、
新
任
早
々
、「
生
徒
の
士

気
を
鼓
舞
激
励
す
る
」
機
関
学
校
の
英
語
教
材
を
一
掃
し
て
、
謄
写
版
を
使
っ
て

「
敗
戦
の
物
語
」「
衰
亡
の
歴
史
」
の
教
材
ば
か
り
を
読
ん
だ
こ
と
か
ら
発
し
て
い

る
と
い
う
。
軍
事
の
素
人
芥
川
の
「
日
本
軍
の
在
り
方
の
大
き
な
欠
陥
」
に
対
す

る
批
判
か
ら
の
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
芥
川
な
り
の
情
熱
を
傾
け
て
い
た
の
で
あ

る
。機

関
学
校
は
現
在
の
三
笠
公
園
、
横
須
賀
学
院
の
一
帯
に
あ
っ
た
。「
そ
の
突

き
当
り
」
は
現
在
、
旗
艦
三
笠
が
繋
留
（
と
い
っ
て
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
）
さ
れ
て
い
る
付
近
。
機
関
学
校
の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
な

い
が
、
横
須
賀
学
院
構
内
に
碑
が
あ
り
、「
海
軍
機
関
学
校
跡　

記
念
碑
建
設
の

由
来　

海
軍
機
関
学
校
の
沿
革
は
明
治
二
年
に
遡
る
の
で
あ
る
が
明
治
三
四
年
九

月
一
日
白
浜
校
舎
が
現
在
地
に
落
成
し
日
夜
機
関
生
徒
の
訓
育
に
あ
た
り
そ
の
後

大
正
一
二
年
九
月
一
日
関
東
大
震
災
に
よ
り
校
舎
を
全
焼
し
江
田
島
に
移
転
す
る

ま
で
の
二
二
年
間
延
べ
一
、三
二
四
名
の
卒
業
生
を
送
り
機
関
科
将
校
揺
籃
の
地

と
し
て
寔
に
意
義
深
く
記
念
す
べ
き
場
所
で
あ
る
の
で
当
横
須
賀
学
院
の
ご
厚
意

と
同
窓
生
諸
賢
の
熱
意
に
よ
っ
て
校
跡
を
後
世
に
残
し
た
く
旧
校
庭
の
一
角
に
こ

の
記
念
碑
を
建
立
し
た
次
第
で
あ
る
」
と
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
一
帯
は
横
須
賀
で
も
景
勝
の
地
で
あ
り
、
百
閒
の
ス
ケ
ッ
チ
は
短

文
な
が
ら
、
そ
の
様
相
を
よ
く
映
し
出
し
て
い
る
。
陸
軍
と
は
違
っ
て
、
職
名
に

「
殿
」
を
つ
け
る
慣
習
が
、
海
軍
に
は
な
か
っ
た
。「
芥
川
龍
之
介
が
老
校
長
と
張

り
合
っ
た
時
「
校
長
」「
し
か
し
校
長
」
と
し
き
り
に
呼
び
か
け
た
声
の
調
子
が
、

か
す
か
に
耳
の
底
に
残
っ
て
い
る
」
と
記
述
す
る
百
閒
の
調
子
も
懐
か
し
げ
で
あ

る
。第

一
次
大
戦
後
、
ま
だ
日
中
戦
争
の
兆
し
も
な
い
時
代
、
軍
港
都
市
横
須
賀

は
、
新
婚
生
活
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
つ
か
の
間
の
幸
せ
に
満
ち
た
空
間
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
晩
年
近
く
の
灰
色
の
心
象
風
景
の
な
か
に
、
し
か
し
、
文

夫
人
の
回
想
、「
引
き
上
げ
た
の
は
一
生
の
誤
り
で
あ
っ
た
」
と
い
う
横
須
賀
へ

の
愛
着
を
漂
わ
せ
た
回
想
が
〈
保
吉
も
の
〉
の
底
に
流
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

「
灰
色
の
風
景
」
は
後
年
の
回
想
な
の
で
あ
っ
て
、
ま
だ
文
壇
に
デ
ヴ
ュ
ー
し

た
ば
か
り
の
若
い
芥
川
龍
之
介
に
と
っ
て
、
心
地
よ
く
な
い
こ
と
は
な
い
横
須
賀

は
、「
こ
ん
な
所
に
い
た
ら
時
代
お
く
れ
に
な
る
」
と
い
う
焦
り
を
募
ら
せ
る
空

間
で
も
あ
っ
た
。
大
正
六
年
の
第
一
創
作
集
『
羅
生
門
』
刊
行
の
翌
月
七
月
に
は

日
本
橋
「
鴻
之
巣
」
で
出
版
記
念
会
が
佐
藤
春
夫
の
発
起
で
、
漱
石
門
だ
け
で
は

な
く
、
谷
崎
潤
一
郎
や
有
島
武
郎
な
ど
も
加
わ
っ
て
開
か
れ
た
が
、
む
ろ
ん
、
第

一
創
作
集
『
羅
生
門
』
は
第
一
創
作
集
に
す
ぎ
な
い
と
意
識
さ
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。

漱
石
門
下
の
「
九
日
会
」
の
み
な
ら
ず
、「
三
士
会
」（
岩
野
泡
鳴
主
宰
、
宇
野

浩
二
・
広
津
和
郎
の
「
奇
蹟
」
グ
ル
ー
プ
が
中
心
、
江
口
渙
・
菊
池
寛
・
久
米
正

雄
ら
「
新
思
潮
」
も
こ
れ
に
加
わ
り
、
小
島
政
二
郎
や
佐
々
木
茂
作
や
南
部
修
太

郎
な
ど
「
三
田
文
学
」
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
た
。
大
正
期
新
人
作
家
の
勢
ぞ
ろ

い
と
い
う
感
が
あ
る
。
ま
た
、
秀
し
げ
子
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
）
や
「
星

座
」（
佐
藤
春
夫
主
宰
の
同
人
雑
誌
）、
グ
ル
ー
プ
と
関
わ
り
を
持
ち
、
さ
ら
に
は

谷
崎
潤
一
郎
訪
問
な
ど
、
頻
繁
に
上
京
し
て
、
中
央
文
壇
、
特
に
新
人
の
動
向
を

う
か
が
っ
て
い
た
。
わ
ざ
わ
ざ
我
孫
子
に
ま
で
訪
問
し
た
の
は
や
や
後
の
事
に
な

る
が
、
む
ろ
ん
、
志
賀
直
哉
へ
の
目
配
り
も
怠
っ
て
い
な
い
。

〈
生
活
の
残
滓
〉
を
超
え
て
の
〈
刹
那
の
感
動
〉
に
芸
術
の
主
題
を
求
め
た
「
奉

教
人
の
死
」「
戯
作
三
昧
」
が
、
初
期
芥
川
の
ひ
と
つ
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る

様
相
は
、
三
好
行
雄
な
ど
に
よ
っ
て
丁
寧
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
（
注
一
）、
も
っ

と
も
芥
川
龍
之
介
的
と
も
い
え
る
、
日
常
の
中
に
ふ
と
き
ざ
し
て
く
る
エ
ゴ
イ
ズ

ム
の
心
理
を
き
め
細
か
に
描
い
た
「
或
日
の
大
石
内
蔵
助
」
や
「
枯
野
抄
」
も
横
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須
賀
時
代
に
書
か
れ
た
。
漱
石
門
の
鈴
木
三
重
吉
に
誘
導
さ
れ
て
、「
蜘
蛛
の
糸
」

な
ど
の
児
童
文
学
の
領
域
に
も
芥
川
龍
之
介
は
応
え
て
い
っ
た
。〈
芸
術
至
上
主

義
〉
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
、
初
期
芥
川
の
最
高
傑
作
「
地
獄
変
」
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
停
滞
を
拒
ん
で
、「
開
化
の
殺
人
」
や
「
開
化
の
良
人
」
と
い
っ
た
〈
開

化
期
も
の
〉
も
試
み
、
つ
い
に
は
機
関
学
校
退
任
の
こ
ろ
か
ら
は
、「
毛
利
先
生
」

や
「
あ
の
頃
の
自
分
の
事
」
な
ど
を
書
き
、
現
代
小
説
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る

姿
勢
を
取
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
意
欲
的
な
執
筆
活
動
に
と
っ
て
、
比
較
的
自
由
と
は
い
え
、
や
は
り

機
関
学
校
の
教
官
生
活
は
、
か
な
り
負
担
で
あ
っ
た
。「
全
速
力
で
小
説
を
書
い

て
い
る　

な
か
な
か
苦
し
い　

第
一
朝
の
早
い
の
に
は
や
り
き
れ
な
い
ぜ　

六
時

に
起
き
る
ん
だ
か
ら
な　

久
し
ぶ
り
で
辞
書
を
ひ
い
て
訳
を
考
え
て
い
る
と
一
高

時
代
を
思
い
出
す
」（
久
米
正
雄
宛
大
正
五
・
一
二
・
三
）。「
学
校
と
小
説
と
両
方

一
緒
じ
ゃ　

実
際
少
し
仕
事
が
多
す
ぎ
ま
す　

だ
か
ら
将
来
は
一
つ
に
す
る
気
も

あ
り
ま
す　

も
あ
り
ま
す
じ
ゃ
な
い　

気
が
大
い
に
あ
る
の
で
す
」（
塚
本
文
宛

大
正
六
・
九
・
一
九
）。

こ
う
し
た
〈
創
作
三
昧
〉
の
充
実
し
た
苦
し
い
生
活
の
中
で
、
短
歌
作
り
や
俳

句
作
り
は
、
師
漱
石
の
漢
詩
と
同
じ
く
、
芥
川
龍
之
介
に
と
っ
て
は
な
ぐ
さ
め
で

あ
っ
た
。
芥
川
龍
之
介
の
俳
句
に
つ
い
て
は
多
く
の
考
察
が
あ
る
が
、
こ
の
時
期

の
玩
具
と
し
て
の
短
歌
は
、
器
用
な
才
能
を
伺
わ
せ
て
、
い
か
に
も
芥
川
龍
之
介

風
で
あ
る
。

　
　
　

斉
藤
茂
吉
調
（
モ
ズ
ク
採
り
）

宵
月
は
空
に
小
さ
し
海
中
に
う
か
び
声
な
き
漁
師
の
頭

　
　
　

北
原
白
秋
調

漁
師
の
子O

N
A

N
IZU

M

し
て
ひ
る
ふ
か
し
潟
は
つ
ぶ
つ
ぶ
水
は
き
ら
き

ら

　
　
　

吉
井
勇
調

夕
月
夜
片
目
し
ひ
た
る
長
谷
寺
の
燈
籠
守
も
な
み
だ
す
る
ら
む

　
　
　

与
謝
野
晶
子
調

星
月
夜
鎌
倉
人
の
恋
が
た
り
聞
か
む
と
と
べ
る
蚊
喰
鳥
か
な

そ
も
そ
も
大
正
七
年
二
月
、
師
漱
石
に
学
ん
で
大
阪
毎
日
新
聞
社
と
契
約
を
結

ん
だ
こ
ろ
か
ら
、
芥
川
は
作
家
生
活
に
専
念
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
大
正
七
年
十
一
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
休
戦
条
約

の
成
立
以
降
、
軍
備
拡
大
計
画
が
進
行
し
、
機
関
学
校
も
当
然
そ
の
波
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
、
あ
る
い
は
機
関
学
校
英
語
教
官
退
任
に
関
係
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。「
公
務
の
煩
雑
に
な
る
こ
と
を
予
想
し
、
ま
た
作
家
活

動
に
専
心
し
に
く
く
な
る
こ
と
を
予
想
し
て
辞
任
の
意
思
を
固
め
て
く
る
。
慶
應

大
学
の
方
へ
意
を
向
け
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
果
さ
な
か
っ
た
」（『
追

跡
芥
川
龍
之
介
・
そ
の
横
須
賀
時
代
』）
と
い
う
経
緯
も
あ
っ
た
が
（
小
島
政
二

郎
あ
て
書
簡　

大
正
七
・
九
・
二
二
、
同
一
〇
・
二
一
、
大
正
八
・
二
・
二
三
）、

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
三
月
、
辞
表
を
出
し
、「
最
後
の
授
業
を
し
て
か
ら
教

科
書
出
席
簿
そ
の
他
皆
ス
ト
ー
ヴ
に
抛
り
こ
ん
で
」（
岡
栄
一
郎
あ
て　

大
正

八
・
三
・
二
八
）、
横
須
賀
を
去
る
こ
と
に
な
る
。「
入
社
の
辞
」
が
、「
不
良
教
師
」

云
々
は
挨
拶
と
し
て
も
、
芥
川
の
心
情
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
芥
川

龍
之
介
が
横
須
賀
時
代
を
直
接
に
振
り
返
っ
た
、
い
わ
ば
〈
正
史
〉
的
第
一
次
資

料
で
あ
る
。

予
は
過
去
二
年
間
、
海
軍
機
関
学
校
で
英
語
を
教
え
た
。
こ
の
二
年
間

は
、
予
に
と
っ
て
、
決
し
て
不
快
な
二
年
間
で
は
な
い
。
な
ぜ
と
言
え
ば
予

は
従
来
、
公
務
の
余
暇
を
も
つ
て
創
作
に
従
事
し
得
る
恩
典
あ
る
い
は
創
作

の
余
暇
を
も
っ
て
公
務
に
従
事
し
得
る
恩
典
に
浴
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
中
略
）
予
は
ほ
か
に
差
支
え
な
い
限
り
、
正
に
海
軍
当
局
の
海
の
ご
と
き
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大
度
量
に
感
泣
し
て
、
あ
の
横
須
賀
工
廠
の
恐
る
べ
き
煤
煙
を
肺
の
底
ま
で

吸
い
こ
み
な
が
ら
、
永
久
に
「
そ
れ
は
犬
で
あ
る
」（It is a dog

ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
巻
頭
文
）
の
講
釈
を
繰
返
し
て
行
つ
て
も
よ
か
つ
た
の
で

あ
る
。
が
、
不
幸
に
し
て
二
年
間
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
予
は
教
育
家
と
し

て
、
こ
と
に
未
来
の
海
軍
将
校
を
陶
鋳
す
べ
き
教
育
家
と
し
て
い
く
ら
己
惚

れ
て
み
た
と
こ
ろ
が
、
到
底
然
る
べ
き
人
物
で
は
な
い
。
少
く
と
も
現
代
日

本
の
官
許
教
育
方
針
を
丸
薬
の
ご
と
く
服
膺
で
き
な
い
点
だ
け
で
も
、
明
ら

か
に
即
刻
放
逐
さ
れ
る
べ
き
不
良
教
師
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
の
自

覚
が
あ
つ
た
に
し
て
も
、
一
家
眷
族
の
口
が
乾
上
る
惧
が
あ
る
以
上
、
予
は

怪
し
げ
な
語
学
の
資
本
を
運
転
さ
せ
て
、
ど
こ
ま
で
も
教
育
家
ら
し
い
店
構

え
を
張
り
つ
づ
け
る
覚
悟
で
い
た
。
い
や
、
た
と
え
米
塩
の
資
に
窮
さ
な
い

に
し
て
も
、
下
手
は
下
手
な
り
に
創
作
で
押
し
て
行
こ
う
と
い
う
気
が
出
な

か
つ
た
な
ら
、
予
は
い
つ
ま
で
も
名
誉
あ
る
海
軍
教
授
の
看
板
を
謹
ん
で
ぶ

ら
下
げ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
現
在
の
予
は
、
す
で
に
過
去
の
予

と
違
っ
て
全
精
力
を
創
作
に
費
さ
な
い
限
り
人
生
に
対
し
て
も
ま
た
予
自

身
に
対
し
て
も
、
す
ま
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は

単
に
時
間
の
上
か
ら
言
つ
て
も
一
週
五
日
間
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
機
械
の
ご
と
く
学
校
に
出
頭
し
て
い
る
訳
に
行
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ

で
予
は
遺
憾
な
が
ら
、
当
局
並
び
に
同
僚
た
る
文
武
教
官
各
位
の
愛
顧
に
反

い
て
、
と
う
と
う
大
阪
毎
日
新
聞
へ
入
社
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
中
略
）

春
風
は
す
で
に
予
が
草
堂
の
簷
を
吹
い
た
。
こ
れ
か
ら
予
も
軽
燕
と
と
も

に
、
そ
ろ
そ
ろ
征
途
へ
上
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
（
大
八
・
三
）

初
級
英
語
教
育
の
繰
り
返
し
（「
そ
れ
は
犬
で
あ
る
」）
の
退
屈
さ
、「
官
許
教

育
方
針
」
へ
の
不
満
、
武
官
教
官
と
の
軋
轢
な
ど
、
退
官
の
理
由
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
と
述
べ
て
は
い
る
が
、
要
す
る
に
漱
石
先
生
に
見
習
っ
た
方
法
で
執
筆
に
専

念
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
芥
川
文
学
は
、
教
員
生
活
の
傍
ら
と
い
う
よ
う

な
ス
タ
イ
ル
で
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
ほ
ど
充
実
し
た
、
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

て
い
た
。「
現
在
の
予
は
、
す
で
に
過
去
の
予
と
違
っ
て
全
精
力
を
創
作
に
費
さ

な
い
限
り
人
生
に
対
し
て
も
ま
た
予
自
身
に
対
し
て
も
、
す
ま
な
い
よ
う
な
気
が

し
て
い
る
」
と
い
う
昂
揚
感
が
決
し
て
メ
デ
ィ
ア
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
か
っ

た
こ
と
は
、
海
軍
機
関
学
校
教
官
時
代
の
テ
キ
ス
ト
自
身
が
明
白
に
物
語
っ
て
い

る
。

	
	
	
	

（
２
）　
〈
人
生
の
残
滓
〉
を
超
え
る
も
の

横
須
賀
時
代
の
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
、「
戯
作
三
昧
」（
大
正
六
年
十
一
月
）「
地

獄
変
」（
大
正
七
年
五
月
）「
奉
教
人
の
死
」（
大
正
七
年
九
月
）
と
い
う
テ
キ
ス

ト
の
系
列
が
「
刹
那
の
感
動
」
を
主
題
と
し
た
〈
芸
術
至
上
主
義
〉
の
テ
キ
ス
ト

と
し
て
、
初
期
芥
川
文
学
を
代
表
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
の
常
識

と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

「
戯
作
三
昧
」
は
、
家
族
を
含
め
て
市
井
の
人
々
の
な
か
に
あ
っ
て
孤
独
な
芸

術
家
が
、「
人
生
」
の
「
残
滓
」
を
振
り
払
っ
て
、〈
芸
術
即
人
生
〉
の
心
境
に
入
っ

て
い
く
、
そ
の
姿
を
描
い
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。「
僕
の
馬
琴
は
唯
僕
の
心
持
を

描
か
む
た
め
に
馬
琴
を
仮
り
た
も
の
と
思
は
れ
た
し
」（
渡
辺
庫
輔
宛
書
簡　

大

正
十
一
年
一
月
一
九
日
付
）
と
あ
る
が
、「
竜マ

マ

之
介
自
身
の
作
家
と
し
て
の
思
想

な
り
感
情
な
り
を
、
馬
琴
に
託
し
て
盛
り
こ
む
こ
と
に
あ
っ
た
」
と
、
早
く
吉
田

精
一
が
指
摘
し
た
通
り
の
も
の
で
あ
ろ
う
（『
近
代
文
学
注
釈
体
系　

芥
川
龍
之

介
』　

有
精
堂　

一
九
六
三
）。

近
江
屋
平
吉
と
の
対
話
（
二
節
・
三
節
、
以
下
「
節
」
略
）
で
示
さ
れ
た
も
の

は
作
者
に
と
っ
て
の
読
者
の
厄
介
さ
の
問
題
で
あ
ろ
う
し
、
眇
目
の
男
の
「
馬
琴

な
ん
ぞ
の
書
く
も
の
は
、
み
ん
な
あ
り
や
焼
き
直
し
」
で
、
一
九
や
三
馬
の
よ
う

に
「
天
然
自
然
の
人
間
が
出
て
」
お
ら
ず
、「
小
手
先
の
器
用
や
生
噛
り
の
学
問
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で
捏
ち
あ
げ
た
も
の
」
と
い
う
「
フ
イ
リ
ツ
ピ
ク
ス
」（
悪
罵
）（
四
）
が
、
初
期

芥
川
龍
之
介
に
向
け
ら
れ
た
批
判
を
馬
琴
に
重
ね
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

書
肆
和
泉
屋
市
兵
衛
の
原
稿
依
頼
に
書
け
な
い
と
断
る
馬
琴
に
、
商
人
和
泉
屋

市
兵
衛
は
あ
の
手
こ
の
手
で
書
か
せ
よ
う
と
、
獄
門
に
な
っ
た
ば
か
り
の
鼠
小
僧

次
郎
太
夫
の
話
題
を
持
ち
出
し
た
り
（
後
に
芥
川
は
「
鼠
小
僧
次
郎
吉
」（
大
正

八
年
一
二
月
）
を
書
い
た
）、
種
彦
の
評
判
を
持
ち
出
し
た
り
し
て
、
躍
起
に
な
っ

て
い
る
（
六
・
七
・
八
）。
書
肆
和
泉
屋
市
兵
衛
と
い
う
「
メ
デ
ィ
ア
」
に
よ
っ
て

作
者
も
テ
キ
ス
ト
も
左
右
さ
れ
る
し
か
な
い
状
況
は
、
既
に
馬
琴
の
時
代
か
ら
あ

ら
わ
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
よ
り
正
確
に
は
芥
川
龍
之
介
自
身

が
置
か
れ
て
い
た
状
況
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
和
泉
屋
市
兵
衛
を
適
当
に
あ

し
ら
い
な
が
ら
馬
琴
は
、「
下
等
な
世
間
に
住
む
人
間
の
不
幸
は
、
そ
の
下
等
さ

に
煩
は
さ
れ
て
、
自
分
も
亦
下
等
な
言
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
」
と
気
分
は
沈
む

ば
か
り
な
の
だ
が
、「
下
等
な
世
間
に
住
む
人
間
の
不
幸
」
と
は
、
芥
川
龍
之
介

の
常
套
句
の
よ
う
な
も
の
だ
と
し
て
、
さ
す
が
に
和
泉
屋
市
兵
衛
は
戯
画
化
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
、
文
壇
や
商
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
関
わ
っ
て
生
き
る
し
か
な

い
大
正
作
家
の
宿
命
を
、
芥
川
龍
之
介
は
こ
う
い
う
虚
構
の
中
で
捉
え
よ
う
と
し

て
い
る
。

長
島
政
兵
衛
な
る
作
家
志
望
の
地
方
青
年
の
弟
子
入
り
希
望
の
逸
事
の
記
憶

も
ま
た
そ
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
己
の
勝
手
な
欲
望
が
、
思
い
通
り
に
な
ら
ぬ
と

見
る
や
「
猛
烈
な
非
難
」
を
浴
び
せ
か
け
る
こ
の
青
年
の
「
情
無
さ
」
は
、
し
か

し
こ
れ
に
振
り
回
さ
れ
て
、
激
し
い
言
辞
を
彼
に
浴
び
せ
て
し
ま
う
「
彼
自
身
に

対
す
る
情
無
さ
」
で
も
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
ま
た
、
馬
琴
の
「
或
疑
問
」、
己
の

小
説
は
「
先
王
の
道
」
の
芸
術
的
表
現
で
あ
っ
て
、「
先
王
の
道
」
と
「
芸
術
」

に
矛
盾
は
な
い
が
、「
時
折
磅
礴
す
る
芸
術
的
感
興
に
遭
遇
す
る
と
、
忽
ち
不
安

を
感
じ
出
し
た
」
と
い
う
芸
術
と
倫
理
の
問
題
も
、「
地
獄
変
」
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
馬
琴
に
仮
借
し
て
の
初
期
芥
川
龍
之
介
自
身
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。

「
下
等
な
世
間
に
住
む
人
間
の
不
幸
」
と
言
い
つ
つ
、「
下
等
な
世
間
」
に
夢
を

賭
け
る
姿
勢
も
、「
毛
利
先
生
」
や
「
蜜
柑
」
に
共
通
す
る
。
己
と
同
じ
く
、「
行

け
る
所
迄
行
く
よ
り
外
は
な
い
」
と
覚
悟
し
て
い
る
渡
邉
崋
山
と
い
う
〈
同
行
者
〉

の
存
在
に
よ
っ
て
、
馬
琴
は
「
一
種
の
力
強
い
興
奮
を
感
じ
」、「
行
け
る
所
迄

行
」
っ
て
「
討
死
」
し
よ
う
と
覚
悟
す
る
。
馬
琴
と
異
な
り
、
崋
山
に
と
っ
て
「
世

間
」
は
政
治
的
事
情
を
も
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
馬
琴
は
理
解
し
て
い
る

の
だ
が
、
こ
う
い
う
友
人
関
係
を
結
べ
る
以
上
、
世
間
は
「
下
等
」
と
い
う
ば
か

り
で
も
な
い
（
一
〇
、一
一
、一
二
）。

崋
山
と
の
対
話
は
馬
琴
に
「
興
奮
」
を
も
た
ら
し
、
そ
の
興
奮
を
弾
機
に
馬
琴

は
「
八
犬
伝
」
の
稿
を
書
き
継
ご
う
と
す
る
の
だ
が
、
よ
り
根
源
的
な
疑
問―

―

自
己
の
才
能
へ
の
不
安
に
襲
わ
れ
、「
難
破
し
た
船
長
の
眼
で
、
失
敗
し
た
原
稿

を
眺
め
な
が
ら
、
静
か
に
絶
望
の
威
力
と
戦
い
つ
ゞ
け
」（
一
三
）
る
。
そ
う
い

う
彼
を
救
っ
た
の
が
孫
の
太
郎
の
「
勉
強
し
ろ
。
癇
癪
を
起
す
な
。
さ
う
し
て
も

つ
と
よ
く
辛
抱
し
ろ
」
と
い
う
、
浅
草
の
観
音
様
が
言
っ
た
と
い
う
、
か
ら
か
い

の
言
葉
な
の
だ
が
、
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
馬
琴
は
「
厳
粛
な
何
物
か
が
刹
那
に
閃

い
た
」。「
こ
の
時
、
こ
の
孫
の
口
か
ら
か
う
云
ふ
言
葉
を
聞
い
た
の
が
、
不
思
議
」

な
の
だ
と
い
う
（
一
四
）。
こ
う
し
て
馬
琴
は
〈
戯
作
三
昧
〉
の
心
境
へ
入
っ
て

い
く
。あ

る
の
は
、
唯
不
可
思
議
な
悦
び
で
あ
る
。
或
は
恍
惚
た
る
悲
壮
の
感
激
で

あ
る
。
こ
の
感
激
を
知
ら
な
い
も
の
に
、
ど
う
し
て
戯
作
三
昧
の
心
境
が
味

到
さ
れ
よ
う
。
ど
う
し
て
戯
作
者
の
厳
か
な
魂
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
こ
ゝ
に

こ
そ
「
人
生
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
そ
の
残
滓
を
洗
つ
て
、
ま
る
で
新
し
い
鉱
石

の
や
う
に
、
美
し
く
作
者
の
前
に
、
輝
い
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
（
十
五
）

様
々
な
〈
人
生
の
残
滓
〉
を
超
え
て
の
馬
琴
の
〈
戯
作
三
昧
〉
は
、「
唯
僕
の

心
持
を
描
か
む
た
め
」
の
理
想
の
境
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
女
房
の
お
百
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の
「
困
り
者
だ
よ
。
碌
な
お
金
に
も
な
ら
な
い
の
に
さ
」
と
い
う
呟
き
を
末
尾
に

置
い
た
と
し
て
も
。
と
い
う
よ
り
、
こ
の
呟
き
を
最
も
切
実
な
〈
人
生
の
残
滓
〉

と
し
て
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
戯
作
三
昧
〉
の
境
地
を
際
立
た
せ
よ
う
と
す
る
、

〈
新
技
巧
派
〉
と
し
て
の
昂
揚
を
こ
そ
こ
こ
に
読
み
と
る
べ
き
だ
ろ
う
。

横
須
賀
時
代
に
は
「
尾
方
了
斎
覚
え
書
」（
大
正
六
年
一
月
）、「
さ
ま
よ
へ
る

猶
太
人
」（
大
正
六
年
六
月
）、「
奉
教
人
の
死
」（
大
正
七
年
九
月
）「
る
し
へ
る
」

（
大
正
七
年
十
一
月
）「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
伝
」（
大
正
八
年
三
月
）
と
、
多
く

の
「
キ
リ
シ
タ
ン
も
の
」
を
書
き
あ
げ
て
い
る
。「
尾
方
了
斎
覚
え
書
」「
さ
ま
よ

へ
る
猶
太
人
」「
る
し
へ
る
」
と
い
う
系
列
は
悪
癖
の
衒
学
趣
味
な
い
し
エ
キ
ゾ

チ
ズ
ム
の
も
た
ら
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
言
っ
て
い
い
が
、「
奉
教
人
の
死
」

は
〈
刹
那
の
感
動
〉
を
主
題
と
し
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
系

列
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

と
は
言
っ
て
も
、
衒
学
趣
味
が
全
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

「「
奉
教
人
の
死
」
の
方
は
、
其
督
教
徒
の
手
に
な
っ
た
当
時
の
口
語
訳
平
家
物
語

に
な
ら
つ
た
も
の
」（「
風
変
わ
り
な
作
品
に
つ
い
て
」
大
正
十
四
年
十
二
月
）
と

自
ら
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
ず
文
体
の
「
風
変
わ
り
」
さ
に
お
い
て
際
立
っ
た

テ
キ
ス
ト
で
あ
る
し
、
二
に
お
け
る
「
予
が
所
蔵
に
関
る
」
以
下
の
依
拠
資
料
の

捏
造
も
技
巧
や
遊
び
と
い
う
に
は
、
あ
る
い
は
若
さ
ゆ
え
の
事
と
言
っ
て
も
、
余

り
に
も
悪
質
と
い
う
し
か
な
い
。
後
年
、「
風
変
わ
り
な
作
品
に
つ
い
て
」
に
お

い
て
、「
日
本
の
聖
教
徒
の
逸
事
を
仕
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
全
然
自
分
の
想

像
の
作
品
で
あ
る
」
と
告
白
し
て
い
る
に
し
て
も
。
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新

詩
社
の
長
崎
旅
行
に
始
ま
る
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
南
蛮
趣
味
に
便
乗
し
て
の
試
み
で

あ
る
こ
と
は
否
定
の
し
よ
う
も
な
い
。
中
村
孤
月
の
「
海
軍
機
関
学
校
教
官
の
余

技
」（
読
売
新
聞　

大
正
六
・
一
・
十
三
）
と
い
う
批
判
は
「
尾
方
了
斎
覚
え
書
」

を
め
ぐ
っ
て
の
も
の
だ
が
、
細
田
源
吉
の
「
好
事
家
的
傾
向
を
排
す
」（『
中
央
公

論
』
臨
時
増
刊
号
大
正
七
年
七
月
）
な
ど
の
批
判
が
相
次
い
だ
の
も
不
当
と
は
言

い
切
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

典
拠
に
つ
い
て
は
吉
田
精
一
の
鷗
外
『
諸
国
物
語
』
説
、
木
村
毅
の
白
隠
和
尚

の
逸
話
説
、
上
田
哲
の
「
聖
マ
リ
ナ
童
貞
伝
」、
柊
原
一
の
「
サ
ン
タ
マ
リ
ナ
ノ

御
作
業
」
安
田
保
雄
の
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
「
ジ
ョ
ス
ラ
ン
」
フ
ラ
ン
シ
ス
「
シ
ル

ヴ
ェ
ス
ト
ボ
ナ
ー
ル
の
罪
」
な
ど
様
々
だ
が
、
い
ず
れ
も
仮
説
に
過
ぎ
ず
、
結
局

「
全
然
自
分
の
想
像
の
作
品
で
あ
る
」
と
い
う
説
に
従
う
し
か
な
い
。

前
半
部
は
全
体
的
に
推
理
小
説
的
な
ス
タ
イ
ル
で
書
き
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

「
ろ
お
れ
ん
ぞ
」
の
出
身
・
生
育
環
境
な
ど
は
一
切
隠
さ
れ
、
そ
れ
は
最
後
ま
で

明
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
故
郷
は
「
は
ら
い
そ
」（
天
国
）
父
の
名
は
「
で
う
す
」

（
天
主
）
と
い
う
自
身
の
説
明
は
、
信
仰
の
堅
固
さ
に
お
い
て
担
保
さ
れ
、「
天
童

の
生
れ
か
は
り
で
あ
ら
う
ず
」
と
、
人
々
は
受
け
入
れ
て
い
く
。

そ
れ
に
続
く
場
面
は
、
傘
張
の
翁
の
娘
と
の
関
係
と
そ
の
身
ご
も
り
、
そ
し
て

「
ろ
お
れ
ん
ぞ
」
に
対
す
る
破
門
と
迫
害
の
場
面
。
こ
の
試
練
に
よ
っ
て
後
半
部

の
殉
教
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
出
る
、
そ
の
た
め
の
布
置

で
あ
る
。

こ
う
し
て
火
事
に
お
け
る
殉
教
の
場
面
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
展
開
さ

れ
、
そ
し
て
「
ろ
お
れ
ん
ぞ
」
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
こ
う
い
う

展
開
に
つ
い
て
は
志
賀
直
哉
の
批
判
が
あ
っ
た
。

作
中
人
物
同
様
読
者
ま
で
一
緒
に
知
ら
せ
ず
に
お
い
て
、
仕
舞
ひ
で
背
負
投

げ
を
食
わ
す
や
り
方
は
、
読
者
の
鑑
賞
が
そ
の
方
へ
引
つ
張
ら
れ
る
た
め
、

そ
こ
ま
で
も
つ
て
い
く
筋
道
の
骨
折
り
が
無
駄
に
な
り
、
損
だ
と
思
ふ
と
私

は
云
つ
た
。
読
者
を
作
者
と
同
じ
場
所
で
見
物
さ
せ
て
置
く
方
が
私
は
好
き

だ
。（
略
）
私
は
夏
目
さ
ん
の
物
で
も
作
者
の
腹
に
は
つ
き
り
あ
る
事
を
何

時
ま
で
も
読
者
に
隠
し
、
釣
つ
て
行
く
所
は
ど
う
も
好
き
に
な
れ
な
か
つ
た

（「
沓
掛
に
て
」）
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根
本
的
な
文
学
観
の
相
違
と
言
っ
て
済
ま
す
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
で
、
推
理

小
説
に
関
心
を
示
し
、
み
ず
か
ら
多
く
の
推
理
小
説
を
書
い
た
芥
川
と
、
推
理
小

説
に
一
切
の
興
味
を
持
た
ず
、
例
え
ば
「
剃
刀
」
や
「
范
の
犯
罪
」
な
ど
、
謎
め

い
た
世
界
も
あ
く
ま
で
も
〈
人
間
の
行
為
〉
と
し
て
、
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
追

い
求
め
た
志
賀
直
哉
（
注
二
）
と
の
相
違
が
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
あ
ら
わ
に

な
っ
て
い
る
。「
正
直
」
な
志
賀
直
哉
か
ら
見
れ
ば
、
こ
う
い
う
〈
ト
リ
ッ
ク
〉
は
、

つ
ま
ら
ぬ
作
為
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
ト
リ
ッ
ク
〉
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
い
か
に
も
と
い
う
作
為
性
は
、
初

期
芥
川
龍
之
介
に
見
ら
れ
る
一
つ
の
傾
向
で
あ
っ
て
、「
地
獄
変
」
に
対
す
る
〈
ボ

ン
バ
ス
テ
ィ
ッ
ク
〉
に
過
ぎ
る
と
い
う
自
身
の
感
想
は
、
あ
る
い
は
こ
の
テ
キ
ス

ト
に
対
し
て
も
持
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
火
事
に
お
け
る
殉
教
に
つ
い
て
後
年
の

芥
川
は
、

そ
の
火
事
の
と
こ
ろ
は
初
め
ち
つ
と
も
書
く
気
が
し
な
か
つ
た
の
で
、
た
だ

主
人
公
が
病
気
か
何
ん
か
に
な
つ
て
、
静
か
に
死
ん
で
行
く
と
こ
ろ
を
書
く

つ
も
り
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
書
い
て
ゐ
る
う
ち
に
、
そ
の
火
事
場
の
景

色
を
思
ひ
つ
い
て
そ
れ
を
書
い
て
し
ま
つ
た
。
火
事
場
に
し
て
よ
か
つ
た
か

悪
か
つ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
け
れ
ど
も
。（「
一
つ
の
作
が
出
来
上
る
ま
で
」

　

大
正
九
年
三
月
）

と
語
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
構
成
で
書
い
て
〈
殉
教
の
美
〉
が
描
き
切
れ
た
か

ど
う
か
疑
問
も
残
る
し
、
こ
う
い
う
問
題
は
つ
い
に
答
え
が
出
る
と
い
う
の
で
も

な
か
ろ
う
が
、
芥
川
龍
之
介
が
書
き
た
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
最
後
の
数
行
、

な
べ
て
人
の
世
の
尊
さ
は
、
何
も
の
に
も
換
へ
難
い
、
刹
那
の
感
動
に
極
ま

る
も
の
ぢ
や
。
暗
夜
の
海
に
も
譬
へ
よ
う
ず
煩
悩
心
の
空
に
一
波
を
あ
げ

て
、
未
出
ぬ
月
の
光
を
、
水
沫
の
中
に
捕
へ
て
こ
そ
、
生
き
て
甲
斐
あ
る
命

と
も
申
さ
う
ず
。
さ
れ
ば
「
ろ
お
れ
ん
ぞ
」
が
最
期
を
知
る
も
の
は
「
ろ
お

れ
ん
ぞ
」
の
一
生
を
知
る
も
の
で
は
ご
ざ
る
ま
い
か
。

と
い
う
〈
刹
那
の
感
動
〉
に
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
い
に
わ
か
ら
ぬ
「
ろ
お
れ
ん
ぞ
」

の
出
生
・
生
育
の
謎
も
、「
し
め
お
ん
」
の
友
情
も
、
ま
た
「
え
け
れ
し
あ
」（
寺

院
）
の
「
す
ぺ
り
お
れ
す
」（
長
老
）
や
「
い
る
ま
ん
」（
法
兄
弟
）
た
ち
の
非
難

も
、
町
衆
に
よ
る
「
刀
杖
瓦
石
の
難
」
も
、
そ
し
て
傘
張
の
翁
の
娘
の
虚
偽
も
、

〈
こ
ひ
さ
ん
〉（
告
白
）
も
、
す
べ
て
〈
人
生
の
残
滓
〉
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら

の
す
べ
て
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
「
ろ
お
れ
ん
ぞ
」
の
微
笑
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
む
ろ
ん
こ
の
微
笑
は
宗
教
に
支
え
ら
れ
た
微
笑
だ
が
、
そ
れ
に
限
定
さ
れ
て

の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
微
笑
が
刹
那
の
も
の
、
瞬
間

の
も
の
で
あ
っ
て
も
「
ろ
お
れ
ん
ぞ
」
は
そ
の
瞬
間
に
お
い
て
す
べ
て
の
人
生
を

味
わ
い
つ
く
し
て
い
る
。

後
年
芥
川
は
、「
殉
教
者
の
心
理
は
わ
た
し
に
は
あ
ら
ゆ
る
殉
教
者
の
心
理
の

や
う
に
病
的
な
興
味
を
与
へ
た
の
で
あ
る
。」（「
西
方
の
人
」
昭
和
二
）
と
語
っ

て
い
る
。〈
病
的
な
〉
と
い
う
認
識
が
何
を
語
っ
て
い
る
の
か
、
テ
キ
ス
ト
の
あ

り
よ
う
を
〈
ボ
ン
バ
ス
テ
ィ
ッ
ク
〉
と
見
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
と
と
も
に
、

今
は
保
留
し
て
お
く
し
か
な
い
が
、「
奉
教
人
の
死
」
を
書
く
作
家
自
身
が
、
あ

る
昂
揚
感
の
中
に
い
た
こ
と
だ
け
は
否
定
で
き
な
い
。

「
戯
作
三
昧
」
の
芸
術
家
の
栄
光
と
孤
独
、
あ
る
い
は
栄
光
の
中
の
孤
独
と
い

う
テ
ー
マ
は
「
枯
野
抄
」
の
主
題
で
も
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
成
立

事
情
に
つ
い
て
も
芥
川
龍
之
介
は
、「
一
つ
の
作
が
出
来
上
る
ま
で
」
で
語
っ
て

い
る
。

は
じ
め
に
考
え
て
い
た
構
想
や
主
題
が
全
く
別
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
れ
ば
、
内
容
が
微
妙
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
最
初
に
書
こ
う

と
し
た
「
土
瓶
が
そ
の
ま
ま
出
来
上
が
る
こ
と
も
あ
る
」。
し
か
し
「
そ
の
土
瓶
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に
し
て
も
蔓
を
籐
に
し
よ
う
と
思
つ
て
ゐ
た
の
が
竹
に
な
つ
た
り
す
る
」
こ
と
も

あ
り
、「
枯
野
抄
」
は
そ
う
い
う
テ
キ
ス
ト
な
の
だ
と
い
う
。
書
こ
う
と
し
た
も

の
は
「
芭
蕉
が
死
ぬ
半
月
ほ
ど
前
か
ら
死
ぬ
と
こ
ろ
ま
で
」
だ
が
、「
勿
論
、
そ

れ
を
書
く
に
つ
い
て
は
、
先
生
の
死
に
会
ふ
弟
子
の
心
持
と
い
つ
た
や
う
な
も
の

を
私
自
身
も
そ
の
当
時
痛
切
に
感
じ
て
ゐ
た
。
そ
の
心
持
を
私
は
芭
蕉
の
弟
子
に

借
り
て
書
か
う
と
し
た
」。
当
初
は
「
芭
蕉
の
死
骸
を
船
に
乗
せ
て
伏
見
に
上
つ

て
行
く
そ
の
途
中
に
シ
イ
ン
を
取
っ
て
、
そ
し
て
、
弟
子
た
ち
の
心
持
を
書
こ
う

と
し
た
」
が
果
た
せ
ず
、「「
芭
蕉
涅
槃
図
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
芭
蕉
の
病
床

を
弟
子
た
ち
が
取
り
囲
ん
で
ゐ
る
と
こ
ろ
を
書
い
て
漸
く
初
め
の
目
的
を
達
し

た
」
の
だ
と
い
う
。

だ
と
す
れ
ば
、「
土
瓶
」
す
な
わ
ち
〈
主
題
〉
は
「
先
生
の
死
に
会
ふ
弟
子
の

心
持
」
で
あ
り
、
蔓
す
な
わ
ち
〈
構
想
〉（
シ
イ
ン
）
は
、
伏
見
へ
の
船
中
か
ら
、

蕪
村
の
筆
に
な
る
「
芭
蕉
涅
槃
図
」
ふ
う
の
も
の
へ
と
変
わ
っ
た
が
、
つ
ま
り
、

〈
主
題
〉
自
体
は
「
先
生
の
死
に
会
ふ
弟
子
の
心
持
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
変
わ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
先
生
の
死
」、（
直
接
的
に
は
漱
石
の
死
が
呼
び
起
こ
し
た
も
の
と
芥
川
は

語
っ
て
い
る
が
）
が
炙
り
出
す
「
弟
子
の
心
持
」
が
人
間
に
潜
む
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
し
か
し
、
一
口
に
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
言
っ
て
も
そ

の
様
相
は
様
々
で
あ
り
、
そ
の
い
わ
ば
〈
百
態
〉
を
絵
画
的
明
晰
さ
に
お
い
て
描

き
出
し
て
見
せ
た
と
こ
ろ
に
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
面
白
さ
が
あ
る
。「
こ
こ
で
描
か

れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
は
、
ひ
と
り
の
人
間
に
同
時
に
喚
起
さ
れ
た
心
象
風

景
と
見
る
方
が
は
る
か
に
す
っ
き
り
す
る
」（
三
好
行
雄
）
と
い
う
意
見
は
、〈
栄

光
の
中
の
孤
独
〉
の
テ
キ
ス
ト
「
或
日
の
大
石
内
蔵
助
」
に
徴
し
て
み
て
も
諾
え

る
意
見
だ
が
、
素
直
に
百
人
百
態
の
面
白
さ
と
見
て
も
一
向
に
構
わ
な
い
だ
ろ

う
。死

の
瞬
間
に
訪
れ
る
「
来
る
可
き
も
の
が
遂
に
来
た
と
云
ふ
、
安
心
に
似
た
心

も
ち
」（
木
節
）、「
垂
死
の
芭
蕉
の
顔
」
に
感
じ
る
「
云
ひ
や
う
の
な
い
不
快
」（
其

角
）、
師
の
介
抱
に
尽
く
し
た
と
い
う
自
己
満
足
（
去
来
）、
慟
哭
の
な
か
の
「
一

種
の
誇
張
」
に
対
し
て
感
じ
る
不
快
（
乙
州
）、「
師
匠
を
悼
ま
ず
師
匠
を
失
っ
た

自
分
た
ち
自
身
を
悼
ん
で
い
る
」
と
解
析
す
る
「
皮
肉
屋
を
も
っ
て
知
ら
れ
た
東

花
坊
」（
支
考
）、
死
に
対
す
る
恐
怖
に
襲
わ
れ
る
ば
か
り
の
惟
然
、
師
の
「
人
格

的
圧
力
の
桎
梏
」
か
ら
の
」
解
放
の
喜
び
」（
丈
艸
）。
こ
れ
ら
が
臨
終
に
い
た
る

芭
蕉
最
後
の
様
相
に
対
す
る
門
人
の
手
記
や
談
話
を
収
録
し
た
文
暁
の
偽
作
「
花

屋
日
記
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
芥
川
自
身
が
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
今
こ
こ
で
は
「
花
屋
日
記
」
そ
の
他
の
原
拠
と
の
差
異
を
測
る
余
裕
は
な
い
。

だ
が
、
こ
れ
ら
が
、
現
在
な
ら
間
違
い
な
く
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
、

随
分
思
い
切
っ
た
〈
創
作
〉
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
「
ひ
と
り
の
人
間
に
同
時
に
喚
起
さ
れ
た
心
象
風
景
」
な
ら
ぬ
、
漱
石

門
下
の
人
び
と
を
密
か
に
想
定
し
て
の
設
定
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
い
う
三
流
週

刊
誌
並
の
興
味
が
わ
か
な
い
で
も
な
い
が
、
む
ろ
ん
愚
論
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
モ
デ
ル
詮
索
は
意
味
を
な
さ
な
い
。「
枯
野
抄
」
は
個
の

内
面
に
蠢
く
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
理
知
の
眼
に
よ
っ
て
犀
利
に
捉
え
、
文
学
的
出
発
以

来
の
〈
新
技
巧
派
〉
あ
る
い
は
〈
新
現
実
派
〉
の
テ
キ
ス
ト
に
磨
き
を
か
け
た
、

そ
う
い
う
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
や
や
逆
説
め
い
た
言
い
方
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、

エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
理
知
に
よ
っ
て
捉
え
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
構
成
し
て
い
く
作
家
の

状
況
そ
れ
自
体
は
、
あ
る
充
実
し
た
状
況
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
〈
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の

苦
悩
〉
の
状
況
下
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

テ
キ
ス
ト
の
大
半
を
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
〈
百
態
〉
に
費
や
し
つ
つ
、
し
か
し
そ
れ

ら
は
「
布
置
」
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
三
好
行
雄
が
「
彼
ら
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム

が
実
は
〈
枯
野
〉
に
窮
死
し
た
芭
蕉
の
孤
独
を
実
現
す
る
た
め
に
の
み
必
要
だ
っ

た
と
い
う
小
説
の
脈
絡
だ
け
は
正
確
に
お
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」、「
こ

う
し
た
技
巧
に
惑
わ
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
の
奥
に
た
ゆ
た
う
の
は
人
生
の
枯
野

に
窮
死
す
る
芭
蕉
へ
の
感
動
に
他
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
そ
れ
ら

を
も
〈
人
生
の
残
滓
〉
と
し
て
の
芭
蕉
の
孤
独
の
中
の
栄
光
を
描
く
こ
と
に
こ
そ
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モ
テ
ィ
ー
フ
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
念
の
た
め
繰
り
返
せ
ば
、
宿
痾
の
よ
う
に

取
り
つ
か
れ
た
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
も
〈
人
生
の
残
滓
〉
と
し
、
そ
の
向
こ
う
に
あ
る

芸
術
家
の
栄
光
を
捉
え
よ
う
と
す
る
あ
る
昂
揚
感
の
中
に
作
家
は
立
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

芸
術
家
小
説
で
は
な
い
が
、「
或
日
の
大
石
内
蔵
助
」
も
百
人
百
様
の
〈
人
生

の
残
滓
〉
を
払
っ
て
の
〈
栄
光
の
中
の
孤
独
〉
を
描
い
た
テ
キ
ス
ト
と
い
う
意
味

で
、「
枯
野
抄
」
の
姉
妹
作
で
あ
る
と
み
て
い
い
。

細
川
家
家
臣
の
手
に
な
る
「
堀
内
伝
衛
門
覚
書
」（『
続
史
籍
集
覧
』
等
所
収
）

を
主
た
る
依
拠
資
料
と
す
る
こ
の
テ
キ
ス
ト
も
、
多
く
の
同
時
代
評
に
見
ら
れ
る

通
り
、
大
石
内
蔵
助
の
実
像
で
は
な
く
、
主
題
に
合
わ
せ
て
作
り
上
げ
た
虚
像
で

あ
る
こ
と
は
、
い
ち
い
ち
立
証
す
る
ま
で
も
な
い
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
も
ま
た
、
い
か
に
も
〈
技
巧
の
美
学
〉
に
さ
さ
え
ら
れ
た
一
編

で
あ
る
。
冒
頭
に
描
か
れ
た
「
老
木
の
梅
の
影
」
の
静
寂
な
世
界
と
内
蔵
助
の
「
安

ら
か
な
満
足
」
に
対
応
す
る
形
で
、
梅
花
と
突
き
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
前
に
佇

む
彼
の
「
冴
返
る
心
の
底
へ
沁
み
透
つ
て
く
る
寂
し
さ
」
と
最
後
が
結
ば
れ
る
。

常
套
と
は
い
え
、
い
か
に
も
見
事
な
日
本
的
感
性
に
支
え
ら
れ
た
技
巧
で
あ
る
。

そ
の
間
を
挟
む
も
の
が
、「
満
足
」
が
「
寂
し
さ
」
に
至
り
つ
く
大
石
内
蔵
助
の

心
境
の
推
移
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
実
質
で
あ
る
。

そ
の
推
移
は
三
つ
の
段
階
、
あ
る
い
は
要
素
に
よ
っ
て
、
心
理
的
分
析
が
施
さ

れ
て
い
る
。
第
一
は
、
事
件
が
生
ん
だ
仇
討
の
流
行
に
よ
っ
て
の
も
の
。
内
蔵
助

に
と
っ
て
の
〈
栄
光
〉
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
レ
ベ
ル
な
い
し
集
団
内
部
の
レ
ベ

ル
の
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
「
満
足
」
は
あ
く
ま
で
も
対
他
的
な
い
し
社
会
的
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
自
己
完
結
的
な
行
為
が
対
他
的
・
社
会
的
な
も
の
に
転
化

し
て
い
く
こ
と
へ
の
戸
惑
い
と
か
す
か
な
嫌
悪
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
な
い
「
同

志
」
た
ち
と
の
違
和
感
。
内
蔵
助
に
あ
っ
て
、〈
栄
光
〉
は
〈
個
〉
の
も
の
で
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
絶
対
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、「
変
心
し
た
故
朋
輩
の
代
価
で
、
彼
ら
の
忠
義
が
褒
め
そ
や
さ
れ
る
」

と
い
う
こ
と
か
ら
く
る
不
愉
快
。
内
蔵
助
に
と
っ
て
、
意
識
せ
ず
と
も
、「
忠
義
」

は
、
不
忠
に
よ
っ
て
忠
が
決
定
さ
れ
る
よ
う
な
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら

ず
、
自
己
完
結
的
に
絶
対
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。「
同
志
」
た
ち

の
脱
落
者
に
対
す
る
激
し
い
叱
責
へ
の
違
和
感
。「
何
故
我
々
を
忠
義
の
士
と
す

る
為
に
は
、
彼
ら
を
人
畜
生
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ら
う
」
と
い
う
疑

念
。そ

し
て
第
三
に
、
放
蕩
を
〈
佯
狂
〉
と
見
る
他
者
と
、
し
か
し
〈
駘
蕩
〉
た
る

時
間
で
も
あ
っ
た
と
い
う
自
己
の
事
実
と
の
背
馳
。
こ
こ
で
も
内
蔵
助
が
苦
し
ん

で
い
る
の
は
、
自
己
の
行
為
が
自
己
の
思
い
と
は
全
く
別
に
対
他
的
・
社
会
的
に

は
全
く
別
な
も
の
に
転
化
し
て
い
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う
世
の
中
の
在
り
方
に

対
す
る
違
和
感
で
あ
る
。

芭
蕉
に
し
ろ
内
蔵
助
に
し
ろ
、
彼
ら
の
〈
栄
光
〉
そ
れ
自
体
が
テ
キ
ス
ト
に
主

題
と
し
て
直
接
書
か
れ
る
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、
門
人
や
同
志
た
ち
の
さ
ま
ざ

ま
な
思
惑
を
超
え
て
芭
蕉
や
内
蔵
助
の
〈
栄
光
〉
が
あ
っ
た
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の

構
図
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
他
者
の
理
解
を
超
え
た

も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
他
者
の
理
解
を
不
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
己
完
結

的
に
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
他
者
に
し
ろ
社
会
に
し
ろ
、〈
人

生
の
残
滓
〉
な
の
で
あ
っ
て
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
超
え
る
道
を
、
芥
川
龍
之
介
は
こ

う
い
う
理
念
に
よ
っ
て
紡
ぎ
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
テ
キ
ス
ト
な
い
し

作
家
の
あ
り
方
が
あ
る
昂
揚
し
た
精
神
の
も
と
で
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
十
分

に
注
意
さ
れ
て
い
い
。
し
つ
こ
い
く
り
返
し
だ
が
、〈
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
苦
悩
〉
一

色
に
芥
川
文
学
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
は
な
ら
な
い
。

右
に
多
少
具
体
的
な
分
析
を
試
み
て
き
た
諸
テ
キ
ス
ト
の
頂
点
に
立
つ
も
の

と
し
て
、「
地
獄
変
」
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
明
ら
か
だ
ろ
う
が
、「
地
獄

変
」
自
体
の
分
析
と
評
価
は
別
途
の
事
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
地
獄
変
」
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は
、〈
人
生
の
残
滓
〉
を
超
え
て
の
〈
芸
術
の
栄
光
〉
を
描
い
た
テ
キ
ス
ト
だ
が
、

問
題
は
、
何
が
〈
人
生
〉
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〈
人
生
〉
は
、
政
治
的
権
力

か
ら
〈
炉
辺
の
幸
福
〉
に
至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
局
面
を
含
ん
で
い
る
。
芥
川
は
前

記
諸
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、〈
刹
那
の
感
動
〉
と
し
て
そ
れ
を
描
き
続
け
て
き
た

の
だ
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
と
も
か
く
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て

全
面
的
に
そ
の
問
題
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
芥
川
は
、
例
え
ば
同

時
代
を
生
き
た
谷
崎
潤
一
郎
と
は
対
照
的
に
、
芸
術
の
栄
光
を
描
き
つ
つ
、
即
座

に
そ
れ
を
〈
ボ
ン
バ
ス
テ
ィ
ッ
ク
〉
と
見
返
し
て
し
ま
う
よ
う
な
心
性
の
持
ち
主

だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お
全
体
と
し
て
、
横
須
賀
時
代
は
最
も
昂
揚
し
た
〈
芸
術
至

上
主
義
〉
を
歌
い
あ
げ
た
時
期
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。

こ
う
い
う
迷
い
の
な
い
作
家
の
姿
勢
を
理
論
づ
け
て
い
る
の
が
「
芸
術
そ
の

他
」（
大
正
八
年
十
月
）
で
あ
る
こ
と
も
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
論
旨
の
関

係
上
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
概
略
を
眺
望
し
て
み
た
い
。
二
二
の
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
か

ら
こ
の
芥
川
初
期
文
学
の
〈
理
論
〉
は
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
総
体
と
し
て
み
れ

ば
、〈
意
識
的
芸
術
活
動
〉
の
主
張
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。
む
ろ
ん

作
家
の
〈
理
論
〉
だ
か
ら
、
実
際
は
〈
文
学
理
論
〉
一
般
で
は
な
く
、
初
期
芥
川

自
身
の
創
作
の
〈
信
念
〉
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
は
何
よ
り
も
明
瞭
な
テ

キ
ス
ト
に
対
す
る
自
註
と
い
っ
た
性
格
を
帯
び
て
も
い
る
。

〈
意
識
的
芸
術
活
動
〉
の
主
張
は
、
例
え
ば
「
無
意
識
的
芸
術
活
動
と
は
、
燕

の
子
安
貝
の
異
名
に
過
ぎ
ぬ
。
だ
か
ら
こ
そ
ロ
ダ
ン
は
ア
ン
ス
ピ
ラ
シ
オ
ン
を
軽

蔑
し
た
の
だ
」（
17　

原
文
に
は
な
い
ノ
ン
ブ
ル
を
付
し
た
。
以
下
同
。）
と
い
う

よ
う
な
一
節
に
顕
著
で
あ
ろ
う
。
倪
雲
林
が
松
の
枝
を
「
伸
し
た
為
に
或
効
果
が

生
ず
る
事
」
を
「
百
も
承
知
し
て
ゐ
た
」（
16
）
こ
と
も
、
セ
ザ
ン
ヌ
が
、「
ド
ラ

ク
ロ
ア
が
好
い
加
減
な
所
に
花
を
描
い
た
と
云
ふ
批
評
を
聞
い
て
、
む
き
に
な
っ

て
反
対
し
た
」（
18
）
こ
と
も
、〈
理
論
〉
な
ら
ぬ
あ
る
確
か
な
感
覚
に
お
い
て
、

十
分
以
上
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
の
だ
と
。

〈
意
識
的
芸
術
活
動
〉
は
、
当
然
〈
技
巧
〉
の
積
極
的
主
張
を
伴
う
。「
芸
術
は

表
現
に
始
ま
っ
て
表
現
に
終
わ
る
。
画
を
描
か
な
い
画
家
、
詩
を
作
ら
な
い
詩

人
、
な
ど
と
云
ふ
言
葉
は
、
比
喩
と
し
て
以
外
に
は
何
ら
の
意
味
も
な
い
言
葉
だ
」

（
９
）、「
凡
て
芸
術
家
は
い
や
が
上
に
も
技
巧
を
磨
く
べ
き
も
の
だ
」（
19
）、「
危

険
な
の
は
技
巧
で
は
な
い
。
技
巧
を
駆
使
す
る
小
器
用
さ
な
の
だ
」（
21
）
な
ど

と
。
芥
川
に
お
け
る
技
巧
の
偏
重
は
様
々
な
形
で
批
判
さ
れ
続
け
て
お
り
、
特
に

初
期
に
お
い
て
、
実
際
は
衒
学
趣
味
に
堕
す
こ
と
も
多
い
こ
の
技
巧
の
偏
重
に
つ

い
て
、
私
自
身
も
疑
問
は
抱
い
て
い
る
が
、
こ
こ
に
言
う
〈
技
巧
〉
は
、
無
論
そ

う
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

何
の
た
め
の
〈
意
識
的
芸
術
活
動
〉
か
と
い
え
ば
、
む
ろ
ん
ひ
た
す
ら
〈
芸
術
〉

の
た
め
で
あ
り
、〈
芸
術
至
上
主
義
〉
は
、
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
る
。「
芸
術
家
は

何
よ
り
も
作
品
の
完
成
を
期
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
１
）
と
。
し
か
し
、〈
技
巧
〉
に

支
え
ら
れ
た
〈
意
識
的
芸
術
活
動
〉
と
い
う
〈
芸
術
至
上
主
義
〉
の
確
信
に
満
ち

た
こ
の
「
芸
術
そ
の
他
」
に
あ
っ
て
、
不
安
が
萌
し
て
い
な
い
か
と
言
う
と
、
決

し
て
そ
う
で
は
な
い
。

僕
ら
が
芸
術
的
完
成
の
途
へ
向
は
う
と
す
る
と
き
、
何
か
僕
等
の
精
進
を
妨

げ
る
も
の
が
あ
る
。
偸
安
の
念
か
。
い
や
、
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ

は
も
つ
と
不
思
議
な
性
質
の
も
の
だ
。
丁
度
山
へ
登
る
人
が
高
く
登
る
の
に

従
つ
て
、
妙
に
雲
の
下
に
あ
る
麓
が
懐
し
く
な
る
や
う
な
も
の
だ
。
か
う
云

つ
て
通
じ
な
け
れ
ば―

―

そ
の
人
は
遂
に
僕
に
と
つ
て
、
縁
無
き
衆
生
だ

と
云
ふ
外
は
な
い
。（
５
）

芥
川
龍
之
介
は
常
に
〈
雲
の
下
に
あ
る
麓
〉
の
〈
懐
し
〉
さ
に
引
き
ず
ら
れ
て

き
た
作
家
で
あ
り
、「
芸
術
家
は
非
凡
な
作
品
を
作
る
為
に
、
魂
を
悪
魔
へ
売
り

渡
す
事
も
、
時
と
場
合
で
は
や
り
兼
ね
な
い
。
こ
れ
は
勿
論
僕
も
や
り
兼
ね
な
い

と
云
ふ
意
味
だ
」（
12
）
と
言
い
つ
つ
、
自
殺
か
ら
逆
算
す
る
の
で
は
な
く
と
も
、
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そ
う
い
う
強
靭
さ
と
は
遂
に
無
縁
の
作
家
で
あ
っ
た

こ
う
い
う
微
妙
な
問
題
点
を
は
ら
ま
な
い
で
は
な
い
が
、
し
か
し
全
体
と
し
て

「
芸
術
そ
の
他
」
は
、
昂
揚
す
る
初
期
文
学
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
〈
理
論
〉
で
あ
っ

た
。晩

年
夫
人
に
語
っ
た
横
須
賀
・
鎌
倉
を
引
き
上
げ
た
こ
と
が
間
違
い
だ
っ
た

と
い
う
感
想
の
根
拠
は
、
何
よ
り
も
右
に
見
て
き
た
テ
キ
ス
ト
や
〈
理
論
〉
の
存

在
が
物
語
っ
て
い
る
。
後
に
保
吉
も
の
で
そ
の
一
部
が
描
か
れ
た
機
関
学
校
内
で

の
教
官
と
し
て
の
仕
事
や
出
来
事
、
田
端
の
家
で
の
私
生
活
の
い
ざ
こ
ざ
、
そ
れ

ら
す
べ
て
は
創
作
の
充
実
に
よ
っ
て
一
挙
に
乗
り
越
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く

〈
戯
作
三
昧
〉
な
ら
ぬ
〈
創
作
三
昧
〉
な
の
で
あ
っ
て
、
芥
川
龍
之
介
に
と
っ
て
、

た
だ
時
間
の
不
足
だ
け
が
不
満
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
か
と
思
う
。
そ
れ
以
外
に

理
由
を
求
め
る
の
は
す
べ
て
愚
論
で
あ
ろ
う
。

	
	
	
	

（
３
）　

聖
少
女
幻
想―

―

「
蜜
柑
」
を
読
む―

―

横
須
賀
を
離
れ
る
頃
、
芥
川
龍
之
介
は
「
毛
利
先
生
」
や
「
あ
の
頃
の
自
分
の

事
」
な
ど
を
書
き
、
主
と
し
て
王
朝
期
に
材
を
と
っ
た
「
歴
史
小
説
」
か
ら
離
れ

つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、〈
人
生
の
残
滓
〉
を
超
え
た
〈
刹
那
の
感
動
〉
を
描
く

と
い
う
〈
芸
術
至
上
主
義
〉
を
、「
地
獄
変
」
に
封
印
す
る
と
い
う
も
の
で
も
あ
っ

た
と
い
う
ふ
う
に
一
般
的
に
は
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
題
材
の
取
り
方
は

変
わ
っ
て
も
、
一
端
完
成
さ
れ
た
作
家
の
「
主
題
」
が
そ
う
そ
う
変
更
さ
れ
る
も

の
で
も
な
い
。
横
須
賀
時
代
の
最
後
の
テ
キ
ス
ト
「
蜜
柑
」
は
、
さ
り
げ
な
い
日

常
の
中
に
題
材
を
と
る
と
い
う
新
し
い
局
面
と
、〈
人
生
の
残
滓
〉
を
超
え
た
〈
刹

那
の
感
動
〉
と
い
う
芥
川
本
来
の
主
題
と
が
重
な
り
あ
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味

で
記
念
碑
的
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
大
正
八
年
五
月
「
新
潮
」
発
表
の
際
に
は
、「
沼
地
」
と

と
も
に
「
私
の
出
遇
つ
た
こ
と
」
と
い
う
総
題
で
の
一
編
で
あ
っ
た
。
芥
川
の
直

接
的
な
体
験
を
素
材
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
菊
池
寛
が
「
文
芸
作
品
の
内
容
的
価

値
」
と
い
う
ポ
レ
ミ
カ
ル
な
文
章
に
芥
川
か
ら
の
聞
き
書
き
と
し
て
記
し
て
い
る

が
、
吉
田
精
一
も
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、「
作
者
の
精
神
の
起
伏
が
実

に
み
ご
と
に
捉
え
ら
れ
、
描
か
れ
て
い
る
」（
近
代
文
学
注
釈
体
系
『
芥
川
龍
之

介
』
解
題　

有
精
堂
）
と
し
て
い
る
。
大
が
か
り
で
仰
々
し
い
舞
台
装
置
で
は
な

く
、
日
常
的
な
「
私
の
出
遇
つ
た
」
小
さ
な
出
来
事
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
主
題
は
、

し
か
し
、
む
ろ
ん
「
あ
り
の
ま
ま
の
現
実
」
で
は
な
く
、
日
常
の
中
の
日
常
を
超

え
た
〈
刹
那
の
感
動
〉
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
見
失
っ

て
は
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
ご
く
ご
く
短
い
も
の
な
が
ら
、「
蜜
柑
」
は
、〈
ユ
ー

ト
ピ
ア
〉
小
説
と
し
て
の
定
型
性
を
見
事
に
体
現
し
た
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る

と
、
私
と
し
て
判
断
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
よ
う
な
視
座
か
ら
、
こ
の
高
名
な

テ
キ
ス
ト
を
改
め
て
読
み
直
し
て
み
た
い
。

あ
る
曇
つ
た
冬
の
日
暮
れ
で
あ
る
。
私
は
横
須
賀
発
上
り
二
等
客
車
の

隅
に
腰
を
下
し
て
、
ぼ
ん
や
り
発
車
の
笛
を
待
つ
て
ゐ
た
。
と
う
に
電
燈
の

つ
い
た
客
車
の
中
に
は
、
珍
し
く
私
の
外
に
一
人
も
乗
客
は
ゐ
な
か
つ
た
。

外
を
覗
く
と
、
う
す
暗
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
今
日
は
珍
し
く
見
送
り
の

人
影
さ
へ
跡
を
絶
つ
て
、
唯
、
檻
に
入
れ
ら
れ
て
子
犬
が
一
匹
、
時
々
悲
し

さ
う
に
、
吠
え
立
て
て
ゐ
た
。
私
の
頭
の
中
に
は
云
ひ
や
う
の
な
い
疲
労
と

倦
怠
と
が
、
ま
る
で
雪
曇
り
の
空
の
や
う
な
ど
ん
よ
り
と
し
た
影
を
落
と
し

て
ゐ
た
。

こ
の
書
き
出
し
に
も
、
い
く
つ
か
の
打
つ
べ
き
注
は
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
も
平
岡
敏
夫
が
指
摘
し
た
〈
夕
暮
れ
の
文
学
〉

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（『「
夕
暮
れ
」
の
文
学
史
』　

お
う
ふ
う　

二
〇
〇
四
）。
平
岡
は
日
本
古
典
に
〈
夕
暮
れ
〉
の
美
学
の
伝
統
の
淵
源
を
博
捜

し
て
、
そ
の
伝
統
を
芥
川
も
強
く
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
を
論
証
し
て
く
れ
て
い
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る
が
、〈
夕
暮
れ
〉
と
は
、
私
の
用
語
で
い
え
ば
、
時
間
的
〈
境
界
〉
の
世
界
で

あ
る
（『
文
学
の
風
景　

都
市
の
風
景
』
蒼
丘
書
林
二
〇
一
〇
）。
そ
れ
は
日
常

的
・
現
実
的
時
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
昼
で
も
夜
で
も
な
い
あ
い
ま
い
な
時
間
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
鏡
花
の
諸
テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
常

的
・
現
実
的
時
間
を
超
え
て
、
何
事
か
が
起
こ
る
こ
と
を
確
実
に
予
感
さ
せ
る
時

間
で
も
あ
る
。

夢
の
よ
う
な
時
間
、
夢
の
よ
う
な
出
来
事
は
、
灰
色
の
現
実
へ
の
絶
望
感
が
前

提
で
あ
る
。
芥
川
に
と
っ
て
、「
厭
世
的
な
渋
面
や
、
逆
説
的
な
言
い
ま
わ
し
」（
吉

田
）
が
一
般
的
と
は
い
え
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
横
須
賀
で
の
暮
ら
し
は
不
満
を

残
し
つ
つ
、
そ
う
嫌
厭
一
方
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

本
来
軍
事
目
的
で
設
置
さ
れ
た
横
須
賀
線
、
横
須
賀
駅
が
横
須
賀
海
軍
工
廠
の

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
半
島
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
引
き
込
み
線
を
見
て

も
明
ら
か
な
こ
と
だ
が
（
地
図
参
照
）、
軍
事
目
的
の
こ
の
駅
が
階
段
を
持
た
な

い
特
殊
な
構
造
を
な
し
て
い
る
こ
と
も
鉄
道
フ
ァ
ン
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

万
を
超
え
る
職
工
を
抱
え
た
工
廠
が
吐
き
出
す
煙
と
油
の
に
お
い
は
、
芥
川
に

と
っ
て
は
、
先
に
「
横
須
賀
小
景
」
を
引
い
た
が
、
い
わ
ば
横
須
賀
の
〈
原
風
景
〉

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、「
ま
る
で
雪
曇
り
の
空
の
や
う
な
ど

ん
よ
り
と
し
た
影
」
は
、
単
な
る
横
須
賀
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
だ
け
で
も
な

い
。軍

人
た
ち
へ
の
訪
問
客
で
都
市
横
須
賀
が
に
ぎ
わ
っ
た
事
情
を
『
横
須
賀
市

史
』
は
記
述
し
て
い
る
が
、『
横
須
賀
市
史
』
の
叙
述
に
反
し
た
、
己
の
心
象
風

景
を
投
射
し
た
寂
し
げ
な
犬
の
姿
と
と
も
に
、「
今
日
は
珍
し
く
見
送
り
の
人
影

さ
へ
跡
を
絶
つ
」
た
、
閑
散
と
し
た
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
あ
く
ま
で
も
テ
キ
ス

ト
の
出
発
点
で
あ
る
。〈
人
生
の
残
滓
〉
と
い
う
認
識
の
象
徴
と
し
て
の
風
景
。

「
私
の
頭
の
中
」
の
「
云
ひ
や
う
の
な
い
疲
労
と
倦
怠
」
と
い
う
記
述
は
、
根
拠

も
示
さ
れ
ず
、
押
し
つ
け
が
ま
し
く
や
や
う
る
さ
い
も
の
の
、「
ど
ん
よ
り
」
と

し
た
風
景
の
中
の
、
何
か
を
喪
失
し
た
よ
う
な
「
ぼ
ん
や
り
」
と
し
た
気
分
で
テ

キ
ス
ト
冒
頭
部
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
私
た
ち
は
作
家
の
心
情
で
は

な
く
、
芥
川
の
〈
技
巧
〉
を
見
て
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
先
に
、

そ
の
心
象
風
景
を
一
変
さ
せ
る
ド
ラ
マ
が
待
ち
受
け
て
い
る
（
し
か
し
、
後
述
す

る
よ
う
に
、「
蜜
柑
」
と
違
っ
て
〈
保
吉
も
の
〉
に
お
い
て
は
「
何
事
か
」
は
つ

い
に
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
。
色
彩
を
失
っ
た
〈
灰
色
の
風
景
〉
は
、
登
場
人
物
た

ち
の
喪
失
感
を
ひ
た
す
ら
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
と
し
て
し
か
作
用
し
な

い
）。小

高
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
横
須
賀
が
、
軍
事
が
ら
み
で
日
本
で
一
番
ト
ン
ネ
ル

の
多
い
町
で
あ
る
事
情
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
そ
の
ト
ン
ネ
ル
内
で
ド
ラ
マ

は
始
動
す
る
。

ふ
と
何
か
に
脅
か
さ
れ
た
や
う
な
心
持
が
し
て
、
思
は
ず
あ
た
り
を
見
ま
は

す
と
、
何
時
の
間
に
か
例
の
小
娘
が
、
向
う
側
か
ら
席
を
私
の
隣
へ
移
し

て
、
頻
に
窓
を
開
け
や
う
と
し
て
い
る
。（
略
）
し
か
し
汽
車
が
今
将
に
隧

道
の
口
へ
さ
し
か
ゝ
か
ら
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
暮
色
の
中
に
枯
草
ば
か

り
の
明
る
い
両
側
の
山
腹
が
，
間
近
く
窓
側
に
迫
つ
て
来
た
の
で
も
、
す
ぐ

に
合
点
の
行
く
こ
と
で
あ
っ
た
。（
略
）
す
る
と
間
も
な
く
凄
じ
い
音
を
は

た
め
か
せ
て
汽
車
が
隧
道
へ
な
だ
れ
こ
む
と
同
時
に
、
小
娘
の
開
け
よ
う
と

し
た
硝
子
戸
は
、
と
う
と
う
ば
た
り
と
下
へ
落
ち
た
。
そ
う
し
て
そ
の
四
角

な
穴
の
中
か
ら
、
煤
を
溶
か
し
た
や
う
な
ど
す
黒
い
空
気
が
、
俄
に
息
苦
し

い
煙
に
な
つ
て
、
濛
々
と
車
内
へ
漲
り
だ
し
た
。
元
来
咽
喉
を
害
し
て
い
た

私
は
、
手
巾
を
顔
に
当
て
る
暇
さ
へ
な
く
、
こ
の
煙
を
満
面
に
浴
び
せ
ら
れ

た
お
か
げ
で
、
殆
ど
息
も
つ
け
な
い
程
咳
き
こ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ

た
。

周
知
の
場
面
を
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
た
の
は
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
内
の
場
面
が
、

典
型
的
な
〈
境
界
〉
空
間
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
い
か
ら
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に
他
な
ら
な
い
。「
境
界
記
号
は
等
質
に
見
え
た
一
つ
の
空
間
を
、
二
つ
の
相
互

に
異
質
な
空
間
へ
と
変
容
さ
せ
る
。
二
つ
に
分
節
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
空
間
の
〈
意
味
〉
が
鮮
明
化
さ
れ
、
風
景
が
〈
内
面
化
〉
さ
れ
る
」。「
境

界
を
超
え
る
と
い
う
行
為
は
、
何
者
か
に
変
身
な
い
し
変
貌
す
る
行
為
で
あ
っ

て
、〈
通
過
儀
礼
〉
め
い
た
行
為
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。
外
へ
出
る
、
あ
る
い
は

中
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
禁
忌
を
破
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
常
に
試
練
に
さ
ら
さ
れ
る
。
そ
の
行
為
が
行
わ
れ
る
時
間
も
、
限
定
さ

れ
た
特
別
な
時
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
前
記
『
文
学
の
風
景　

都
市
の
風

景
』）。
現
実
の
〈
灰
色
の
風
景
〉
と
、
鮮
や
か
に
蜜
柑
が
夕
日
に
輝
く
風
景
と
い

う
、
ト
ン
ネ
ル
を
境
界
と
し
た
「
二
つ
の
相
互
に
異
質
な
空
間
」
は
、
同
時
に

「
私
」
の
〈
内
面
化
〉
さ
れ
た
風
景
の
姿
で
も
あ
る
。

民
俗
世
界
に
お
け
る
通
過
儀
礼
そ
れ
自
体
は
な
か
な
か
に
不
可
解
な
場
合
が

多
い
。
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
少
女
の
行
為
の
「
理
由
が
私
に
は
呑
み
込
め
な
か
っ

た
。
い
や
、
そ
れ
が
私
に
は
、
単
に
こ
の
小
娘
の
気
ま
ぐ
れ
と
し
か
考
へ
ら
れ
な

か
つ
た
」。
冒
頭
部
か
ら
あ
ら
わ
で
あ
っ
た
「
私
」
の
「
少
女
」
へ
の
嫌
厭
感
は
、

か
く
し
て
、
ま
す
ま
す
「
険
し
い
感
情
」
を
募
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ

れ
は
「
私
」
に
と
っ
て
の
一
つ
の
「
試
練
」
で
あ
っ
た
。「
高
野
聖
」
の
主
人
公

は
蛭
や
蛇
の
「
試
練
」
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。「
濹
東
綺
譚
」
の
作

者
も
、
一
見
無
用
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
、
橋
の
た
も
と
の
交
番
巡
査
の
職
務
質
問

と
い
う
「
試
練
」
の
場
面
を
わ
ざ
わ
ざ
用
意
し
て
い
た
。「
伊
豆
の
踊
子
」
の
天

城
ト
ン
ネ
ル
入
り
口
の
茶
屋
の
水
膨
れ
し
た
奇
怪
な
老
人
の
例
を
こ
こ
に
加
え
て

も
よ
い
。
こ
の
場
面
も
、
典
型
的
な
「
試
練
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
落
し
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
境
界
を
越
え
て
〈
向
こ
う
〉
に
行
き
着
く
た
め
に
は
、
こ

う
し
た
〈
通
過
儀
礼
〉
の
な
か
だ
ち
が
必
要
で
あ
っ
た
。

現
実
と
し
て
の
色
彩
を
失
っ
た
〈
灰
色
の
風
景
〉、
ト
ン
ネ
ル
と
い
う
〈
境
界
〉

空
間
で
演
じ
ら
れ
る
〈
通
過
儀
礼
〉、
こ
う
い
う
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
布
陣
を
し
っ

か
り
と
敷
い
て
、〈
蜜
柑
〉
の
ド
ラ
マ
が
演
じ
ら
れ
る
。
ド
ラ
マ
自
体
は
一
瞬
の

こ
と
で
あ
り
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
、〈
刹
那
の
感
動
〉
と
い
う
初
期
芥
川
文

学
の
テ
ー
ゼ
は
不
変
な
の
だ
が
、
そ
の
〈
刹
那
の
感
動
〉
は
、
そ
れ
に
向
け
て
の

布
陣
の
鮮
や
か
さ
も
含
め
て
、
維
持
さ
れ
た
ま
ま
完
璧
で
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
を
超

え
て
も
、「
見
す
ぼ
ら
し
い
藁
屋
根
や
瓦
屋
根
が
ご
み
ご
み
と
狭
苦
し
く
建
て
こ

ん
で
、
踏
切
り
番
が
振
る
の
で
あ
ら
う
、
唯
一
旒
の
う
す
白
い
旗
だ
け
が
懶
げ
に

暮
色
を
揺
つ
て
い
た
」。
突
然
現
れ
た
頬
の
赤
い
三
人
の
男
の
子
も
、「
こ
の
曇
天

に
押
し
す
く
め
ら
れ
た
か
と
思
ふ
程
、
揃
つ
て
背
が
低
か
つ
た
。
そ
う
し
て
こ
の

町
は
づ
れ
の
陰
惨
た
る
風
物
と
同
じ
よ
う
な
色
の
着
物
を
着
て
い
た
」。〈
境
界
〉

を
越
え
、〈
通
過
儀
礼
〉
も
済
ん
だ
は
ず
な
の
に
、「
灰
色
の
風
景
」
は
連
続
し
た

ま
ま
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

す
る
と
そ
の
瞬
間

4

4

で
あ
る
。
窓
か
ら
半
身
を
乗
り
出
し
て
ゐ
た
例
の
娘

が
、
あ
の
霜
焼
け
の
手
を
つ
と
の
ば
し
て
勢
い
よ
く
左
右
に
振
つ
た
と
思
ふ

と
、
忽
ち

4

4

心
を
躍
ら
す
ば
か
り
の
暖
な
日
の
色
に
染
ま
つ
て
ゐ
る
蜜
柑
が
お

よ
そ
五
つ
六
つ
、
汽
車
を
見
送
つ
た
子
供
た
ち
の
上
へ
ば
ら
ば
ら
と
空
か
ら

降
つ
て
き
た
。
私
は
思
は
ず
息
を
呑
ん
だ
。
そ
う
し
て
刹
那
に

4

4

4

一
切
を
了
解

し
た
。
小
娘
は
、
恐
ら
く
は
こ
れ
か
ら
奉
公
先
へ
赴
か
う
と
し
て
ゐ
る
小
娘

は
、
そ
の
懐
に
蔵
し
て
い
た
幾
顆
の
蜜
柑
を
窓
か
ら
投
げ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
踏

切
り
ま
で
見
送
り
に
来
た
弟
た
ち
の
労
苦
に
報
い
た
の
で
あ
る
。
暮
色
を
帯

び
た
町
外
れ
の
踏
切
と
小
鳥
の
や
う
に
声
を
あ
げ
た
三
人
の
子
供
た
ち
と
、

そ
う
し
て
そ
の
上
に
乱
落
す
る
蜜
柑
の
色
と―

―

す
べ
て
は
汽
車
の
窓
の

外
に
、
瞬
く
暇
も
な
く

4

4

4

4

4

4

通
り
過
ぎ
た
。（
傍
点　

付
加
）

「
暮
色
を
帯
び
た
」
風
景
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
暖
な
日
の
色
」
と
「
乱

落
す
る
蜜
柑
の
色
」
に
隈
ど
り
さ
れ
た
風
景
の
鮮
や
か
さ
は
、
冒
頭
部
の
〈
灰
色

の
風
景
〉
と
み
ご
と
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
傍
点
部

「
瞬
間
」「
忽
ち
」「
刹
那
に
」「
瞬
く
暇
も
な
く
」
と
い
っ
た
修
辞
に
も
目
を
向
け
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た
い
。〈
刹
那
の
感
動
〉
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
文
体
は
、
テ
キ
ス
ト
冒
頭
部
の
、〈
現

実
〉
の
隈
ど
り
を
欠
い
た
時
間
意
識
と
対
照
を
な
し
て
い
る
。「
私
」
は
、〈
小
娘
〉

を
ま
る
で
別
人
か
と
見
紛
う
ば
か
り
な
の
だ
が
、
彼
女
は
「
相
不
変
鞁
だ
ら
け
の

頬
を
萌
黄
色
の
毛
糸
の
襟
巻
に
埋
め
な
が
ら
、
大
き
な
風
呂
敷
包
み
を
抱
へ
た
手

に
、
し
つ
か
り
三
等
の
切
符
を
握
つ
」
て
、
私
の
前
の
席
へ
と
帰
っ
て
い
た
。〈
小

娘
〉
は
〈
小
娘
〉
に
す
ぎ
な
い
。「
私
」
の
〈
刹
那
の
感
動
〉
が
、
あ
た
か
も
幻

想
で
あ
る
か
の
如
く
、〈
小
娘
〉
を
〈
聖
少
女
〉
と
見
立
て
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
聖
少
女
〉
と
は
言
い
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
捉
え
て
み
た
い
の
は
、

〈
ユ
ー
ト
ピ
ア
〉
小
説
と
し
て
の
〈
夢
の
女
〉
の
像
を
こ
こ
に
も
み
た
い
か
ら
で

あ
り
（『
文
学
の
風
景　

都
市
の
風
景
』
第
Ⅰ
部
第
一
章
参
照
）、
ま
た
平
岡
敏
夫

の
「
芥
川
作
品
を
ア
メ
リ
カ
で
読
む
」（「
図
書
」
一
九
九
五
・
一
〇
）
に
触
発
さ

れ
て
の
こ
と
で
も
あ
る
。
平
岡
の
「
芥
川
作
品
を
ア
メ
リ
カ
で
読
む
」
に
は
、
こ

の
テ
キ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
平
岡
が
紹
介
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
学
生
の
「
蜜
柑
」
を
め
ぐ
っ
て
の
レ

ポ
ー
ト
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

蜜
柑
は
神
の
助
力
で
自
然
の
中
に
成
長
す
る
。
田
舎
娘
が
こ
の
果
実
を
投
げ

た
と
き
、
そ
れ
は
神
の
加
護
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
田
舎
娘
が
こ
の
果
実
を

投
げ
た
と
き
、
そ
れ
は
生
を
享
け
て
だ
れ
に
で
も
大
切
に
さ
れ
る
、
生
ま
れ

る
前
の
赤
ん
坊
の
よ
う
だ
っ
た
。
新
し
い
生
命
が
輝
か
し
い
も
の
で
あ
る
ゆ

え
に
、
神
は
蜜
柑
を
輝
か
し
い
も
の
に
し
、
三
人
の
男
の
子
の
た
め
に
記
憶

す
べ
き
刹
那
を
造
ろ
う
と
し
た
の
だ
。（
原
文
は
英
文　

平
岡
訳
）

こ
う
い
う
感
想
が
出
て
く
る
の
は
む
ろ
ん
キ
リ
ス
ト
教
の
文
化
風
土
の
な
か

だ
か
ら
だ
が
、
平
岡
は
、
教
科
書
と
し
た
日
本
人
の
訳
者
に
よ
る [T

hen, as 
though from

 the heavenly skies upon the heads of little children fell 
five or six tangerines

…
…] 

と
い
う
英
訳
の
問
題
も
あ
る
と
み
て
い
る
。
む

ろ
ん
問
題
は
、「as though from

 the heavenly skies 

」
と
い
う
部
分
に
あ

る
。
芥
川
の
原
文
は
「（
子
供
た
ち
の
上
へ
ば
ら
ば
ら
と
）
空
か
ら
降
つ
て
き
た
」

で
あ
り
、
明
ら
か
に
「
意
訳
」
な
の
だ
が
、
し
か
し
、
語
り
手
「
私
」
の
一
人
称

視
点
で
描
か
れ
て
い
る
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
っ
て
、
こ
の
部
分
だ
け
三
人
の
男
の

子
の
視
点
へ
と
視
点
が
移
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
も
問
題
が
あ
る
。
端
正

な
芥
川
文
体
に
お
い
て
、
か
な
り
異
例
の
現
象
で
あ
る
。
こ
の
視
点
の
二
重
性

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
可
能
だ
ろ
う
が
、
三
人
の
子
供
た
ち
の
「
小
鳥
の
や
う
」

な
「
声
」
と
い
う
修
飾
と
重
ね
て
み
れ
ば
、
子
供
た
ち
に
訪
れ
た
至
福
の
時
間
、

至
福
の
風
景
の
修
辞
で
あ
る
こ
と
は
了
然
と
し
て
い
る
。
小
鳥
の
修
辞
は
こ
の
時

期
の
芥
川
に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
定
型
な
の
で
あ
っ
て
、「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人

伝
」
に
あ
っ
て
は
、「
れ
ぷ
ろ
ぼ
す
」
と
と
も
に
あ
っ
て
、
彼
を
祝
福
す
る
、
い

わ
ば
天
上
の
天
使
の
よ
う
な
役
割
を
「
四
十
雀
」
が
担
っ
て
い
た
。

キ
リ
ス
ト
教
的
な
解
釈
の
是
非
は
別
に
し
て
も
（
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
な
ら
、

西
方
か
ら
の
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
光
景
に
浄
土
的
な
光
景
を
見
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
）、
こ
の
一
瞬
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
世
界
が
立
ち
あ
が
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
、
と
風
景
を
捉
え
る
語
り
手
「
私
」
と
は
別
の
、
も
う
一
人
の
語
り
手
が
発
生

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
語
り
手
「
私
」
が
子
供
た
ち
の
視
点
と
同
化
し

て
し
ま
っ
て
い
て
、〈
混
乱
〉
と
言
え
な
く
も
な
い
部
分
だ
が
、
そ
う
見
る
よ
り

も
、
美
し
い
一
瞬
の
風
景
に
対
し
て
の
、〈
刹
那
の
感
動
〉
は
こ
う
描
く
し
か
な

か
っ
た
、
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。〈
刹
那
の
感
動
〉
を
、
虚
構
に
託
し
て
〈
夢
〉

と
し
て
描
く
し
か
な
か
っ
た
作
家
が
、
こ
こ
で
は
現
実
の
、
嘱
目
の
風
景
と
し
て

描
こ
う
と
す
る
作
家
に
な
っ
て
い
る
。
光
景
自
体
は
感
動
的
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
日
常
の
な
か
で
の
、
何
気
な
い
「
私
の
出
遇
つ
た
」
風
景
に
す
ぎ
な
い
と
言
っ

て
言
え
な
く
も
な
い
。「
意
識
の
呪
縛
」
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て
い
る
神
経

が
ふ
と
垣
間
見
た
、
夢
の
よ
う
な
光
景
と
し
て
、
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
さ
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る

出
来
事
は
一
瞬
で
あ
っ
た
。
少
女
は
す
ぐ
に
元
の
〈
小
娘
〉
に
返
り
、「
言
い
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や
う
の
な
い
疲
労
と
倦
怠
」「
不
可
解
な
、
下
等
な
、
退
屈
な
人
生
」（「
人
生
」
は
、

し
つ
こ
く
五
つ
も
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
。
芥
川
龍
之
介
嫌
い
に

と
っ
て
は
、
た
ま
ら
な
く
い
や
ら
し
い
記
述
で
あ
ろ
う
）
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
、「
僅
か
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
洗
っ
て
も
洗
っ
て
も
こ
び
り
つ
く
〈
人

生
の
残
滓
〉
と
は
、
こ
の
作
家
に
と
っ
て
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
宿
痾
と
い
う

し
か
な
い
。
芥
川
の
テ
キ
ス
ト
は
常
に
そ
う
で
あ
り
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
も
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
芥
川
と
い
う
「
作
家
」
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う

が
、
し
か
し
、
作
家
作
品
論
的
な
読
み
方
と
は
別
に
、
こ
の
部
分
を
読
む
こ
と
も

不
可
能
で
は
な
い
。〈
ユ
ー
ト
ピ
ア
小
説
〉
に
と
っ
て
、
現
実
へ
の
帰
還
は
定
型

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
だ
ら
だ
ら
と
連
続
す
る
「
灰
色
の
風
景
」、
灰
色
の
現
実
に

よ
っ
て
、
境
界
の
向
こ
う
の
夢
の
世
界
は
、
夢
と
し
て
の
一
瞬
の
鮮
や
か
さ
が
保

証
さ
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
。

し
か
し
、
人
生
を
「
疲
労
」「
倦
怠
」「
不
可
解
」「
下
等
」「
退
屈
」
と
み
て
い

る
限
り
、
い
か
な
る
幸
福
も
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
下
品
」
で
「
不
潔
」
な
、

貧
し
く
、
ほ
と
ん
ど
教
育
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
作
法

も
わ
き
ま
え
な
い
こ
の
愚
か
な
少
女
に
こ
そ
鮮
や
か
な
時
間
が
訪
れ
る
と
い
う
テ

キ
ス
ト
の
構
図
に
は
、「
上
品
」
な
知
性
に
対
す
る
懐
疑
が
、
す
で
に
明
ら
か
で

あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
人
生
へ
の
懐
疑
の
罠
に
螺
旋
状
的
に
落
ち
込
む
し
か
な

い
「
私
」
と
、
そ
の
「
私
」
の
真
向
こ
う
に
い
る
少
女
と
い
う
構
図
に
目
を
と
ど

め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
灰
色
の
風
景
」
と
し
て
の
現
実
、
ト
ン
ネ
ル
と
い
う
明
瞭
な
境
界
記
号
、
そ

の
ト
ン
ネ
ル
内
の
「
通
過
儀
礼
」、
少
女
の
〈
聖
少
女
〉
へ
の
変
貌
、
そ
し
て
再

び
現
実
の
侵
入
あ
る
い
は
現
実
へ
の
回
帰
、
こ
の
よ
う
に
テ
キ
ス
ト
内
容
を
整
理

し
て
み
れ
ば
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
も
ま
た
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
テ
キ
ス
ト
の
定
型
性
を

襲
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
結
末
部
は
や
は
り
、
こ
う
し
た
定

型
性
を
超
え
て
作
家
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
顕
在
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場
面
と
見
る

べ
き
だ
ろ
う
。

「
蜜
柑
」
の
少
女
に
訪
れ
た
至
福
の
時
間
は
、
少
女
の
も
の
で
あ
っ
て
、「
私
」

の
も
の
で
は
な
い
。「
私
」
は
何
ら
少
女
と
関
わ
る
こ
と
の
な
い
〈
見
る
〉
人
間

に
す
ぎ
な
い
。
い
や
、
正
確
に
い
え
ば
、
至
福
の
時
間
を
生
き
る
少
女
に
は
、〈
至

福
〉
の
意
識
す
ら
な
い
。「
僅
か
に
」
と
い
う
一
語
に
は
、
や
は
り
、
こ
の
〈
聖

少
女
〉
の
世
界
へ
の
、「
私
」
の
微
妙
な
懸
隔
感
が
あ
る
。
さ
さ
や
か
な
が
ら
、〈
境

界
〉
を
超
え
た
の
は
、
苦
痛
を
抱
き
な
が
ら
切
符
を
握
り
し
め
た
少
女
で
あ
っ

て
、「
私
」
で
は
な
い
。「
私
」
の
感
受
性
は
、
越
境
の
瞬
間
を
見
る
幸
福
を
可
能

に
は
し
た
が
、「
私
」
自
身
が
越
境
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
、「
私
」
自
身
の
決

意
や
賭
け
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
「
覚
悟
」
な
し
に
は
、「
灰
色
の
風
景
」

を
な
す
〈
現
実
〉
に
帰
還
す
る
と
い
う
定
型
の
な
か
に
陥
る
し
か
な
い
。
む
ろ
ん
、

少
女
の
未
来
の
〈
現
実
〉
も
過
酷
で
あ
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
至
福
の
時
間
の

記
憶
だ
け
は
残
存
し
続
け
る
。
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
必
ず
や
や
っ
て
く
る
「
灰

色
の
風
景
」
の
な
か
で
、
か
け
が
え
の
な
い
至
福
の
時
間
が
凝
縮
さ
れ
た
風
景
と

な
っ
て
、
彼
女
の
な
か
に
蘇
る
だ
ろ
う
。「
舞
踏
会
」
の
明
子
＝
Ｈ
老
婦
人
の
よ

う
に
。

	
	
	
	

（
４
）　

彼
岸
の
テ
キ
ス
ト―

―

〈
神
聖
な
愚
人
〉―

―

至
福
の
時
間
に
な
ぜ
酔
い
き
れ
な
い
か
。
簡
略
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
意
識
」

か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
少
女
と
「
意
識
」
の
呪
縛
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て
い

る
「
私
」
と
の
決
定
的
な
懸
隔
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
既
に
記
述
し
た
横

須
賀
時
代
の
秀
作
「
或
日
の
大
石
内
蔵
助
」
や
「
枯
野
抄
」
は
、
行
為
に
伴
う
人

工
性
、
行
為
の
〈
無
私
〉
性
へ
の
懐
疑
に
、
傷
つ
い
て
し
ま
う
人
物
た
ち
を
描
い

た
も
の
で
あ
っ
た
。
横
須
賀
時
代
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
も
芥
川
文
学
の
底
流
と

し
て
、
こ
の
「
意
識
の
呪
縛
」
は
残
存
し
続
け
る
。
例
え
ば
「
舞
踏
会
」
や
「
南

京
の
基
督
」（
大
正
九
・
七
）
な
ど
。
と
も
に
浪
漫
的
な
テ
キ
ス
ト
に
あ
っ
て
共
通

す
る
の
は
、
純
粋
無
垢
な
者
の
姿
の
一
方
に
〈
意
識
す
る
私
〉、〈
懐
疑
す
る
私
〉
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を
対
置
す
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。

志
賀
直
哉
の
〈
無
私
〉
の
目
と
は
、
本
多
秋
五
の
卓
抜
な
志
賀
直
哉
論
の
眼
目

だ
が
（
注
三
）、
芥
川
龍
之
介
の
、
そ
の
〈
無
私
〉
の
目
へ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
、

終
生
つ
い
に
、
取
り
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
「
舞
踏
会
」（
大
正
八
・
一
二
）。
大
正
七
年
の
秋
、
所
は
横
須
賀
線
の

汽
車
の
車
中
、
か
つ
て
の
夢
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
海
軍
将
校
と
の
鹿
鳴
館
の
思

い
出
を
語
る
当
年
の
明
子
、
今
の
Ｈ
老
夫
人
の
話
に
、「
愉
快
な
興
奮
」
を
感
じ

る
「
青
年
の
小
説
家
」
に
対
し
、
Ｈ
老
夫
人
は
「
不
思
議
そ
う
に
青
年
の
顔
を
見

な
が
ら
」、「
い
え
、
ロ
テ
ィ
と
仰
有
る
方
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
よ
。
ジ
ュ
リ
ア

ン
・
ヴ
ィ
オ
と
仰
有
る
方
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
。」（
定
稿
形
）
と
語
る
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
教
養
あ
る
青
年
作
家
の
知
的
興
奮
の
む
な
し
さ
に
、
老
夫
人
の
、
一
瞬

の
生
の
輝
き
を
終
生
持
続
し
続
け
て
い
る
、
そ
の
記
憶
自
体
の
純
粋
性
を
作
家
が

対
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
の
結
末
部
分
の
初
出

形
、「
存
じ
て
居
り
ま
す
と
も
。Jyurien V

iaud
と
仰
有
る
方
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
あ
な
た
も
御
承
知
で
ご
ざ
い
ま
し
よ
う
。
こ
れ
は
『
お
菊
夫
人
』
を
お
書
き

に
な
っ
た
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
テ
ィ
の
ご
本
名
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
。」
と
の
差
異
に

つ
い
て
は
、
三
好
行
雄
の
指
摘
以
来
周
知
の
こ
と
が
ら
だ
が
、
こ
の
改
変
は
一
方

に
〈
意
識
す
る
私
〉
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
知
〉
に
浸
食
さ
れ
な
い
純
粋
無

垢
な
生
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
構
図
へ
の
改
訂
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
初
出
形
の
〈
新
技
巧
派
〉
的
な
あ
ざ
と
さ
が
消
さ
れ
、
重
層
す
る
テ
キ
ス

ト
の
構
図
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
南
京
の
基
督
」（
大
正
九
・
六
）
の
場
合
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
宋
金
花
に
起
こ
っ

た
「
奇
蹟
」
の
一
方
に
、
お
か
れ
た
〈
事
実
〉、
彼
女
の
思
い
こ
ん
だ
「
耶
蘇
基
督
」

の
本
体
が
「George　

M
urry

」
と
い
う
「
無
頼
な
混
血
児
」
で
あ
り
、
楊
梅

瘡
か
ら
の
回
復
が
潜
伏
期
の
、
む
し
ろ
病
状
の
悪
化
だ
と
し
て
も
、
宋
金
花
の
晴

れ
晴
れ
と
し
た
顔
の
輝
き
は
変
わ
ら
な
い
。
む
ろ
ん
、「
小
説
の
終
わ
っ
た
後
で

金
花
の
〈
現
実
の
生
〉
が
瓦
解
し
た
こ
と
は
確
か
」（
三
好
）
で
あ
っ
て
、
錯
覚

に
基
づ
く
至
福
も
ま
た
至
福
か
と
問
う
作
家
の
姿
が
あ
る
に
し
て
も
、
で
あ
る
。

彼
女
た
ち
は
、
時
間
に
風
化
さ
れ
な
い
行
為
の
純
粋
性
を
持
続
し
続
け
て
い

る
。
一
方
で
「
私
」
の
興
奮
は
知
的
興
奮
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、

「
私
」
は
、「
夢
」
の
あ
と
の
凄
惨
な
現
実
を
見
極
め
て
し
ま
う
ば
か
り
で
あ
る
。

「
意
識
の
呪
縛
」
は
、「
私
」
自
身
に
は
と
う
て
い
彼
女
た
ち
の
至
福
の
時
間
が
訪

れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
認
識
と
な
っ
て
、
芥
川
文
学

の
展
開
と
と
も
に
進
行
し
て
い
く
。

至
福
の
時
は
、「
意
識
」
を
超
越
し
た
時
間
で
あ
り
、
典
型
的
に
は
む
ろ
ん
信

仰
の
時
間
に
お
い
て
典
型
と
な
っ
て
現
れ
る
。「
じ
ゅ
り
あ
の
・
吉
助
」（
大
正

八
・
八
）
や
「
往
生
絵
巻
」（
大
正
一
〇
・
三
）
は
、〈
信
仰
〉
者
の
至
福
を
め
ぐ
っ

て
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
平
岡
敏
夫
の
紹
介
す
る
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
学
生
の

「
蜜
柑
」
の
読
み
方
は
、
む
ろ
ん
文
化
風
土
の
問
題
で
も
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
自

体
が
内
に
も
つ
性
格
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
。

「
じ
ゅ
り
あ
の
・
吉
助
」
は
、
そ
の
結
末
に
作
家
自
身
が
、「
日
本
の
殉
教
者
中
、

最
も
私
の
愛
し
て
ゐ
る
、
神
聖
な
愚
人
」
と
愛
着
を
見
せ
た
テ
キ
ス
ト
だ
が
、

「
愚
」
の
純
粋
性
に
よ
っ
て
吉
助
が
「
聖
人
」
に
な
り
え
た
と
い
う
芥
川
龍
之
介

の
〈
夢
〉
が
、
こ
の
小
さ
な
テ
キ
ス
ト
を
珠
玉
の
掌
篇
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
。

長
崎
奉
行
に
問
わ
れ
て
語
る
吉
助
の
入
信
の
経
緯
は
、「
え
す
・
き
り
す
と
様
、

さ
ん
た
・
ま
り
や
姫
に
恋
を
な
さ
れ
、
焦
れ
死
に
果
て
さ
せ
給
う
た
に
よ
つ
て
、

わ
れ
と
同
じ
苦
し
み
に
悩
む
者
を
、
救
う
て
と
ら
せ
う
と
思
し
召
し
、
宗
門
神
と

な
ら
れ
た
げ
で
ご
ざ
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
「
南
京
の
基
督
」

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、「
錯
覚
に
基
づ
く
至
福
も
ま
た
至
福
か
」
と
い
う
問
題
が

構
造
的
に
は
め
こ
ま
れ
て
お
り
、
奉
行
も
「
ど
の
切
支
丹
門
徒
の
申
し
条
と
も
、

全
く
変
つ
た
も
の
」
と
、
と
ま
ど
う
ば
か
り
な
の
だ
が
、
吉
助
は
下
男
と
し
て
主

人
の
娘
に
懸
想
を
し
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
苦
し
み
に
耐
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

磔
刑
に
処
せ
ら
れ
た
時
、「
一
団
の
油
雲
が
湧
き
出
で
て
、
程
な
く
凄
じ
い
大
雷

雨
が
、
沛
然
と
し
て
刑
場
に
降
り
注
」
ぎ
、
磔
柱
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
彼
の
口
か
ら
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「
一
本
の
白
い
百
合
の
花
が
、
不
思
議
に
も
水
々
し
く
咲
き
出
て
ゐ
た
」
と
い
う
。

久
し
ぶ
り
に
「
今
昔
物
語
集
」
か
ら
材
を
と
っ
た
「
往
生
絵
巻
」
の
多
度
津
の
上

人
も
、「
西
、
西
と
申
さ
れ
た
」、「
或
講
師
の
説
法
」
を
ひ
た
す
ら
に
念
じ
、「
急

に
阿
弥
陀
仏
が
恋
し
う
な
」
り
、「
阿
弥
陀
仏
よ
や
。
お
お
い
。
お
お
い
」
と
叫

び
つ
つ
西
に
向
か
っ
て
歩
き
続
け
、
海
に
突
き
当
た
っ
て
松
の
枯
れ
木
に
登
り
窮

死
し
た
が
、
そ
の
屍
の
口
か
ら
「
ま
つ
白
な
蓮
華
が
開
い
て
ゐ
」
た
と
い
う
。
と

も
に
芥
川
が
描
い
た
メ
ル
ヘ
ン
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、「
解
釈
」
す
る
こ
と
で
は

決
し
て
訪
れ
な
い
、「
愚
者
」
の
「
信
」
へ
の
憧
れ
が
明
瞭
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

〈
愚
者
〉
の
〈
無
私
〉
に
よ
っ
て
立
ち
現
れ
て
く
る
至
福
の
到
来
（
し
た
が
っ

て
、「
意
識
の
呪
縛
」
の
う
ち
に
あ
る
限
り
、
至
福
の
時
間
は
現
れ
て
こ
な
い
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
だ
が
）
が
最
も
あ
ら
わ
な
テ
キ
ス
ト
が
「
き
り
し
と
ほ
ろ

上
人
伝
」
で
あ
ろ
う
。
横
須
賀
時
代
の
最
後
に
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、「
蜜

柑
」
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
執
筆
に
な
る
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
一
見
し
て
「
蜜
柑
」

と
だ
い
ぶ
異
な
っ
た
作
風
の
テ
キ
ス
ト
だ
が
、「
神
聖
な
愚
人
」
の
〈
無
私
〉
の

行
為
の
純
粋
性
へ
の
憧
れ
と
い
う
、
こ
の
時
期
の
芥
川
文
学
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
最

も
あ
ら
わ
に
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。『
天
草
本
伊
曾
保
物
語
』
の
文
体
を
駆
使

し
て
「
原
文
の
時
代
色
」
を
映
し
出
し
、「
予
が
所
蔵
の
切
支
丹
版
「
れ
げ
ん
だ
・

お
う
れ
あ
」
の
一
生
に
、
多
少
の
潤
色
を
加
え
た
」（
小
序
）
な
ど
と
、
悪
癖
の

ジ
レ
ッ
タ
ン
ト
ぶ
り
を
発
揮
し
た
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
「
遊
び
」
は
そ
れ
と
し
て
、

「
し
り
あ
」
の
山
奥
の
大
男
「
れ
ぷ
ろ
ぼ
す
」
の
、「
天
下
無
双
の
強
者
」
へ
の
憧

れ
の
果
て
、
悪ぢ

や
ぼ魔

を
調
伏
し
た
「
え
す
・
き
り
し
と
」
の
「
下
部
」
に
先
導
さ
れ

て
川
守
と
な
っ
て
キ
リ
ス
ト
に
出
会
い
、「
世
界
の
苦
し
み
を
身
に
荷
う
た
「
え

す
・
き
り
し
と
」
を
負
ひ
な
い
た
」、「
黄
金
伝
説
」
上
の
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
と

い
う
「
神
聖
な
愚
人
」
の
無
垢
へ
の
あ
こ
が
れ
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
モ
テ
ィ
ー

フ
と
な
っ
て
い
る
。

子
供
た
ち
に
慕
わ
れ
る
「
れ
ぷ
ろ
ぼ
す
」
の
「
特
性
」
に
つ
い
て
遠
藤
祐
は
、

「
彼
の
根
底
に
喪
わ
れ
ず
に
あ
る
生
得
の
優
し
さ
、
単
純
素
朴
な
性
状
」、「
巨
大

な
体
躯
の
う
ち
に
無
垢
の
魂
を
棲
ま
わ
せ
た
〈
子
供
〉」
を
読
み
取
っ
て
い
る
が

（「「
奉
教
人
の
死
」
と
「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
伝
」―

物
語
の
構
造―

」）、
そ
う

い
う
「
無
垢
の
魂
」
の
「
信
」
こ
そ
が
、
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
出
会

い
を
「
待
つ
」（「
尾
生
の
信
」）
姿
勢
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
遠
藤
は
、

樵
人
た
ち
、
帝
、
悪
魔
と
の
出
会
い
が
偶
発
的
で
あ
る
の
に
比
し
、「
え
す
・
き

り
し
と
」
と
の
出
会
い
が
「
主
体
的
」
に
「
待
つ
」
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ

と
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、「
れ
ぷ
ろ
ぼ
す
」
は
「
待
つ
」
相

手
を
「
え
す
・
き
り
し
と
」
と
諒
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
信
仰
の

テ
キ
ス
ト
で
あ
り
つ
つ
、
信
仰
の
教
義
を
脱
し
た
と
こ
ろ
に
テ
キ
ス
ト
は
あ
る
。

「
悪
魔
」
よ
り
も
、
悪
魔
を
調
伏
す
る
「
隠
者
」
よ
り
も
強
い
「
天
下
無
双
の
強
者
」

へ
の
憧
れ
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、「
悪
魔
」
を
も
信
じ
て
し
ま
う
、

〈
懐
疑
〉
と
一
切
無
縁
な
、
人
間
離
れ
し
た
、
憧
れ
の
純
粋
性
の
一
点
に
お
い
て
、

「
え
す
・
き
り
し
と
」
と
の
出
会
い
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
群
は
、
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
、
芥
川
龍
之
介
が
描

い
た
〈
夢
〉
で
あ
っ
て
、
材
を
「
今
昔
物
語
集
」
や
「
黄
金
伝
説
」
あ
る
い
は
キ

リ
シ
タ
ン
資
料
な
ど
か
ら
取
る
し
か
な
か
っ
た
。〈
夢
〉
で
し
か
な
い
と
読
む
か
、

切
実
な
〈
夢
〉
と
し
て
読
む
か
は
評
者
の
判
断
の
領
域
で
あ
ろ
う
。

	
	
	
	

（
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回
想
さ
れ
た
〈
灰
色
の
風
景
〉	

―
―

「
保
吉
も
の
」
の
横
須
賀―

―

芥
川
龍
之
介
の
横
須
賀
を
舞
台
と
す
る
〈
保
吉
も
の
〉
は
以
下
の
通
り
だ
が
、

〈
保
吉
も
の
〉
の
多
く
が
横
須
賀
な
い
し
横
須
賀
時
代
の
生
活
の
〈
引
用
〉
と
し

て
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
例
え
ば
平
岡
敏
夫
の
簡
単
な
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
周

知
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
保
吉
の
手
帳
か
ら
」（
大
正
一
二
・
五
）「
お
時
儀
」（
大
正
一
二
・
一
〇
）「
あ

ば
ば
ば
ば
」（
大
正
一
二
・
二
）「
文
章
」（
大
正
一
三
・
四
）「
寒
さ
」（
大
正
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一
三
・
四
）「
十
円
札
」（
大
正
一
三
・
九
）

こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
大
が
か
り
な
「
人
工
の
翼
」
で
は
な
く
、

日
常
の
生
活
の
な
か
に
文
学
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
し
か
し
、「
日
常
の
生
活
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
〈
現
在
〉
で
は
な
く
、
四
・
五
年
前
の
横
須
賀
時
代
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
う

事
実
は
、
注
目
す
べ
き
事
柄
で
あ
ろ
う
。
横
須
賀
を
舞
台
と
は
し
な
い
「
保
吉
も

の
」
と
し
て
は
、
他
に
「
魚
河
岸
」（
大
正
一
一
・
八
）「
少
年
」（
大
正
一
三
・
四

～
五
）「
或
恋
愛
小
説
」（
大
正
一
三
・
五
）「
早
春
」（
大
正
一
四
・
一
）
が
あ
る
ば

か
り
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
横
須
賀
時
代
の
「
日
常
の
生
活
」
は
、
鮮
や
か

に
記
憶
さ
れ
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
に
記
述
し
た
文
夫
人
の
紹
介
す
る
「
鎌

倉
を
引
き
上
げ
た
の
は
一
生
の
誤
り
で
あ
っ
た
」
と
い
う
芥
川
龍
之
介
の
呟
き
の

真
実
性
は
、
こ
う
し
た
面
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
鮮
や
か
な
記
憶
と
し
て
よ
み

が
え
っ
た
の
は
、〈
本
の
中
の
人
生
〉
を
生
き
て
き
た
芥
川
に
と
っ
て
、
横
須
賀

に
は
確
か
な
、〈
外
部
〉
と
関
わ
る
「
生
活
」
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

し
か
し
同
時
に
、
そ
の
風
景
は
横
須
賀
時
代
の
心
象
風
景
そ
の
ま
ま
と
い
う
よ
り

も
、
そ
れ
ら
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
執
筆
時
点
の
現
在
の
心
象
に
よ
っ
て
色
濃
く

染
め
上
げ
ら
れ
た
風
景
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
横
須
賀
の
風
景
は
、
ひ
た
す
ら
に

暗
欝
な
風
景
に
変
換
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

「
保
吉
も
の
」
の
第
一
作
「
保
吉
の
手
帳
か
ら
」
は
、「
わ
ん
」「
西
洋
人
」「
午

休
み―

あ
る
空
想―

」「
恥
」「
勇
ま
し
い
守
衛
」
の
五
つ
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
成
っ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
機
関
学
校
の
教
職
員
た
ち
の
人
間
模
様
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
。「
午
休
み―

あ
る
空
想―

」
は
常
に
古
典
的
で
あ
っ
た
芥
川
文
学
に
あ
っ
て
、

珍
し
く
「
空
想
」
を
柱
に
し
た
テ
キ
ス
ト
。
例
え
ば
佐
藤
春
夫
「
西
班
牙
犬
の
家
」

な
ど
の
世
界
を
伺
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
、
や
や
特
殊
な
が
ら
こ
の
時
期
の
芥
川

を
展
望
す
る
特
別
な
も
の
か
も
し
れ
ず
、〈
幻
想
の
時
代
〉
と
し
て
の
大
正
期
の

文
壇
と
の
関
わ
り
も
十
分
に
う
か
が
え
る
テ
キ
ス
ト
だ
が
、
こ
こ
で
は
い
か
に
も

「
保
吉
も
の
」
ら
し
い
テ
キ
ス
ト
、「
わ
ん
」
を
読
ん
で
み
た
い
。

「
或
冬
の
日
の
暮
れ
（
こ
こ
で
も
「
日
の
暮
れ
」
で
あ
る　

注
付
加
）、
保
吉
は

薄
汚
い
レ
ス
ト
ラ
ン
に
脂
臭
い
焼
き
パ
ン
を
齧
つ
て
ゐ
た
」。
後
ろ
の
席
に
は
同

じ
学
校
の
主
計
官
二
人
が
座
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
「
女
中
」
に
「
こ
ら
」
と
か
「
お

い
」
と
か
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
客
に
も
ま
め
ま
め
し
い

「
女
中
」
は
、
し
か
し
保
吉
に
は
不
親
切
で
あ
る
。「
こ
の
町
の
カ
フ
エ
や
レ
ス
ト

ラ
ン
は
何
処
へ
行
つ
て
も
同
じ
こ
と
だ
つ
た
」（
軍
人
相
手
に
横
須
賀
の
サ
ー

ヴ
ィ
ス
産
業
が
に
ぎ
わ
っ
た
事
情
は
既
に
述
べ
た
）。
ふ
と
、「
わ
ん
と
云
へ
」
と

い
う
言
葉
が
耳
に
入
っ
た
。
主
計
官
の
一
人
が
窓
の
外
の
乞
食
に
呼
び
掛
け
て
い

る
の
で
あ
る
。
乞
食
は
は
た
し
て
「
わ
ん
」
と
言
う
か
。
主
知
的
で
〈
ニ
ル
・
ア

ド
ミ
ラ
リ
〉
を
気
取
る
保
吉
の
判
断
は
、
こ
れ
は
「
人
間
は
何
処
ま
で
口
腹
の
た

め
に
、
自
己
の
尊
厳
を
犠
牲
に
す
る
か
？
」
と
い
う
「
実
験
」
と
見
る
こ
と
で
あ
っ

た
。「
実
験
し
た
け
れ
ば
し
て
み
る
が
い
い
」
と
。
乞
食
は
「
わ
ん
。
わ
ん
。」
と

「
と
う
と
う
二
声
鳴
い

4

4

」（
傍
点
付
加
）
て
し
ま
う
。
結
末
部
、
場
面
は
月
給
日
の

学
校
の
主
計
部
窓
口
、
多
忙
で
な
か
な
か
月
給
を
渡
し
て
く
れ
な
い
主
計
官
。

「「
主
計
官
。
わ
ん
と
言
い
ま
せ
う
か
？
え
、
主
計
官
」。
保
吉
の
信
ず
る
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
そ
う
云
つ
た
時
の
彼
の
声
は
天
使
よ
り
も
優
し
い
位
だ
つ
た
」。

一
幕
の
コ
ン
ト
め
い
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、〈
実
験
〉
風
景
を
冷
や
や
か
に
描
出
し
た
だ
け
の
も
の

で
は
決
し
て
な
い
。
こ
の
乞
食
は
現
代
の
「
五
位
」（「
芋
粥
」）
で
あ
り
、
乞
食

の
み
な
ら
ず
こ
の
主
計
官
も
ま
た
人
間
の
悲
し
い
姿
、
と
見
極
め
よ
う
と
す
る
視

点
も
働
い
て
い
る
。「
天
使
」
に
な
り
た
が
っ
て
い
る
「
彼
」
の
形
象
に
お
い
て
、

芥
川
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
は
ま
だ
生
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
人
間
の

織
り
な
す
「
灰
色
の
風
景
」
の
な
か
で
、
自
己
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
を
護
ろ
う
と

し
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
「
文
章
」
と
異
な
る
の
は
、

「
人
の
心
」
の
「
寂
し
さ
」
な
の
で
あ
っ
て
、「
自
分
の
心
」
の
「
寂
し
さ
」
へ
の
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視
点
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
初
期
以
来
の
シ
ニ
ス
ム
が
色
濃
く
残
っ
た
テ
キ
ス
ト

な
の
で
あ
る
。

「
お
時
儀
」
は
「
保
吉
も
の
」
に
は
珍
し
く
、
多
少
華
や
い
だ
雰
囲
気
を
漂
わ

せ
た
小
品
。
朝
、
通
勤
の
際
の
「
或
避
暑
地
の
停
車
場
」
で
の
、
文
字
通
り
顔
な

じ
み
で
あ
る
だ
け
の
「
お
嬢
さ
ん
」
に
、
た
ま
た
ま
午
後
顔
を
合
わ
せ
「
お
時
儀
」

を
つ
い
交
わ
し
て
し
ま
っ
た
記
憶
。
翌
朝
、
い
つ
も
の
通
り
顔
を
合
わ
せ
た
「
お

嬢
さ
ん
」
の
「
目
に
何
か
動
揺
に
似
た
も
の
」
を
保
吉
は
感
じ
、「
同
時
に
ま
た

殆
ど
体
中
に
お
辞
儀
を
し
た
い
衝
動
を
感
じ
た
」。
果
た
し
て
こ
れ
も
「
恋
愛
」

で
あ
る
の
か
。
保
吉
は
「
薄
明
る
い
憂
鬱
の
中
に
「
お
嬢
さ
ん
」
の
こ
と
ば
か
り

考
へ
続
け
た
」。
全
体
と
し
て
暗
欝
な
「
保
吉
も
の
」
に
も
、
こ
う
い
う
軽
い
ス

ケ
ッ
チ
も
あ
る
。
多
分
に
、
横
須
賀
時
代
の
記
憶
そ
の
ま
ま
の
ス
ケ
ッ
チ
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

「
あ
ば
ば
ば
ば
」
の
舞
台
で
あ
る
乾
物
店
の
様
相
に
現
実
の
横
須
賀
の
風
景
が

映
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
主
題
も
明
瞭
で
あ
る
が
、
芥
川
に
お

け
る
「
母
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
位
置
付
け
も
、
早
く
三
好
行
雄
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

「
あ
ば
ば
ば
ば
ば
ば
、
ば
あ
！
」
保
吉
は
女
を
後
ろ
に
し
な
が
ら
、
わ
れ
知

ら
ず
に
や
に
や
笑
ひ
出
し
た
。
女
は
も
う
「
あ
の
女
」
で
は
な
い
。
度
胸
の

い
い
母
の
一
人
で
あ
る
。
一
た
び
子
の
為
に
な
つ
た
が
最
後
、
古
来
如
何
な

る
悪
事
を
も
犯
し
た
、
恐
ろ
し
い
「
母
」
の
一
人
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
勿

論
女
の
為
に
は
あ
ら
ゆ
る
祝
福
を
与
へ
て
も
好
い
。
し
か
し
娘
じ
み
た
細
君

の
代
わ
り
に
図
図
し
い
母
を
見
出
し
た
の
は
、
…
…
保
吉
は
歩
み
続
け
た
ま

ま
、
茫
然
と
家
家
の
空
を
見
上
げ
た
。
空
に
は
南
風
の
渡
る
中
に
円
い
春
の

月
が
一
つ
、
白
じ
ろ
と
か
す
か
に
か
か
つ
て
ゐ
る
。
…
…

「
保
吉
も
の
」
特
有
の
と
ま
で
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
三
点
リ
ー
ダ
ー
の
多
用

が
目
立
つ
文
体
だ
が
、
こ
れ
は
あ
る
た
め
ら
い
な
い
し
諦
め
を
意
味
す
る
と
読
む

べ
き
だ
ろ
う
。
ジ
レ
ッ
タ
ン
ト
保
吉
は
、
女
に
「
硯
友
社
趣
味
の
娘
」
を
見
、
色

ガ
ラ
ス
を
透
か
し
た
「
美
し
い
緑
色
の
顔
」
を
見
、「
猫
」（
言
う
ま
で
も
な
く
女

の
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
）
を
見
、
と
大
忙
し
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
女
の
聞
き
違

い
に
も
皮
肉
屋
保
吉
ら
し
か
ら
ず
、「
天
使
」
の
来
訪
を
感
じ
た
り
も
し
て
い
た
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、
保
吉
は
〈
幸
福
〉
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
い
つ
も
通
り
の
保

吉
の
皮
肉
は
、
芥
川
の
読
者
と
し
て
は
、
認
め
て
お
い
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

そ
う
い
う
文
脈
を
忠
実
に
た
ど
れ
ば
、
こ
の
た
め
ら
い
や
諦
め
の
意
味
す
る
も

の
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
白
じ
ろ
と
し
た
月
に
ま
で
几
帳
面
に
（
と
い
う
か
、
牽

強
付
会
に
）「
意
味
」
を
探
そ
う
と
す
る
の
は
、
ニ
ュ
ー
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
ふ
う

の
読
み
の
弊
害
で
、
色
彩
を
失
っ
た
月
影
の
描
写
は
芥
川
常
套
の
手
法
に
す
ぎ
な

い
が
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
あ
っ
た
、「
事
実
」
と
し
て
の
「
女
」
へ
の
興
味
と
、「
女
」

を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
訪
れ
な
い
「
母
」
の
認
識
と
い
う
構
造
は
、
図
式
主

義
に
す
ぎ
る
と
し
て
も
、
一
見
「
保
吉
も
の
」
ら
し
か
ら
ぬ
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
底

流
す
る
暗
部
と
見
て
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
文
章
」
は
、
従
来
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
テ
キ
ス
ト
だ
ろ
う
が
、

「
舞
踏
会
」
の
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
テ
ィ
＝
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ヴ
ィ
オ
と
い
う
虚
構
の
人

物
に
託
し
て
描
い
た
「
生
の
寂
し
さ
」
を
、
他
者
な
ら
ぬ
自
身
の
生
の
記
憶
を
た

ど
り
つ
つ
描
い
た
、
芥
川
の
テ
キ
ス
ト
史
上
か
な
り
重
要
な
テ
キ
ス
ト
と
、
私
と

し
て
判
断
し
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
の
内
容
自
体
は
、
文
章
表
現
と
い
う
行
為
に
伴

う
、
横
須
賀
時
代
の
う
そ
寒
い
光
景
の
記
憶
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。

「
堀
川
保
吉
は
こ
の
学
校
の
生
徒
に
英
吉
利
語
の
訳
読
を
教
へ
て
ゐ
る
。
が
、

授
業
の
合
間
に
は
弔
辞
を
作
つ
た
り
、
教
科
書
を
編
ん
だ
り
、
御
前
講
演
の
添
削

を
し
た
り
、
外
国
の
新
聞
記
事
を
翻
訳
し
た
り
、―

―

さ
う
云
ふ
事
も
時
々
は
や
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ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」。
こ
の
日
も
校
長
は
、
保
吉
の
書
い
た
「
本
多
少
佐
」
へ

の
「
名
文
」
の
弔
辞
を
、
到
底
他
人
が
書
い
た
も
の
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
「
俳

優
的
才
能
」
を
発
揮
し
て
朗
々
と
読
み
上
げ
て
い
る
。「「
名
文
」
は
格
別
恥
づ
る

所
は
な
い
。
そ
ん
な
神
経
は
と
う
の
昔
、
古
い
皮
砥
の
や
う
に
擦
り
減
ら
さ
れ
て

ゐ
る
」。
が
、
さ
す
が
に
保
吉
も
「
余
り
愉
快
で
は
な
い
」。
そ
う
い
う
中
で
親
族

席
か
ら
笑
い
声
と
聞
き
ま
が
う
か
の
よ
う
な
「
声
高
な
」
泣
き
声
が
起
こ
り
、

次
々
と
「
看
客
」
に
伝
播
し
て
い
く
。
保
吉
は
こ
う
い
う
光
景
を
前
に
し
て
一
人

密
か
に
恥
ず
る
し
か
な
い
。

尊
い
人
間
の
心
の
奥
へ
知
ら
ず
識
ら
ず
泥
足
を
踏
み
入
れ
た
、
あ
や
ま
る
に

も
あ
や
ま
れ
な
い
気
の
毒
さ
で
あ
る
。
保
吉
は
こ
の
気
の
毒
さ
の
前
に
、
一

時
間
に
亘
る
葬
式
中
、
始
め
て
悄
然
と
頭
を
下
げ
た
。
本
多
少
佐
の
親
族
諸

君
は
こ
う
云
ふ
英
吉
利
語
の
教
師
な
ど
の
存
在
も
知
ら
な
か
つ
た
に
違
ひ

な
い
。
し
か
し
保
吉
の
心
の
中
に
は
道
化
の
服
を
着
た
ラ
ス
コ
ル
ニ
コ
フ
が

一
人
、
七
八
年
た
つ
た
今
日
も
ぬ
か
る
み
の
往
来
に
跪
い
た
ま
ま
、
平
に
諸

君
の
高
免
を
請
ひ
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
…
…

保
吉
は
帰
途
、
ふ
と
文
芸
批
評
家
Ｎ
氏
の
罵
倒
に
近
い
批
評
を
想
起
す
る
。
弔

辞
に
「
成
功
」
し
、
小
説
に
「
失
敗
」
し
た
小
説
家
。「
彼
は
右
側
の
垣
根
の
下

へ
長
々
と
さ
び
し
い
小
便
を
し
た
」。「
困
り
ま
す
な
あ
」
と
い
う
主
人
の
声
を
耳

に
し
つ
つ
、
保
吉
は
「
急
に
小
便
も
見
え
な
い
ほ
ど
日
の
暮
れ
て
ゐ
る
の
を
発
見

し
た
」。
な
に
や
ら
「
我
鬼
窟
」
の
俳
諧
的
な
面
白
味
も
な
い
で
は
な
い
ス
ケ
ッ

チ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
「
事
実
」
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
テ
キ

ス
ト
内
容
や
風
景
の
描
写
か
ら
か
ら
言
っ
て
、
こ
の
素
材
が
大
正
六
年
の
〈
事
実
〉

に
よ
っ
て
い
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。「
Ｎ
氏
」
の
批
評
が
大
正
六
年
の
中
村
孤

月
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
考
証
さ
れ
て
い
る
（
角
川
文
庫
『
少
年
・
大
道
寺
信
輔

の
半
生
』
注
釈
）。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
は
「
地
獄
変
」
へ
と
上
り
詰
め
つ

つ
あ
っ
た
当
時
の
作
家
の
心
情
そ
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

西
山
恵
に
「
保
吉
も
の
」
に
お
け
る
（
保
吉
の
心
情
は
）、「
体
験
当
時
の
心
情

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
執
筆
時
の
芥
川
の
心
情
と
い
え
る
。
芥
川
は
自
分
の
過
去
に

題
材
を
と
り
、「
保
吉
」
に
体
験
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
回
想
の
な
か
に
現
在
の
自

身
の
心
情
を
表
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
」（『「
京
都
教
育
大
学
国
文
学
会
誌
」
第

二
〇
号　

一
九
八
五
・
六
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。「
保
吉
も
の
」
を
、「
告
白
」

を
嫌
っ
た
芥
川
の
「
告
白
」
の
道
程
の
一
歩
と
見
る
と
こ
ろ
に
西
山
の
論
の
目
的

が
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
今
日
常
識
で
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、「
回
想
の
な
か
に
現
在

の
自
身
の
心
情
を
表
出
」
す
る
と
い
う
芥
川
の
「
方
法
」
と
し
て
明
確
化
し
た
西

山
の
論
は
、〈
回
想
〉
と
は
本
来
そ
う
い
う
も
の
だ
と
う
い
う
一
般
論
を
超
え
て

明
晰
で
あ
る
。

「
回
想
の
な
か
に
現
在
の
自
身
の
心
情
を
表
出
」
す
る
と
い
う
方
法
は
、「
少

年
」
で
一
旦
確
立
し
た
う
え
で
（
注
四
）、「
大
道
寺
信
輔
の
半
生
」
か
ら
「
点
鬼

簿
」
へ
と
い
う
形
で
進
行
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、
そ
の
前
段
階
で
横
須
賀
の
「
保

吉
」
が
描
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
う
、「
現
在
」
に
よ
っ
て
回
想

さ
れ
た
横
須
賀
の
「
保
吉
」
の
テ
キ
ス
ト
の
頂
点
は
「
文
章
」
に
あ
る
と
い
う
の

が
私
と
し
て
の
判
断
だ
が
、
む
ろ
ん
、
そ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
の
性
格
は
、
す
べ
て

の
横
須
賀
の
「
保
吉
も
の
」
に
一
貫
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

西
山
恵
は
大
正
一
二
年
の
「
保
吉
も
の
」
と
大
正
一
三
年
の
「
保
吉
も
の
」
と

の
間
に
微
妙
な
落
差
を
読
み
取
っ
て
い
た
が
、
今
日
、
横
須
賀
の
「
保
吉
も
の
」

を
読
み
返
し
て
み
る
と
、
大
変
な
慧
眼
で
あ
る
こ
と
が
了
解
で
き
る
。
大
正
一
三

年
の
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
、「
文
章
」
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。「
寒
さ
」
も
出
来

栄
え
は
「
文
章
」
と
は
異
な
る
も
の
の
、「
保
吉
の
手
帳
か
ら
」「
あ
ば
ば
ば
ば
」

に
色
濃
い
他
者
へ
の
皮
肉
は
影
を
潜
め
、「
回
想
の
な
か
」
で
の
「
現
在
の
」、
他

者
を
さ
ほ
ど
媒
介
し
な
い
「
自
身
の
心
情
」
の
表
出
と
い
う
性
格
、
い
わ
ば
〈「
保

吉
も
の
」
の
純
粋
化
〉
と
い
っ
た
性
格
の
強
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
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テ
キ
ス
ト
の
世
界
は
「
蜃
気
楼
」（
昭
和
二
・
一
）
や
「
歯
車
」（
遺
稿
）
に
近
い
。

前
半
部
は
「
或
る
雪
上
り
の
午
前
」、
舞
台
は
「
体
操
器
械
の
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
松
並
木
や
、
そ
の
ま
た
向
こ
う
の
赤
煉
瓦
の
建
物
を
一
目
に

見
渡
す
の
も
容
易
な
」
物
理
学
の
教
官
室
。
伝
熱
作
用
を
め
ぐ
っ
て
の
他
愛
な
い

話
題
で
あ
る
。
後
半
部
は
「
或
る
避
暑
地
の
町
外
れ
」、
轢
死
者
の
不
気
味
な
風

景
で
あ
る
。
轢
死
の
あ
っ
た
踏
切
り
を
渡
る
と
き
、
轢
死
者
の
「
そ
の
地
は
線
路

の
上
か
ら
薄
う
す
と
水
蒸
気
さ
へ
昇
ら
せ
て
ゐ
た
…
…
」。
そ
こ
に
保
吉
が
感
じ

た
の
は
「
こ
の
間
話
し
合
つ
た
伝
熱
作
用
の
事
」
で
あ
っ
た
。
生
命
の
熱
も
ま
た

伝
熱
作
用
に
沿
っ
て
、
誰
彼
と
い
う
差
は
な
く
、「
同
じ
や
う
に
や
は
り
酷
薄
に

伝
は
つ
て
ゐ
る
。「
孝
子
で
も
水
に
は
溺
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
節
婦
で
も
火
に

は
焼
か
れ
る
筈
で
あ
る
。
彼
は
か
う
心
の
中
に
何
度
も
彼
自
身
を
説
得
し
や
う
と

し
た
。
し
か
し
目
の
当
た
り
に
見
た
事
実
は
容
易
に
そ
の
論
理
を
許
さ
ぬ
ほ
ど
、

重
苦
し
い
感
銘
を
残
し
て
ゐ
た
」。

何
気
な
い
日
常
の
会
話
に
も
死
の
影
を
感
じ
て
し
ま
う
暗
欝
な
感
受
性
。
ま

た
、
何
を
し
よ
う
が
、
ど
う
生
き
よ
う
が
「
生
命
」
も
「
死
」
も
ま
た
物
理
学
の

法
則
に
従
っ
て
現
象
す
る
ば
か
り
と
い
う
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
。
テ
キ
ス
ト
の
風
景
と
し

て
添
え
ら
れ
た
鉄
道
工
夫
た
ち
の
焚
火
は
「
光
も
煙
も
放
た
」
ず
、「
黄
色
い
炎

を
動
か
」
す
ば
か
り
で
あ
る
。
何
も
か
も
「
死
の
風
景
」
と
見
え
て
し
ま
う
保
吉

と
は
関
係
な
く
、「
け
れ
ど
も
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
オ
ム
の
人
人
は
彼
の
気
持
ち
と
は

没
交
渉
に
い
づ
れ
も
、
幸
福
ら
し
い
顔
を
し
て
ゐ
た
。
保
吉
は
そ
れ
に
も
苛
立
た

し
さ
を
感
じ
た
」。

轢
死
の
あ
っ
た
踏
切
り
が
よ
く
見
通
せ
る
、
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
先
端

で
喫
煙
し
て
戻
ろ
う
と
し
た
時
、
ふ
と
赤
皮
の
手
袋
を
な
く
し
て
い
た
こ
と
に
保

吉
は
気
付
く
。

手
袋
は
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
オ
ム
の
先
に
、
手
の
ひ
ら
を
上
に
転
が
つ
て
ゐ
た
。

そ
れ
は
丁
度
無
言
の
ま
ま
、
彼
を
呼
び
と
め
て
ゐ
る
や
う
だ
つ
た
。
保
吉
は

霜
曇
り
の
空
の
下
に
、
た
つ
た
一
つ
取
り
残
さ
れ
た
赤
皮
の
手
袋
の
心
を
感

じ
た
。
同
時
に
薄
ら
寒
い
世
界
の
中
に
も
、
い
つ
か
温
い
日
の
光
の
ほ
そ
ぼ

そ
と
さ
し
て
来
る
こ
と
を
感
じ
た
。

た
ま
た
ま
「
手
の
ひ
ら
を
上
に
転
が
つ
て
ゐ
た
」
に
す
ぎ
な
い
手
袋
に
、「
ほ

そ
ぼ
そ
と
」
な
が
ら
も
生
へ
の
励
ま
し
を
感
じ
よ
う
と
す
る
感
受
性
は
、
痛
ま
し

い
と
い
う
し
か
な
い
。「
文
芸
的
な
あ
ま
り
に
文
芸
的
な
」
に
お
け
る
〈
詩
的
な

も
の
〉
の
、
そ
の
〈
詩
的
な
も
の
〉
の
内
実
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
羨
望

視
し
た
り
、
論
争
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
同
時
代
を
生
き
た
志
賀
直
哉
や
谷
崎
潤
一

郎
に
拮
抗
で
き
る
生
命
力
は
、「
保
吉
も
の
」
を
書
く
芥
川
龍
之
介
に
は
も
う
な

い
。「
保
吉
も
の
」
の
な
か
で
も
最
も
「
歯
車
」（
な
い
し
は
「
蜃
気
楼
」）
に
接

近
し
た
テ
キ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。

「
十
円
札
」
は
タ
イ
ト
ル
通
り
、
一
枚
の
「
札
」
の
引
き
起
こ
す
悲
喜
劇
の
ス

ケ
ッ
チ
。
金
銭
が
引
き
起
こ
す
人
間
関
係
あ
る
い
は
〈
自
意
識
〉
の
風
景
の
ス

ケ
ッ
チ
だ
が
、
出
来
栄
え
は
さ
ほ
ど
で
は
な
い
。
金
銭
が
生
み
出
し
て
し
ま
う
人

間
の
哀
し
い
姿
と
い
う
主
題
も
、
や
や
平
凡
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
、
興
味
深
い
の
は
そ
こ
に
描
か
れ
た
横
須
賀
の
風
景
で
あ
る
。「
岩
と
も
泥
と

も
見
当
の
つ
か
ぬ
、
灰
色
を
な
す
っ
た
断
崖
は
高
だ
か
と
曇
天
に
聳
え
て
ゐ
る
」、

今
も
そ
の
ま
ま
芥
川
龍
之
介
が
描
い
た
通
り
の
風
景
を
見
せ
る
、
横
須
賀
駅
わ
き

の
風
景
に
続
い
て
、

道
の
両
側
は
い
つ
の
間
に
か
、
ご
み
ご
み
し
た
町
家
に
変
つ
て
ゐ
る
。
塵
埃

に
ま
み
れ
た
飾
り
窓
と
広
告
の
剥
げ
た
電
柱
と―

―

市
と
い
う
名
前
は
つ

い
て
ゐ
て
も
、
都
会
ら
し
い
色
彩
は
ど
こ
に
も
見
え
な
い
。
殊
に
大
き
い

ギ
ャ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
エ
ン
の
瓦
屋
根
の
空
に
横
た
は
つ
て
ゐ
た
り
、
そ
の
又

空
に
黒
い
煙
や
白
い
蒸
気
の
立
つ
て
ゐ
た
り
す
る
の
は
戦
慄
に
価
す
る
凄
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ま
じ
さ
で
あ
る
。

と
横
須
賀
の
街
並
み
が
描
か
れ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
一
ド
ッ
ク
近
く

に
聳
え
る
「
ギ
ャ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
エ
ン
」
は
横
須
賀
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。「
黒

い
煙
や
白
い
蒸
気
」
は
、
む
ろ
ん
横
須
賀
工
廠
の
排
出
す
る
そ
れ
で
あ
る
。
そ
う

い
う
も
の
と
し
て
ス
ケ
ッ
チ
は
「
正
確
」
な
の
だ
が
、
し
か
し
ま
た
一
方
で
は
、

内
田
百
閒
が
描
い
た
よ
う
に
、
横
須
賀
の
う
ち
、
特
に
機
関
学
校
一
帯
は
風
光
明

媚
な
区
域
で
あ
っ
た
。
芥
川
は
、
軍
港
の
醸
し
出
す
「
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
」
に
一
時

の
興
味
を
も
示
し
て
も
い
た
。
し
か
し
そ
う
い
う
横
須
賀
は
す
べ
て
捨
象
さ
れ
、

芥
川
は
横
須
賀
を
ひ
た
す
ら
「
灰
色
の
風
景
」
に
染
め
上
げ
て
い
く
。

〈
ヤ
ス
ケ
〉（
弥
助
）
の
鮨
に
交
換
さ
れ
る
も
の
で
し
か
な
い
「
十
円
札
」
は
、

し
か
し
、
人
の
い
い
「
粟
野
さ
ん
」
の
好
意
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
と
の
間
に
心
理

的
な
軋
轢
を
生
み
だ
し
て
し
ま
う
。「
広
い
世
の
中
に
は
こ
の
一
枚
の
十
円
札
の

為
に
悲
劇
の
起
つ
た
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
現
に
彼
も
昨
日
の
午
後
は
こ

の
一
枚
の
十
円
札
の
上
に
彼
の
魂
を
賭
け
て
ゐ
た
の
で
あ
る
」
と
。
人
と
人
が
つ

く
り
出
す
〈
関
係
〉、
そ
れ
は
人
柄
と
は
全
く
無
縁
に
不
幸
を
生
み
出
す
し
か
な

い
と
い
う
、
暗
い
心
象
風
景
に
お
い
て
し
か
横
須
賀
は
想
起
さ
れ
な
い
。
横
須
賀

の
風
景
を
灰
色
に
染
め
上
げ
て
い
っ
た
作
家
は
、
他
者
の
姿
を
、
そ
し
て
つ
い
に

は
他
者
な
ら
ぬ
己
の
内
面
の
風
景
を
灰
色
に
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
く
。

回
想
の
中
に
描
き
出
さ
れ
た
横
須
賀
の
風
景
は
、
大
正
一
三
年
の
芥
川
龍
之
介

の
内
面
が
映
し
だ
し
た
風
景
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
信
輔
は
全
然
母
の
乳
を
吸
つ

た
こ
と
の
な
い
少
年
だ
っ
た
」（「
大
道
寺
信
輔
の
半
生
」　
「
二　

牛
乳
」）
と
い

う
「
告
白
」
が
な
さ
れ
た
の
は
、「
保
吉
も
の
」
の
最
後
と
な
っ
た
「
十
円
札
」

の
発
表
の
四
ヶ
月
後
、
大
正
一
三
年
の
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

注
一　

三
好
行
雄
『
作
品
論
の
試
み
』（
一
九
六
七　

至
文
堂
）
お
よ
び
『
芥
川
龍
之
介
論
』

（
一
九
七
六　

筑
摩
書
房
）。
本
論
に
引
い
た
三
好
行
雄
の
論
は
す
べ
て
こ
れ
ら
に
よ
る
。

注
二　

佐
藤
義
雄
「
テ
キ
ス
ト
の
生
成―

―

志
賀
直
哉
「
剃
刀
」
か
ら
「
范
の
犯
罪
」
へ―

―

」

（『
文
学
の
風
景　

都
市
の
風
景
』　

蒼
丘
書
林　

二
〇
一
〇
所
収
）。
志
賀
リ
ア
リ
ズ
ム

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
、〈
生
理
〉
へ
の
自
覚
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
、
そ
こ
で
論
じ

て
い
る
。

注
三　

本
多
秋
五
「
志
賀
直
哉
に
お
け
る
自
覚
の
問
題
」（『
文
学
』　

一
九
八
九
年
十
二
月
）。『
志

賀
直
哉
』（
岩
波
新
書
）
な
ど
で
も
く
り
か
え
さ
れ
る
、
本
多
秋
五
の
志
賀
直
哉
論
の
根

幹
で
あ
る
。

注
四　

こ
れ
も
三
好
行
雄
に
よ
っ
て
指
摘
済
み
の
こ
と
だ
が
、「
回
想
の
中
に
現
在
の
自
身
の
心

情
を
表
出
」
す
る
「
保
吉
も
の
」
の
典
型
を
な
す
の
が
「
少
年
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ

の
う
ち
で
最
も
鮮
や
か
な
も
の
が
、
そ
の
最
後
に
お
か
れ
た
「
六　

お
母
さ
ん
」
で
あ

る
。

	

　

保
吉
八
歳
の
と
き
、
場
所
は
両
国
駅
付
近
の
芥
川
家
に
近
い
、「
二
昔
前
」
の
両
国
回

向
院
境
内
。〈
戦
争
ご
つ
こ
〉
で
負
傷
し
た
保
吉
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
覚
え
も
な

い
の
に
、「
や
あ
い
、
お
母
さ
ん
て
な
い
て
ゐ
や
が
る
」
と
〈
陸
軍
大
将
〉
の
川
島
少
年

に
揶
揄
さ
れ
る
。
爾
来
保
吉
は
こ
れ
を
川
島
の
嘘
と
思
っ
て
い
た
が
、
現
在
か
ら
三
年

前
、
上
海
で
同
じ
よ
う
な
体
験
を
し
た
。
入
院
し
た
病
院
の
ベ
ッ
ド
で
目
覚
め
た
と
き
、

不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
た
看
護
婦
に
尋
ね
ら
れ
る
。「
あ
ら
お
目
ざ
め
に
な
っ
て
い
ら
つ

し
や
る
ん
で
す
か
？
」「
ど
う
し
て
？
」「
だ
つ
て
今
お
母
さ
ん
て
お
つ
し
や
つ
た
ぢ
や

あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
。
禁
忌
と
し
て
封
印
し
続
け
た
〈
母
を
呼
ぶ
声
〉
の
告
白
で
あ
る
。
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明
治
期
の
児
童
・
少
年
雑
誌
に
み
る

　
　

中
世
軍
記
物
語
関
連
記
事
に
つ
い
て	

鈴　

木　
　
　

彰

　
　
　

―
―

『
日
本
之
少
年
』
を
中
心
と
し
て―

―

明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要　

第
七
十
二
冊　
（
二
〇
一
三
年
三
月
三
十
一
日
）　

縦　

三
十
一
─
八
十
頁
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Medieval War Literature as it Appears in Meiji-era 
Children’s and Boys’ Magazines:

A Study of Nihon no Shōnen

SUZUKI Akira

In what way and for what purpose did people of the Meiji period read and perceive the 
medieval epic military tales that are today referred to as gunki monogatari? Previous 
scholarship on war literature has yet to answer this question in a way that enables us to grasp 
the modern reception of these tales. This article attempts to address this issue by examining 
articles related to war literature that appeared in publications for boys during the late 1880s 
through the 1890s, with a focus on the foremost example of this type of magazine, Nihon no 
shōnen.

First, I survey Meiji-era magazines for boys to ascertain the positioning of Nihon no 
shōnen. Next I analyze the nature of the illustrations found in Nihon no shōnen, and observe 
that although the publication was initially intended for younger readers and contained 
illustrations of military tales, after it was apparent that the readership was older, the number 
of illustrations decreased. Then I look at the way that educational articles based on themes 
from medieval war tales were employed to teach composition or English. These selections give 
us a sense of how children of that time understood military tales. Moreover, research on the 
history of translating medieval war tales has not touched on this type of educational material, 
which should be considered in future investigations of war-tale translations that were produced 
within Japan.

Additionally, I analyze writings related to war tales that were submitted to the publication 
by readers. First I created a chart that organizes all such reader submissions in order to grasp 
their implications as a unit. Then I attempted to evaluate this material according to the 
following four perspectives: commentary on characters from the stories, views of illustrations 
of war literature themes, debates, and comprehension of historical sites and hometowns. This 
analysis allows us to glimpse the learning processes of actual children, as they discussed the 
way that characters lived, gleaned the narratives behind a particular illustration, debated a 
single event from a variety of perspectives, and expressed local pride in connection to historical 
sites that were featured in war tales.

The studies described above give us a pretty accurate sense of the rich knowledge of 
medieval war tales that children obtained from exposure to Nihon gaishi, theatrical and street 
performances, and other sources during the late nineteenth century, a time when modern 
printed editions of warrior tales were still not widely available. Children raised in this 
environment grew up to become readers of medieval warrior tales. How they interacted with 
this literature when they were children is part of the history of the modern reception of 
medieval war literature, a topic that requires research from a variety of perspectives. While 
literary scholarship has tended to emphasize the formation of works of literature, it is also 
important to consider the long history of reception of individual works. This approach will 
contribute a fuller sense of literary history.
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《
個
人
研
究
第
１
種
》

明
治
期
の
児
童
・
少
年
雑
誌
に
み
る
中
世
軍
記
物
語
関
連
記
事
に
つ
い
て

―
―

『
日
本
之
少
年
』
を
中
心
と
し
て―

―

鈴　

木　
　
　

彰

は
じ
め
に

あ
ら
ゆ
る
文
学
作
品
は
読
者
と
と
も
に
そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
。
そ
れ
を
必

要
と
し
て
読
も
う
と
す
る
者
、
ま
た
そ
の
本
文
を
後
世
に
残
そ
う
と
す
る
者
が
い

な
け
れ
ば
、
そ
の
作
品
は
存
在
す
る
意
義
を
失
い
、
や
が
て
散
逸
し
て
い
く
。
前

近
代
の
写
本
の
時
代
に
う
ま
れ
た
文
学
の
場
合
、
こ
う
し
た
事
情
と
無
関
係
な
も

の
は
存
在
し
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
作
品
の
作
者
や
成
立
年
代

を
基
準
と
し
た
、
作
り
手
の
側
に
た
っ
た
年
表
的
な
文
学
史
理
解
に
は
お
の
ず
と

限
界
が
あ
る
わ
け
で
、
今
現
在
に
至
る
ま
で
の
推
移
を
視
野
に
お
さ
め
た
享
受
史

や
受
容
史
へ
の
理
解
が
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る　（

１
）。

享
受
と
受
容
の
過
程
で
は
、
あ
る
作
品
が
あ
ら
た
な
創
作
的
営
為
の
素
材
と

な
っ
た
り
、
他
か
ら
影
響
を
受
け
て
書
き
換
え
ら
れ
た
り
と
い
っ
た
、
形
態
上
の

変
化
を
と
げ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
目
に
見
え
る
変

化
の
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
が
享
受
史
・
受
容
史
研
究
の
課
題
と
な
る
の
は
当
然

で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
ひ
と
つ
の
本
文
が
ど
う
読
ま
れ

る
か
は
決
し
て
自
明
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
時
代
や
環
境
が
変
わ
れ
ば
、

同
じ
本
文
か
ら
読
み
と
る
も
の
が
変
わ
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
同
一
人
物
の
体

験
で
あ
っ
て
も
、
お
か
れ
た
状
況
や
観
点
が
変
わ
れ
ば
そ
の
本
文
か
ら
読
み
と
れ

る
も
の
も
変
わ
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
変
わ
ら
ぬ
も
の
（
本
文
）
か
ら
、

人
々
は
ど
れ
だ
け
の
幅
を
も
っ
た
解
釈
を
お
こ
な
っ
て
き
た
の
か
を
把
握
す
る
こ

と
も
ま
た
、
受
容
史
・
享
受
史
研
究
の
重
要
な
課
題
な
の
で
あ
る　（

２
）。

個
々
の

作
品
の
本
文
・
形
態
上
の
変
化
と
そ
の
解
釈
史
と
を
通
時
的
に
視
野
に
収
め
、
そ

れ
ら
を
束
ね
た
形
で
の
立
体
的
な
文
学
史
を
構
想
し
た
い
。

さ
て
、
本
稿
で
扱
う
の
は
、『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
と
い
っ
た
中
世
の

軍
記
物
語
の
近
代
的
受
容
に
関
す
る
一
問
題
で
あ
る
。
近
代
に
お
け
る
軍
記
物
語

の
受
容
と
い
う
と
き
、
ま
ず
試
み
ら
れ
て
き
た
の
が
軍
記
物
語
に
取
材
し
た
作

家
・
作
品
を
対
象
と
し
た
作
品
一
覧
の
制
作
で
あ
る
。
そ
れ
が
も
っ
と
も
充
実
し

て
い
る
の
は
『
平
家
物
語
』
の
場
合
で
、
戯
曲
・
小
説
・
評
論
を
中
心
と
し
た
収

集
が
進
め
ら
れ
、
段
階
的
に
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
今
日
に
至
る　（

３
）。

た
だ
し
、

そ
れ
ら
の
個
々
の
作
品
（
と
く
に
明
治
期
の
作
品
）
を
、
古
典
に
取
材
し
た
そ
の

作
品
に
内
在
さ
れ
る
近
代
性
や
作
家
の
個
性
的
見
識
を
指
摘
す
る
と
い
っ
た
立
場

か
ら
で
は
な
く
、
中
世
の
軍
記
物
語
の
受
容
史
研
究
の
一
環
と
し
て
論
じ
た
も
の

は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る　（

４
）。

ま
た
、
前
述
の
作
品

一
覧
は
貴
重
な
労
作
で
は
あ
る
が
、
つ
け
加
え
る
べ
き
も
の
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

近
代
に
お
け
る
軍
記
物
語
を
と
り
ま
く
環
境
へ
の
理
解
は
、
こ
れ
か
ら
意
識
的
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に
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い　（

５
）。

そ
の
際
、
ま
ず
は
幕
末
・
維
新
期
を

経
て
明
治
期
に
続
く
社
会
に
お
い
て
、
軍
記
物
語
関
係
の
知
識
が
ど
の
程
度
、
ど

の
よ
う
な
形
で
共
有
さ
れ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
常
識
や
価
値
観
を
形
づ
く
っ
て

い
た
の
か
と
い
う
点
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
私
は
考
え
る
。
そ
れ
は
一
面

で
、
軍
記
物
語
が
当
時
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問

題
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
じ
つ
は
こ
う
し
た
基
本
的
な
こ
と
が

ら
す
ら
ま
だ
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
状
に
鑑
み
、
と
く
に
享
受
者
側
の
軍
記
物
語
理
解
の
実
態
へ
の
視

野
を
開
く
こ
と
も
意
図
し
て
、
児
童
・
少
年
雑
誌
と
い
う
資
料
群
に
注
目
し
て
み

た
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
雑
誌
文
化
は
近
世
と
は
異
な
る
明
治
期
を
特
徴
づ
け

る
新
し
い
文
化
現
象
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
児
童
・
少
年
向
け
の
雑
誌
も
制

作
さ
れ
て
い
く
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
誌
面
に
は
無
数
の
軍
記
物
語
に
関
わ

る
言
説
を
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
見
渡
す
こ
と
で
、
上
述
の
よ
う
な
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

児
童
・
少
年
雑
誌
に
注
目
す
る
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
誌
面
に
文
章
を

寄
せ
て
い
る
の
は
、
文
学
者
、
文
筆
家
の
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
著
名
人

か
ら
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
各
界
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
ま
た
、
歴
史
的
に
は
無
名
な
全
国
の
読
者
た
ち
の
投
稿
も
数
多
く
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
言
説
は
、
著
名
人
の
発
言
を
こ
と
さ
ら
に
特
権
化
す
る
こ

と
な
く
、
当
時
の
常
識
を
探
っ
て
い
く
素
材
と
し
て
恰
好
の
対
象
の
ひ
と
つ
と
い

え
る
。

ま
た
、
読
者
が
そ
の
の
ち
の
社
会
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
だ
と
い
う
こ
と

も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
の
体
験
か
ら
身
に
つ
け
た
価
値
観
や
常

識
が
、
当
人
の
そ
の
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
に
作
用
す
る
こ
と
は
ご
く
自
然
な
こ

と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
が
次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
提
供
さ
れ
る
と
い
う

連
鎖
も
生
じ
る
。
近
世
か
ら
の
断
絶
と
継
承
、
大
正
期
以
降
へ
の
継
承
と
断
絶
と

い
う
問
題
を
念
頭
に
お
く
意
味
で
も
、
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
に
注
目
す

る
意
義
は
少
な
く
な
い
と
考
え
る
。
ち
な
み
に
、
た
と
え
ば
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
の
六
十
歳
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
生
ま
れ
に
あ
た
り
、
明

治
二
十
年
代
に
幼
少
年
期
を
過
ご
し
た
世
代
に
あ
た
る　（

６
）。

こ
れ
ま
で
に
も
児
童
文
学
・
児
童
文
化
研
究
の
一
環
と
し
て
、
児
童
・
少
年
雑

誌
や
子
ど
も
向
け
の
読
み
物
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か

で
、
軍
記
物
語
に
登
場
す
る
武
将
・
武
士
た
ち
を
英
雄
視
す
る
記
事
や
作
品
が
扱

わ
れ
て
も
き
た　（

７
）。

そ
れ
ら
が
軍
記
物
語
の
近
代
的
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
の

関
心
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
と
は
い
え
そ
れ
で
十

分
に
満
た
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
明
治
期
の
児
童
・
少
年
雑
誌
だ
け
に
か
ぎ
っ

て
み
て
も
、
軍
記
物
語
研
究
の
文
脈
に
の
せ
て
、
見
る
べ
き
も
の
は
膨
大
に
存
在

す
る
。
中
世
文
学
研
究
と
近
代
に
関
わ
る
諸
研
究
分
野
と
を
横
断
し
た
研
究
史
の

把
握
と
情
報
交
換
を
進
め
つ
つ
、
今
後
こ
う
し
た
課
題
と
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
。本

稿
は
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
な
る
が
、
と
く
に
明
治
二
十
年
代
の
児
童
・
少

年
雑
誌
の
誌
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
軍
記
物
語
関
連
記
事
の
様
相
と
、
そ
こ
か
ら

知
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
理
解
を
探
る
べ
く
、
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
雑
誌
の
ひ

と
つ
で
あ
る
『
日
本
之
少
年
』
を
主
な
対
象
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

	
	
	
	

一　

明
治
期
の
児
童
・
少
年
雑
誌
と
『
日
本
之
少
年
』

（
１
）
明
治
期
の
児
童
・
少
年
雑
誌

明
治
期
に
始
ま
り
、
大
正
期
、
昭
和
戦
前
期
へ
と
続
く
児
童
・
少
年
・
少
女
雑

誌
の
展
開
相
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
児
童
文
学
研
究
や
近
代
文
学
研
究
、

ま
た
国
語
教
育
史
の
分
野
に
お
い
て
取
り
あ
げ
ら
れ
、
関
連
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て

き
た　（

８
）。

木
村
小
舟
『
少
年
文
学
史　

明
治
編
』
は
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
通
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史
的
研
究
の
先
駆
と
し
て
、
今
な
お
重
要
な
意
義
を
持
ち
続
け
て
い
る　（

９
）。

木

村
は
、
児
童
・
少
年
雑
誌
の
展
開
過
程
を
、
は
じ
め
は
「
読
者
」「
投
書
家
」
と

し
て
、
の
ち
に
「
記
者
」「
著
作
編
纂
者
」
と
な
っ
て
実
際
に
体
験
し
た
世
代
の

人
物
で
あ
る
。

同
書
で
は
、
胎
動
期
・
揺
籃
期
・
成
長
期
・
躍
進
期
・
隆
盛
期
・
一
新
期
・
雌

伏
期
・
完
成
期
と
い
う
八
期
に
わ
け
て
明
治
期
の
「
少
年
文
学
」
通
史
が
つ
づ
ら

れ
て
い
る
。
各
期
の
境
界
は
必
ず
し
も
明
確
に
線
引
き
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の

だ
が
、
胎
動
期
と
揺
籃
期
の
境
目
が
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
十
一
月
の
『
少

年
園
』
の
創
刊
に
見
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、『
学

庭
拾
芳
録
』（
明
治
八
年
創
刊
）、『
穎
才
新
誌
』（
明
治
十
年
創
刊
）、『
小
学
教
文

雑
誌
』（
明
治
十
二
年
創
刊
）
と
い
っ
た
既
存
各
誌
が
作
文
投
稿
誌
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
諸
分
野
の
読
み
物
や
学
問
・
修
養
・
娯
楽
的
記
事
を
含
む
子
ど
も
向
け

の
総
合
雑
誌
の
嚆
矢
と
し
て
登
場
し
た
の
が
『
少
年
園
』
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
、

「
一
八
九
〇
年
前
後
の
幼
少
年
雑
誌
類
を
中
心
に
、
明
治
児
童
文
学
誕
生
の
経
過

を
問
」
う
た
続
橋
達
雄
氏
は
、〈
胎
動
期
〉〈
創
始
期
〉〈
展
開
期
〉
の
三
期
と
し

て
と
ら
え
た
が 

（
（（
（

、
そ
こ
に
い
う
〈
創
始
期
〉
の
始
ま
り
は
や
は
り
『
少
年
園
』

の
創
刊
と
さ
れ
て
い
る
。『
少
年
園
』
と
そ
れ
に
続
く
諸
誌
（『
小
国
民
』『
少
年

文
武
』『
日
本
之
少
年
』
等
）
の
刊
行
が
、
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
、
子
ど
も

た
ち
と
深
く
関
わ
る
文
学
・
文
化
史
上
の
新
局
面
を
開
い
て
い
っ
た
の
で
あ
っ

た
。続

橋
氏
は
、〈
胎
動
期
〉
を
「
投
書
中
心
」
の
時
期
、〈
展
開
期
〉
を
「
営
利
企

業
体
中
心
」
の
時
期
と
規
定
し
た
が
、
そ
の
間
に
位
置
す
る
〈
創
始
期
〉
の
終
わ

り
を
象
徴
す
る
事
件
と
し
て
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
お
け
る
『
少
年

園
』『
小
国
民
』
の
終
刊
（
政
府
命
令
に
よ
る
発
行
停
止
）
と
『
少
年
世
界
』
の

創
刊
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
あ
ら
た
め
て
木
村
分
類
に
照
ら
す
な
ら
ば
、「
胎

動
期
」
に
つ
い
て
は
両
者
が
重
な
り
、
続
橋
分
類
に
い
う
〈
創
始
期
〉
は
木
村
分

類
に
い
う
揺
籃
期
と
成
長
期
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。『
少
年
世
界
』
の

創
刊
を
新
た
な
画
期
と
み
る
の
も
、

『
少
年
世
界
』
は
、
総
合
学
習
雑
誌
と
学
校
外
で
の
少
年
教
育
と
い
う
〈
創

始
期
〉
の
基
本
的
性
格
を
守
り
な
が
ら
、
幼
年
・
少
女
・
少
年
と
い
う
幅
広

い
読
者
層
を
対
象
に
、
小
説
を
重
視
し
た
文
芸
的
色
彩
濃
厚
な
雑
誌
と
し
て

出
発
し
た
。
そ
れ
を
支
え
た
の
が
、
硯
友
系
の
作
家
群
で
あ
り
、
新
聞
雑
誌

の
記
者
を
兼
ね
る
作
家
・
評
論
家
た
ち
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
こ
れ
ら
の

作
家
群
の
頂
点
に
あ
っ
た
の
が
、
本
誌
の
場
合
、
漣
山
人
で
あ
っ
た
。

と
い
う
指
摘　

（
（（
（

に
み
え
る
、
漣
山
人
巌
谷
小
波
を
は
じ
め
と
す
る
人
気
作
家
の

台
頭
を
も
勘
案
し
た
判
断
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
事
実
、『
少
年
世
界
』
は
発

行
部
数
に
お
い
て
も
、
刊
行
初
年
度
か
ら
各
号
平
均
八
万
部
と
い
う
圧
倒
的
な
数

字
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る　

（
（（
（

。

（
２
）『
日
本
之
少
年
』
に
つ
い
て

本
稿
で
取
り
あ
げ
る
『
日
本
之
少
年
』（
博
文
館
）
の
創
刊
は
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
二
月
二
十
二
日
で
、
続
橋
氏
の
い
う
〈
創
始
期
〉
の
刊
行
物
で
あ

る
。
先
述
し
た
『
少
年
園
』
の
創
刊
に
遅
れ
る
こ
と
約
三
ヶ
月
、
こ
の
の
ち
並
行

し
て
刊
行
さ
れ
て
い
く
『
小
国
民
』（
学
齢
館　

明
治
二
十
二
年
七
月
創
刊
）、『
少

年
文
武
』（
張
弛
館　

明
治
二
十
三
年
一
月
創
刊
）
よ
り
は
少
し
だ
け
早
い
ス
タ
ー

ト
を
き
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
明
治
二
十
二
年
二
月
と
い
え
ば
、
十
一
日
に

大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法
、
貴
族
院
令
が
公
布
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
同
日
に
は
、
文
部
大
臣
森
有
礼
が
刺
さ
れ
、
翌
日
他
界
す
る
と
い

う
事
件
も
起
き
て
い
る
。
森
は
明
治
十
八
年
十
二
月
に
初
代
文
部
大
臣
と
な
っ
て

国
家
至
上
主
義
の
教
育
政
策
を
打
ち
出
し
、
明
治
十
九
年
に
公
布
さ
れ
た
帝
国
大

学
令
（
三
月
）、
小
学
校
令
、
中
学
校
令
、
師
範
学
校
令
（
四
月
）
に
よ
っ
て
教

育
制
度
改
革
を
推
進
し
、
以
後
に
続
く
近
代
学
校
制
度
の
基
盤
整
備
を
進
め
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
翌
明
治
二
十
三
年
に
は
第
一
回
総
選
挙
（
七
月
）、
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「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
発
布
（
十
月
）、
第
一
回
通
常
議
会
（
十
一
月
）
と
い
っ

た
出
来
事
が
続
く
。『
日
本
之
少
年
』
は
こ
う
し
た
時
期
に
創
刊
さ
れ
、
次
第
に

読
者
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
時
期
の
各
誌
が
共
有
す
る
特
徴
と
し
て
続
橋
氏
は
次
の
四
点
を
指

摘
し
て
い
る
。

一�

、
特
定
の
個
人
の
見
識
と
よ
き
協
力
者
と
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
た
め
、
方

針
・
主
義
が
一
貫
し
て
個
性
的
た
り
え
た
こ
と
。

二�

、
学
校
教
育
の
方
針
に
沿
い
、
幼
少
年
の
社
会
教
育
・
家
庭
教
育
の
一
翼
を

担
お
う
と
い
る
目
標
を
掲
げ
て
い
た
こ
と
。

三�

、
雑
誌
経
営
者
・
編
集
者
が
漢
学
的
素
養
の
上
に
西
欧
の
自
然
科
学
知
識
を

吸
収
し
て
い
る
と
い
う
思
想
的
傾
向
を
も
っ
て
い
た
こ
と
。

四�

、
漢
学
的
な
経
世
論
的
思
考
構
造
が
、
そ
の
文
芸
観
を
規
定
し
て
い
る
こ

と
。

各
誌
に
お
い
て
濃
淡
は
認
め
ら
れ
る
が
、
社
会
教
育
・
家
庭
教
育
に
関
わ
る
と
い

う
二
つ
め
の
特
質
は
、
本
稿
で
と
く
に
意
識
し
て
お
き
た
い
事
柄
で
あ
る
。『
日

本
之
少
年
』
で
も
、
創
刊
号
に
次
の
よ
う
な
緒
言
が
表
紙
見
返
し
下
部
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
性
格
を
色
濃
く
備
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
日
本
之
少
年
」
は
学
芸
修
身
立
志
修
業
を
奨
励
す
る
の
雑
誌
な
り

「
日
本
之
少
年
」�

は
天
下
の
少
年
を
し
て
学
校
教
科
以
外
に
在
つ
て
智
識
を

開
発
せ
し
む
る
の
具
た
る
を
期
す

「
日
本
之
少
年
」�

は
少
年
に
関
係
あ
る
社
会
の
出
来
事
を
論
議
し
適
当
な
る

少
年
修
業
の
方
針
を
示
す
べ
し

「
日
本
之
少
年
」�

は
啻
に
直
接
に
少
年
の
為
め
に
計
る
の
み
な
ら
ず
併
せ
て

少
年
の
父
母
に
対
か
つ
て
家
庭
教
育
の
法
を
講
ず
る
こ
と

あ
る
べ
し

「
日
本
之
少
年
」�

は
広
く
学
生
の
起
草
に
係
る
論
文
の
投
寄
を
容
れ
以
て
我

少
年
の
智
識
の
程
度
を
表
示
す
る
を
力
む
べ
し

「
日
本
之
少
年
」�

は
時
を
期
し
賞
を
懸
け
て
弘
く
学
生
諸
子
の
作
文
を
募
集

し
以
て
少
年
を
奨
励
し
少
年
の
文
才
を
養
ふ
の
一
助
と
為

さ
ん
と
す

「
日
本
之
少
年
」�

は
中
小
学
々
生
の
智
識
と
能
力
を
標
準
と
し
敢
て
深
遠
高

尚
の
理
論
を
説
か
す
又
敢
て
野
鄙
破
道
の
文
字
を
加
へ
す

中
小
学
々
生
の
智
能
に
恰
好
す
る
事
項
を
記
載
し
以
て
完

全
な
る
智
能
開
発
の
美
果
を
収
む
る
を
期
す

「
日
本
之
少
年
」
は
毎
号
大
家
の
論
文
を
掲
載
し
毎
月
二
回
発
兌
と
す

な
お
、『
日
本
之
少
年
』
創
刊
号
に
は
「
本
誌
発
行
の
主
意
を
明
か
に
す
」
と
い

う
論
説
が
掲
載
さ
れ
、
右
の
緒
言
の
内
容
を
敷
衍
し
た
文
章
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
付
言
し
て
お
く
。

続
い
て
、『
日
本
之
少
年
』
の
基
本
的
性
格
を
先
行
研
究
に
拠
り
つ
つ
確
認
し

て
お
こ
う　

（
（（
（

。

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
創
刊
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
二
月
二
十
二

日
。
以
後
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
末
の
終
刊
に
至
る
ま
で
、
毎
月
二
冊

の
ペ
ー
ス
を
保
っ
て
博
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
博
文
館
は
、
明
治
二
十
年
六
月

十
五
日
か
ら
刊
行
を
開
始
し
た
「
日
本
大
家
論
集
」
の
企
画
が
当
た
り
、『
日
本

之
少
年
』
刊
行
の
こ
ろ
は
東
京
日
本
橋
の
本
石
町
三
丁
目
十
六
番
地
に
店
舗
を
構

え
、『
日
本
之
教
学
』『
日
本
之
女
学
』『
日
本
之
商
人
』（
以
上
、
明
治
二
十
年
創

刊
）、『
日
本
之
殖
産
』『
日
本
之
法
律
』『
日
本
之
時
事
』『
日
本
之
兵
事
』『
日
本

之
警
察
』（
以
上
、
明
治
二
十
一
年
）
と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
の
雑
誌
を
続
々
と
刊

行
し
始
め
て
い
た　

（
（（
（

。
そ
う
し
た
中
、『
日
本
之
少
年
』
は
「
博
文
館
の
初
め
て

手
が
け
る
少
年
雑
誌
」（
上
田
氏
解
説
）
と
し
て
登
場
し
た
。

『
日
本
之
少
年
』
は
『
少
年
園
』『
少
年
文
武
』
と
同
様
、
高
等
小
学
校
か
ら
尋

常
中
学
校
の
生
徒
を
読
書
対
象
と
し
て
制
作
・
刊
行
さ
れ
た
。
当
時
、
小
学
校
は

尋
常
・
高
等
の
二
等
と
さ
れ
、
六
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
が
学
齢
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修

業
年
限
は
四
年
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
中
学
校
は
尋
常
と
高
等
の
二
等
で
、
尋
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常
中
学
校
へ
の
入
学
は
満
十
二
歳
以
上
、
高
等
中
学
校
へ
の
入
学
は
満
十
七
歳
以

上
と
さ
れ
、
修
業
年
限
は
順
に
四
年
と
二
年
で
あ
っ
た
。『
小
国
民
』
が
尋
常
小

学
校
か
ら
高
等
小
学
校
の
生
徒
向
け
で
あ
っ
た
こ
と
に
比
べ
る
と
、『
日
本
之
少

年
』
は
そ
れ
よ
り
も
少
し
上
の
年
齢
層
向
け
の
雑
誌
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
木
村
小
舟
が
、「「
日
本
之
少
年
」
の
編
輯
形
式
を
概
観
す
る
に
「
少
年
園
」

を
模
倣
し
て
、
稍
低
級
を
目
標
と
す
る
も
の
ゝ
如
く
、
…
…
」（『
少
年
文
学
史　

明
治
篇
』）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
大
ま
か
に
把
握
す
れ
ば
、

『
小
国
民
』
と
『
少
年
園
』
の
間
く
ら
い
の
年
齢
層
・
知
識
層
を
読
者
と
し
て
い

た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

創
刊
時
、
定
価
は
五
銭
で
本
文
三
十
八
頁
。
の
ち
に
定
価
は
八
銭
と
な
っ
て
定

着
す
る
。
こ
の
金
額
に
つ
い
て
も
、
木
村
の
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

蓋
し
「
日
本
之
少
年
」
は
、
中
学
生
並
び
に
こ
れ
と
同
等
の
学
力
の
あ
る
者

を
対
象
と
せ
る
や
に
思
わ
れ
る
も
、
当
時
の
社
会
情
勢
よ
り
し
て
、
一
部
八

銭
と
い
う
高
率
の
雑
誌
を
、
毎
月
二
回
づ
つ
発
行
し
た
る
は
、
富
裕
階
級
は

兎
も
あ
れ
、
一
般
家
庭
の
子
弟
に
と
り
て
は
、
甚
だ
軽
か
ら
ぬ
負
担
で
は
無

か
つ
た
で
あ
ろ
う
か
。�

（『
少
年
文
学
史　

明
治
篇
』）

ち
な
み
に
、『
少
年
園
』
は
定
価
五
銭
、『
小
国
民
』
は
定
価
二
銭
五
厘
か
ら
三
銭
、

『
少
年
文
武
』
は
八
銭
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
頁
数
の
こ
と
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
定
価
の
違
い
は
小
さ
く
な
い
。
読
者
と
し
て
は
、
比
較
的
裕
福
な
家
庭
の

子
ど
も
が
多
か
っ
た
も
の
と
推
測
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
親
た

ち
も
読
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
こ
の
点
は
前
掲
の
緒
言
か
ら
も
読

み
と
れ
る　

（
（（
（

。

創
刊
後
、
短
期
間
の
う
ち
に
、
初
代
主
筆
松
永
道
一
（
の
ち
阪
齋
に
改
姓
）、

第
二
代
主
筆
中
山
整
璽
（
の
ち
早
速
に
改
姓
）
と
主
筆
が
交
代
す
る
が
、
第
一
巻

第
八
号
か
ら
須
永
金
三
郎
が
主
筆
と
な
っ
て
編
集
体
制
が
安
定
し
た
。
須
永
は
、

文
廼
舎
主
人
・
蘆
山
・
菜
花
園
主
人
な
ど
と
号
し
て
精
力
的
に
記
事
を
執
筆
し
た

ほ
か
、
こ
の
雑
誌
の
発
展
に
尽
く
し
た
と
さ
れ
る　

（
（（
（

。
し
か
し
、
明
治
二
十
六

年
六
月
に
博
文
館
を
退
館
、
福
井
新
聞
主
筆
に
転
じ
た
。
そ
の
名
は
第
五
巻
第

十
三
号
ま
で
誌
面
に
現
れ
て
い
る
。
須
永
の
あ
と
、
柳
井
録
太
郎
が
第
四
代
主
筆

と
な
り
、
翌
年
十
二
月
の
終
刊
ま
で
の
約
一
年
半
の
間
、
こ
れ
を
務
め
た
。
執
筆

陣
と
し
て
は
、
坪
谷
善
四
郎
（
水
哉
）・
巌
谷
小
波
・
江
見
水
蔭
・
大
和
田
建
樹
・

幸
田
露
伴
・
小
中
村
義
象
・
佐
々
木
信
綱
・
坪
内
逍
遙
・
内
藤
耻
叟
・
荻
野
由
之

（
和
菴
）・
森
田
思
軒
・
山
田
美
妙
ら
が
い
た
。
な
お
、
こ
こ
に
あ
げ
た
人
々
は
み

な
、
こ
の
の
ち
何
ら
か
の
形
で
『
平
家
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
軍
記
物
語
に
材

を
と
っ
た
作
品
や
、
軍
記
物
語
の
注
釈
書
の
執
筆
に
関
わ
っ
て
い
く
。
明
治
期
の

軍
記
物
語
を
と
り
ま
く
言
説
や
理
解
が
、
こ
う
し
た
児
童
・
少
年
雑
誌
を
構
成
し

て
い
く
環
境
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
陣
容
か
ら
も
十
分
に
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
児
童
・
少
年
雑
誌
の
読
者
が
成
長
し

て
、
よ
り
高
次
の
軍
記
物
語
関
連
文
献
（
小
説
や
評
論
や
原
典
の
注
釈
書
な
ど
）

の
読
者
や
執
筆
者
と
な
る
と
い
う
世
代
の
循
環
が
こ
の
の
ち
成
立
し
て
い
く
こ
と

も
見
通
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

発
行
部
数
は
創
刊
当
初
二
千
部
、
し
か
し
創
刊
一
年
後
に
は
一
万
部
と
な
り
、

須
永
主
筆
退
館
時
に
は
三
万
部
を
公
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
上
田
氏
解
説

は
、
諸
事
情
を
勘
案
し
た
上
で
、
一
万
五
千
部
程
度
が
「
通
常
号
の
実
売
部
数
か

も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
、
当
時
日
の
出
の
勢
い
で
あ
っ
た
博
文
館
の
雑
誌
と
し
て

は
、「
や
や
物
足
り
な
い
と
見
る
の
が
順
当
で
は
な
い
か
」
と
、
こ
れ
を
評
価
し

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
雑
誌
な
ら
で
は
の
特
質
で
は
な
い
が
、
部
数
の
多
寡
と
は

別
に
、
こ
れ
が
全
国
的
に
販
売
さ
れ
、
発
売
日
か
ら
時
を
隔
て
ず
に
全
国
的
に
読

者
を
得
て
い
た
こ
と
は
、
等
閑
視
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
創
刊
号
に
は
裏
表
紙

見
返
し
一
面
に
全
国
二
百
十
一
箇
所
の
「
売
捌
所
」
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
東

京
・
関
東
圏
が
多
い
の
は
事
実
だ
が
、
北
は
石
狩
札
幌
・
小
樽
か
ら
、
南
は
土
佐

高
知
や
肥
前
熊
本
ま
で
、
全
国
各
地
に
わ
た
っ
て
い
る
。
裏
表
紙
に
は
東
京
、
大

阪
、
京
都
は
も
ち
ろ
ん
、
札
幌
、
函
館
、
青
森
、
弘
前
か
ら
琉
球
那
覇
ま
で

六
十
八
箇
所
の
「
大
売
捌
所
」
と
二
箇
所
の
「
特
別
大
売
捌
所
」
が
並
ぶ
。
ま
た
、
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創
刊
当
初
か
ら
郵
送
に
よ
る
定
期
購
読
（
前
金
制
）
方
式
が
機
能
し
て
い
た
こ
と

も
確
認
し
て
お
こ
う　

（
（（
（

。
か
く
し
て
、
全
国
各
地
の
、
こ
れ
を
購
読
で
き
る
よ

う
な
層
の
子
ど
も
た
ち
へ
と
本
誌
は
提
供
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
販
路
は
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
少
し
ず
つ
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

誌
面
構
成
の
変
遷
は
上
田
氏
解
説
が
て
い
ね
い
に
記
述
し
て
い
る
。
創
刊
号
に

は
、「
日
本
之
少
年
」「
理
学
談
」「
歴
史
談
」「
立
志
談
」「
感
奮
小
話
」「
特
別
寄

稿
」「
泰
西
俚
諺
」「
漫
録
」「
遊
戯
園
」「
投
書
」「
雑
録
」「
懸
賞
文
」
と
い
う
各

欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
欄
の
設
定
は
以
後
年
頭
号
ご
と
に
変
遷
を
と
げ
、
最
大

時
に
は
、「
日
本
之
少
年
」「
歴
史
談
」「
地
理
談
」「
理
化
学
談
」「
博
物
談
」「
数

学
談
」「
英
学
談
」「
講
談
」「
譚
園
」「
叢
話
」「
問
答
」「
遊
戯
園
」「
小
説
」「
就

学
案
内
」「
群
芳
集
萃
」「
時
事
談
」
の
十
六
に
ま
で
拡
大
し
た　

（
（（
（

。
こ
の
う
ち
、

軍
記
物
語
関
連
記
事
が
比
較
的
よ
く
現
れ
る
の
は
、
歴
史
談
・
譚
園
・
叢
話
・
群

芳
集
萃
（
投
稿
作
文
欄
に
あ
た
る
）
で
あ
る
が
、
理
化
学
系
の
欄
を
除
け
ば
、
い

ず
れ
の
欄
に
も
関
連
話
題
が
現
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
て
、
博
文
館
が
本
誌
か
ら
派
生
し
た
雑
誌
を
制
作
し
て
い
く
動
き
に
つ
い
て

も
概
観
し
て
お
こ
う
。
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
七
月
、
活
況
を
呈
す
る
投

稿
作
文
を
掲
載
す
る
媒
体
と
し
て
、
本
誌
の
号
外
と
し
て
『
少
年
学
術
共
進
会
』

が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
一
誌
と
し
て
独
立
し
た
。
ま
た
、
明
治

二
十
四
年
一
月
か
ら
は
、
よ
り
低
年
齢
層
を
読
者
対
象
と
す
る
『
幼
年
雑
誌
』
が

創
刊
さ
れ
、
創
刊
以
来
雑
誌
と
と
も
に
成
長
し
て
き
た
読
者
と
は
別
の
、
新
読
者

層
を
獲
得
し
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
、
同
年
三
月
か
ら
は
『
日
本
全
国
小
学
生
徒
筆

戦
場
』
の
刊
行
が
始
ま
り
、『
幼
年
雑
誌
』
に
掲
載
し
き
れ
な
い
投
稿
作
文
を
収

録
す
る
媒
体
と
な
る
。
そ
し
て
、
明
治
二
十
七
年
一
月
か
ら
は
、
こ
の
『
日
本
全

国
小
学
生
徒
筆
戦
場
』
と
『
少
年
学
術
共
進
会
』
と
が
合
併
さ
れ
て
『
学
生
筆
戦

場
』
と
改
題
さ
れ
、
刊
行
が
続
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
明
治
二
十
八
年
か
ら
は
『
文

芸
共
進
会
』
も
刊
行
さ
れ
始
め
た
。

か
く
し
て
、『
日
本
之
少
年
』
の
刊
行
時
期
は
、
ま
さ
に
博
文
館
が
そ
の
児
童
・

少
年
向
け
雑
誌
の
事
業
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
時
期
に
あ
た
る
こ

と
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
明
治
二
十
七
年
十
二
月
の
末
を
も
っ
て
大
規
模
な
雑

誌
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
、
博
文
館
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
す
べ
て
の
雑
誌
は
、
翌
年

一
月
か
ら
『
太
陽
』・『
少
年
世
界
』・『
文
芸
倶
楽
部
』
に
統
合
整
理
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。『
日
本
之
少
年
』
の
読
者
は
、
年
齢
・
教
養
等
の
程
度
に

応
じ
て
、
こ
れ
ら
三
誌
の
読
者
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。『
少
年
世
界
』
の
創
刊

が
〈
創
成
期
〉
と
〈
展
開
期
〉
を
分
け
る
画
期
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

そ
れ
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、『
日
本
之
少
年
』
の
終
刊
に
伴
う
問
題
で
も
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

こ
う
し
た
展
開
を
見
渡
し
て
み
る
と
、『
日
本
之
少
年
』
が
培
っ
た
も
の
は
、

の
ち
に
『
少
年
世
界
』
に
お
い
て
盛
期
を
迎
え
る
少
年
雑
誌
文
化
空
間
の
前
提
を

な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
、
他
誌
と
の
比
較
に
お
い
て
特
筆
す

べ
き
性
格
は
少
な
い
よ
う
に
も
評
さ
れ
る
が　

（
（（
（

、
そ
れ
は
当
時
の
子
ど
も
た
ち

に
提
供
さ
れ
た
平
均
的
な
理
解
の
質
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
る
ま

い
。
本
稿
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
中
世
軍
記
物
語
に
根
ざ
し
た
話
題
が

ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
、
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
意
識
に
立
つ
場

合
、
そ
れ
は
む
し
ろ
好
条
件
で
さ
え
あ
る
。
ま
た
、『
日
本
之
少
年
』
の
兄
弟
誌

が
存
在
す
る
こ
と
も
、
博
文
館
か
ら
提
供
さ
れ
た
言
説
群
が
明
治
期
を
経
て
そ
の

後
へ
と
及
ぼ
し
た
力
を
測
っ
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る　

（
（（
（

。

お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
と
展
望
の
も
と
、
明
治
期
に
お
け
る
中
世

軍
記
物
語
の
受
容
と
再
生
の
様
相
を
問
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
『
日
本

之
少
年
』
を
と
り
あ
げ
た
い
。
な
お
、
論
述
の
過
程
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
随
時

『
少
年
園
』
や
『
小
国
民
』
等
、
同
時
期
の
各
誌
の
状
況
に
も
目
を
向
け
て
い
く

こ
と
と
す
る
。
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二　

�

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
軍
記
物
語	

―
―

『
平
家
物
語
』『
源
平
盛
衰
記
』
と
の
接
し
か
た

（
１
）
原
文
を
通
読
で
き
る
環
境

と
こ
ろ
で
、『
日
本
之
少
年
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
明
治
二
十
二
年
か
ら

二
十
七
年
の
こ
ろ
、
人
々
は
ど
の
よ
う
に
『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
と
い
っ

た
軍
記
物
語
の
原
文
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
注
意
し

た
い
の
は
、
物
語
の
全
体
を
通
読
で
き
る
環
境
が
ど
の
程
度
存
在
し
て
い
た
の
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
日
本
之
少
年
』
所
載
記
事
の
記
者
た
ち
、

い
い
か
え
れ
ば
大
人
た
ち
の
知
識
の
質
を
問
う
上
で
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
本

節
で
は
『
平
家
物
語
』『
源
平
盛
衰
記
』
を
例
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
享
受
環
境

を
概
観
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
明
ら
か
な
こ
と
は
、
近
代
活
字
本
と
し
て
『
平
家
物
語
』
や
そ
の
注
釈
書

（
明
治
期
執
筆
の
も
の
）
に
接
す
る
機
会
は
、
明
治
二
十
年
代
半
ば
ま
で
に
は
ほ

と
ん
ど
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
代
活
字
本
と
し
て
の
『
平

家
物
語
』
注
釈
書
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
の
は
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
の
池

辺
義
象
・
荻
野
由
之
・
落
合
直
文
校
注
『
日
本
文
学
全
書　

平
家
物
語
』（
博
文

館
）
で
あ
る　

（
（（
（

。
ま
た
、「
本
格
的
な
注
釈
書
」、「
近
代
『
平
家
物
語
』
注
釈
書

の
出
発
点
」
と
評
さ
れ
る　

（
（（
（

今
泉
定
介
『
平
家
物
語
講
義
』（
誠
之
堂
）
は
、
さ

ら
に
下
っ
て
明
治
三
十
二
年
～
三
十
四
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
『
平
家
物
語
』
と
『
源
平
盛
衰
記
』
と
を
別
の

作
品
と
す
る
認
識
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。『
源
平
盛
衰
記
』
の
近
代
活
字
に
よ
る

本
文
と
し
て
は
、
明
治
十
五
年
一
月
の
『
大
塩
平
八
郎
実
記
』
を
創
刊
号
と
す
る

『
今
古
実
録
』（
広
岡
屋
）
シ
リ
ー
ズ
の
な
か
の
『
源
平
盛
衰
記
』
や
、
明
治
十
八

年
（
一
八
八
五
）
八
月
刊
『
史
籍
集
覧　

参
考
源
平
盛
衰
記
』（
和
装
本
四
十
六

冊
。
近
藤
活
版
所
）
が
あ
り
、
明
治
二
十
六
年
か
ら
刊
行
が
開
始
さ
れ
る
叢
書
「
帝

国
文
庫
」
の
『
源
平
盛
衰
記
』
が
続
く
。
明
治
二
十
年
代
の
半
ば
ま
で
の
状
況
と

し
て
は
、『
平
家
物
語
』
よ
り
も
『
源
平
盛
衰
記
』
の
ほ
う
が
、
活
字
本
文
の
提

供
が
進
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
各
種
の
児
童
・
少
年
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
、
読
者
層
を
拡
大
し

て
い
っ
た
明
治
二
十
年
代
前
半
期
以
前
に
は
、
近
代
活
字
本
と
し
て
『
平
家
物
語
』

や
『
源
平
盛
衰
記
』
を
読
む
環
境
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
手
元
に
な
い

環
境
で
は
、
物
語
を
通
読
す
る
に
は
、
近
世
の
版
本
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る　

（
（（
（

。
こ
う
し
た
環
境
は
、
前
述
し
た
「
日
本
文
学
叢
書
」
や
「
帝

国
文
庫
」
に
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
が
収
め
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

た
だ
ち
に
一
変
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
周
知
の
と
お
り
、
明
治
二
十
年
代
は
近
代
的
な
学
問
と
し
て
の
文
学
の

基
幹
を
な
す
「
国
文
学
史
」
と
い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ
始
め
た
時
期
で
も
あ
る
。

と
り
わ
け
、
明
治
二
十
三
年
は
そ
の
画
期
と
さ
れ
る
。
芳
賀
矢
一
・
立
花
銑
三
郎

『
国
文
学
読
本
』（
冨
山
房
）
や
、
三
上
参
次
・
高
津
鍬
三
郎
『
日
本
文
学
史　

上
・

下
』（
金
港
堂
）
が
、
こ
の
年
に
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。『
平
家
物
語
』
や
『
太

平
記
』
と
い
っ
た
軍
記
物
語
も
そ
の
な
か
で
取
り
あ
げ
ら
れ
、
古
代
以
来
の
日
本

の
文
学
史
を
形
づ
く
る
重
要
な
「
文
学
」
作
品
、
古
典
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た　

（
（（
（

。
以
後
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
の
芳
賀
矢
一
『
国

文
学
十
講
』（
冨
山
房
）、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
の
藤
岡
作
太
郎
『
国
文

学
史
講
話
』（
東
京
開
成
堂
）
な
ど
へ
と
、
日
本
文
学
史
を
提
示
す
る
動
き
が
続

く
。「
日
本
文
学
全
書
」
や
「
帝
国
文
庫
」
の
よ
う
な
叢
書
の
刊
行
は
、
時
期
的

に
み
て
明
ら
か
に
こ
う
し
た
動
き
と
連
動
し
て
い
る　

（
（（
（

。

た
だ
し
、
こ
う
し
て
提
示
さ
れ
た
「
国
文
学
史
」
概
念
が
た
だ
ち
に
社
会
的
な

常
識
と
な
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
を
提
唱
し
た
先
駆
者
た
ち
の
講
義
を

聞
い
て
、
あ
る
い
は
そ
の
著
作
を
読
ん
で
心
動
か
さ
れ
た
人
た
ち
も
い
た
は
ず
だ

が
、
そ
れ
は
日
本
各
地
に
住
む
国
民
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
小
さ
な
「
点
」
と
し
て
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の
動
き
に
す
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
か
ら
ゆ
る
や
か
な
変
化
が
始
ま
る
わ
け

だ
が
、
そ
の
変
化
の
内
実
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
吟
味
さ
れ
て
い
な
い
。

日
本
文
学
史
概
念
の
誕
生
と
い
う
文
脈
に
の
せ
て
、『
平
家
物
語
』
の
近
代
化

―
―

た
と
え
ば
歴
史
の
書
か
ら
文
学
の
書
へ
と
い
う
転
換―

―

と
い
う
問
題
を
把

握
す
る
の
は
、
こ
の
時
期
の
動
向
に
つ
い
て
の
ひ
と
つ
の
理
解
法
で
は
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
い
わ
ば
学
問
史
、
制
度
史
と
し
て
の
状
況
把
握
に
す
ぎ
な
い
。

そ
こ
で
は
、
当
時
の
最
先
端
の
学
問
的
動
向
や
軍
記
物
語
観
は
論
じ
ら
れ
て
い
て

も
、
歴
史
的
に
無
名
の
、
し
か
し
物
語
を
後
世
に
受
け
継
ぐ
実
質
的
な
担
い
手
で

あ
っ
た
無
数
の
享
受
者
た
ち
の
理
解
の
実
態
は
酌
み
と
ら
れ
て
い
な
い　

（
（（
（

。
時
代

と
地
域
を
問
わ
ず
、
学
問
上
の
新
知
見
は
ゆ
る
や
か
に
人
々
の
間
に
浸
透
し
、

徐
々
に
社
会
的
な
通
念
と
な
っ
て
い
く
。
著
名
な
作
品
を
成
立
時
に
即
し
て
年
表

的
に
並
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
作
品
そ
れ
ぞ
れ
の
受
容
と
再
生
の
歩
み
を
含
め

た
、
多
面
体
を
な
す
文
学
史
を
構
想
し
た
い
。
そ
う
し
た
立
場
に
た
つ
と
き
、
近

代
に
お
け
る
軍
記
物
語
の
意
義
を
、
名
の
と
お
っ
た
文
学
者
た
ち
の
営
み
と
の
関

係
か
ら
捉
え
る
の
み
で
は
、
大
き
な
偏
り
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。
明

治
期
以
降
、
軍
記
物
語
は
無
名
読
者
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
提
供
さ
れ
、
い
か
に
読

ま
れ
た
の
か
。
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
次
世
代
へ
と
語
り
直
さ

れ
、
継
承
さ
れ
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
近
代
日
本
の
社
会
と
人
々
の
心

性
に
い
か
な
る
作
用
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
動
向
が

生
み
出
し
て
き
た
流
れ
の
最
後
尾
に
、
私
た
ち
の
い
る
今
が
つ
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
追
究
す
べ
き
事
柄
と
い
え
よ
う
。

（
２
）�

人
物
中
心
の
名
場
面
主
義
に
よ
る
享
受	
―
―

国
語
教
科
書
と
の
関
係

右
の
よ
う
な
事
柄
に
自
覚
的
に
な
っ
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
問
題

も
浮
上
し
て
く
る
。

明
治
二
十
年
代
半
ば
以
降
に
刊
行
さ
れ
始
め
た
文
学
叢
書
（
い
わ
ゆ
る
古
典
文

学
の
叢
書
）
を
ど
の
よ
う
な
層
の
人
た
ち
（
組
織
・
機
関
を
含
む
）
が
購
入
し
、

そ
し
て
個
々
の
作
品
は
じ
っ
さ
い
に
ど
の
程
度
通
読
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
じ

つ
は
こ
う
し
た
こ
と
さ
え
ま
だ
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
軍
記
物

語
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
こ
う
し
た
問
い
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
さ
え
な
い
。

各
種
の
文
学
叢
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
全
巻
を
通
読
で
き
る
素
材
が
広
く
提

供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
購
入
者

た
ち
が
各
冊
を
通
読
し
た
と
い
う
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

本
質
的
に
両
者
は
区
別
し
て
お
く
べ
き
問
題
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
文
学
叢
書
が
刊
行
さ
れ
る
前
か
ら
、
児
童
・
少
年
雑
誌
の

刊
行
は
始
ま
っ
て
お
り
、
明
治
二
十
年
代
に
入
っ
て
、
文
学
叢
書
の
刊
行
と
並
行

し
て
さ
ら
に
大
き
く
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ひ
と
た
び
各
雑
誌
を
繙
け
ば
、
そ

の
誌
面
に
は
軍
記
物
語
に
関
わ
る
人
や
出
来
事
に
つ
い
て
の
話
題
を
無
数
に
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
基
盤
に
あ
る
関
連
知
識

は
、
決
し
て
『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
の
原
文
を
も
と
に
し
て
獲
得
さ
れ
た

も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
当
然
、
近
世
以
来
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
や
メ
デ
ィ
ア
で
展
開
し
た
源
平
物
、
太
平
記
物
等
々
の
世
界
が
投
影
し
て
い

る
。
本
稿
で
そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
詳
細
に
論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、
今
の
時
点
で

あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
く
べ
き
は
、
軍
記
物
語
の
原
文
が
こ
の
時
期
の
人
々
の

知
識
形
成
に
直
接
的
に
及
ぼ
し
た
影
響
力
を
過
大
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
世
か
ら
続
く
諸
メ
デ
ィ
ア
、
諸
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
群
に
共
通
す

る
性
格
の
ひ
と
つ
に
、
人
物
を
中
心
に
し
た
享
受
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
名
場
面
主
義
と
も
い
え
よ
う
。
登
場
人
物
た
ち
が
印
象
的

な
姿
を
み
せ
る
場
面
を
、
そ
の
前
後
の
大
き
な
文
脈
か
ら
は
切
り
離
し
て
個
別
的

に
享
受
す
る
と
い
う
あ
り
か
た
で
あ
る
。
そ
の
際
、
物
語
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
展

開
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
今
日
的
な
目
で
み
る
と
不
思
議
な
こ

と
、
あ
る
い
は
嘆
か
わ
し
い
こ
と
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
む
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し
ろ
、
物
語
は
寸
断
さ
れ
て
短
編
化
す
る
こ
と
で
理
解
し
や
す
く
な
り
、
結
果
と

し
て
よ
り
多
く
の
享
受
者
を
獲
得
で
き
た
と
い
う
の
が
、
中
世
か
ら
近
世
へ
と
続

い
て
き
た
実
状
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か　

（
（（
（

。

こ
う
し
た
状
況
は
当
然
の
ご
と
く
明
治
期
に
も
続
い
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
人

物
中
心
の
名
場
面
主
義
に
よ
る
享
受
の
実
態
を
典
型
的
に
示
す
事
例
と
し
て
、
明

治
二
十
年
代
の
子
ど
も
た
ち
が
お
か
れ
た
環
境
の
一
部
を
形
づ
く
る
、
小
学
校
教

科
書
の
内
容
を
点
検
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
時
期
の
児
童
・
少
年
雑
誌
は
等
し

く
、「
学
校
教
育
の
方
針
に
沿
い
、
幼
少
年
の
社
会
教
育
・
家
庭
教
育
の
一
翼
を

担
お
う
と
い
る
目
標
を
掲
げ
て
い
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で

も
、
教
科
書
の
内
容
と
の
関
係
性
は
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
五
月
、
文
部
省
編
纂
の
国
語
教
科
書
『
尋
常
小
学

読
本
』
に
現
れ
る
軍
記
物
語
関
係
の
話
題
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る　

（
（（
（

。

〔
巻
之
二
〕
第
二
十
四
課
「
八
町
二
郎
の
話
」

〔
巻
之
四
〕
第
二
十
一
課
「
義
家
の
学
問
に
こ
ゝ
ろ
ざ
し
た
る
話
」

〔
巻
之
六
〕�

第
十
課
「
鎌
倉
権
五
郎
景
正
の
話
」、
第
十
八
課
「
源
平
あ
そ

び
」、
第
十
九
課
「
平
清
盛
」、
第
二
十
一
課
「
鎌
倉
」、
第

二
十
五
課
「
後
醍
醐
天
皇
」、
第
二
十
六
課
「
楠
正
成　

一
」、

第
二
十
七
課
「
楠
正
成　

二
」、
第
三
十
一
課
「
楠
正
行　

一
」、

第
三
十
二
課
「
楠
正
行　

二
」

巻
之
二
第
二
十
四
課
「
八
町
二
郎
の
話
」
を
例
に
述
べ
る
と
、
こ
れ
は
明
ら
か

に
、『
平
治
物
語
』
巻
中
「
待
賢
門
の
軍
の
事
付
け
た
り
信
頼
落
つ
る
事
」（
古
活

字
本
に
よ
る
）
の
本
文
を
語
り
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。

昔
、
吉
町
二
郎
と
云
ふ
人
あ
り
。
一
人
の
敵
、
馬
に
乗
り
て
、
は
る
か
先
き

に
逃
げ
行
く
を
、
八
町
の
間
に
追
ひ
付
き
て
、
其
首
を
打
ち
取
り
し
故

に
、
八
町
二
郎
と
い
ふ
名
を
取
り
し
な
り
。

此
人
、
又
あ
る
た
ゝ
か
ひ
に
て
、
三
河
守
よ
り
も
り
と
云
ひ
し
人
が
、
よ
き

馬
に
乗
り
て
、
は
し
る
を
追
ひ
か
け
た
り
。
そ
し
て
、
つ
ひ
に
追
ひ
つ

き
、
よ
り
も
り
の
か
ぶ
と
に
く
ま
手
を
打
ち
掛
け
て
、
力
を
入
れ
て
引

も
落
さ
ん
と
し
た
り
。

よ
り
も
り
は
、
あ
や
ふ
く
な
り
し
故
に
、
太
刀
を
引
き
ぬ
き
、
く
ま
手
の
柄

を
打
ち
切
り
た
れ
ば
、
八
町
二
郎
は
、
あ
ふ
の
け
さ
ま
に
た
ふ
れ
た
り
。

さ
れ
ば
、
人
々
皆
、「
太
刀
も
よ
く
き
れ
た
り
、
切
り
手
も
よ
く
切
り
た
り
、

掛
け
手
も
よ
く
掛
け
た
り
」
と
か
ん
し
ん
し
た
り
と
ぞ
。

記
載
さ
れ
て
い
る
要
素
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、『
平
治
物
語
』
諸
本
中
で

は
流
布
本
段
階
の
本
文
が
最
も
近
似
し
て
い
る
。
近
世
の
版
本
か
ら
話
題
が
抽
出

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
来
は
待
賢
門
で
の
い
く
さ
で
あ
っ
た
も
の

が
、
こ
こ
で
は
「
あ
る
た
ゝ
か
ひ
に
て
」（
傍
線
部
）
と
あ
い
ま
い
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。
多
く
の
関
連
知
識
を
必
要
と
し
な
い
形
へ
と
物
語
を
切
り
取
っ
て
提
示

す
る
た
め
の
、
典
型
的
な
操
作
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
巻
之
六
第
十
九
課
「
平
清
盛
」
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
以
降
の
清
盛
の

生
涯
を
つ
づ
っ
た
記
事
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
次
の
よ
う
な
叙
述
が
み
え
る
。

⒜
此
時
、
清
盛
の
驕
り
甚
だ
し
く
、
天
下
の
政
事
は
、
皆
己
一
人
に
て
行
ひ
、

常
に
三
百
人
の
童
子
に
命
じ
、
京
都
中
を
あ
る
か
せ
、
若
し
己
を
誹
る
者
あ

る
と
き
は
、
直
に
申
し
出
で
さ
せ
た
れ
ば
、
人
々
皆
恐
れ
て
、
清
盛
を
誹
る

者
な
か
り
き
。

⒝
折
か
ら
清
盛
は
、
熱
病
に
か
ゝ
り
、
水
桶
に
入
り
て
、
熱
を
さ
ま
す
に
、
其

水
あ
つ
く
な
る
程
な
り
し
か
ば
、
七
日
に
し
て
薨
じ
た
り
。

禿
髪
や
熱
病
の
表
現
か
ら
み
て
、
こ
の
記
事
は
明
ら
か
に
『
平
家
物
語
』
巻
第
一

「
禿
髪
」
や
巻
第
六
「
入
道
死
去
」
を
も
と
に
語
り
な
お
し
た
も
の
と
い
え
る　

（
（（
（

。

こ
の
他
、
巻
之
六
の
第
二
十
一
課
「
鎌
倉
」
で
は
義
朝
・
頼
朝
・
義
経
の
こ
と
や

以
仁
王
の
乱
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
第
二
十
五
課
「
後
醍
醐
天
皇
」、
第

二
十
六
課
「
楠
正
成　

一
」、
第
二
十
七
課
「
楠
正
成　

二
」、
第
三
十
一
課
「
楠

正
行　

一
」、
第
三
十
二
課
「
楠
正
行　

二
」
は
『
太
平
記
』
を
も
と
に
し
た
、
南

北
朝
の
内
乱
に
関
わ
る
著
名
人
た
ち
の
話
題
で
あ
る
。
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同
様
に
、
右
の
『
尋
常
小
学
読
本
』
に
続
く
、
上
の
学
年
の
子
ど
も
た
ち
向
け

に
提
供
さ
れ
た
明
治
二
十
一
年
五
月
刊
、
文
部
省
編
『
高
等
小
学
読
本
』
に
現
れ

る
関
係
記
事
を
掲
出
し
て
み
よ
う
。

〔
巻
之
二
〕
第
三
課
「
兵
庫
神
戸
」

〔
巻
之
三
〕�

第
六
課
「
保
元
平
治
ノ
乱
」、
第
十
二
課
「
鹿
谷
ノ
軍
評
定
」、

第
十
五
課
「
源
頼
政
兵
ヲ
起
ス
」、
第
十
六
課
「
渡
辺
競
ノ
話
」、

第
二
十
一
課
「
源
頼
朝
ノ
伝　

一
」、
第
二
十
二
課
「
源
頼
朝
ノ

伝　

二
」、
第
二
十
三
課
「
頼
朝
ヲ
論
ズ
」、
第
二
十
七
課
「
兵

権
武
門
ニ
帰
ス
」、
第
二
十
八
課
「
鎌
倉
時
代
ノ
概
説　

一
」、

第
二
十
九
課
「
鎌
倉
時
代
ノ
概
説　

二
」、
第
三
十
六
課
「
仲
国

勅
使
ト
シ
テ
小
督
局
ヲ
訪
フ
」

〔
巻
之
四
〕�

第
四
課
「
北
条
泰
時
ノ
伝　

一
」、
第
五
課
「
北
条
泰
時
ノ
伝　

二
」、
第
十
一
課
「
時
頼
ノ
行
脚
」、
第
二
十
四
課
「
大
塔
宮
」、

第
二
十
七
課
「
楠
正
成
ノ
忠
戦
」、
第
三
十
課
「
北
条
氏
ノ
滅

亡
」、
第
三
十
一
課
「
安
東
聖
秀
ノ
義
気
」、
第
三
十
三
課
「
楠

正
成
ノ
遺
誡
」、
第
三
十
四
課
「
俊
基
関
東
下
向
」、
第
三
十
五

課
「
佐
野
天
徳
寺
琵
琶
ヲ
聴
ク
」

こ
れ
ら
の
記
事
の
う
ち
に
は
、
出
典
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

源
平
盛
衰
記
…
…�

巻
之
三
第
十
二
課
「
鹿
谷
ノ
軍
評
定
」、
第
三
十
六
課
「
仲

国
勅
使
ト
シ
テ
小
督
局
ヲ
訪
フ
」

太
平
記
…
…�

巻
之
四
第
十
一
課
「
時
頼
ノ
行
脚
」、
第
二
十
七
課
「
楠
正
成

ノ
忠
戦
」、
第
三
十
三
課
「
楠
正
成
ノ
遺
誡
」、
第
三
十
四
課

「
俊
基
関
東
下
向
」

読
史
余
論
…
…�

巻
之
三
第
二
十
三
課
「
頼
朝
ヲ
論
ズ
」、
第
二
十
七
課
「
兵

権
武
門
ニ
帰
ス
」

神
皇
正
統
記
…
…
第
二
十
七
課
「
兵
権
武
門
ニ
帰
ス
」

駿
台
雑
話
…
…�

第
三
十
一
課
「
安
東
聖
秀
ノ
義
気
」、
第
三
十
五
課
「
佐
野

天
徳
寺
琵
琶
ヲ
聴
ク
」

各
課
の
記
事
は
、
こ
れ
ら
諸
書
に
依
拠
し
な
が
ら
作
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
典
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
各
課
に
つ
い
て
も
類
似
し
た
事
情
を
想
定
し
て
よ

い
だ
ろ
う
。
事
実
、
巻
之
三
の
第
十
二
課
「
鹿
谷
ノ
軍
評
定
」
の
ほ
か
、
同
第

十
五
課
「
源
頼
政
兵
ヲ
起
ス
」、
第
十
六
課
「
渡
辺
競
ノ
話
」、
第
三
十
六
課
「
仲

国
勅
使
ト
シ
テ
小
督
局
ヲ
訪
フ
」
は
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
を
下
敷

き
に
す
れ
ば
こ
そ
の
記
事
内
容
と
な
っ
て
い
る
。『
太
平
記
』
に
関
わ
る
、
南
北

朝
期
を
扱
っ
た
記
事
も
同
様
に
見
な
し
う
る
。

こ
れ
ら
の
見
出
し
を
一
覧
す
る
だ
け
で
も
、
人
物
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
名
場
面

や
著
名
な
話
題
を
抜
粋
す
る
と
い
う
方
針
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
各
記
事
の
細
部
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
た
と
え
ば
巻
之
二
第
三
課

「
兵
庫
神
戸
」
で
は
、
港
と
し
て
の
繁
栄
を
語
る
な
か
で
、
清
盛
に
よ
る
「
築
島
」

の
故
事
、「
福
原
ノ
都
」
へ
の
遷
都
、「
一
ノ
谷
」
で
の
源
平
合
戦
、
湊
川
で
の
楠

正
成
の
戦
死
、
正
成
を
祀
る
湊
川
神
社
の
こ
と
な
ど
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
巻
之
三
第
二
十
八
課
「
鎌
倉
時
代
ノ
概
説　

一
」
で
は
「
金
商
人
吉
次
」
に

従
っ
て
義
経
が
陸
奥
に
行
っ
た
こ
と
、
同
第
二
十
九
課
「
鎌
倉
時
代
ノ
概
説　

二
」

で
は
後
鳥
羽
院
が
刀
剣
を
作
る
こ
と
を
好
ん
だ
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
記
事
は
軍
記
物
語
の
原
文
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
子
ど
も
向
け
に
語
り
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
中

世
の
軍
記
物
語
を
子
ど
も
た
ち
が
直
接
享
受
し
た
例
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
、

「
源
平
盛
衰
記
」「
太
平
記
」
な
ど
と
出
典
を
明
示
す
る
例
が
あ
る
こ
と
を
勘
案
す

れ
ば
、
こ
れ
を
教
材
と
し
て
提
供
し
た
側
の
営
み
と
し
て
は
、
物
語
中
の
場
面
を

切
り
取
り
、
細
分
化
し
て
子
ど
も
た
ち
に
示
そ
う
と
し
た
事
例
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
こ
の
教
科
書
に
接
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
と
意
識
し
な
く
と
も
軍

記
物
語
の
一
部
分
を
記
憶
に
留
め
て
い
っ
た
は
ず
だ
。
そ
う
し
た
知
識
伝
達
の
経

路
が
教
科
書
を
介
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
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近
世
に
は
す
で
に
、
原
本
で
は
な
く
、
そ
れ
に
根
ざ
し
た
二
次
的
・
三
次
的
な

作
品
群―

―

た
と
え
ば
、
草
双
紙
、
読
本
、
芸
能
、
錦
絵
、
語
り
物
な
ど―

―
に
よ
っ
て
、
細
分
化
さ
れ
た
軍
記
物
語
に
関
す
る
理
解
を
継
承
し
て
い
く
伝
承
体

系
が
成
り
立
っ
て
い
た
。
明
治
期
に
制
作
さ
れ
始
め
た
教
科
書
は
そ
の
延
長
線
上

に
位
置
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
い
え
ば
、
児

童
・
少
年
雑
誌
も
ま
た
そ
う
し
た
一
面
を
確
か
に
兼
ね
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
明
治
二
十
年
代
の
環
境
と
し
て
見
通
し
て
お
き
た
い
の
は
、

軍
記
物
語
の
全
巻
を
通
読
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
名
場
面
に
関
す
る
理
解
を

集
積
す
る
形
で
、
軍
記
物
語
関
連
の
話
題
は
理
解
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
環
境
の
な
か
で
知
識
を
得
て
き
た
記
者
が
書
い
た
児

童
・
少
年
雑
誌
の
記
事
を
、
子
ど
も
た
ち
は
読
ん
で
い
た
。
そ
の
現
場
に
伏
在
す

る
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
以
下
の
課
題
と
な
る
。

	
	
	
	

三　

�

口
絵
の
画
題
と
読
者
の
年
齢
層	

―
―

『
小
国
民
』
と
の
比
較
か
ら

『
日
本
之
少
年
』
を
通
覧
す
る
と
、
随
所
に
軍
記
物
語
に
関
わ
る
記
事
を
見
い

だ
せ
る
。
以
下
の
各
章
で
は
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
そ
の
特
徴
を
把
握
し
、
本
誌

刊
行
期
に
軍
記
物
語
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
見
通
し
て
い
き
た
い
。

（
１
）『
日
本
之
少
年
』
口
絵
の
画
題

ま
ず
本
章
で
は
そ
の
口
絵
に
注
目
し
て
み
よ
う
。『
日
本
之
少
年
』
で
は
創
刊

号
か
ら
巻
頭
に
口
絵
を
掲
載
し
て
い
く　

（
（（
（

。
そ
の
創
刊
年
（
明
治
二
十
二
年
）

の
口
絵
の
画
題
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
一
号
（
２
／
23
）　

明
宮
殿
下
之
肖
像

　

第
二
号
（
３
／
５
）　

口
絵
な
し

　

第
三
号
（
３
／
23
）　

子
爵
森
有
礼
君
肖
像

☆
第
四
号
（
４
／
３
）　

中
大
兄
皇
子
中
臣
鎌
足
と
沓
を
授
受
し
給
ふ
図

★
第
五
号
（
４
／
15
）　

楠
父
子
櫻
井
駅
に
於
て
離
別
の
図

☆
第
六
号
（
５
／
３
）　

上
杉
謙
信
少
時
米
山
ニ
奇
計
ヲ
立
ル
図

☆
第
七
号
（
５
／
15
）　

聖
徳
太
子
幼
時
示
奇
之
図

☆
第
八
号
（
６
／
３
）　

武
田
信
玄
少
時
服
侍
竪
図

☆
第
九
号
（
６
／
18
）　

日
本
武
尊
熊
襲
ヲ
誅
シ
給
フ
図

★
第
十
号
（
７
／
３
）　

新
羅
三
郎
足
柄
山
頂
ニ
笙
ヲ
吹
ク
図

☆
第
十
一
号
（
７
／
15
）　

毛
利
元
就
衆
子
を
誡
む
る
図

★
第
十
二
号
（
８
／
１
）　

阿
新
丸
仇
を
討
て
竹
に
伝
ふ
て
逃
る
ゝ
図

　

第
十
三
号
（
８
／
15
）　

帝
国
法
理
文
三
分
科
大
学
之
図

　

第
十
四
号
（
９
／
１
）　

東
京
第
壱
高
等
中
学
講
堂

　

第
十
五
号
（
９
／
15
）　

英
国
美
尼
峡
貌
利
太
尼
鉄
管
橋
之
図

　

第
十
六
号
（
10
／
１
）　

巴
黎
府
第
一
世
那
勃
翁
帝
墳
墓
之
図

　

第
十
七
号
（
10
／
15
）　

豆
弗
利
加
蒙
禄
古
市
街
及
内
地
之
景

　

第
十
八
号
（
11
／
１
）　

口
絵
な
し

　

第
十
九
号
（
11
／
15
）　

兵
庫
湊
川
神
社
之
図

　

第
二
十
号
（
12
／
１
）　

口
絵
な
し

　

第
二
十
一
号
（
12
／
15
）　

北
極
地
方
氷
山
浮
漂
之
図

☆
印
を
付
し
た
の
は
史
上
の
人
物
や
出
来
事
に
取
材
し
た
歴
史
も
の
、
★
印
は

そ
の
な
か
で
も
軍
記
物
語
に
材
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
号
以
降
は
歴
史
も
の

が
連
続
し
て
お
り
、
第
十
三
号
以
降
は
画
題
の
傾
向
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
第
一
号
に
皇
族
（
明
宮
親
王
、
の
ち
の
大
正
天
皇
）、
第
三
号
に

文
部
大
臣
森
有
礼
の
肖
像
を
載
せ
た
の
は
、
当
時
の
児
童
・
少
年
雑
誌
が
共
通
し

て
持
つ
国
家
体
制
へ
の
配
慮
で
あ
り
、
教
育
活
動
の
一
環
に
本
誌
を
位
置
づ
け
る

編
集
者
の
自
負
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

い
か
な
る
定
期
刊
行
物
で
も
、
と
く
に
刊
行
直
後
に
は
安
定
的
な
購
読
者
を
獲
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得
し
て
い
く
た
め
の
相
応
の
配
慮
と
努
力
が
な
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た

過
程
で
、
ま
ず
最
初
に
、
し
か
も
連
続
し
て
選
ば
れ
た
口
絵
の
題
材
が
歴
史
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
題
材
こ
そ
が
読
者
の
興
味
、
関
心
を
ひ
き
つ
け
る

に
ち
が
い
な
い
と
、
本
誌
編
集
者
た
ち
が
想
定
し
て
い
た
こ
と
の
証
し
と
い
え
よ

う
。こ

れ
ら
の
口
絵
は
、
そ
の
解
説
に
あ
た
る
本
文
記
事
と
対
に
な
っ
て
読
者
に
供

さ
れ
る
の
が
基
本
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
第
五
号
「
楠
父
子
櫻
井
駅
に
於
て
離

別
の
図
」
に
は
「
楠
公
桜
井
の
駅
袂
別
の
話
」（「
譚
園
」
欄
）
が
、
第
十
号
「
新

羅
三
郎
足
柄
山
頂
ニ
笙
ヲ
吹
ク
図
」
に
は
「
新
羅
三
郎　

（
（（
（

」（「
歴
史
談
」
欄
）

が
そ
れ
ぞ
れ
付
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
関
係
で
あ
る
。
第
五
号
「
楠
公
桜
井
の
駅

袂
別
の
話
」
の
書
き
出
し
と
結
び
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

楠
公
桜
井
の
駅
袂
別
の
こ
と
ハ
後
世
の
仮
作
に
成
れ
り
と
云
ふ
の
説
近
頃

諸
学
者
の
間
に
伝
ふ
れ
と
も
未
だ
其
真
偽
如
何
も
定
ま
ら
さ
る
か
故
に
予

輩
は
姑
ら
く
之
れ
を
事
実
な
り
と
信
し
て
左
に
桜
井
駅
袂
別
の
譚
を
記
る

す
可
し
楠
公
勅
を
奉
し
て
摂
津
に
至
り
…
（
中
略
）
…
世
に
桜
井
の
駅
訣
別

の
譚
と
し
て
名
高
き
は
此
事
な
り
而
し
て
此
事
は
或
ひ
は
後
世
の
仮
作
に

出
で
た
る
や
知
ら
ず
と
雖
も
兎
に
角
歴
史
上
の
一
大
美
談
な
れ
ハ
故
ら
に

之
れ
を
掲
け
て
読
者
の
一
覧
に
供
す

ま
た
、
第
十
二
号
「
阿
新
丸
仇
を
討
て
竹
に
伝
ふ
て
逃
る
ゝ
図
」
の
場
合
は
、

当
該
号
に
関
連
記
事
は
み
え
な
い
が
、
じ
つ
は
そ
れ
に
先
立
つ
第
五
号
に
先
の
桜

井
の
別
れ
の
話
と
並
ん
で
、「
中
納
言
藤
原
邦
光
卿
之
逸
事
」（
松
平
其
山
筆
）
と

い
う
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
（「
歴
史
談
」
欄
）、
そ
こ
か
ら
の
流
れ
で
選
ば
れ

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
口
絵
は
本
文
記
事
と
連
動
し
な
が

ら
、
読
者
に
史
上
著
名
な
故
事
を
教
え
る
役
割
を
一
面
で
担
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
見
方
を
か
え
れ
ば
、
読
者
は
口
絵
を
通
し
て
こ
う
し
た
物
語
を
想
起
し
て
い

た
と
も
い
え
よ
う
。

し
か
し
、『
日
本
之
少
年
』
の
場
合
、
こ
う
し
た
歴
史
も
の
の
口
絵
は
決
し
て

主
流
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
軍
記
物
語
関
係
の
口
絵
と
し
て
は
、

二
年
目
以
降
終
刊
ま
で
を
見
渡
し
て
も
、
わ
ず
か
に
次
の
数
例
が
あ
る
の
み
で
あ

る
。〔

第
二
巻
〕
明
治
二
十
三
年

第
十
七
号
（
９
／
１
）「
平
刑
部
卿
妖
怪
を
捕
ふ
る
図
」

〔
第
四
巻
〕
明
治
二
十
五
年

第
十
号
（
５
／
15
）「
曾
我
二
孝
画
像
」

第
十
一
号
（
６
／
１
）「
楠
公
騎
馬
像
」

〔
第
六
巻
〕
明
治
二
十
六
年

第
七
号
（
４
／
１
）「
平
薩
州
眠
花
下
図
」

第
十
一
号
（
６
／
１
）「
曾
我
兄
弟
打
入
の
図
」

近
世
以
来
、
好
ま
れ
た
画
題
と
し
て
定
着
、
浸
透
し
て
き
た
源
平
物
や
判
官
物
、

曾
我
物
が
少
な
い
こ
と
は
や
や
意
外
な
印
象
を
受
け
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、

口
絵
は
本
文
記
事
と
一
揃
い
と
し
て
そ
の
話
を
教
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
点

を
考
慮
す
れ
ば
、
読
者
周
知
の
話
題
に
関
す
る
絵
は
取
り
あ
げ
に
く
か
っ
た
と
い

う
事
情
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
十
三
号
以
降
、
海
外
の
話
題
な
ど
へ
と
が

ら
り
と
色
合
い
が
変
わ
る
の
も
そ
う
し
た
事
情
ゆ
え
と
考
え
れ
ば
納
得
が
い
く
。

そ
れ
は
ま
た
、
読
者
の
知
的
水
準
や
年
齢
層
と
も
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。『
日

本
之
少
年
』
の
多
く
の
読
者
の
目
に
は
、
こ
う
し
た
歴
史
も
の
は
幼
く
映
っ
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
。
裏
返
せ
ば
、
軍
記
物
語
に
取
材
し
た
こ
れ
ら
の
話
は
、
そ
の

理
解
の
深
浅
は
さ
て
お
き
、
も
っ
と
幼
い
こ
ろ
に
獲
得
し
て
い
る
は
ず
の
常
識
的

知
識
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
誌
編
集
者
が
、
こ
れ
ら
の
絵
を
喜

ぶ
年
齢
層
よ
り
も
上
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
を
読
者
と
し
て
選
ん
だ
こ
と
が
、
第

十
三
号
以
降
の
口
絵
の
画
題
の
変
化
に
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る　

（
（（
（

。
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（
２
）『
小
国
民
』
の
口
絵
と
の
比
較

こ
の
こ
と
を
も
う
少
し
掘
り
さ
げ
る
た
め
、
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
小

国
民
』
の
場
合
と
見
比
べ
て
み
よ
う
。『
小
国
民
』
第
二
年
目
ま
で
の
口
絵
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
（
☆
・
★
印
の
意
味
は
前
に
同
じ
）。

〔
明
治
二
十
二
年
〕

　

第
一
号
（
７
／
10
）　

虎
の
図

☆
第
二
号
（
９
／
10
）　

蒙
古
戦
争
の
図
并
に
其
の
話

☆
第
三
号
（
９
／
10
）　

山
田
古
嗣
読
書
の
図
並
に
其
の
話

　

第
四
号
（
10
／
10
）　

狼
羊
小
舎
を
覗
ふ
図

☆
第
五
号
（
11
／
10
）　

熊
本
城
の
図

　

第
六
号
（
11
／
25
）　

立
皇
太
子
式
を
祝
す
る
図

　

第
七
号
（
12
／
10
）　

少
女
稲
刈
の
図

〔
明
治
二
十
三
年
〕

　

第
八
号
（
１
／
10
）　

な
し　

＊
折
り
込
み
付
録
「
図
会
す
ご
六
」

★
第
九
号
（
２
／
10
）　

牛
若
丸
気
質
鍛
錬
之
図

　

第
十
号
（
３
／
10
）　

鷹
、
鴨
を
捕
ふ
る
図

　

第
十
一
号
（
４
／
３
）　
〔
神
武
天
皇
全
身
肖
像
〕

★
第
十
二
号
（
５
／
10
）　

鎮
西
八
郎
の
図

★
第
十
三
号
（
６
／
10
）　

村
上
義
光
の
図

　

第
十
四
号
（
７
／
３
）　

自
助
時
間
割

☆
第
十
五
号
（
７
／
18
）　

柴
田
勝
家
甕
ヲ
破
ル
図

☆
第
十
六
号
（
８
／
３
）　

神
功
皇
后
三
韓
御
征
伐
の
図

　

第
十
七
号
（
８
／
18
）　

日
光
陽
明
門
之
図

　

第
十
八
号
（
９
／
３
）　

東
京
府
下
小
供
の
風
俗

☆
第
十
九
号
（
９
／
18
）　

松
平
信
綱
剛
胆
之
図

★
第
二
十
号
（
10
／
３
）　

那
須
与
市
扇
を
射
る
図

　

第
二
十
一
号
（
10
／
18
）　

暁
斎
翁
幼
時
習
画
の
図

☆
第
二
十
二
号
（
11
／
３
）　

智
仁
勇
の
図

☆
第
二
十
三
号
（
11
／
18
）　

木
村
重
成
の
図

　

第
二
十
四
号
（
12
／
３
）　

風
船
乗
実
況
図

　

第
二
十
五
号
（
12
／
18
）　

東
京
歳
の
市
の
真
景

『
小
国
民
』
は
『
日
本
之
少
年
』
創
刊
か
ら
約
五
ヶ
月
遅
れ
で
刊
行
を
開
始
し

た
。「
す
べ
て
少
年
に
親
む
」
た
め
に
、「
従
来
の
諸
雑
誌
よ
り
も
、
記
事
の
平
易

鮮
明
な
る
と
、
絵
画
と
挿
版
に
費
用
を
吝
ま
ざ
る
点
と
に
真
面
目
を
開
」
い
た
と

さ
れ
る　

（
（（
（

。
平
明
さ
と
挿
絵
を
特
徴
と
し
て
多
く
の
低
年
齢
層
の
読
者
を
獲
得
、

第
三
年
第
一
号
で
は
「『
小
国
民
』
は
、
す
で
に
、
小
学
雑
誌
の
王
位
を
棄
て
日

本
諸
雑
誌
の
王
位
を
占
む
る
に
至
れ
り
」
と
ま
で
称
す
る
ほ
ど
に
成
長
し
た　

（
（（
（

。

前
掲
一
覧
を
見
渡
す
と
、
歴
史
も
の
と
そ
れ
以
外
の
画
題
が
ほ
ぼ
均
等
に
配
分

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
月
刊
各
二
号
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
が
歴
史
も
の
と

い
う
割
合
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
な
か
に
、
ま
ず
は
牛
若
丸
、
源
為
朝
、
村
上
義

光
、
那
須
与
一
と
い
っ
た
、
軍
記
物
語
の
世
界
で
き
わ
だ
っ
た
光
を
放
つ
武
者
た

ち
の
姿
を
取
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
目
を
引
く
。
そ
し
て
『
小
国
民
』
で
も
や
は

り
口
絵
は
本
文
の
読
み
物
記
事
と
対
応
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
第
九
号
「
牛
若
丸

気
質
鍛
錬
之
図
」
に
は
「
牛
若
丸
の
気
質
」、
第
十
二
号
「
鎮
西
八
郎
の
図
」
に

は
「
鎮
西
八
郎
の
話
」（
第
十
四
号
、
第
十
六
号
へ
と
三
回
連
載
）、
第
十
三
号
「
村

上
義
光
の
図
」
に
は
「
村
上
義
光
錦
旗
を
奪
ふ
」、
第
二
十
号
「
那
須
与
市
扇
を

射
る
図
」
に
は
「
那
須
宗
隆
の
功
名
」
が
備
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
文
章
の
平
明
さ
は
、
た
と
え
ば
第
九
号
「
牛
若
丸
の
気
質
」
を
一
読
す
れ

ば
た
だ
ち
に
了
解
さ
れ
よ
う
。

⒜　

九く

郎ら
う

判は
う
が
ん官

源
み
な
も
と
の

義よ
し
つ
ね経

と
い
へ
ば
、
諸み

な
さ
ん子

は
ご
ぞ
ん
じ
な
い
方か

た

は
ご
ざ
い

ま
す
ま
い
。
義よ

し
つ
ね経

は
つ
よ
い
人
と
い
ふ
こ
と
は
、
ど
の
ヤ
ウ
な
幼わ

か

い
子こ

供ど
も

も
、
皆み

な

ぞ
ん
じ
て
を
り
ま
す
が
、
ど
う
し
て
左さ

様や
う

に
つ
よ
い
の
で
あ
り
ま

せ
う
。
…
…
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易
し
い
漢
字
に
も
ル
ビ
を
多
く
付
し
た
、
読
め
る
こ
と

0

0

0

0

0

を
め
ざ
し
た
誌
面
作
り

が
な
さ
れ
て
い
る
。
ル
ビ
の
多
さ
と
い
う
点
で
は
、『
日
本
之
少
年
』
の
誌
面
も

同
様
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
先
に
引
用
し
て
お
い
た
『
日
本
之
少
年
』
第
五
号
「
楠

公
桜
井
の
駅
袂
別
の
話
」
の
記
事
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
文
章
・
内
容
と
も
に
、

そ
の
難
易
度
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
第
九
号
の
口
絵
は
児
童
・
少
年
雑
誌
史
上
初
の
石
版
多
色
刷
で
あ
っ
た　

（
（（
（

。

そ
の
画
期
を
飾
る
画
題
と
し
て
他
な
ら
ぬ
牛
若
丸
が
選
ば
れ
た
の
に
は
、
右
の
引

用
に
も
あ
る
よ
う
な
義
経
の
知
名
度
と
人
気
が
大
い
に
関
わ
っ
て
い
た
に
ち
が
い

な
い
。
そ
の
構
図
は
、
太
刀
を
背
負
い
、
右
手
に
刀
が
わ
り
の
棒
を
手
に
し
て
樹

下
に
立
つ
牛
若
丸
の
全
身
図
で
あ
る
。
幼
き
日
の
鞍
馬
山
中
で
の
兵
法
修
行
の
一

齣
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
み
え
る
。

こ
の
「
牛
若
丸
の
気
質
」
の
主
張
は
、
結
末
に
至
る
部
分
に
明
瞭
で
あ
る
。

⒝　

牛う
し
わ
か
ま
る

若
丸
は
、
鞍く

ら
ま
や
ま

馬
山
に
入
れ
ら
れ
て
か
ら
は
、
一い

つ
し
ん心

に
本ほ

ん

を
よ
み
、

剣け
ん
じ
ゆ
つ術

を
ケ
イ
コ
し
て
を
り
ま
し
た
が
、
あ
る
と
き
書し

よ
も
つ物

を
見み

て
、
自じ

分ぶ
ん

の

源げ
ん
じ氏

は
、
天て

ん
し子

様さ
ま

の
分わ

か

れ
で
、
血ち

筋す
じ

は　

立り
つ
ぱ派

な
家い

へ
が
ら柄

で
あ
る
こ
と
を
知し

り
、
今
は
お
ち
ぶ
れ
て
、
平
氏
の
下し

た

に
附つ

い
て
を
る
の
を
ザ
ン
ネ
ン
に
念お

も

ひ
、
僧そ

う

に
な
る
よ
り
は
軍ぐ

ん
じ
ん人

に
な
つ
て
、
父
や
先せ

ん
ぞ祖

の
辱は

づ
か

し
め
を
き
よ
め

ヤ
ウ
と
志

こ
ゝ
ろ
ざ

し
、
是こ

れ

よ
り
い
よ
〳
〵
武ぶ

じ事
の
ケ
イ
コ
に
力ち

か
ら

を
こ
め
、
特こ

と

に

兵へ
い
は
ふ法

と
剣け

ん
じ
ゆ
つ術

を
専せ

ん
も
ん門

に
修し

ゆ
げ
ふ業

し
、
頗す

こ
ぶ

る
上じ

や
う
た
つ達

し
ま
し
た
。
山
寺
に
を
る

小こ

僧ぞ
う

の
こ
と
で
す
か
ら
、
安あ

ん
ら
く楽

な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
衣き

物も
の

は
薄う

す

く
て

寒さ
む

さ
に
堪こ

ら

え
ら
れ
な
い
時
も
あ
り
ま
し
た
ら
う
、
お
腹な

か

の
す
き
て
困こ

ま

つ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ら
う
、
烈は

げ

し
き
風か

ぜ

に
吹ふ

か
れ
、
暴あ

ら

き
雨あ

め

に
さ
ら
さ
れ
、

酷ひ
ど

い
熱あ

つ

さ
に
て
ら
さ
れ
、
厳き

び

し
い
霜し

も

に
冷ひ

や
さ
れ
、
千
万
無む

量り
や
う

の
く
る
し

み
を
、
物も

の

と
も
せ
ず
に
凌し

の

ぎ
ま
し
た
か
ら
、
牛
若
丸
の
筋か

ら
だ骨

は
、
金き

ん
せ
き石

の

如
く
丈じ

や
う
ぶ夫

に
な
り
ま
し
た
。
千せ

ん
じ
ん仞

の
坂さ

か

を
か
け
下く

だ

つ
て
鵯

ひ
よ
ど
り

越ご
へ

を
襲を

そ

ふ
も
、

万ま
ん
ち
や
う重

の
波な

み

を
蹴け

た立
て
ゝ
壇だ

ん
の
う
ら浦

に
戦た

ゝ
か

ふ
も
、
其
気き

質し
つ

の
堅か

た

く
剛こ

わ

く
て
鬼き

神し
ん

の
如
く
な
る
は
、
皆み

な

鞍く
ら
ま馬

山や
ま

に
て
、
幼え

う
じ時

練れ
ん
し
ふ習

し
た
結け

つ
く
わ果

で
あ
り
ま
す
。

世よ

の
少せ

う
ね
ん年

諸し
よ
く
ん君

は
、
絹き

ぬ

の
衣き

物も
の

に
く
る
ま
つ
て
、
坐ざ

ぶ
と
ん
の
上う

へ

に
す
わ

り
、
火ひ

鉢ば
ち

に
当あ

た

つ
て
斗ば

か

り
を
り
ま
し
た
な
ら
、
何な

に

事じ

業げ
ふ

も
起お

こ

す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
よ
。
男だ

ん
じ児

と
生う

ま

れ
て
か
ら
は
、
た
と
ひ
其そ

の

身み

は
野の

山や
ま

の
末す

ゑ

に
果は

て
る
と
も
、
世せ

人じ
ん

の
眼め

を
お
ど
ろ
か
す
、
大だ

い

事じ

業げ
ふ

を
仕
と
げ
ヤ
ウ
と
す
る

剛ご
う

気き

を
、
常つ

ね
〳
〵々

に
仕し

こ込
ま
な
け
れ
ば
、
人
と
生う

ま

れ
た
甲か

ひ斐
が
あ
り
ま
せ
ん
。

勉
強
（
と
く
に
読
書
）
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
身
体
を
鍛
え
る
こ
と
の
重
要

さ
、「
軍
人
に
な
」
る
と
い
う
人
生
選
択
、
忍
耐
と
克
己
の
精
神
、
幼
時
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ　

（
（（
（

が
、
牛
若
丸
の
境
遇
に
託
し
て
語
ら
れ
て

い
る
。
明
治
二
十
三
年
の
今
を
生
き
る
こ
と
と
、
か
つ
て
の
牛
若
丸
の
生
涯
と
が

重
ね
合
わ
せ
ら
れ
、
読
者
で
あ
る
「
男
児
」
た
ち
に
、
将
来
「
大
事
業
」
を
な
し

遂
げ
る
こ
と
を
め
ざ
す
よ
う
、
感
傷
的
な
言
葉
を
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
熱
っ
ぽ
く

語
り
か
け
て
い
る
。「
義よ

し
つ
ね経

は
つ
よ
い
人
と
い
ふ
こ
と
は
、
ど
の
ヤ
ウ
な
幼わ

か

い
子こ

供ど
も

も
、
皆み

な

ぞ
ん
じ
て
を
り
ま
す
が
、
ど
う
し
て
左さ

様や
う

に
つ
よ
い
の
で
あ
り
ま
せ

う
。」
と
語
り
だ
さ
れ
た
こ
の
文
章
に
は
、「
つ
よ
い
」
こ
と
に
価
値
を
置
く
「
男

児
」
た
ち
を
育
て
よ
う
と
す
る
意
図
が
明
確
で
あ
る
。

こ
こ
に
こ
そ
、
史
上
に
名
を
残
し
た
武
将
・
武
者
た
ち
の
話
題
が
児
童
・
少
年

雑
誌
で
頻
繁
に
扱
わ
れ
た
こ
と
の
意
義
の
ひ
と
つ
を
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
右
の
話
は
『
義
経
記
』
や
『
平
家
物
語
』
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
そ
の
要
素

を
利
用
し
て
編
み
な
お
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
軍
記
物
語
に
み
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
当
時
こ
う
し
た
文
章
を
し
た
た
め
る
よ
う
な
価
値
観
と
極
め
て

親
和
的
な
感
性
の
も
と
で
受
け
止
め
ら
れ
て
も
い
た
と
い
う
事
実
を
看
過
す
べ
き

で
は
な
い
。

さ
て
、『
小
国
民
』
に
は
、
こ
れ
以
後
も
『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
等
に

材
を
得
た
口
絵
が
掲
載
さ
れ
続
け
て
い
く
。
そ
の
点
で
『
日
本
之
少
年
』
と
は
性

格
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。『
日
本
之
少
年
』
の
刊
行
期
と
重
な
る
明
治

二
十
七
年
末
ま
で
の
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

〔
第
三
年
〕
明
治
二
十
四
年
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第
三
号
（
２
／
３
）「
平
忠
度
の
図
」

　

第
四
号
（
２
／
18
）「
義
経
剛
勇
の
図
」

　

第
十
七
号
（
９
／
３
）「
藤
原
藤
房
公
の
忠
君
」

　

第
十
八
号
（
９
／
18
）「
阿
新
父
の
仇
を
報
ず
る
図
」

　

第
二
十
一
号
（
11
／
３
）「
渡
辺
競
の
図
」

〔
第
四
年
〕
明
治
二
十
五
年

　

第
二
号
（
１
／
18
）「
和
田
平
太
蛇
を
撃
つ
図
」

　

第
三
号
（
２
／
３
）「
安
東
聖
秀
の
図
」

　

第
六
号
（
３
／
18
）「
源
義
平
午
睡
の
図
」

　

第
七
号
（
４
／
３
）「
藤
原
景
清
の
武
勇
」

　

第
八
号
（
４
／
18
）「
長
谷
部
信
連
強
盗
ヲ
退
ク
図
」

　

第
十
号
（
５
／
18
）「
源
頼
信
の
図
」

　

第
十
一
号
（
６
／
３
）「
源
頼
義
の
図
」

　

第
十
二
号
（
６
／
18
）「
新
田
義
貞
公
最
後
の
図
」

〔
第
五
年
〕
明
治
二
十
六
年

　

第
二
号
（
１
／
15
）「
梶
原
源
太
勇
戦
の
図
」

　

第
四
号
（
２
／
15
）「
宇
治
川
先
登
の
図
」

　

第
八
号
（
４
／
15
）「
能
登
守
教
経
奮
闘
の
図
」

　

第
九
号
（
５
／
１
）「
鬼
同
丸
」

　

第
十
一
号
（
６
／
３
）「
曾
我
兄
弟
の
夜
討
」

　

第
十
五
号
（
８
／
３
）「
平
将
門
滅
亡
之
図
」

　

第
十
六
号
（
８
／
18
）「
平
敦
盛
一
谷
陣
中
之
図
」

　

第
十
八
号
（
９
／
18
）「
但
馬
坊
奮
戦
之
図
」

〔
第
六
年
〕
明
治
二
十
七
年

　

第
五
号
（
３
／
３
）「
文
三
家
安
戦
死
之
図
」

　

第
六
号
（
３
／
18
）「
佐
野
了
伯
聴
平
語
之
図
」

　

第
七
号
（
４
／
３
）「
後
醍
醐
天
皇
の
御
夢
」

　

第
八
号
（
４
／
18
）「
源
義
家
勿
来
関
を
過
ぐ
」

　

第
十
二
号
（
６
／
15
）「
本
間
孫
四
郎
遠
矢
之
図
」

　

第
十
四
号
（
７
／
15
）「
畑
時
能
」

　

第
十
九
号
（
10
／
１
）「
足
利
忠
綱
」

い
ず
れ
も
、
基
本
的
に
は
口
絵
と
解
説
文
と
し
て
の
読
み
物
と
が
組
み
合
わ
さ

れ
て
い
る
。『
小
国
民
』
が
『
日
本
之
少
年
』
よ
り
年
齢
の
低
い
、
尋
常
小
学
校

の
生
徒
を
も
読
者
層
と
す
る
雑
誌
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
想
起

し
た
い
。『
日
本
之
少
年
』
で
は
さ
ほ
ど
取
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
画

題
が
、
な
ぜ
『
小
国
民
』
で
は
か
く
も
採
用
さ
れ
続
け
る
の
か
。
そ
れ
は
、
右
の

人
物
た
ち
に
関
わ
る
話
題
は
、
大
枠
と
し
て
は
低
年
齢
の
子
ど
も
向
け
の
話
題

だ
っ
た
と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
自
然
で
あ
る
。『
日
本
之
少
年
』
に
関
し
て
先
に

示
し
た
見
通
し
は
、『
小
国
民
』
と
の
比
較
結
果
と
も
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る　

（
（（
（

。

	
	
	
	

四　
〈
教
材
〉
と
し
て
の
軍
記
物
語
関
連
話

こ
こ
ま
で
に
確
認
し
て
き
た
と
お
り
、『
日
本
之
少
年
』
の
場
合
、
中
世
の
軍

記
物
語
に
淵
源
を
も
つ
知
識
を
す
で
に
相
当
量
身
に
つ
け
て
い
る
読
者
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
見
方
を
か
え
れ
ば
、
本
誌
の
刊
行
当
初
か
ら
、
あ
る
層
の
子
ど
も
た

ち
の
間
に
は
そ
う
し
た
状
況
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で

は
、
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
、『
日
本
之
少
年
』
で
は
軍
記
物
語
関
連

話
が
ど
の
よ
う
に
語
り
な
お
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
そ
の
実

例
を
、
本
誌
が
も
つ
教
育
的
側
面
と
の
関
わ
り
か
ら
見
渡
し
て
み
よ
う
。

（
１
）
懸
賞
文
の
課
題
と
し
て

『
日
本
之
少
年
』
で
は
、
創
刊
第
一
号
（
明
治
二
十
二
年
二
月
二
十
三
日
刊
）
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の
本
文
最
終
頁
（
三
十
八
頁
）
に
「
懸
賞
文
」
欄
を
設
け
、

○
和
文
問
題　
　

第
一
回

一　

梅
花
詞　
　
　

二　

後
醍
醐
天
皇
の
御
伝
記
を
読
む

三　

外
国
の
友
人
と
な
る
こ
へ
お
く
る
文

○
真
仮
名
交
り
文
問
題

一　

亀
井
戸
看
梅
之
記　
　

二　

足
利
尊
氏
論

と
い
う
募
集
を
開
始
し
、
併
せ
て
、「
本
誌
ハ
時
々
賞
を
懸
け
て
少
年
の
作
文
を

募
集
す
る
こ
と
ゝ
し
追
て
は
英
文
の
懸
賞
募
集
を
為
す
べ
し
」
と
そ
の
展
望
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
第
一
回
懸
賞
文
の
締
切
は
お
よ
そ
一
ヶ
月
後
の
三
月
二
十
五

日
、
和
文
は
字
数
制
限
な
し
、
真
仮
名
交
り
文
は
「
二
十
四
字
詰
三
十
行
以
上
百

行
以
内
」
と
さ
れ
、
第
一
等
か
ら
第
三
等
ま
で
に
賞
品
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
う
た

わ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
の
入
賞
作
は
第
六
号
（
同
年
五
月
三
日
刊
）
～
第

八
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
撰
者
は
萩
野
由
之
。「
足
利
尊
氏
論
」
は
計
四
点
（
甲
・

乙
・
丙
賞
、
他
一
点
）
の
掲
載
を
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
間
、
第
二
回
懸
賞

文
が
募
集
さ
れ
て
お
り
、
第
十
号
（
同
年
七
月
三
日
刊
）
に
そ
の
課
題
で
あ
っ
た

「
楠
正
成
論
」
の
入
賞
作
計
三
点
（
甲
・
乙
・
丙
賞
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
は
じ
め
て
の
懸
賞
文
の
課
題
と
し
て
尊
氏
、
次
に
正
成
が
選
ば
れ
た

こ
と
に
注
目
し
た
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
本
誌
の
読
者
は
こ
の
二
人
に
つ
い
て

論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
編
集
者
が
想
定
す
れ
ば
こ
そ
の
課
題
設
定
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
に
み
た
明
治
二
十
年
代
に
用
い
ら
れ
た
文
部
省
編
纂
国
語

教
科
書
の
な
か
で
、「
後
醍
醐
天
皇
」「
楠
正
成
」
と
い
っ
た
標
題
の
も
と
、
尋
常

小
学
校
の
段
階
か
ら
彼
ら
の
話
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
子
ど
も
た
ち
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
り
、
か
つ
論
じ
る
に
は
そ

れ
な
り
の
難
易
度
も
あ
る
存
在
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る　

（
（（
（

。

掲
載
さ
れ
た
入
賞
作
を
読
み
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
論
点
は
か
な
り
多
様
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
多
面
的
に
人
物
を
評
価
す
る
価
値
観
が
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
末
年

以
降
に
な
る
と
南
北
朝
正
閏
論
と
か
か
わ
っ
て
尊
氏
が
逆
賊
視
さ
れ
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
必
ず
し
も
そ
う
し
た
尊
氏
評
ば
か
り
で
は

な
い
。
入
賞
作
の
核
と
な
る
部
分
を
抜
粋
し
て
引
用
し
て
お
こ
う　

（
（（
（

。

⒜
足
利
尊
氏
ハ
逆
賊
ナ
リ
。
二
千
五
百
有
余
年
間
ノ
歴
史
ニ
於
テ
、
斯
程
迄
ニ

成
功
シ
、
斯
程
迄
ニ
天
寿
ヲ
全
ウ
シ
タ
ル
逆
賊
ハ
尊
氏
一
人
ノ
ミ
。
…
（
中

略
）
…
人
類
ノ
ア
ラ
ン
限
リ
彼
ノ
罪
悪
ハ
決
シ
テ
除
キ
去
ル
事
能
ハ
ザ
ル
ナ

リ
。
逆
賊
名
ハ
歴
史
ニ
銘
シ
テ
永
遠
磨
滅
セ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
彼
レ
ヲ
一
個

人
ト
シ
テ
論
評
ヲ
下
ス
ト
キ
ハ
、
彼
レ
ハ
乱
世
ノ
逆
賊
ニ
シ
テ
平
時
ノ
逆
賊

ニ
非
サ
ル
ナ
リ
。
平
時
ノ
政
治
家
ニ
非
ズ
シ
テ
、
乱
世
ノ
英
雄
ナ
リ
。
余
輩

ハ
斯
ノ
如
ク
逆
賊
ヲ
極
罰
シ
、
斯
ノ
如
ク
不
忠
ヲ
悪
ム
者
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド

モ
、
未
ダ
平
時
ノ
逆
賊
程
ニ
乱
世
ノ
逆
賊
ヲ
非
難
ス
ル
者
ニ
非
ザ
ル
ナ
リ
。

何
ト
ナ
レ
バ
、
乱
世
ノ
逆
賊
ハ
要
ス
ル
ニ
其
行
為
タ
ル
自
己
ノ
企
図
ヨ
リ
出

デ
来
ル
コ
ト
少
ク
シ
テ
、
寧
ロ
外
部
ノ
刺
激
ニ
因
リ
テ
成
リ
立
ツ
モ
ノ
ナ
レ

バ
ナ
リ
。
…
（
中
略
）
…
尊
氏
ガ
行
為
ハ
、
外
面
ヨ
リ
見
レ
バ
其
逆
賊
タ
ル

ニ
相
違
ナ
キ
モ
、
其
関
係
ス
ル
所
ヲ
推
シ
テ
之
ヲ
察
ス
ル
ト
キ
ハ
、
平
時
ノ

逆
賊
程
ニ
罰
ス
ベ
キ
者
ニ
非
ザ
ル
ナ
リ
。
…
…

（
甲
賞
「
足
利
尊
氏
論
」　

東
京
神
田
区
神
保
町　

木
戸
忠
太
郎　

十
七
年
四

月
）

⒝
足
利
尊
氏
、
知
略
勇
武
皆
新
田
義
貞
・
楠
正
成
ニ
及
バ
ズ
。
…
（
中
略
）
…

曰
是
レ
頼
朝
ヲ
視
テ
警
戒
ト
ナ
セ
バ
ナ
リ
。
史
ニ
称
ス
、
尊
氏
嘗
テ
直
義
及

師
直
ニ
謂
テ
曰
ク
、
右
大
将
ハ
信
賞
必
罰
人
心
ヲ
翕
服
ス
。
然
レ
ド
モ
刑
ヲ

用
ヰ
ル
苛
刻
ニ
シ
テ
、
骨
肉
ヲ
殺
戮
ス
。
憾
ム
ベ
シ
。
我
必
ズ
然
ラ
ジ
。
苟

モ
降
附
ス
ル
者
ア
レ
バ
、
深
讐
大
敵
ヲ
問
ハ
ズ
、
邑
土
安
堵
セ
シ
ム
。
況
ン

ヤ
有
功
ノ
臣
ヲ
ヤ
、
ト
。
是
レ
尊
氏
ノ
術
ノ
由
テ
出
ヅ
ル
所
ナ
リ
。
尊
氏
、

頼
朝
ノ
後
ニ
生
レ
、
而
シ
テ
其
材
ハ
及
バ
ザ
レ
ド
モ
反
テ
頼
朝
ニ
勝
ル
ナ

リ
。
…
（
中
略
）
…
而
シ
テ
其
背
叛
慮
ル
ニ
足
ル
無
シ
。
是
レ
尊
氏
天
下
ヲ

取
ル
ノ
術
也
。
此
ノ
術
ヤ
頼
朝
無
キ
所
。
然
シ
テ
尊
氏
之
レ
有
リ
。
唯
々
頼
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朝
有
ス
ル
所
ノ
智
勇
無
シ
。
故
ニ
其
ノ
無
キ
所
ニ
術
ア
リ
。
異
ナ
ル
哉
、
其

及
バ
ザ
ル
所
ハ
則
チ
及
ブ
所
以
ナ
リ
。

（
乙
賞
「
足
利
尊
氏
論
」　

東
京
牛
込
区　

伊
藤
久
太
郎　

十
三
年
九
ヶ
月
）

⒞
…
…
故
ニ
余
云
ハ
ン
ト
ス
。
尊
氏
ノ
天
下
ヲ
得
タ
ル
ハ
、
将
ニ
発
セ
ン
ト
ス

ル
機
ニ
乗
ジ
タ
ル
ノ
ミ
。
然
リ
ト
雖
、
若
後
醍
醐
帝
ヲ
シ
テ
悉
ク
藤
房
ノ
諫

ヲ
納
レ
シ
メ
、
悉
ク
護
良
親
王
ノ
言
ニ
従
ハ
シ
メ
バ
、
豈
必
シ
モ
此
ニ
至
ラ

ン
ヤ
。
其
此
ニ
至
ラ
シ
メ
タ
ル
ハ
、
帝
ノ
過
ナ
リ
。
亦
天
ナ
リ
命
ナ
リ
。
…

（
中
略
）
…
嗚
呼
、
兄
弟
牆
ニ
相
鬩
グ
モ
外
能
ク
其
侮
ヲ
禦
ギ
、
奢
侈
驕
奢

ナ
ル
モ
尚
能
ク
伝
ヘ
テ
十
有
余
代
ニ
至
ル
者
、
其
事
業
ノ
多
ク
権
謀
譎
詐
ニ

出
デ
、
不
信
不
忠
ノ
名
千
載
青
史
ヲ
汗
ス
ヲ
免
カ
レ
ザ
ル
事
ヲ
。

（
乙
賞
「
足
利
尊
氏
論
」　

長
崎
県
合
町　

川
淵
楠
茂
）

引
用
⒜
は
尊
氏
を
逆
賊
と
は
し
な
が
ら
も
、「
平
時
ノ
逆
賊
」
と
「
乱
世
ノ
逆

賊
」
を
区
別
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
尊
氏
一
個
人
と
し
て
は
「
乱
世
ノ
英
雄
」

で
あ
り
、「
平
時
ノ
逆
賊
」
ほ
ど
に
非
難
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
論
理
を
展
開

し
て
い
る
。
ま
た
、
引
用
⒝
は
頼
朝
と
の
比
較
の
な
か
で
尊
氏
の
力
を
評
し
て
い

る
。
引
用
⒞
は
尊
氏
が
天
下
を
手
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
む
し
ろ
「
帝
ノ
過
」

す
な
わ
ち
後
醍
醐
天
皇
の
過
ち
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
結
語
は
む
し
ろ
尊
氏
に

同
情
的
と
も
い
え
よ
う
。
三
者
三
様
の
論
点
と
論
法
が
そ
こ
に
は
み
て
と
れ
る
。

先
に
児
童
・
少
年
雑
誌
の
記
事
と
教
科
書
の
内
容
と
の
関
係
に
触
れ
た
が
、
国

語
教
科
書
で
は
じ
っ
さ
い
尊
氏
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

⒟
其
後
、
天
皇
、
少
し
く
政
事
に
倦
み
給
ひ
、
大
功
あ
り
し
大
塔
宮
を
押
し
こ

め
、
足
利
尊
氏
を
用
ひ
さ
せ
給
ひ
し
が
、
尊
氏
、
遂
に
天
皇
に
そ
む
き
、
自

ら
征
夷
大
将
軍
と
称
し
て
、
官
軍
に
敵
し
た
り
。

（『
尋
常
小
学
読
本
』
巻
之
六
第
二
十
五
課
「
後
醍
醐
天
皇
」）

⒠
後
、
足
利
尊
氏
の
、
天
皇
に
そ
む
く
に
及
び
、
正
成
、
屡
奇
計
を
め
ぐ
ら
し

て
、
賊
軍
を
苦
め
た
れ
ど
、
賊
軍
、
勢
猶
衰
へ
ず
、
…
…

（
同
第
二
十
六
課
「
楠
正
成　

一
」）

⒡
時
ニ
足
利
尊
氏
ハ
、
官
禄
、
共
ニ
新
田
氏
ノ
上
ニ
出
デ
タ
リ
シ
ガ
、
親
王
ト

義
貞
ト
ノ
功
ヲ
忌
ミ
、
陰
ニ
是
ヲ
害
セ
ン
コ
ト
ヲ
謀
レ
リ
。
親
王
モ
、
亦
尊

氏
ノ
異
志
ア
ル
コ
ト
ヲ
察
シ
テ
、
是
ヲ
誅
セ
ン
コ
ト
ヲ
請
ヒ
シ
カ
ド
、
許
サ

レ
ズ
。
尊
氏
、
益
々
是
ヲ
悪
ミ
、
天
皇
ノ
寵
姫
藤
原
氏
ニ
結
ビ
テ
、
共
ニ
親

王
ノ
反
逆
ア
ル
コ
ト
ヲ
誣
告
セ
リ
。
天
皇
、
大
ニ
震
怒
シ
テ
、
遂
ニ
親
王
ヲ

執
ヘ
テ
、
是
ヲ
宮
中
ニ
幽
閉
セ
リ
。
…
…

（『
高
等
小
学
読
本
』
巻
之
四
第
二
十
四
課
「
大
塔
宮
」）

後
醍
醐
天
皇
の
政
に
対
す
る
批
判
的
な
視
線
（
傍
線
部
）、
尊
氏
を
逆
賊
す
る

理
解
（
波
線
部
）、
後
醍
醐
が
大
塔
の
宮
の
言
葉
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
（
破

線
部
）
な
ど
は
、
先
の
入
賞
作
に
み
え
た
要
素
と
重
な
る
。
懸
賞
文
へ
の
応
募
作

品
と
学
校
教
育
の
場
で
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
が
連
動
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で

き
る
。

こ
れ
ら
は
優
秀
作
で
あ
っ
て
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
誰
も
が
こ
う
し
た
多
様

な
価
値
観
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、『
日
本
之
少
年
』

の
誌
面
に
は
こ
れ
ら
が
共
存
し
、
そ
れ
を
読
ん
だ
読
者
た
ち
に
こ
う
し
た
考
え
か

た
が
伝
播
し
、
共
有
さ
れ
た
り
批
判
さ
れ
た
り
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
連
鎖
的

な
動
態
が
も
つ
意
義
は
や
は
り
見
す
ご
せ
ま
い
。
こ
こ
に
例
示
し
た
の
は
尊
氏
論

の
場
合
だ
が
、
同
様
の
状
況
は
こ
れ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
う

し
て
形
成
さ
れ
て
い
く
知
的
土
壌
は
、『
太
平
記
』
そ
の
も
の
を
享
受
す
る
現
場

と
も
地
続
き
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

な
お
、
引
用
⒝
の
波
線
部
に
い
う
「
史
」
と
は
、
内
容
か
ら
し
て
『
日
本
外
史
』

の
足
利
氏
に
関
す
る
記
事
に
あ
た
る
と
み
て
よ
い
。
明
治
二
十
三
年
時
点
で
も
な

お
、『
日
本
外
史
』
は
子
ど
も
た
ち
の
歴
史
理
解
の
源
泉
で
あ
り
続
け
て
い
た
の

で
あ
る
。
南
北
朝
期
に
関
す
る
知
識
は
、『
太
平
記
』『
日
本
外
史
』
等
か
ら
得
ら

れ
る
知
識
が
、
各
種
教
科
書
や
雑
誌
な
ど
の
諸
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
、
い
ず
れ
か

が
特
別
視
さ
れ
る
の
で
は
な
く
混
在
し
た
状
態
で
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

も
、
こ
こ
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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（
２
）
英
語
学
習
の
素
材
と
し
て

続
い
て
取
り
あ
げ
た
い
の
は
、
英
文
と
し
て
軍
記
物
語
関
連
話
が
加
工
さ
れ
、

語
り
な
お
さ
れ
て
い
く
事
例
で
あ
る
。

『
日
本
之
少
年
』
の
誌
面
で
は
、
明
治
二
十
三
年
一
月
一
日
刊
行
の
第
二
巻
第

一
号
で
誌
面
改
訂
が
行
わ
れ
、
欄
の
数
が
そ
れ
ま
で
の
十
か
ら
十
六
と
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
新
た
に
「
英
学
談
」
欄
が
設
け
ら
れ
、
以
後
毎
号
で
英
和
対
訳
、
漢
文

英
訳
、
和
文
英
訳
の
課
題
・
実
践
例
の
ほ
か
、
英
文
の
読
み
物
や
懸
賞
文
な
ど
が

掲
載
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
誌
面
改
訂
の
際
、「
就
学
案
内
（
附
入
学
試
験
問
題

集
）」
欄
を
設
置
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ　

（
（（
（

、
各
種
の
高
等
教
育
機
関
の
入
学
試

験
問
題
を
抄
録
す
る
な
ど
、
本
誌
は
一
部
で
受
験
生
た
ち
の
入
試
対
策
と
い
う
側

面
も
担
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
過
程
で
は
、「
舌
き
り
す
ゝ
め
」（
第
二
巻
第
七
、八
号
）、「Shiobara 

T
asuke

」（
第
九
号
）、「
靖
国
神
社
」（
第
十
三
号
）、「
一
休
和
尚
の
幼
時
」（
第

十
四
号
）、「
分
福
茶
釜
」（
第
十
五
～
十
七
号
）、「
支
那
二
十
四
孝
」（
第
十
八
～

二
十
二
号
）、「
粟
田
左
大
臣
」（
第
二
十
四
号
）
と
い
っ
た
、
日
本
の
昔
話
や
歴

史
に
材
を
と
っ
た
英
文
読
み
物
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
英
語
と
い
う
外
国
語
に
親

し
ま
せ
る
一
方
策
と
し
て
、
周
知
の
な
じ
み
あ
る
話
を
英
文
化
し
て
提
供
す
る
と

い
う
営
み
が
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
流
れ
に
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
親
し
み
の
あ
る
軍
記
物
語
に
根
ざ
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
引
き
寄
せ
ら
れ

て
い
く
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
日
本
之
少
年
』
で
は
、
第
三
巻
第
二
号
（
明
治
二
十
四
年
一
月
十
五
日
刊
）

の
「
英
学
談
」
に
、「K

ESA
-GO

ZEN

」
と
題
す
る
一
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
「U
. D

. K
.

」
と
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
遠
藤
盛
遠
（
の
ち
の
文
覚
）

に
横
恋
慕
さ
れ
た
袈
裟
御
前
の
悲
話
を
『
源
平
盛
衰
記
』
に
基
づ
い
て
英
文
化
し

た
も
の
と
み
て
よ
い
。
明
治
二
十
年
代
に
は
す
で
に
、
袈
裟
御
前
の
ふ
る
ま
い
は

貞
節
を
守
る
た
め
に
死
を
選
ん
だ
と
い
う
点
に
お
い
て
美
談
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

た　
（
（（
（

。
こ
の
英
文
も
、

K
esa w

as the w
ife of M

inam
oto W

ataru, She w
as very 

handsom
e as w

ell as she w
as very w

ise.

と
語
り
だ
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
文
脈
に
の
せ
た
美
し
き
賢
女
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
が
袈
裟
御
前
に
与
え
ら
れ
て
い
る　

（
（（
（

。
そ
う
し
た
点
で
、
明
治
二
十
年

代
調
の
色
づ
け
で
語
り
な
お
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
文

章
は
「K

ESA
-GO

ZEN

」
と
題
し
て
い
る
も
の
の
、
最
後
は
盛
遠
の
事
情
を
記

し
て
結
ば
れ
て
い
る
。

T
o his great am

azem
ent, great sorrow

, and great 
disappointm

ent he discovered at the light of m
oon that the 

head he now
 cut w

as not his rival's but his m
ost beloved 

K
esa's. A

las, he w
ished so carnestly to get her as :he tried to 

kill her husband but at last he killed her in his ow
n hand! O

h, 
how

 unhappy lover w
as he! T

his led him
 to determ

ine to 
becom

e a priest and to spent his afterlife in consoling the dead 
spirit of his lover w

hom
 he killed w

ithout w
ill, and, he called 

him
self M

ongaku the nam
e is still very w

ell know
n to us.

こ
う
し
た
あ
り
か
た
は
、
典
拠
で
あ
る
『
源
平
盛
衰
記
』
の
当
該
話
が
盛
遠

（
文
覚
）
の
発
心
譚
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
応
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
比
較
的
忠
実
に
典
拠
を
英
文
化
し
た
事
例
と
な
っ
て
い

る
。同

じ
第
三
巻
の
「
英
学
談
」
欄
に
は
、
ほ
か
に
も
軍
記
物
語
関
連
の
英
文
話
と

し
て
、
同
じ
「U

. D
. K

.

」
の
署
名
の
あ
る
「M

IN
A

M
O

T
O

 Y
O

SH
IIE

」（
目

次
で
は
「
八
幡
太
郎
」。
第
一
号
）、「T

H
REE D

U
T

IFU
L SU

BJECT
S A

T
 

T
H

E T
IM

E O
F GEM

PEI

」（
目
次
で
は
「
源
平
之
三
郎
等　

（
（（
（

」。
第
三
号
～

第
五
号
）、「K

O
JIM

A
 T

A
K

A
N

O
RI.

」（
第
十
号
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
典
拠
で
あ
る
『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』、
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ま
た
そ
れ
に
基
づ
く
『
日
本
外
史
』
な
ど
に
基
づ
い
た
作
文
が
な
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、「
英
学
談
」
欄
で
こ
う
し
た
英
文
記
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
く
動
き
に
応

じ
る
形
で
、
読
者
か
ら
は
英
文
の
投
稿
作
文
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
じ
っ

さ
い
に
誌
面
に
掲
載
さ
れ
る
例
も
現
れ
て
く
る
。
そ
の
な
か
に
、

「K
A

N
JIN

CH
O

.
」
と
題
さ
れ
た
投
稿
が
み
え
る　

（
（（
（

（
署
名
「G. V

. A
zabu

」。

第
二
巻
第
十
五
号
「
群
芳
集
華
」
欄
）。
そ
れ
は
、
奥
州
を
め
ざ
し
て
京
を
発
っ

て
北
陸
の
道
を
進
む
義
経
一
行
が
安
宅
の
関
で
引
き
留
め
ら
れ
、
富
樫
入
道
に
厳

し
く
訊
問
さ
れ
る
と
い
う
、
著
名
な
話
題
を
記
し
た
英
文
で
あ
る
。
事
件
の
舞
台

を
安
宅
と
す
る
点
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
が
『
義
経
記
』
に
基
づ
く
理
解
で
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
文
中
で
は
、
義
経
の
手
郎
等
た
ち
の
こ
と
が
、

T
hen he w

as going w
ith his vassals―

（K
ataoka-H

irotsune, 
M

asuo K
agefusa; A

kai-K
agetsugu, K

um
ai-T

adam
oto; B

izen-
N

ariharu,M
usashibo-Benkei; H

itachibo-K
aizon; Ise-Y

oshim
ori; 

Suruga-K
iyoshige, W

ashio-T
suneharu, etc

）. T
hey clothed like 

the m
anner of Y

am
abushi, a seat of religonist, and am

ong them
 

Benkei w
as a leader.

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
名
前
か
ら
判
断
す
る
に
、
お
そ
ら
く
歌
舞

伎
に
端
を
発
す
る
理
解
が
こ
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る　

（
（（
（

。
先

に
典
拠
に
比
較
的
忠
実
に
英
文
化
し
た
事
例
を
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
読
ん
で

い
る
読
者
た
ち
は
、
こ
う
し
た
軍
記
物
語
以
外
か
ら
得
た
知
識
を
む
し
ろ
多
く
身

に
つ
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
当
時
は
そ
れ
ら
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
軍
記
物
語
関

連
話
が
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。

（
３
）
翻
訳
者
の
常
識―

―

軍
記
物
語
の
翻
訳

と
こ
ろ
で
、
英
語
学
習
の
素
材
と
し
て
中
世
の
軍
記
物
語
に
か
か
わ
る
人
物
や

話
題
を
語
り
か
え
る
営
み
は
、『
日
本
之
少
年
』
の
編
集
者
と
そ
の
読
者
の
み
が

体
験
し
て
い
た
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
本
誌
に
先
立
っ
て
刊
行
を
開
始
し

て
い
た
『
少
年
園
』
で
は
、
第
一
巻
第
一
号
（
明
治
二
十
一
年
十
一
月
三
日
刊
）

の
「
文
園
」
欄
に
「T

H
E D

EA
T

H
 O

F A
T

SU
M

O
RI

」
と
題
し
た
井
上
十

吉
に
よ
る
英
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る　

（
（（
（

。
誌
面
で
は
タ
イ
ト
ル
の
下
に
、

「（T
ranslated from

 the 

“Sanko G
em

pei Seisuiki.

”）」
と
あ
っ
て
、『
参

考
源
平
盛
衰
記
』
の
当
該
話
に
基
づ
い
た
翻
訳
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
敦
盛
最
期
」
が
創
刊
号
に
掲
載
す
る
英
文
記
事
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
自

体
、
こ
の
話
の
知
名
度
や
人
気
を
証
す
も
の
と
い
え
よ
う　

（
（（
（

。
し
か
し
、
前
述

し
た
と
お
り
、
明
治
二
十
一
年
頃
に
は
ま
だ
、
近
代
活
字
本
と
し
て
『
源
平
盛
衰

記
』
や
『
平
家
物
語
』
を
読
む
環
境
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
整
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
読
む
多
く
の
読
者
側
が
も
つ
一
の
谷
の
戦
い
に
お
け
る
敦

盛
の
討
死
に
関
す
る
理
解
は
、『
源
平
盛
衰
記
』
や
『
平
家
物
語
』
そ
の
も
の
か

ら
形
づ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

井
上
十
吉
に
よ
る
こ
の
翻
訳
文
と
典
拠
本
文
と
の
距
離
に
つ
い
て
も
簡
単
に

触
れ
て
お
こ
う
。
ま
ず
は
そ
の
冒
頭
部
分
を
掲
げ
て
お
く
。

①
A

tsum
ori, the youngest son of Shuri D

aibu T
sunem

ori, w
as 

deem
ed the m

ost beautiful youth of all the T
aira clan. H

e had 
broken through the ranks of enem

y and reached the sea-shore. 

②
T

here he saw
 T

om
om

ori, the general of his clan, in a ship far 
out in the sea. H

e thought to join him
 and urged his steed 

through the foam
. Soon his steed w

as seen struggling w
ith the 

w
aves, now

 sinking, now
 floating w

ith his gallant rider.  
H

ere from
 the sea-shore, K

um
agaya Jiro N

aozane w
ho had 
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been seeking everyw
here for a foe w

orthy of his steel espied 
A

tsum
ori w

ith joy as he strove w
ith the stubborn sea. 

③
H

e 
took his bow

 in one hand and w
ith the other he w

aved a blood-
red fan adorned w

ith a golden sun, as w
ith a loud voice he 

cried, "Is it not a chieftain of the T
aira clan that I see before 

m
e?  It is not m

eet that thou shouldst thus flee from
 the shore. 

T
urn back; K

um
agaya N

aozane, a valiant knight of M
usashi, 

entreats thee to turn back and m
eet him

 in com
bat. 

④
If yet 

thou fleest in fear, he w
ill send an arrow

 that shall slay thee."

⑤
"H

a! w
hat haughty foe is this?  Is it hard for m

e to turn 
back?" thought A

tsum
ori and,turning back, spurred his steed 

to the shore w
here K

um
agaya aw

aited his com
ing.

右
の
記
事
の
典
拠
と
し
て
、『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
該
当
箇
所
の
本
文
を
次
に

掲
出
し
よ
う
。
比
較
し
や
す
い
よ
う
に
、
右
の
英
文
に
合
わ
せ
て
改
行
し
た
形
で

示
す　

（
（（
（

。同
経
盛
ノ
末
子
ニ
無
官
大
夫
敦
盛
ハ
、
紺
錦
直
垂
ニ
萌
黄
匂
鎧
ニ
白
星

ノ
兜
着
テ
、
滋
籐
弓
ニ
十
八
指
タ
ル
護
田
鳥
尾
ノ
矢
、
鴾
毛
ノ
馬
ニ
乗
給
、

②
只
一
騎
新
中
納
言
ノ
乗
給
ヌ
ル
舟
ヲ
志
テ
、
一
町
許
游
セ
テ
浮
ヌ
沈
ヌ
漂

給
フ
。

武
蔵
国
住
人
熊
谷
二
郎
直
実
ハ
、「
哀
ヨ
キ
敵
ニ
組
バ
ヤ
」
ト
渚
ニ
立
テ
、

東
西
伺
居
タ
ル
処
ニ
、
是
ヲ
見
附
テ
馬
ヲ
海
ニ
ザ
ブ
ト
打
入
、「
大
将
軍
ト

コ
ソ
見
奉
ル
。
マ
サ
ナ
ク
モ
海
ヘ
ハ
入
セ
給
フ
者
哉
。
返
給
ヘ
ヤ
〳
〵
。
角

申
ハ
日
本
第
一
ノ
剛
者
、
熊
谷
二
郎
直
実
」
ト
云
ケ
レ
バ
、

⑤
敦
盛
何
ト
カ

思
ハ
レ
ケ
ン
、
馬
ノ
鼻
ヲ
引
返
シ
、
渚
ヘ
向
テ
ゾ
游
セ
タ
ル
。

（
巻
第
三
十
八
「
平
家
君
達
最
後
并
首
共
掛
二
一
谷
一
事
」）

こ
の
場
面
の
状
況
を
読
者
に
説
明
す
る
た
め
に
、
英
文
で
は
原
文
よ
り
も
多
く

の
筆
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
自
体
は
、
物
語
の
一
場
面
を
抜
き
出
し
て

翻
訳
す
る
と
い
う
事
情
に
照
ら
せ
ば
必
然
的
な
対
処
と
い
え
る
が
、
そ
れ
以
上
に

踏
み
込
ん
だ
意
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
、
そ
の
点
に
は
留
意
し

て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

原
文
に
な
か
っ
た
情
報
と
し
て
は
、
下
線
部
①
で
、
敦
盛
が
平
家
一
門
の
中
で

最
も
美
し
い
若
者
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
下
線
部
②
で
、
敦
盛
が
知
盛
の
船
を
発

見
し
、
そ
れ
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
心
中
を
描
い
て
い
る
こ
と
、
下
線
部
③
で
、
直

実
が
片
手
に
弓
を
持
ち
、
も
う
一
方
の
手
に
は
金こ

ん
じ
き色

の
太
陽
が
描
か
れ
た
血
の
よ

う
に
赤
い
扇
を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
、
下
線
部
④
で
、
も
し
恐
れ
て
こ
こ

か
ら
逃
げ
る
の
で
あ
れ
ば
一
矢
を
も
っ
て
射
殺
す
ぞ
と
脅
す
直
実
の
言
葉
を
記
し

て
い
る
こ
と
、
下
線
部
⑤
で
、「
何
と
傲
慢
な
奴
だ
、
引
き
返
す
な
ど
た
や
す
い

こ
と
」
と
い
う
敦
盛
の
心
中
思
惟
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
で
き

る
。
下
線
部
②
⑤
の
場
合
、『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
の
当
該
箇
所
（
傍
線
部
②
⑤
）

を
大
き
く
改
筆
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
一
方
、
原
文
に
あ
っ
た
装
束
描

写
（
波
線
部
）
は
英
文
で
は
削
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
引
用
し
た
の
は
冒
頭
の
一
部
分
で
し
か
な
い
が
、
見
開
き
二
頁
分
の
誌

面
に
つ
づ
ら
れ
た
こ
の
文
章
は
、「（T

ranslated from
 the 

“Sanko G
em

pei 
Seisuiki.

”）」、
つ
ま
り
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
に
基
づ
く
も
の
と
銘
打
っ
て
は

い
る
が
、
か
な
り
大
胆
な
意
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
注
目

し
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
意
訳
が
な
さ
れ
た
際
に
顔
を
み
せ
る
翻
訳
者
の
常
識
の

質
で
あ
る　

（
（（
（

。
長
大
な
物
語
の
一
場
面
を
切
り
出
し
て
他
言
語
に
置
き
か
え
、

わ
か
り
や
す
く
再
構
成
し
て
提
示
し
よ
う
と
す
る
際
、
文
中
に
つ
け
加
え
ら
れ
た

原
典
に
は
な
い
情
報
は
、
訳
者
が
典
拠
の
世
界
を
崩
さ
な
い
親
和
的
な
情
報
だ
と

み
な
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
原
典
の
そ
の
場
面
を
訳
者
が
ど
の

よ
う
に
読
ん
だ
の
か
、
訳
者
に
と
っ
て
の
常
識
的
な
理
解
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

念
の
た
め
に
確
認
す
れ
ば
、
原
典
た
る
『
源
平
盛
衰
記
』
は
も
ち
ろ
ん
『
平
家

物
語
』
で
も
、
敦
盛
の
麗
し
さ
（
下
線
部
①
）
は
、
直
実
が
彼
を
組
み
敷
い
た
の
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ち
に
発
見
す
る
要
素
で
あ
っ
て
、
前
提
と
し
て
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
。

ま
た
、
弓
を
携
え
、
弓
矢
を
も
っ
て
威
嚇
す
る
直
実
の
姿
は
両
書
に
見
い
だ
せ
な

い
。
ま
た
、『
源
平
盛
衰
記
』
に
は
扇
を
手
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
要
素
も
み
え

ず
、『
平
家
物
語
』
に
は
「
扇
を
あ
げ
て
ま
ね
き
け
れ
ば
」（
覚
一
本
巻
第
九
「
敦

盛
最
期
」）
と
あ
る
が
、
そ
れ
を
赤
地
に
金
色
の
日
輪
を
描
い
た
扇
（
下
線
部
②
）

と
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
原
典
か
ら
飛
躍
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
敦
盛

と
直
実
の
姿
は
近
世
以
来
、
絵
画
や
芸
能
な
ど
の
視
覚
的
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
扱

わ
れ
て
き
た
典
型
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
訳
者
は
、『
源
平
盛
衰
記
』
や
『
平
家

物
語
』
に
淵
源
を
も
つ
、
加
工
さ
れ
た
膨
大
な
数
の
作
品
群
が
近
世
以
来
培
っ
て

き
た
理
解
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
あ
て
は
め
な
が
ら
物
語
の
本

文
を
読
み
、
英
文
と
し
て
語
り
な
お
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
読
者
が
多
く
の
関
連
情
報
を
す
で
に
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
比
す

る
と
む
し
ろ
物
語
に
は
限
ら
れ
た
情
報
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
関
係
が
成

り
立
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
関
係
は
、
先
の
義
経
一
行
の
「
勧
進
帳
」
に
関
す
る

理
解
に
も
通
じ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
決
し
て
特
殊
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
明
治
二
十
年
代
半
ば
、
読
者
は
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰

記
』
か
ら
ど
の
よ
う
な
内
容
を
読
み
と
っ
た
の
か
。
そ
の
具
体
相
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
自
ら
の
既
得
知
識
を
駆
使
し
て
本
文
の
記
載
内
容
を
補
足
し
な
が
ら
読
む
と

い
う
形
を
確
認
し
た
今
、
軍
記
物
語
の
本
文
解
釈
の
あ
り
よ
う
が
こ
の
当
時
な

お
、
必
ず
し
も
決
ま
っ
た
形
を
と
っ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
受
け
止
め
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。

こ
う
し
た
読
み
か
た
は
、
読
者
の
側
に
多
様
な
関
連
知
識
が
あ
れ
ば
こ
そ
可
能

と
な
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
初
学
の
子
ど
も
に
は
で
き
な
い
営
み
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
が
、
英
語
学
習
の
〈
教
材
〉
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と

を
勘
案
し
て
も
、『
少
年
園
』
や
『
日
本
之
少
年
』
が
高
め
の
年
齢
層
を
読
者
と

し
て
想
定
し
た
雑
誌
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
想
起
さ
れ
て
よ
い
。
そ
う
し

た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
多
く
の
軍
記
物
語
に
根
ざ
し
た
話
題
は
低
年
齢
の
こ

ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
親
し
ん
で
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
こ
で
扱

わ
れ
る
人
物
や
出
来
事
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
他
（
た
と
え
ば
戦
国
期
や
近
世
の

武
将
、
著
名
人
た
ち
）
と
区
別
さ
れ
て
特
別
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
種
々
の
関
連
知
識
と
渾
然
一
体
と
な
っ
て
融
合
し
な
が
ら
受
け
止
め
ら
れ

て
い
た
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。
そ
う
し
た
読
者
側
の
理
解
の
あ
り
よ
う
は
、

必
然
的
に
物
語
の
読
ま
れ
か
た
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

物
語
を
と
り
ま
く
諸
知
識
の
ゆ
る
や
か
な
、
し
か
し
き
わ
め
て
豊
か
な
連
関
が
明

治
二
十
年
代
半
ば
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
こ
こ
で
は
確
か
め
て
お
き
た
い
。

な
お
、
翻
訳
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
軍
記
物
語
関
連
話
と
い
う
観
点
か
ら
、
も
う

ひ
と
つ
の
課
題
を
見
定
め
て
お
き
た
い
。『
日
本
之
少
年
』
第
二
巻
第
十
四
号
（
明

治
二
十
三
年
七
月
十
五
日
刊
）
の
「
叢
譚
」
欄
に
、「
批
評
」
と
し
て
新
刊
書
が

三
点
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

○
伊
勢
の
三
郎
（
英
文
、
神
田
南
乗
物
町
吉
岡
書
店
寄
送
）

伊
勢
の
三
郎
義
盛
。
上
野
岩
花
の
隠
家
に
於
い
て
、
初
め
て
源
九
郎
義
経
に

出
遇
ひ
。
其
武
勇
の
程
に
敬
服
し
て
遂
ひ
に
主
従
の
契
を
結
ぶ
一
段
を
。
平

易
流
暢
な
る
英
文
を
以
つ
て
物
し
た
る
も
の
な
り
。
英
文
学
の
志
想
発
達
の

今
日
。
少
年
学
生
休
暇
中
の
好
伴
侶
と
云
ふ
可
し
。
殊
に
其
製
本
の
体
裁
。

価
格
の
廉
。
二
つ
な
が
ら
便
利
至
極
な
り
。

『
伊
勢
の
三
郎
』
と
題
さ
れ
た
本
書
自
体
は
未
見
だ
が
、
内
容
は
右
の
記
事
か

ら
推
測
で
き
よ
う
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
が
「
英
文
」
の
著
作
物
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
当
時
、「
英
文
学
の
志
想
発
達
の
今
日
。
少
年
学
生
休
暇
中
の
好

伴
侶
と
云
ふ
可
し
」（
傍
線
部
）
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
時
代
感
覚
が
あ
り
、
そ

れ
に
応
ず
る
形
で
、
軍
記
物
語
に
根
ざ
し
た
話
題
が
選
ば
れ
て
英
語
そ
の
他
の
外

国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
例
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
先
に

『
日
本
之
少
年
』
や
『
少
年
園
』
に
み
た
諸
事
例
は
、
そ
れ
ら
と
併
せ
て
、
よ
り

広
い
視
野
の
も
と
で
そ
の
意
義
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う　

（
（（
（

。
こ
の
点
は
、

軍
記
物
語
の
翻
訳
史　

（
（（
（

と
も
関
わ
っ
て
、
今
後
の
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
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る
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五　

投
稿
作
文
欄
に
み
る
軍
記
物
語
関
連
記
事

続
い
て
、『
日
本
之
少
年
』
の
投
稿
作
文
欄
に
現
れ
る
軍
記
物
語
関
連
記
事
を

見
渡
し
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
分
析
を
加
え
て
い
こ
う
。

『
日
本
之
少
年
』
創
刊
号
の
緒
言
に
、

「
日
本
之
少
年
」�

は
広
く
学
生
の
起
草
に
係
る
論
文
の
投
寄
を
容
れ
以
て
我

少
年
の
智
識
の
程
度
を
表
示
す
る
を
力
む
べ
し

と
あ
っ
た
よ
う
に
、
同
誌
で
は
創
刊
当
初
か
ら
投
稿
作
文
欄
が
設
け
ら
れ
、
以
下

各
号
に
読
者
の
作
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
っ
た
。
欄
名
は
「
投
書
」（
第
一
巻
第
一

号
）、「
寄
書
」（
同
第
三
号
）、「
群
芳
摘
華
」（
同
第
七
号
）、「
群
芳
摘
萃
」（
同

第
八
号
）、「
群
芳
集
華
」（
同
第
九
号
～
）、「
群
芳
集
萃
」（
同
第
十
四
号
～
）、「
群

芳
集
華
」（
第
三
巻
第
一
号
～
）、「
芳
苑
蒐
萃
」（
第
四
巻
第
一
号
～
）、「
寄
書
」

（
同
第
十
四
号
～
）、「
小
文
学
」（
第
五
巻
第
一
号
～
）、「
詞
林
拾
芳
」（
第
六
巻

第
一
号
～
）
と
折
々
に
変
化
し
た
が
、
全
期
間
を
通
じ
て
全
国
各
地
か
ら
の
投
稿

作
文
が
掲
載
さ
れ
続
け
た
。
投
稿
作
文
欄
の
盛
況
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
他
誌
と

も
連
動
し
た
、
こ
の
時
期
に
普
遍
的
と
も
い
え
る
動
向
だ
が　

（
（（
（

、『
日
本
之
少
年
』

の
場
合
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
る
べ
く
、
明
治
二
十
三
年
の
号
外
で
本
誌
に

掲
載
し
き
れ
な
い
投
稿
作
文
を
掲
載
し
た
『
少
年
学
術
共
進
会
』
を
発
行
し
た
の

ち
、
こ
れ
が
独
立
し
た
投
稿
作
文
雑
誌
と
し
て
刊
行
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
思
い
返
し
て
お
こ
う
。

投
稿
作
文
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
軍
記
物
語
に
関
わ
る

人
物
や
事
件
を
扱
っ
た
も
の
も
少
な
か
ら
ず
見
い
だ
せ
る
。
そ
こ
に
は
、
当
時
の

子
ど
も
た
ち
が
持
っ
て
い
た
理
解
を
示
す
、
興
味
深
い
実
態
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
軍
記
物
語
を
め
ぐ
る
明
治
期
の
文
化
環
境
に
読
者
大
衆
の
側
か
ら
光
を
あ
て

る
意
味
で
も
、
投
稿
欄
に
掲
載
さ
れ
た
数
多
く
の
作
文
は
重
要
な
分
析
対
象
と
な

る
。な

お
、
当
時
の
投
稿
作
文
は
「
文
範
主
義
」、
す
な
わ
ち
文
範
・
名
家
文
集
等

に
基
づ
く
「
文
章
模
型
に
よ
る
形
態
模
倣
」
だ
と
評
さ
れ
て
い
る　

（
（（
（

。
そ
う
し

た
意
味
で
、
投
稿
者
の
個
性
を
ど
こ
ま
で
認
め
う
る
の
か
、
そ
の
厳
密
な
判
定
は

難
し
い
。
し
か
し
、
本
稿
の
ね
ら
い
は
文
芸
的
な
個
性
を
発
見
し
た
り
、
文
学
史

的
に
評
価
し
た
り
す
る
こ
と
に
は
な
い
。
没
個
性
的
で
あ
る
と
い
う
投
稿
群
の
特

徴
は
、
当
時
の
常
識
的
理
解
を
探
ろ
う
と
す
る
際
に
は
か
え
っ
て
好
都
合
で
さ
え

あ
る
。

こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
模
範
文
例
を
通
し
て
文
章
の
型
を
学
ぶ
こ
と
で
、
そ
こ
に

内
包
さ
れ
た
思
想
や
事
実
認
識
、
思
考
法
等
を
も
自
然
に
身
に
つ
け
て
い
く
と
い

う
学
習
効
果
に
こ
そ
注
目
し
た
い
。
投
稿
欄
に
掲
載
さ
れ
た
作
文
は
個
々
に
独
立

し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
多
く
集
め
ら
れ
た
誌
面
を
、
読
者
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
が
ま
と
め
て
読
む
体
験
を
各
号
ご
と
に
積
み
重
ね
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
意
義

を
受
け
止
め
た
い
。
の
ち
に
言
及
す
る
よ
う
に
、
軍
記
物
語
関
連
の
話
題
へ
の
理

解
に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
均
衡
が
確
か
に
成
り
立
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
期
の
児
童
・
少
年
雑
誌
各
誌
に
設
け
ら
れ
た
投
稿
作
文
欄
に
は
、
膨
大
な

量
の
作
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
軍
記
物
語
関
連
記
事
だ
け
を
と
っ

て
も
、
容
易
に
は
把
握
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
総
量
に
及
ぶ
。
今
後
の
継
続
的
な
検

討
を
期
し
つ
つ
、
本
稿
で
は
以
下
、『
日
本
之
少
年
』
の
投
稿
作
文
を
い
く
つ
か

の
観
点
か
ら
分
析
し
た
結
果
を
記
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）
関
連
投
稿
作
文
の
概
観

ま
ず
は
『
日
本
之
少
年
』
の
投
稿
作
文
欄
に
掲
載
さ
れ
た
、
軍
記
物
語
関
連
の

作
文
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
表
１
は
そ
れ
ら
の
情
報
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
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表
１
　『
日
本
之
少
年
』
投
稿
作
文
欄
に
み
る
軍
記
物
語
関
連
記
事

巻
号
刊
行
月
日

欄
名

記
事
題
名

文
種
別
投
稿
者
住
所

投
稿
者
名

年
齢
・
学
年
掲
載
頁

内
容
注
記
・
備
考

明
治
22年

1
7

5/15
群

芳
摘

華
児

島
高

徳
桜

樹
ニ

書
ス

ル
ノ

図
ニ

題
ス

千
葉

板
倉

敬
二

郎
13

40
1

8
6/3

群
芳

摘
萃

足
利

尊
氏

論
三

重
品

川
直

13
39

1
8

6/3
群

芳
摘

萃
源

三
位

頼
政

ノ
智

能
ヲ

記
ス

千
葉

笠
原

明
11

40
1

8
6/3

群
芳

摘
萃

記
源

義
経

陥
一

谷
兵

庫
水

越
成

美
43

1
9

6/18
群

芳
集

華
題

楠
公

桜
井

駅
決

別
図

漢
文

新
潟

山
崎

柳
塘

35
1

12
8/1

群
芳

集
華

題
佐

々
木

高
綱

宇
治

川
図

漢
文

越
前

平
野

太
郎

41
1

13
8/15

群
芳

集
華

書
腰

越
状

後
漢

文
越

前
平

野
主

耕
37

1
14

9/1
群

芳
集

萃
題

楠
公

図
漢

文
義

慶
34

1
14

9/1
群

芳
集

萃
新

田
義

貞
論

漢
文

新
潟

尾
田

量
助

13
34

1
15

9/15
群

芳
集

萃
書

楠
公

碑
本

後
漢

文
千

葉
河

合
鎮

三
郎

15
30

1
15

9/15
群

芳
集

萃
藤

原
藤

房
論

安
房

小
川

梅
次

32
1

17
10/15

群
芳

集
萃

書
楠

公
伝

後
漢

文
福

井
平

野
太

郎
26

1
17

10/15
群

芳
集

萃
記

直
実

敦
盛

事
漢

文
東

京
菅

谷
政

恭
27

1
18

11/1
群

芳
集

萃
謁

新
田

公
墓

記
漢

文
福

井
平

野
太

郎
34-35

1
18

11/1
群

芳
集

萃
源

義
経

論
漢

文
山

梨
矢

田
部

雅
造

尋
常

中
学

2
36

1
18

11/1
群

芳
集

萃
頼

朝
論

群
馬

中
村

藤
二

12・
高

等
3

39
1

19
11/15

群
芳

集
萃

源
義

経
論

漢
文

東
京

菅
谷

政
恭

高
等

4
29-30

1
19

11/15
群

芳
集

萃
源

頼
政

論
新

潟
斎

田
一

郎
32

1
19

11/15
群

芳
集

萃
青

砥
藤

綱
銭

ヲ
拾

フ
事

ヲ
記

ス
菅

谷
た

ま
高

等
1

34
1

20
12/1

群
芳

集
萃

遊
金

山
記

群
馬

小
島

だ
い

子
40

新
田

神
社

に
言

及
明
治
23年

2
1

1/1
群

芳
集

萃
平

重
盛

漢
詩

飛
騨

森
袖

水
68-69

2
2

1/15
群

芳
集

萃
旭

将
軍

漢
詩

常
陸

佐
藤

房
蔵

54
木

曾
義

仲
2

2
1/15

群
芳

集
萃

読
外

史
平

氏
論

賛
茨

城
佐

藤
房

二
67

2
2

1/15
群

芳
集

萃
青

砥
藤

綱
滑

川
ニ

銭
ヲ

拾
シ

ハ
益

ナ
シ

上
総

相
澤

広
吉

・
麻

生
終

蔵
・

仝
長

造
69

2
2

1/15
群

芳
集

萃
源

義
経

論
肥

後
梅

田
末

彦
71

2
3

2/1
群

芳
集

萃
益

あ
り

〳
〵藤

綱
が

滑
川

の
一

事
越

後
須

藤
光

久
65

2
3

2/1
群

芳
集

萃
紀

藤
房

諫
龍

馬
事

岩
手

大
森

繁
67-68

2
4

2/15
群

芳
集

萃
題

楠
公

決
別

図
福

島
日

下
部

正
65

2
4

2/15
群

芳
集

萃
損

な
り

〳
〵藤

綱
が

滑
川

の
事

（
駁

須
藤

光
久

氏
の

説
）

名
古

屋
林

与
吉

67-68
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2
4

2/15
群

芳
集

萃
読

青
低

藤
綱

宮
城

遠
藤

圓
五

郎
68

2
4

2/15
群

芳
集

萃
相

澤
広

吉
君

ニ
一

言
ス

石
井

右
力

68-69
青

砥
藤

綱
の

こ
と

。
参

照
2-2

2
4

2/15
群

芳
集

萃
下

総
三

賢
相

澤
。

麻
生

。
麻

生
。

君
ニ

告
ゲ

併
セ

テ
大

方
少

年
諸

氏
ニ

香
川

佐
藤

久
綱

69
青

砥
藤

綱
の

こ
と

。
参

照
2-2

2
5

3/1
群

芳
集

萃
平

薩
州

眠
花

図
漢

詩
薩

摩
西

田
英

世
60

2
5

3/1
群

芳
集

萃
青

砥
藤

綱
滑

川
撈

銭
之

事
ヲ

論
ズ

東
京

山
田

生
63-65

参
照

2-2
2

6
3/15

群
花

集
萃

常
磐

雪
行

新
体

詩
薩

摩
美

庵
み

ふ
・

仝
す

み
61

2
8

4/15
群

芳
集

萃
備

後
三

郎
題

詩
図

漢
詩

高
知

坂
本

重
倫

52
2

8
4/15

群
芳

集
萃

備
後

三
郎

書
桜

樹
図

漢
詩

常
陸

枝
川

勇
吉

52
2

8
4/15

群
芳

集
萃

楠
廷

尉
漢

詩
金

沢
遠

田
克

巳
52

2
8

4/15
群

芳
集

萃
信

濃
少

年
諸

君
ニ

一
言

ス
長

野
・

松
本

大
日

向
千

年
73-74

木
曾

義
仲

に
言

及
2

10
5/15

群
芳

集
萃

湊
川

漢
詩

桜
雲

石
沢

発
身

59
2

10
5/15

群
芳

集
萃

常
磐

雪
行

漢
詩

柴
田

孝
太

郎
59

2
10

5/15
群

芳
集

萃
静

奏
舞

図
漢

詩
深

野
英

一
59

2
10

5/15
群

芳
集

萃
源

義
経

漢
詩

美
濃

高
井

幸
次

郎
59

2
10

5/15
群

芳
集

萃
源

義
経

漢
詩

美
濃

武
藤

百
峯

59
2

12
6/15

群
芳

集
萃

八
幡

公
過

勿
来

関
図

漢
詩

武
蔵

小
林

鍋
一

郎
66

2
12

6/15
群

芳
集

萃
経

古
戦

場
漢

詩
迂

成
66

湊
川

に
言

及
2

12
6/15

群
芳

集
萃

小
督

祠
漢

詩
東

京
深

野
英

一
67

2
12

6/15
群

芳
集

萃
静

奏
曲

図
漢

詩
東

京
柴

田
孝

太
郎

67
2

12
6/15

群
芳

集
萃

湊
川

懐
古

和
歌

薩
摩

石
塚

才
助

67
2

18
9/10

群
芳

集
萃

謁
楠

公
廟

謹
偈

賦
漢

詩
尾

張
湯

本
庸

67
2

18
9/10

群
芳

集
萃

四
条

畷
懐

古
漢

詩
尾

張
湯

本
庸

67
2

18
9/10

群
芳

集
萃

壇
浦

懐
古

漢
詩

周
防

高
橋

静
記

67
2

18
9/10

群
芳

集
萃

源
頼

政
和

歌
周

防
高

橋
静

記
67

2
20

10/15
群

芳
集

萃
信

濃
人

之
特

色
長

野
北

村
志

津
男

77-78
木

曾
義

仲
に

言
及

2
21

11/1
群

芳
集

萃
児

島
高

徳
長

歌
長

谷
川

淳
68

2
23

12/1
群

芳
集

萃
鎌

倉
懐

古
漢

詩
長

門
原

氏
顕

67
源

頼
朝

墓
に

言
及

2
23

12/1
群

芳
集

萃
楠

公
訣

別
図

漢
詩

友
谷

處
士

68
2

23
12/1

群
芳

集
萃

短
文

三
章

（
一

）
雨

村
久

清
氏

ノ
陋

見
茅

台
山

岡
米

華
79-80

児
島

高
徳

・
太

平
記

に
言

及
2

24
12/15

群
芳

集
萃

楠
公

和
歌

坂
本

真
澄

70
2

24
12/15

群
芳

集
萃

小
楠

公
和

歌
坂

本
真

澄
70
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備
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明
治
24年

3
2

1/15
群

芳
集

華
鎌

倉
江

ノ
島

修
学

旅
行

記
東

京
長

井
勇

尋
常

中
学

校
70-73

3
3

2/1
群

芳
集

華
袈

裟
の

伝
を

読
み

て
野

川
喜

一
77

「
筆

の
す

さ
び

」
欄

3
4

2/15
群

芳
集

華
関

東
男

児
に

告
ぐ

下
野

君
島

吹
路

76
「

鎌
倉

氏
」

に
よ

る
平

家
滅

亡
等

に
言

及
3

8
4/15

群
芳

集
華

八
代

紀
行

鎮
西

乾
々

子
65-67

懐
良

親
王

に
言

及
3

11
6/1

群
芳

集
華

佐
渡

相
川

町
ノ

景
況

佐
渡

松
田

作
三

郎
70-71

順
徳

天
皇

・
日

野
資

朝
に

言
及

3
18

9/15
芳

苑
蒐

萃
江

島
日

記
板

倉
勝

明
68-69

腰
越

万
福

寺
、

鎌
倉

宮
、

頼
朝

・
広

元
の

墓
、

滑
川

、
北

条
腹

切
櫓

等
に

言
及

明
治
25年

4
2

1/15
芳

苑
蒐

萃
熊

谷
寺

謁
蓮

生
坊

墓
漢

詩
信

州
広

沼
凸

津
47

4
6

3/15
芳

苑
蒐

萃
過

篠
原

古
戦

場
漢

詩
東

京
中

村
聖

作
45-46

斎
藤

実
盛

4
6

3/15
芳

苑
蒐

萃
源

義
家

漢
詩

信
濃

松
本

花
山

生
46-47

4
6

3/15
芳

苑
蒐

萃
古

戦
場

和
歌

備
中

小
阪

寿
太

47
屋

島
合

戦
に

言
及

4
6

3/15
芳

苑
蒐

萃
源

義
朝

の
不

幸
を

悲
む

の
余

り
詩

山
梨

井
沢

尾
茂

吉
47-48

4
10

5/15
芳

苑
蒐

萃
勾

当
内

侍
宇

都
宮

増
淵

岩
三

郎
40

4
10

5/15
芳

苑
蒐

萃
楠

公
和

歌
中

西
橋

太
郎

44
4

10
5/15

芳
苑

蒐
萃

三
芳

野
長

歌
野

村
古

梅
44

義
経

と
静

4
11

6/1
芳

苑
蒐

萃
北

条
氏

滅
亡

の
史

を
読

む
埼

玉
筒

井
浩

48
4

13
7/1

寄
書

備
後

三
郎

漢
詩

安
房

島
田

安
治

49
児

島
高

徳
4

14
7/15

寄
書

俊
寛

僧
都

和
歌

姫
路

剛
田

は
る

子
47

4
14

7/15
寄

書
吉

野
山

和
歌

倉
本

慎
平

48
4

14
7/15

寄
書

古
来

吾
帝

国
一

偉
人

な
き

乎
福

島
権

田
貢

49-50
楠

正
成

に
言

及
4

15
8/1

寄
書

西
遊

紀
行

小
西

愛
花

49-50
須

磨
寺

宝
物

・
平

敦
盛

に
言

及
4

16
8/15

寄
書

芳
山

懐
古

漢
詩

南
和

藤
原

清
蔵

48
後

醍
醐

天
皇

陵
に

言
及

4
17

9/1
寄

書
篠

原
の

池
播

磨
龍

峯
仙

士
48

斎
藤

実
盛

4
18

9/15
寄

書
静

女
怨

漢
詩

長
門

岡
正

次
43

4
18

9/15
寄

書
楠

正
行

和
歌

飛
騨

蒲
水

門
43

4
18

9/15
寄

書
源

頼
朝

詩
越

後
小

黒
民

治
43

4
18

9/15
寄

書
弁

慶
糊

ヲ
練

ル
図

ヲ
観

テ
感

ア
リ

愛
知

竹
沢

義
雄

44
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4
19

10/1
寄

書
短

文
一

編
東

京
鉄

胆
児

50
日

本
外

史
・

青
砥

藤
綱

に
言

及
4

20
10/15

寄
書

書
写

山
に

ニ
登

ル
記

兵
庫

高
浜

周
宝

中
学

46
弁

慶
に

言
及

4
20

10/15
寄

書
楠

正
行

和
歌

薩
摩

高
味

才
次

49
4

21
11/1

寄
書

日
野

阿
新

丸
詩

東
京

加
藤

一
郎

47
4

21
11/1

寄
書

如
意

輪
堂

の
扉

に
題

す
東

京
績

川
子

國
學

院
51

4
23

12/1
寄

書
以

仁
王

和
歌

下
野

永
井

の
ぶ

子
43

4
23

12/1
寄

書
足

利
尊

氏
和

歌
下

野
永

井
の

ぶ
子

43
4

23
12/1

寄
書

安
徳

天
皇

和
歌

下
野

永
井

の
ぶ

子
43

4
23

12/1
寄

書
小

楠
公

和
歌

石
見

内
田

一
蓑

44
4

23
12/1

寄
書

看
残

菊
有

感
瀧

の
屋

凉
城

47
承

久
の

宗
行

、
元

徳
の

俊
基

に
言

及
4

23
12/1

寄
書

看
残

菊
有

感
長

野
小

林
晤

山
48

楠
家

に
言

及
4

23
12/1

寄
書

看
残

菊
有

看
東

播
鶯

句
房

小
史

48
新

田
、

楠
に

言
及

4
23

12/15
寄

書
俊

傑
之

神
算

東
京

筒
井

総
山

38-39
義

経
、

重
盛

に
言

及
明
治
26年

5
1

1/1
小

文
学

詠
史

漢
詩

東
京

晩
香

亭
主

人
67

湊
川

に
言

及
5

1
1/1

小
文

学
壇

浦
懐

古
漢

詩
東

京
前

田
重

岳
67

5
1

1/1
小

文
学

題
楠

公
訣

児
図

漢
詩

武
陽

萩
原

堯
春

67-68
5

1
1/1

小
文

学
剣

豈
ニ

一
人

ノ
敵

ナ
ラ

ン
ヤ

佐
世

保
東

洋
之

猿
73

源
義

経
に

言
及

5
2

1/15
小

文
学

詠
史

神
奈

川
宇

野
元

次
郎

79
湊

川
に

言
及

5
2

1/15
小

文
学

平
忠

盛
和

歌
井

本
金

之
輔

79
「

平
忠

度
」

の
誤

り
5

2
1/15

小
文

学
源

頼
朝

和
歌

近
江

菅
克

巳
80

5
3

2/1
小

文
学

明
治

廿
五

年
鎌

倉
地

方
遠

足
ノ

記
東

京
本

野
亭

尋
常

中
学

校
70-72

5
4

2/15
小

文
学

明
治

廿
五

年
鎌

倉
地

方
遠

足
ノ

記
（

承
前

）
東

京
本

野
亭

尋
常

中
学

校
75-76

5
4

2/15
小

文
学

詠
史

漢
詩

金
沢

宇
野

元
次

郎
77

児
島

高
徳

5
4

2/15
小

文
学

楠
公

漢
詩

越
後

飯
吉

富
士

太
郎

77
5

4
2/15

小
文

学
過

須
磨

漢
詩

東
京

前
田

一
川

78
一

の
谷

合
戦

古
蹟

5
4

2/15
小

文
学

桜
井

の
駅

和
歌

東
京

江
島

吾
三

郎
78

楠
正

成
・

正
行

5
4

2/15
小

文
学

楠
正

成
和

歌
遠

江
松

下
純

一
79

5
4

2/15
小

文
学

「
英

雄
の

末
路

悲
し

や
衣

川
」

俳
句

信
濃

倉
島

79
5

5
3/1

小
文

学
笠

置
山

懐
古

和
歌

甲
斐

雨
宮

忠
佶

59
5

5
3/1

小
文

学
飾

磨
浦

ニ
遊

ブ
記

兵
庫

高
濱

鼎
63-64

源
頼

朝
に

言
及
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巻
号
刊
行
月
日

欄
名

記
事
題
名

文
種
別
投
稿
者
住
所

投
稿
者
名

年
齢
・
学
年
掲
載
頁

内
容
注
記
・
備
考

5
6

3/15
小

文
学

至
誠

論
西

村
一

徹
59

楠
公

に
言

及
5

6
3/15

小
文

学
吹

か
ぬ

前
の

法
螺

翁
齋

妻
蘭

61-62
足

利
尊

氏
に

言
及

5
6

3/15
小

文
学

常
磐

雪
行

図
漢

詩
金

沢
宇

野
元

次
郎

68
5

7
4/1

小
文

学
小

松
公

和
歌

熊
本

木
村

篤
次

郎
73

平
重

盛
5

9
5/1

小
文

学
行

月
瀬

記
快

々
憂

人
掬

翠
子

55-57
後

醍
醐

天
皇

・
笠

置
山

に
言

及
5

9
5/1

小
文

学
香

川
行

愛
媛

森
本

樵
作

57-58
崇

徳
院

・
琴

平
に

言
及

5
10

5/15
小

文
学

屹
度

申
渡

ス
条

々
山

口
河

村
唯

三
55-56

修
羅

府
大

学
校

体
操

教
員

を
し

て
い

る
弁

慶
の

代
筆

と
い

う
設

定
5

10
5/15

小
文

学
平

忠
度

漢
詩

信
州

宮
坂

斌
59

5
10

5/15
小

文
学

題
常

盤
携

三
子

図
漢

詩
青

山
有

川
柳

仙
59

5
10

5/15
小

文
学

謁
楠

公
碑

漢
詩

東
播

鶯
句

房
小

史
60

5
10

5/15
小

文
学

楠
公

訣
別

図
漢

詩
西

村
孤

蝶
60

5
10

5/15
小

文
学

湊
川

懐
古

和
歌

神
戸

桝
谷

米
一

61
5

10
5/15

小
文

学
名

和
長

年
和

歌
三

河
久

田
咲

太
郎

63
5

11
6/1

小
文

学
六

年
ぶ

り
の

面
会

南
山

掬
翠

生
49-52

福
引

景
品

。
頼

朝
公

愛
馬

・
平

氏
に

言
及

5
13

7/1
小

文
学

楠
公

和
歌

熊
本

白
梅

軒
79

5
13

7/1
小

文
学

平
泉

古
館

よ
り

東
圃

を
な

が
め

て
和

歌
岩

手
桃

牛
子

80
5

17
9/1

小
文

学
把

酒
祭

北
畠

公
霊

漢
詩

鈴
木

靖
61

5
17

9/1
小

文
学

不
平

心
ヲ

論
ズ

美
作

原
田

徳
之

助
75-76

平
将

門
に

言
及

5
17

9/1
小

文
学

安
宅

関
ノ

義
経

主
従

中
越

斎
賀

荘
洲

子
78

5
18

9/15
小

文
学

小
楠

公
和

歌
東

肥
野

々
邨

肇
70

5
18

9/15
小

文
学

『
安

宅
関

ノ
義

経
主

従
』

ニ
就

テ
羽

陽
三

浦
天

外
75-76

参
照

5-17
5

18
9/15

小
文

学
安

宅
関

ノ
義

経
主

従
ニ

付
テ

荘
洲

兄
ニ

答
フ

大
阪

大
江

多
蔵

78
参

照
5-17

5
19

10/1
小

文
学

斉
賀

荘
洲

子
ニ

答
フ

神
戸

野
間

亀
治

郎
58

参
照

5-17　
義

経
安

宅
関

5
19

10/1
小

文
学

高
徳

朝
臣

長
歌

肥
後

木
村

翠
菊

子
72

5
21

11/1
小

文
学

九
十

歳
近

江
幽

花
子

80
太

平
記

平
家

物
語

保
元

平
治

物
語

を
暗

記
5

22
11/15

小
文

学
滞

函
雑

言
煙

村
山

根
良

吉
61-65

箱
根

・
曽

我
兄

弟
墓

に
言

及
5

22
11/15

小
文

学
義

貞
和

歌
滋

賀
菅

克
巳

67
5

22
11/15

小
文

学
庭

の
教

へ
上

毛
古

池
庵

主
人

80
義

経
・

弁
慶

に
言

及
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巻
号
刊
行
月
日

欄
名

記
事
題
名

文
種
別
投
稿
者
住
所

投
稿
者
名

年
齢
・
学
年
掲
載
頁

内
容
注
記
・
備
考

明
治
27年

6
1

1/1
詞

林
拾

芳
源

頼
政

東
京

上
野

春
樹

66
6

1
1/1

詞
林

拾
芳

平
清

盛
論

漢
文

大
阪

笹
山

正
次

71
6

4
2/15

詞
林

拾
芳

護
良

親
王

論
漢

文
芸

州
佐

々
木

俊
夫

70
6

4
2/15

詞
林

拾
芳

源
頼

朝
論

東
京

安
藤

生
75

6
7

4/1
詞

林
拾

芳
平

知
盛

和
歌

谷
島

喜
四

郎
66

6
7

4/1
詞

林
拾

芳
宜

し
く

特
性

に
従

ふ
べ

し
薩

摩
萩

原
彦

熊
71-73

楠
公

父
子

に
言

及
6

10
5/15

詞
林

拾
芳

備
後

三
郎

漢
詩

兵
庫

水
越

竹
南

64
児

島
高

徳
6

10
5/15

詞
林

拾
芳

宿
芳

野
漢

詩
兵

庫
水

越
竹

南
64

後
醍

醐
天

皇
陵

6
11

6/1
詞

林
拾

芳
義

光
朝

臣
和

歌
東

京
上

野
春

樹
58

6
11

6/1
詞

林
拾

芳
小

旅
行

山
城

波
城

生
74

平
等

院
・

源
頼

政
・

足
利

又
太

郎
に

言
及

6
12

6/15
詞

林
拾

芳
芳

野
懐

古
漢

詩
東

京
山

本
探

童
76

後
醍

醐
天

皇
陵

6
15

8/1
詞

林
拾

芳
日

金
山

に
上

る
記

武
州

関
忠

三
郎

64-65
日

金
の

地
蔵

堂
に

言
及

6
15

8/1
詞

林
拾

芳
鎌

倉
懐

古
東

京
加

藤
益

次
郎

68
源

頼
朝

・
実

朝
に

言
及

6
16

8/15
詞

林
拾

芳
楠

正
成

和
歌

北
信

柳
里

常
英

子
68

6
16

8/15
詞

林
拾

芳
護

良
親

王
和

歌
北

信
杉

村
仙

客
子

68
6

16
8/15

詞
林

拾
芳

新
田

義
貞

和
歌

愛
知

箕
浦

現
遵

69
6

16
8/15

詞
林

拾
芳

遠
藤

武
者

　
剣

舞
歌

剣
舞

歌
伊

豫
余

吾
闇

雲
子

69-70
文

覚
6

16
8/15

詞
林

拾
芳

須
磨

懐
古

漢
詩

赤
浦

漁
人

70
平

敦
盛

6
19

10/1
詞

林
拾

芳
鎌

倉
懐

古
漢

詩
東

京
溝

口
和

73
源

頼
朝

墓
に

言
及

6
19

10/1
詞

林
拾

芳
巴

御
前

詩
埼

玉
武

井
勝

蔵
74

6
19

10/1
詞

林
拾

芳
嵯

峨
の

琴
の

ね
詩

磐
城

吉
野

甫
74-75

小
督

・
高

階
仲

国
6

19
10/1

詞
林

拾
芳

小
督

漢
詩

尾
張

箕
浦

現
遵

75
6

19
10/1

詞
林

拾
芳

古
戦

場
に

郭
公

を
聞

き
て

和
歌

甲
斐

三
神

美
雄

77
屋

島
6

20
10/15

詞
林

拾
芳

八
幡

公
過

勿
来

関
図

漢
詩

金
沢

宇
野

香
荘

74
源

義
家

6
21

11/1
詞

林
拾

芳
備

後
三

郎
詩

札
幌

狩
川

漁
隠

73-74
児

島
高

徳
6

22
11/15

詞
林

拾
芳

古
戦

場
虫

和
歌

武
陽

大
畑

省
輔

67
小

手
指

原
6

22
11/15

詞
林

拾
芳

常
盤

抱
三

子
図

漢
詩

相
模

天
行

生
69

6
24

12/15
詞

林
拾

芳
源

頼
政

ノ
墓

側
ヲ

過
グ

波
城

生
51-52

注
　

�「
文

種
別

」
に

は
記

入
が

な
い

の
は

普
通

文
で

あ
る

。
「

投
稿

者
住

所
」

は
判

明
す

る
も

の
の

み
を

県
・

旧
国

名
レ

ベ
ル

を
基

本
と

し
て

記
し

た
。

「
年

齢
・

学
年

」
は

明
示

さ
れ

て
い

る
も

の
の

み
を

記
し

た
。
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こ
の
一
覧
表
を
熟
覧
す
る
だ
け
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
読
み
と
れ
る
が
、
本

稿
で
は
次
の
四
点
に
と
く
に
注
目
し
て
み
た
い
。

Ａ
．
人
物
を
論
じ
た
も
の

記
事
題
名
を
通
覧
す
る
と
、「
源
義
経
論
」「
頼
朝
論
」「
常
磐
雪
行
」
の
よ
う

に
、
軍
記
物
語
に
関
わ
る
人
物
を
主
題
と
す
る
文
章
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
人

物
へ
の
関
心
が
投
稿
者
た
ち
の
側
に
強
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
点
か
ら

も
確
認
で
き
る
。
本
稿
の
問
題
関
心
に
照
ら
す
と
、
ま
ず
は
、
あ
る
人
物
の
事
績

を
論
じ
よ
う
と
す
る
際
、
軍
記
物
語
が
ど
の
程
度
、
い
か
に
関
与
し
て
い
た
の
か

が
問
題
と
な
る　

（
（（
（

。

な
お
、
複
数
の
投
稿
者
か
ら
、
同
一
人
物
に
関
す
る
文
章
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

場
合
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
当
該
人
物
の
知
名
度
、
人
気
と
も
比
例
す

る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
他
誌
の
状
況
も
含
め
て
別
の
機
会
に
検
討
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

Ｂ
．「
絵
を
見
る
」
と
い
う
形
式
を
も
つ
も
の

「
題
佐
々
木
高
綱
宇
治
川
図
」（
第
一
巻
第
十
二
号
）、「
平
薩
州
眠
花
図
」（
第

二
巻
第
五
号
）、「
常
盤
抱
三
子
図
」（
第
六
巻
第
二
十
二
号
）
の
よ
う
に
、
軍
記

物
語
の
な
か
の
一
場
面
を
描
い
た
絵
を
見
て
、
そ
の
印
象
を
記
す
と
い
う
作
文
形

式
が
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
い
う
「
図
」
は
、
広
い
意
味
で

歴
史
画
と
呼
ん
で
よ
い
も
の
だ
ろ
う
が
、
大
和
絵
や
錦
絵
の
武
者
絵
の
よ
う
な
も

の
の
ほ
か
、
本
誌
を
は
じ
め
と
す
る
児
童
・
少
年
雑
誌
の
口
絵
も
含
ま
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
絵
と
向
き
あ
い
、
何
を
読

み
取
り
、
そ
こ
に
軍
記
物
語
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
か
が
問
題
と
な
る
。

Ｃ
．
論
戦
・
応
答
を
な
す
も
の

ひ
と
つ
の
投
稿
に
対
し
て
、
読
者
か
ら
反
論
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
論
戦
・
応

答
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
事
例
が
み
ら
れ
る
。「
筆
戦
」
と
呼
ば
れ
た
こ
う
し
た

現
象
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
生
じ
た
現
象
で
あ
る
が
、
投
稿

を
採
用
す
る
編
集
者
側
の
裁
量
が
そ
の
や
り
と
り
に
少
な
か
ら
ず
関
与
し
て
い
る

こ
と
は
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
う
し
た
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
で
文
章
力
や
思
考

方
法
を
鍛
え
る
と
い
う
学
習
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
読
者
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
関
心
を
引
く
よ
う
な
論
が
編
集
者
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論

戦
が
誌
面
に
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
話
題

は
そ
れ
だ
け
子
ど
も
た
ち
の
関
心
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
各

議
論
の
内
実
と
軍
記
物
語
と
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

Ｄ
．
郷
土
意
識
の
形
成
と
関
わ
る
も
の

「
謁
新
田
公
墓
記
」（
第
一
巻
第
十
八
号
）、「
遊
金
山
記
」（
同
第
二
十
号
）、「
信

濃
少
年
諸
君
ニ
一
言
ス
」（
第
二
巻
第
八
号
）、「
鎌
倉
江
ノ
島
修
学
旅
行
記
」（
第

三
巻
第
二
号
）、「
西
遊
紀
行
」（
第
四
巻
第
十
五
号
）
の
よ
う
に
、
軍
記
物
語
に

か
か
わ
る
諸
地
域
の
史
蹟
に
言
及
し
た
投
稿
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
に
底
流
す
る

意
識
と
、
投
稿
者
が
も
つ
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
意
識
や
郷
土
意
識
の
形
成
過
程

と
が
深
く
関
わ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
史
蹟
や
関
連
人
物
な
ど
を
顕
彰
す

る
心
性
が
培
わ
れ
て
い
く
な
か
で
、
軍
記
物
語
関
連
話
が
個
々
の
地
域
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
た
の
か
、
ま
た
軍
記
物
語
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
っ
た
の
か
。

そ
の
多
様
性
と
普
遍
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
ま
ず
は
求
め
ら
れ
よ
う
。

以
下
、
こ
れ
ら
四
点
に
つ
い
て
の
具
体
相
を
確
認
し
て
い
こ
う
と
思
う　

（
（（
（

。

（
２
）
人
物
を
論
じ
た
も
の―

―

源
頼
政
論
を
例
と
し
て

ま
ず
は
人
物
を
論
じ
た
事
例
の
具
体
相
を
み
て
い
こ
う
。
こ
こ
で
は
源
頼
政
に

関
す
る
投
稿
を
取
り
あ
げ
る
。

『
日
本
之
少
年
』
に
掲
載
さ
れ
た
頼
政
関
係
の
投
稿
は
次
の
六
点
で
あ
る
（
各

記
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
表
１
参
照
）。
頼
政
は
、
刊
行
当
初
か
ら
最
終
号
ま
で

扱
わ
れ
て
い
た
題
材
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

①
「
源
三
位
頼
政
ノ
智
能
ヲ
記
ス
」

　
　
　

第
一
巻
第
八
号　

明
治
二
十
二
年
六
月
三
日
刊
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②
「
源
頼
政
論
」

　
　
　

第
一
巻
第
十
九
号　

明
治
二
十
二
年
十
一
月
十
五
日
刊

③
「
源
頼
政
」

　
　
　

第
二
巻
第
十
八
号　

明
治
二
十
三
年
九
月
十
日
刊

④
「
源
頼
政
」

　
　
　

第
六
巻
第
一
号　

明
治
二
十
七
年
一
月
一
日
刊

⑤
「
小
旅
行
」

　
　
　

第
六
巻
第
十
一
号　

明
治
二
十
七
年
六
月
一
日
刊

⑥
「
源
頼
政
ノ
墓
側
ヲ
過
グ
」

　
　
　

第
六
巻
第
二
十
四
号　

明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日
刊

こ
の
う
ち
、
③
は
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
第
十
六
「
菖
蒲
前
事
」
に
基
づ
く
次
の

よ
う
な
和
歌
で
あ
る
。

あ
や
め
ひ
く
に
ご
り
し
心
な
か
り
せ
ば
雲
井
に
清
き
名
を
や
あ
ぐ
ら
ん

こ
の
話
自
体
は
、
す
で
に
近
世
の
こ
ろ
か
ら
『
源
平
盛
衰
記
』
か
ら
派
生
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
書
物
や
芸
能
、
絵
画
等
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
典
拠
を
特
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
一
覧
表
に
み
え
る
よ
う
に
、
軍
記
物
語
関

連
話
は
こ
の
例
に
限
ら
ず
歌
題
と
し
て
も
頻
繁
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
れ
は
近
世
以
来
の
詠
史
と
い
う
和
歌
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
営
み
の
一
様
態
と

み
な
し
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く　

（
（（
（

。

さ
て
、
①
は
、
治
承
元
年
（
安
元
三
年
）
の
い
わ
ゆ
る
御
輿
振
事
件
で
、
達
智

門
を
護
る
無
勢
の
頼
政
が
言
葉
を
も
っ
て
比
叡
山
の
僧
兵
た
ち
の
心
を
操
り
、
平

重
盛
が
大
勢
で
護
る
陽
明
門
へ
と
向
か
わ
せ
た
話
を
記
し
た
文
章
で
あ
る
。

○
源
三
位
頼
政
ノ
智
能
ヲ
記
ス

千
葉
県
下
総
国
千
葉

郡
作
草
分
校
温
習
生　

笠
原　

明　
十
一
年

六
ケ
月　
　

治
承
元
年
、
叡
山
ノ
僧
徒
、
神
輿
ヲ
擁
シ
テ
闕
ヲ
犯
ス
。
頼
政
ハ
達
智
門
ヲ

守
ル
。
僧
兵
来
リ
、
大
ニ
之
ヲ
攻
ム
。
頼
政
冑
ヲ
免
シ
下
リ
拝
シ
、
之
ニ
云

テ
曰
ク
、「
頼
政
ノ
山
神
ヲ
崇
ム
ル
、
年
ア
リ
。
不
幸
勅
ヲ
奉
ズ
。
敢
テ
弓

ヲ
関
テ
神
輿
ニ
向
ハ
ズ
。
昔
源
平
氏
並
ビ
、
朝
廷
ヲ
守
ル
。
保
元
以
降
ハ
平

氏
益
々
盛
ニ
シ
テ
、
源
氏
大
ニ
衰
フ
。
況
ン
ヤ
頼
政
ノ
老
憊
ヲ
以
テ
寡
兵
、

敝
甲
以
テ
公
等
ヲ
迎
フ
ニ
足
ラ
ズ
ト
。
左
近
衛
大
将
平
重
盛
大
ニ
兵
ヲ
以
テ

陽
明
門
ヲ
守
ル
。
彼
ヲ
避
ケ
テ
此
ヲ
攻
ム
、
勇
ト
云
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
公
等
、

之
ヲ
思
ヘ
」
ト
。
僧
兵
則
チ
陽
明
門
ニ
向
ヒ
、
敗
レ
還
ル
。
世
ニ
頼
政
ノ
智

能
ヲ
以
テ
琵
琶
ヲ
還
ス
ヲ
記
ス
。

〔
参
考
〕『
日
本
外
史
』
巻
之
二
・
源
氏
正
記
「
源
氏　

上　
（
（（
（

」

治
承
元
年
、
比
叡
山
の
僧
徒
、
神
輿
を
擁
し
て
闕
を
犯
す
。
諸
々
の
武
臣
に

詔
し
て
こ
れ
を
拒
が
し
む
。
頼
政
、
達
智
門
を
守
る
。
僧
兵
来
り
攻
む
。
頼

政
、
冑
を
免
い
で
下
り
拝
し
、
そ
の
裨
将
を
遣
し
て
こ
れ
に
言
は
し
め
て
曰

く
、「
頼
政
、
山
神
を
崇
敬
す
る
こ
と
年
あ
り
。
不
幸
に
し
て
勅
を
奉
ず
。

敢
て
弓
を
関
き
神
輿
に
向
は
ず
。
昔
は
源
・
平
氏
並
に
朝
廷
を
衛
る
。
保
元

以
降
、
平
は
盛
に
、
源
は
衰
ふ
。
況
や
頼
政
の
老
憊
、
寡
兵
敝
甲
を
以
て
し

て
は
、
以
て
公
ら
を
迎
ふ
る
に
足
ら
ず
。
左
近
衛
大
将
平
重
盛
大
兵
を
以
て

陽
明
門
を
守
る
。
彼
を
避
け
て
此
を
攻
む
る
は
、
勇
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。
公

ら
こ
れ
を
思
へ
。
即
は
許
さ
れ
ず
ば
、
頼
政
、
衆
卒
と
輿
前
に
駢
死
せ
ん
の

み
」
と
。
僧
兵
乃
ち
陽
明
門
に
向
ひ
、
敗
れ
還
る
。
世
、
頼
政
の
智
弁
を
以

て
禍
を
免
る
ゝ
を
称
す
。

そ
の
行
文
は
語
彙
レ
ベ
ル
ま
で
ほ
ぼ
全
面
的
に
『
日
本
外
史
』
に
依
拠
し
て
お

り　
（
（（
（

（『
日
本
外
史
』
該
当
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
）、
文
範
主
義
と
い
わ
れ
る
時

代
に
お
け
る
作
文
の
あ
り
か
た
を
典
型
的
に
表
す
事
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
文
章
中
に
、
文
体
面
や
思
想
面
で
の
筆
者
の
独
創
的
個
性
を
認
め
る
こ
と
は

難
し
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
形
の
作
文
体
験
を
重
ね
、
ま
た
こ
う
し
た
内
容
の

投
稿
記
事
を
読
む
体
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
お
の
ず
と
当
事
者
た
ち
の
理
解
や
思

想
も
方
向
付
け
ら
れ
、
定
ま
っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
過
程
に
あ
る
一
局
面

と
し
て
、
こ
う
し
た
事
例
を
軽
視
す
る
こ
と
な
く
受
け
止
め
た
い
。

な
お
、
こ
の
投
稿
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
二
年
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
記
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さ
れ
た
知
識
の
源
泉
が
『
日
本
外
史
』
で
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
投
稿
者
に
と
っ
て
は
、
当
時
な
お
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
よ
り

も
『
日
本
外
史
』（
と
そ
の
注
釈
書
）
の
ほ
う
が
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る　

（
（（
（

。

続
く
②
は
、
大
義
名
分
と
い
う
観
点
か
ら
、
保
元
・
平
治
の
乱
以
後
の
頼
政
の

行
動
を
批
評
し
た
文
章
で
あ
る
。
ま
ず
は
全
体
を
四
つ
に
わ
け
て
、
そ
の
論
の
展

開
を
追
っ
て
み
よ
う
。

●
源
頼
政
論�

越
後
新
発
田

越
後
新
発
田　

斎
田
一
郎　
　

⒜
夫
レ
士
ニ
貴
ブ
所
ノ
モ
ノ
ハ
大
義
名
分
ナ
リ
。
士
ニ
シ
テ
大
義
名
分
ヲ
知
ラ

ザ
レ
バ
、
何
ゾ
士
ト
称
ス
ル
ヲ
得
ン
ヤ
。
而
シ
テ
遇
不
遇
ア
リ
。
戦
ニ
勝
敗

ア
リ
。
是
予
メ
期
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
雖
、
此
大
義
名
分
ヲ
欠
ク
ト
キ
ハ
、
尊
氏

巧
ニ
天
下
ヲ
掠
奪
シ
、
身
至
尊
ヲ
奉
ズ
ト
雖
、
猶
罪
ヲ
万
世
ニ
免
レ
ズ
。
義

貞
・
正
成
功
成
ラ
ズ
ト
雖
、
生
死
是
ヲ
守
リ
、
猶
芳
名
ヲ
千
歳
ニ
垂
ル
。

⒝
夫
レ
保
元
・
平
治
ノ
際
、
王
政
已
ニ
衰
ヘ
、
覇
業
方
ニ
盛
ナ
リ
。
所
謂
武
門

武
士
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
只
ニ
名
利
ニ
吸
々
ト
シ
テ
東
奔
西
走
、
大
義
名
分
ノ
何

物
タ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
。
独
リ
頼
政
之
ヲ
維
持
ス
ル
者
ニ
似
タ
リ
。
或
人
曰
、
頼

政
源
平
二
氏
ノ
間
ニ
依
違
中
立
シ
肯
テ
為
義
父
子
ニ
属
セ
ズ
。
亦
清
盛
ニ
党

セ
ズ
。
其
始
清
盛
・
義
朝
ニ
与
シ
、
上
皇
ヲ
拒
テ
為
義
ヲ
攻
メ
、
義
朝
反
ス

ル
ニ
及
デ
ハ
則
義
朝
ヲ
誅
ス
。
後
亦
清
盛
ト
戦
ヒ
勝
タ
ズ
シ
テ
死
ス
。
何
ゾ

進
退
拠
ル
ナ
キ
ヤ
。
世
、
蝙
蝠
ノ
両
端
ヲ
抱
ク
ヲ
以
嘲
ル
。
頼
政
実
ニ
是
ニ

類
ス
ト
。
余
曰
、
語
ニ
曰
、
大
義
親
ヲ
滅
ス
ト
。
其
頼
政
ノ
謂
乎
。
苟
モ
大

義
ノ
有
ル
所
、
何
ゾ
親
戚
兄
弟
ヲ
撰
ム
ヲ
セ
ン
ヤ
。
為
義
逆
ナ
ル
ト
キ
ハ
則

為
義
ヲ
誅
シ
、
義
朝
叛
ス
ル
ト
キ
ハ
則
義
朝
ヲ
誅
ス
。
何
ノ
不
可
ナ
ル
所
ア

ラ
ン
ヤ
。

⒞
或
人
復
曰
、
道
善
ナ
レ
バ
天
之
ニ
与
シ
、
不
善
ナ
レ
バ
天
之
ヲ
滅
ス
。
頼
政

ノ
終
リ
ヲ
見
レ
バ
、
亦
以
其
不
善
ヲ
知
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
余
曰
、
語
ニ
云
ハ
ズ

ヤ
、
人
多
キ
ト
キ
ハ
天
ニ
勝
チ
、
人
定
テ
而
シ
テ
後
天
之
ニ
勝
ツ
ト
。
彼
尊

氏
、
不
忠
不
義
ト
雖
遂
ニ
其
志
ヲ
遂
ゲ
、
而
シ
テ
其
子
孫
未
ダ
暴
悪
ニ
至
ラ

ザ
ル
モ
、
其
下
ノ
為
ニ
覆
滅
セ
ラ
ル
ヲ
以
テ
鑑
ミ
ル
ベ
シ
。

⒟
夫
レ
平
治
ヨ
リ
以
来
、
平
氏
漸
ク
盛
ニ
、
田
園
天
下
ニ
半
バ
、
公
卿
大
夫
率

ネ
其
門
ニ
出
テ
、
天
子
亦
其
成
ヲ
仰
グ
。
天
下
其
専
横
ヲ
怒
ル
ト
雖
、
敢
テ

之
ヲ
犯
ス
モ
ノ
ナ
シ
。
清
盛
跋
扈
已
ニ
極
レ
リ
。
独
リ
頼
政
奮
然
蹶
起
、
単

立
無
援
ノ
身
ヲ
以
テ
事
ヲ
仇
家
環
視
ノ
地
ニ
挙
ゲ
、
身
死
ス
ト
雖
、
然
レ
ド

モ
天
下
ノ
武
夫
ヲ
シ
テ
大
義
名
分
ヲ
知
ラ
シ
メ
、
人
民
ヲ
シ
テ
帰
ス
ル
所
ア

ラ
シ
ム
。
壮
ナ
リ
ト
云
フ
ベ
キ
ナ
リ
。
然
リ
ト
雖
、
其
倹
要
ニ
拠
ラ
ズ
、
寡

兵
ヲ
以
テ
四
戦
ノ
地
ヲ
守
ル
ハ
、
得
策
ト
謂
フ
可
ラ
ズ
。
世
徒
ラ
ニ
其
成
敗

ノ
跡
ヲ
以
テ
順
逆
ヲ
判
ズ
。
謬
矣
。
嗚
呼
、
頼
政
一
紙
ノ
徴
、
諸
道
響
応
遂

ニ
以
テ
平
氏
ヲ
亡
シ
太
平
ノ
基
ヲ
開
ク
ニ
至
ル
。
其
首
唱
ノ
功
ニ
非
ラ
ズ
ト

云
フ
ベ
ケ
ン
ヤ
。

⒜
に
は
、
大
義
名
分
を
知
る
者
こ
そ
が
「
士
」
つ
ま
り
武
士
で
あ
り
、
こ
れ
を

貴
ぶ
者
こ
そ
が
後
世
に
芳
名
を
残
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
考
え
が
表
さ
れ
て
い

る
。
類
例
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
義
名
分
を
欠
い
た
足
利
尊
氏
と
こ

れ
を
守
っ
た
新
田
義
貞
・
楠
正
成
で
あ
る
。
続
く
⒝
で
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
の

こ
ろ
朝
廷
の
権
威
は
衰
え
て
い
て
、
武
士
た
ち
が
名
利
に
と
ら
わ
れ
た
ふ
る
ま
い

を
重
ね
る
な
か
で
、
頼
政
の
み
が
大
義
名
分
を
保
っ
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
保

元
・
平
治
の
乱
お
よ
び
治
承
四
年
の
挙
兵
に
お
い
て
、
頼
政
が
立
場
を
転
ず
る
よ

う
な
行
動
を
く
り
返
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
声
を
紹
介
し
て
、
そ
れ
は
叛
逆
者
を

滅
ぼ
す
と
い
う
大
義
の
も
と
で
行
動
し
た
が
ゆ
え
の
結
果
に
過
ぎ
ず
、
何
の
落
ち

度
も
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
⒞
で
は
、
最
期
を
迎
え
る
と
き
に
天
の
加
護
が
な

か
っ
た
こ
と
を
み
れ
ば
、
頼
政
の
不
善
な
る
こ
と
が
わ
か
る
と
す
る
主
張
に
対
し

て
、「
人
多
キ
ト
キ
ハ
天
ニ
勝
チ
、
人
定
テ
而
シ
テ
後
天
之
ニ
勝
ツ
」
と
い
う
諺

を
引
き
、
具
体
例
と
し
て
不
義
不
忠
な
が
ら
も
い
っ
た
ん
は
志
を
遂
げ
、
そ
の
の

ち
に
滅
び
た
尊
氏
の
こ
と
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
⒟
で
は
、
平
治
の
乱
以
降
に
清

盛
の
専
横
が
続
く
な
か
で
、
頼
政
だ
け
が
決
起
し
、
そ
の
身
は
死
し
た
け
れ
ど
も
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武
士
た
ち
に
大
義
名
分
を
知
ら
し
め
た
と
し
、
こ
れ
を
「
壮
ナ
リ
ト
云
フ
ベ
キ
ナ

リ
」
と
評
す
る
。
そ
し
て
、
頼
政
か
ら
発
し
た
「
一
紙
ノ
徴
」（
以
仁
王
の
令
旨

の
こ
と
）
の
影
響
が
全
国
に
及
ん
で
つ
い
に
平
氏
が
滅
び
、「
太
平
」
の
世
と
な
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
頼
政
に
は
「
首
唱
ノ
功
」
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

頼
政
の
武
名
は
、
た
と
え
ば
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
が
記
す
鵼
退

治
の
話
に
よ
っ
て
中
世
・
近
世
を
通
じ
て
広
く
流
布
し
て
き
た
。
先
に
み
た
投
稿

作
文
③
で
扱
わ
れ
た
菖
蒲
前
の
話
も
本
来
は
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
話
題
で
あ
る
。

明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
も
、
鵼
退
治
を
し
た
弓
の
名
手
と
し
て
の
頼
政
イ
メ
ー
ジ

は
く
り
返
し
語
り
継
が
れ
て
い
た
が　

（
（（
（

、
そ
の
い
っ
ぽ
う
で
頼
政
を
批
判
す
る

声
も
小
さ
く
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
点
で
、
こ
の
投
稿
は
貴
重
で
あ
る
。

じ
っ
さ
い
、
頼
政
へ
の
負
の
評
価
は
当
時
か
な
り
の
存
在
感
を
も
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
（
投
稿
⑥
参
照
。
後
述
）。
そ
う
し
た
声
を
払
拭
す
る
と
い
う
構
え
で
、

こ
の
投
稿
者
は
頼
政
の
再
評
価
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
批
判
は
頼
政
の
武
勇
そ
の
も
の
や
、
武
芸
の
巧
み
さ
に
は
向
い
て
い

な
い
。
い
く
さ
に
際
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
立
場
を
翻
す
よ
う
な
行
動
を
重
ね
た
こ

と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
頼
政
の
生
涯
・
生
き
方
を
評
価

す
る
と
い
う
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
。『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』『
平
家
物
語
』

は
頼
政
の
言
動
を
随
所
に
描
き
だ
し
て
は
い
る
が
、
一
個
人
と
し
て
の
生
涯
を
大

局
的
に
提
示
し
た
り
、
評
価
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
指
向
を
そ
も
そ
も
備
え
て
い

な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
こ
う
し
た
評
価
は
軍
記
物
語
が
提
示
す
る
枠
組
み
と

は
異
な
る
視
座
に
た
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

軍
記
物
語
の
作
中
人
物
に
向
け
ら
れ
た
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
批
評
眼
が
顕

在
化
す
る
現
場
の
ひ
と
つ
が
投
稿
作
文
欄
で
あ
っ
た
。
頼
政
の
場
合
、
そ
の
生
涯

を
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
観
点
に
た
つ
と
、
世
の
評
価
は
決
し
て
高
く
は
な

か
っ
た
よ
う
だ
。「
世
、
蝙
蝠
ノ
両
端
ヲ
抱
ク
ヲ
以
嘲
ル
。
頼
政
実
ニ
是
ニ
類
ス
」

と
い
っ
た
「
或
人
」
の
言
葉
は
、
そ
れ
を
如
実
に
も
の
が
た
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
投
稿
作
文
②
は
、
④
「
源
頼
政
」（
第
六
巻
第
一
号　

明
治

二
十
七
年
一
月
一
日
刊
）
を
視
野
に
収
め
る
こ
と
で
、
ま
た
別
の
意
味
を
帯
び
て

立
ち
現
れ
て
く
る
。
と
い
う
の
は
、
じ
つ
は
②
と
④
は
全
面
的
に
ほ
と
ん
ど
内

容
、
行
文
が
合
致
し
て
お
り
、
一
部
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
構
造
を
等
し

く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
当
時
の
作
文
の
実
態
を
あ
ら
わ
す
現
象
と

い
え
よ
う
。

②
と
④
と
の
間
に
は
約
四
年
強
の
時
間
差
が
あ
る
。
④
が
②
に
基
づ
い
た
作
文

な
の
か
、
あ
る
い
は
両
者
が
と
も
に
共
通
の
模
範
文
に
依
拠
し
た
作
文
だ
と
い
う

こ
と
な
の
か
、
現
時
点
で
は
判
断
し
か
ね
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
頼
政
評
が
投

稿
作
文
と
い
う
文
化
の
な
か
で
保
持
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
ひ
と
つ
の
枠
組

み
と
し
て
機
能
し
続
け
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
事
例
は
明
確
に
示
し
て
い
る
。
文

章
の
型
が
、
そ
こ
に
内
在
さ
れ
る
思
想
を
伴
っ
て
流
布
し
て
い
る
実
態
の
ひ
と
つ

を
こ
こ
に
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
頼
政
を
論
じ
た
投
稿
作
文
を
み
て
き
た
。
最
後
に
あ
ら
た
め
て
、
そ
の

文
章
中
に
は
『
平
家
物
語
』
な
ど
の
軍
記
物
語
そ
の
も
の
か
ら
の
直
接
的
な
影
響

は
見
え
に
く
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
こ
と
が
も
つ
意
味
は
、
今
後

い
っ
そ
う
幅
広
い
視
野
の
も
と
で
吟
味
し
て
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
う
し
た

課
題
を
見
定
め
つ
つ
、
現
時
点
で
は
、『
平
家
物
語
』
な
ど
を
参
照
せ
ず
と
も
、

そ
の
主
な
登
場
人
物
た
ち
の
事
績
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
知
識
を
得
ら

れ
る
状
況
が
、『
日
本
之
少
年
』
誌
を
読
め
る
環
境
に
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
周

囲
に
は
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
受
け
止
め
て
お
き
た
い
。
な
お
、
投
稿

作
文
⑤
と
⑥
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
３
）「
絵
を
見
る
」
と
い
う
形
式
を
も
つ
も
の

続
い
て
、
軍
記
物
語
に
関
わ
る
一
場
面
を
描
い
た
絵
を
見
て
記
さ
れ
た
作
文
を

取
り
あ
げ
よ
う
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
う
し
た
絵
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
め
、
何
を
受

け
止
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
こ
に
軍
記
物
語
は
ど
の
よ
う
に
関
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わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か　

（
（（
（

。

こ
の
モ
チ
ー
フ
の
作
文
の
多
く
は
漢
詩
文
形
式
を
と
っ
て
い
る
（
表
１
参

照
）。
前
近
代
か
ら
続
く
画
賛
と
い
う
様
式
が
ど
こ
か
で
意
識
さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
た
と
え
ば
、
平
治
の
乱
の
の
ち
、
三
人
の
子
を
連
れ
て
都
を
落
ち
る
常
盤

御
前
の
姿
を
描
い
た
絵
に
か
か
わ
る
作
文
例
を
み
て
み
よ
う
。
次
の
三
例
で
あ

る
。

①
「
常
磐
雪
行
図
」（
第
五
巻
第
六
号　

明
治
二
十
六
年
三
月
十
五
日
刊
）

雪
撲
笠
簷
寒
刺
肌　

誰
知
貞
婦
意
中
悲　

源
家
運
命
婦
繊
手　

博
得
名
声

是
此
時

②
「
題
常
盤
携
三
子
図
」（
第
五
巻
第
十
号　

明
治
二
十
六
年
五
月
十
五
日
刊
）

雪
中
辛
苦
不
堪
憂　

破
操
可
哀
従
此
讎　

何
料
呱
々
懐
底
子　

終
除
宿
怨

致
奇
猷

③
「
常
盤
抱
三
子
図
」�（
第
六
巻
第
二
十
二
号　

明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日
刊
）

花
顔
憔
悴
美
人
姿　

独
抱
三
児
迷
雪
逵　

一
念
唯
存
源
氏
統　

委
身
讐
敵

亦
可
悲

牛
若
を
胸
に
抱
き
、
今
若
と
乙
若
の
手
を
引
い
て
雪
道
を
進
む
母
常
盤
の
姿

は
、
当
時
す
で
に
著
名
な
画
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
そ
う
し
た
絵
を
見

た
投
稿
者
が
記
し
た
文
章
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
常
盤
の
悲
し
み
、
苦

し
み
、
憂
い
と
い
っ
た
感
情
と
と
も
に
、
憔
悴
し
な
が
ら
三
人
の
子
を
連
れ
て
雪

道
を
進
む
常
盤
の
姿
を
ま
ず
は
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
半
で
源
氏
の
運
命
を

背
負
い
、
義
朝
の
血
を
ひ
く
三
人
の
子
を
助
け
る
た
め
に
敵
（
平
清
盛
）
に
わ
が

身
を
委
ね
た
こ
と
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
詩
に
は
、
投
稿
者
た
ち
の
こ
の
絵
に
対
す
る
関
心
の
あ
り
か
た
が
鮮

や
か
に
表
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
雪
中
の
常
盤
親
子
が
描
か
れ
た
絵
を
静
止
画
と
し

て
は
み
て
い
な
い
。
常
盤
が
そ
の
後
決
意
し
て
六
波
羅
の
清
盛
の
も
と
に
出
頭
す

る
ま
で
の
悲
話
を
読
み
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
常
盤
の
心
中
に
分
け

入
っ
て
、「
寒
」「
悲
」「
辛
苦
」「
憂
」「
憔
悴
」
と
い
っ
た
感
覚
を
共
有
し
、「
哀
」

れ
ん
だ
り
、「
悲
」
し
ん
だ
り
、
賞
讃
し
た
り
し
て
い
る
。
絵
を
見
る
こ
と
と
は
、

絵
を
契
機
と
し
て
物
語
を
心
中
に
呼
び
起
こ
し
、
作
中
人
物
の
感
覚
を
追
体
験
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
詩
は
い
ず
れ
も
、
あ
た
か

も
物
語
を
読
ん
だ
印
象
を
記
し
た
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る　

（
（（
（

。
例
示
は
控

え
る
が
、
こ
の
点
は
他
の
題
で
の
作
例
に
も
共
通
す
る
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
漢
詩
文
に
比
べ
、
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
た
作
文
で
は
い
っ
そ
う

投
稿
者
の
姿
勢
が
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
巻
第
七
号
（
明
治
二
十
二
年
五
月
十
五

日
刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
児
島
高
徳
桜
樹
ニ
書
ス
ル
ノ
図
ニ
題
ス
」
と
い
う
文
章

を
見
て
み
よ
う
。

○
児
島
高
徳
桜
樹
ニ
書
ス
ル
ノ
図
ニ
題
ス

千
葉
県
上
総
国
山
辺

郡
大
網
宿
共
研
会　　

板
倉
敬
二
郎　
満
十

三
年　
　

春
夜
沈
々
、
細
雨
霏
々
、
庭
中
桜
樹
ア
リ
。
高
キ
事
数
十
仞
、
側
ラ
一
士
ア

リ
。
下
ニ
甲
冑
ヲ
装
ヒ
上
ニ
蓑
笠
ヲ
着
テ
手
ニ
文
具
ヲ
持
シ
、
愁
ル
ガ
如
ク

慨
ク
ガ
如
ク
桜
樹
ニ
対
ス
ル
者
、
是
レ
児
島
高
徳
桜
樹
ニ
書
ス
ル
ノ
図
ナ

リ
。
抑
モ
公
ハ
後
醍
醐
天
皇
西
遷
ニ
当
ツ
テ
、
千
辛
万
苦
シ
テ
精
忠
大
節
至

ラ
ザ
ル
ナ
シ
。
然
レ
ド
モ
時
運
未
ダ
至
ラ
ズ
シ
テ
事
成
ラ
ズ
。
乃
チ
服
ヲ
変

ジ
テ
潜
カ
ニ
帝
館
ニ
入
リ
、
詩
ヲ
桜
樹
ニ
書
シ
テ
以
テ
勤
王
ノ
意
ヲ
表
ス
。

天
顔
之
レ
ガ
為
メ
ニ
開
ク
。
嗚
呼
其
精
忠
大
節
、
天
地
ト
共
ニ
今
日
ニ
存
ジ

テ
凛
々
タ
リ
。
余
毎
ニ
桜
花
ヲ
観
ル
ゴ
ト
ニ
、
未
ダ
嘗
テ
公
ノ
題
詩
ノ
春
ヲ

想
ハ
ザ
ル
ナ
キ
ナ
リ
。
是
レ
又
忠
臣
人
ヲ
感
ゼ
シ
ム
ル
ナ
リ
。

『
太
平
記
』
が
語
る
児
島
高
徳
の
こ
の
一
件
も
ま
た
、
独
立
し
た
画
題
と
し
て

広
く
扱
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
や
は
り
こ
こ
で
も
、
傍
線
部
の
よ
う
に
後

醍
醐
に
対
す
る
高
徳
の
忠
節
を
語
る
物
語
が
想
起
さ
れ
、
そ
の
あ
と
で
こ
う
し
た

高
徳
の
心
性
に
共
感
す
る
投
稿
者
の
熱
を
帯
び
た
言
葉
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
二
巻
第
四
号
（
明
治
二
十
三
年
二
月
十
五
日
刊
）
に
は
次
の
よ
う
な

文
章
も
載
っ
て
い
る
。
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●
題
楠
公
決
別
図�

福
島
県
安
積
郡　

如
松　

日
下
部
正　
　

其
誠
忠
巍
々
ト
シ
テ
諸
葛
亮
ノ
上
ニ
秀
デ
、
其
智
謀
峨
々
ト
シ
テ
孫
呉
ノ
上

ニ
超
ル
者
、
其
レ
唯
我
楠
公
カ
。
予
公
ノ
伝
ヲ
読
ミ
、
千
窟
城
守
ノ
段
ニ
至

レ
バ
則
案
ヲ
拍
テ
而
テ
感
ジ
、
湊
川
訣
別
ノ
段
ニ
至
レ
バ
則
巻
ヲ
掩
フ
テ
泣

ク
。
頃
者
友
人
某
、
予
ニ
公
父
子
訣
別
ノ
図
ヲ
贈
ル
。
予
乃
チ
装
潢
シ
テ
之

ヲ
楣
間
ニ
掲
ゲ
テ
朝
夕
之
ヲ
見
テ
感
泣
已
ム
事
能
ハ
ズ
。
昔
シ
蘇
子
美
張
良

ノ
伝
ヲ
読
テ
感
奮
斗
酒
ヲ
傾
ク
。
今
乃
チ
予
ハ
公
ノ
伝
ヲ
読
ミ
感
泣
斗
涙
ヲ

注
ガ
ン
ト
ス
。

楠
正
成
・
正
行
親
子
の
い
わ
ゆ
る
桜
井
の
別
れ
の
場
面
を
描
く
絵
も
ま
た
、
先

の
常
盤
親
子
や
児
島
高
徳
の
例
と
同
様
、
極
め
て
著
名
な
画
題
で
あ
る
。
興
味
深

い
の
は
、
こ
の
文
中
に
は
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
絵
と
物
語
の
関
係
が
と
く
に

顕
著
に
現
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
投
稿
者
で
あ
る
「
予
」
は
、
先
に
「
公
ノ
伝

ヲ
読
」
ん
で
そ
の
名
場
面
に
深
い
感
銘
を
受
け
て
い
た
。
そ
ん
な
「
予
」
の
も
と

に
「
父
子
訣
別
ノ
図
」
が
贈
ら
れ
る
と
、
彼
は
朝
夕
こ
れ
を
見
て
絶
え
ず
「
感
泣
」

し
て
い
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
文
飾
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
「
感

泣
」
の
涙
は
、
ひ
と
つ
の
絵
を
契
機
と
し
て
す
で
に
知
っ
て
い
る
物
語
を
想
起

し
、
そ
の
内
容
に
心
動
か
れ
て
流
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

美
の
表
象
と
し
て
絵
画
を
扱
っ
た
り
、
描
画
技
法
を
堪
能
し
た
り
す
る
よ
う
な

鑑
賞
の
姿
勢
が
未
熟
で
あ
っ
た
こ
の
時
期
、
絵
に
対
す
る
感
動
は
そ
の
絵
に
ま
つ

わ
る
物
語
抜
き
に
は
語
り
得
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
絵
の

見
方
は
、
特
別
な
美
的
感
性
の
持
ち
主
で
な
く
と
も
ご
く
自
然
に
お
こ
な
っ
て
い

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
に
『
日
本
之
少
年
』
の
口
絵
の
検
討
を
試
み
た
が
、
そ
れ

ら
が
解
説
文
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
構
図
に
お
い
て
理
解

で
き
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
関
係
の
存
在
を
ふ
ま
え
て
み
る
と
、
数
々
の
歴
史
画
の
質

を
支
え
る
物
語
を
、
人
々
は
ど
の
よ
う
に
身
に
つ
け
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
が

や
は
り
浮
上
し
て
く
る
。
こ
の
投
稿
作
文
で
は
、「
予
公
ノ
伝
ヲ
読
ミ
、
千
窟
城

守
ノ
段
ニ
至
レ
バ
則
案
ヲ
拍
テ
而
テ
感
ジ
、
湊
川
訣
別
ノ
段
ニ
至
レ
バ
則
巻
ヲ
掩

フ
テ
泣
ク
」
と
あ
っ
た
。「
公
ノ
伝
」
と
い
う
表
現
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
が
『
太

平
記
』
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
む
し
ろ
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
治
期

に
入
っ
て
か
ら
語
り
直
さ
れ
た
歴
史
読
み
物
の
類
や
教
科
書
の
記
事
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
投
稿
作
文
の
形
と
し
て
「
絵
を
見
る
」
と
い
う
形

式
が
確
立
し
て
お
り
、
そ
れ
が
成
り
立
つ
基
盤
と
し
て
、
読
者
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
が
絵
の
奥
に
ひ
そ
む
物
語
に
対
す
る
相
応
の
理
解
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し

て
そ
こ
に
は
、
軍
記
物
語
そ
の
も
の
で
は
な
い
情
報
源
か
ら
得
た
知
識
が
大
き
く

関
与
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
見
通
し
て
お
き
た
い
。

（
４
）
論
戦
・
応
答
を
な
す
も
の

次
に
、
投
稿
作
文
に
よ
っ
て
軍
記
物
語
関
連
話
を
め
ぐ
る
論
戦
や
応
答
、
す
な

わ
ち
「
筆
戦
」
が
な
さ
れ
た
事
例
を
取
り
あ
げ
て
み
た
い
。
当
時
の
投
稿
作
文
欄

で
は
、
あ
る
問
題
に
関
す
る
論
戦
、
応
答
が
数
号
に
わ
た
っ
て
続
く
と
い
う
現
象

が
し
ば
し
ば
お
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
掲
載
作
品
を
決
定
す
る
編
集

者
側
の
意
図
や
裁
量
に
方
向
付
け
ら
れ
て
い
る
側
面
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
の
だ

が
、
軍
記
物
語
に
関
わ
る
話
題
の
受
け
止
め
ら
れ
か
た
を
探
ろ
う
と
す
る
目
に

は
、
じ
つ
に
興
味
深
い
や
り
と
り
と
し
て
映
る
。『
日
本
之
少
年
』
の
な
か
で
は
、

第
二
巻
第
二
号
「
青
砥
藤
綱
滑
川
ニ
銭
ヲ
拾
シ
ハ
益
ナ
シ
」（
明
治
二
十
三
年
一

月
十
五
日
刊
）
が
発
端
と
な
っ
た
論
戦
と
、
第
五
巻
第
十
七
号
「
安
宅
関
ノ
義
経

主
従
」（
明
治
二
十
六
年
九
月
一
日
刊
）
か
ら
始
ま
る
応
答
の
二
つ
を
確
認
で
き

る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
後
者
の
具
体
相
を
追
っ
て
み
よ
う
。

こ
と
の
発
端
は
次
の
よ
う
な
投
稿
で
あ
っ
た
。

安
宅
関
ノ
義
経
主
従�

中
越　

齋
賀
荘
洲
子　
　

予
ハ
浅
学
不
才
敢
テ
本
題
ノ
如
キ
事
ヲ
論
ジ
得
ル
者
ニ
非
ズ
。
然
レ
ド
モ
胸

中
ノ
疑
団
遂
ニ
解
ケ
ズ
。
此
ニ
賢
明
ナ
ル
諸
君
ヲ
煩
ハ
ス
。
抑
彼
義
経
ガ
実
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兄
頼
朝
ト
相
和
セ
ズ
、
遂
ニ
修
験
者
ニ
扮
シ
テ
陸
奥
ニ
逃
ル
ヽ
ヤ
、
加
賀
安

宅
ノ
関
ニ
至
ル
。
関
吏
其
通
行
ヲ
拒
ム
。
此
ニ
於
テ
僕
弁
慶
偽
リ
テ
勧
進
帳

ヲ
読
ミ
、
無
難
ニ
関
門
ヲ
通
過
セ
シ
ハ
妙
計
ト
シ
テ
世
人
ノ
称
誉
ス
ル
所
ナ

リ
。
然
レ
ド
モ
予
ハ
之
ヲ
称
誉
ス
ル
ニ
躊
躇
ス
。
何
ト
ナ
レ
バ
、
彼
義
経
主

従
ノ
戦
場
ニ
於
テ
計
略
ヲ
用
ユ
ル
ハ
即
チ
軍
人
タ
ル
ノ
名
誉
ナ
レ
ド
モ
、
安

宅
ノ
関
ニ
於
テ
ハ
軍
人
ニ
非
ズ
シ
テ
一
個
ノ
国
民
ナ
リ
。
此
一
個
人
ノ
官
吏

ヲ
欺
キ
法
綱
ヲ
逃
ル
所
、
所
謂
関
破
リ
ノ
罪
人
タ
ル
ニ
非
ズ
ヤ
。
又
義
経
ヲ

此
ノ
如
キ
ニ
至
ラ
シ
メ
シ
者
ハ
頼
朝
ノ
私
怨
ニ
出
ツ
ル
ト
セ
ン
カ
。
然
レ
ド

モ
当
時
ノ
頼
朝
ハ
日
本
総
追
捕
使
ナ
リ
。
政
事
ノ
主
宰
者
ナ
リ
。
此
頼
朝
ノ

発
布
ス
ル
法
律
ハ
即
チ
天
下
ノ
大
政
ニ
シ
テ
、
此
大
政
ヲ
犯
ス
モ
ノ
ハ
即
チ

天
下
ノ
罪
人
ト
云
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
ト
ハ
、
予
ノ
愚
想
ナ
リ
。
三
万
ノ
青
年
諸

君
、
明
教
ヲ
惜
ム
勿
レ
。

義
経
一
行
が
安
宅
の
関
で
訊
問
さ
れ
た
際
、
弁
慶
が
偽
り
の
勧
進
帳
を
読
む
と

い
う
計
略
を
も
っ
て
関
を
通
過
し
た
話
に
つ
い
て
の
投
稿
で
あ
る
。
投
稿
者
は
こ

れ
を
「
妙
計
ト
シ
テ
世
人
ノ
称
誉
」
し
て
い
る
こ
と
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。「
一

個
ノ
国
民
」
た
る
義
経
が
「
官
吏
ヲ
欺
キ
法
綱
ヲ
逃
」
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
当
時

の
「
政
事
ノ
主
宰
者
」
で
あ
っ
た
頼
朝
が
発
布
し
た
「
法
律
」
を
犯
し
た
こ
と
か

ら
み
て
、
義
経
は
「
天
下
ノ
罪
人
」
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
反
応
は
、
半
月
後
に
刊
行
さ
れ
た
第
十
八
号
に
早
く
も
二
つ
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
郵
便
事
情
や
編
集
の
手
間
を
勘
案
す
れ
ば
、
第
十
七
号
の
こ
の

記
事
を
読
ん
で
ご
く
短
期
間
の
う
ち
に
意
見
文
を
つ
づ
っ
て
投
稿
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

ま
ず
、「『
安
宅
ノ
関
ノ
義
経
主
従
』
ニ
就
テ
」（
羽
陽　

三
浦
天
外
）
で
は
、

先
の
主
張
の
要
点
を
「
彼
等
ハ
法
律
ニ
背
ケ
リ
。
故
ニ
彼
等
ハ
天
下
ノ
罪
人
ナ
リ

ト
云
フ
ニ
過
ギ
ズ
」
と
整
理
し
、「
果
シ
テ
然
ラ
バ
子
ガ
英
雄
ヲ
論
ズ
ル
又
過
酷

ナ
リ
ト
云
フ
ベ
シ
」
と
主
張
し
て
い
る
。
義
経
に
同
情
的
で
、
そ
の
存
在
を
「
英

雄
」
と
し
て
絶
対
視
す
る
投
稿
者
の
姿
勢
は
、
続
く
文
章
か
ら
も
よ
く
読
み
と
れ

る
。

義
経
非
凡
ノ
才
器
ヲ
懐
キ
、
或
時
ハ
峨
々
タ
ル
巌
石
ニ
駿
馬
ヲ
策
チ
、
或
時

ハ
漫
々
タ
ル
大
海
ニ
風
波
ノ
難
ヲ
凌
ギ
、
功
ア
ツ
テ
而
モ
賞
セ
ラ
レ
ズ
、
却

テ
鎌
倉
ニ
入
ヲ
許
サ
レ
ズ
。
其
感
慨
ソ
モ
如
何
ゾ
ヤ
。
其
抜
山
倒
海
満
腔
ノ

経
綸
、
将
タ
何
ノ
処
ニ
カ
用
ヰ
ン
。
義
経
（
安
）
宅
ノ
関
ヲ
越
ユ
ル
ノ
時
、

或
ハ
後
日
蝦
夷
ヲ
征
シ
満
洲
ヲ
界
ス
ル
ノ
雄
図
ア
ラ
ザ
リ
シ
ナ
ラ
ム
。
然

リ
、
真
ニ
ア
ラ
ザ
リ
シ
ナ
ル
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
彼
モ
亦
英
雄
ナ
リ
。
何
ゾ
不

世
出
ノ
英
才
ヲ
懐
イ
テ
草
奔
ノ
間
ニ
隠
ル
ヽ
ヲ
是
ナ
サ
ム
ヤ
。
土
地
広
ク
人

少
キ
ノ
奥
羽
二
州
ニ
拠
リ
、
以
テ
一
大
事
実
ヲ
成
サ
ム
ト
期
セ
シ
ナ
ラ
ム
。

此
英
雄
ニ
シ
テ
此
雄
図
ア
リ
。
区
々
タ
ル
破
関
、
彼
レ
ニ
於
テ
何
カ
ア
ラ

ム
。
況
ン
ヤ
、
其
逮
捕
ハ
正
名
ナ
ク
正
理
ナ
ル
一
片
ノ
猜
疑
心
ヨ
リ
出
ヅ
ル

ニ
於
テ
オ
ヤ
。
此
破
関
ハ
義
経
ノ
義
経
タ
ル
所
以
、
大
功
ハ
細
瑾
ヲ
省
ズ
ト

云
フ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
…
…

そ
の
見
解
を
簡
潔
に
整
理
す
れ
ば
、
義
経
は
「
非
凡
ノ
才
器
」「
不
世
出
ノ
英

才
」
の
あ
る
「
英
雄
」
で
、
奥
州
に
逃
れ
た
あ
と
の
「
雄
図
」
を
持
っ
て
い
た
。

「
大
功
ハ
細
瑾
ヲ
省
ズ
」
と
い
う
考
え
か
た
に
照
ら
せ
ば
、「
区
々
タ
ル
破
関
」
な

ど
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
此
破
関
ハ
義
経
ノ
義
経
タ
ル
所
以
」
な
の
だ
、
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
二
人
の
投
稿
者
の
間
に
は
、
法
を
遵
守
す
る
と
い
う
精
神

に
つ
い
て
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
。
義
経
を
め
ぐ
る
英
雄
論
や
判
官
贔
屓
と
い
う

感
性
は
、
こ
う
し
た
近
代
的
な
法
意
識
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
で
成
り
立
っ
て
い
た

こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
。

こ
の
投
稿
者
は
義
経
の
活
躍
と
し
て
、
鵯
越
の
坂
落
と
し
や
暴
風
雨
の
な
か
で

の
四
国
へ
の
渡
海
の
ほ
か
、
蝦
夷
渡
り
、
さ
ら
に
は
大
陸
へ
の
渡
海
伝
承
ま
で
を

視
野
に
入
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
主
張
が
こ
こ
ま
で
で
終
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
義

経
へ
の
過
度
な
思
い
入
れ
に
ま
か
せ
た
議
論
と
み
な
さ
れ
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
れ
に
続
け
て
当
時
の
頼
朝
の
立
場
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
主
張
も
つ

づ
っ
て
い
る
。
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子
ガ
論
法
ヲ
以
テ
ス
レ
バ
、
古
来
革
命
ヲ
以
テ
鳴
リ
、
改
革
ヲ
以
テ
轟
ク
ノ

人
皆
罪
人
ト
ナ
ツ
テ
終
ラ
ム
ノ
ミ
。
試
ニ
見
ヨ
。
…
（
中
略
）
…
又
子
ガ
天

下
ノ
主
宰
者
ト
称
ス
ル
源
頼
朝
ハ
如
何
。
彼
ハ
蛭
子
島
ヲ
逃
レ
テ
平
氏
ニ
背

キ
タ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
而
シ
テ
平
氏
ハ
当
時
天
下
ノ
主
宰
者
タ
リ
シ
ナ
リ
。

其
他
ナ
ポ
レ
オ
ン
ハ
如
何
、
シ
ー
ザ
ー
ハ
如
何
。
彼
等
ハ
皆
子
ガ
所
謂
天
下

ノ
罪
人
ナ
リ
。
子
尚
彼
等
ヲ
目
シ
テ
総
テ
罪
人
ナ
リ
ト
セ
バ
、
予
又
何
ヲ
カ

云
ハ
ン
。
将
タ
何
ヲ
カ
論
ゼ
ム
ヤ
。
是
ヲ
要
ス
ル
ニ
、
義
経
主
従
ガ
安
宅
ノ

関
ノ
一
条
ハ
、
道
徳
ノ
最
高
標
準
ヲ
以
テ
論
ズ
レ
バ
、
或
ハ
欠
ク
ル
処
ナ
シ

ト
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
雖
モ
（
兎
ニ
角
偽
言
ヲ
以
テ
人
ヲ
欺
キ
タ
ル
ガ
故
ニ
）
未

ダ
以
テ
是
ヲ
非
難
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ
。
否
寧
ロ
予
ハ
是
ヲ
称
誉
ス
ル
ニ
躊

躇
セ
ザ
ル
ナ
リ
。
宜
ナ
リ
。
古
来
謡
曲
ニ
造
リ
演
劇
ニ
仕
組
ミ
、
津
々
浦
々

ニ
至
ル
マ
デ
嘖
々
ト
シ
テ
其
妙
計
ヲ
称
誉
シ
措
カ
ザ
ル
事
ヤ
。

同
様
の
論
法
に
よ
っ
て
、
頼
朝
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
シ
ー
ザ
ー
と
い
っ
た
「
革

命
」「
改
革
」
を
な
し
た
者
た
ち
は
み
な
「
天
下
ノ
罪
人
」
に
な
る
と
い
う
の
で

あ
る　

（
（（
（

。
こ
の
投
稿
は
人
を
欺
い
た
と
い
う
欠
点
を
認
め
つ
つ
も
、
自
分
は
む

し
ろ
「
称
誉
ス
ル
」
こ
と
へ
の
躊
躇
は
な
い
と
結
論
し
て
い
る
。
最
終
的
に
は
、

論
理
で
は
な
く
感
情
に
傾
い
た
結
論
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
で
も
あ
ろ
う

か
、
古
来
「
謡
曲
」
や
「
演
劇
」
で
そ
の
「
妙
計
ヲ
称
誉
」
し
て
き
た
こ
と
に
同

調
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
見
解
の
妥
当
性
を
保
と
う
と
努
め
て
い
る
（
波
線
部
）。

近
代
法
の
精
神
で
は
、
武
力
に
よ
る
革
命
を
行
う
権
利
を
法
的
に
保
証
す
る
こ

と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
一
件
を
近
代
的
な
法
意
識
で
は
理
解
し
き
れ
な

い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
二
人
の
投
稿
者
が
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
と

は
思
え
な
い
の
だ
が
、
と
も
か
く
も
自
分
た
ち
の
よ
く
知
っ
て
い
る
義
経
の
問
題

を
例
題
と
し
て
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
近
代
国
家
を
支
え
る
法
と
そ
の
も
と
で
生

き
る
こ
と
に
つ
い
て
思
考
を
め
ぐ
ら
す
少
年
た
ち
の
営
み
を
こ
こ
に
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
の
第
十
八
号
に
は
、「
安
宅
関
ノ
義
経
主
従
ニ
付
テ
荘
洲
兄
ニ
答
フ
」

（
大
阪　

自
適
生　

大
江
多
造
）
と
題
さ
れ
た
文
章
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
ち

ら
で
は
、
政
事
の
主
宰
者
た
る
頼
朝
の
発
布
す
る
法
律
を
犯
し
た
義
経
を
「
天
下

ノ
罪
人
」
と
し
た
見
解
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
兵
乱
既
ニ
治
マ
リ
、
万
民
其
還
ス

ル
ト
コ
ロ
ヲ
知
ル
ノ
時
代
ノ
事
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。
頼
朝
が
日
本
総
追
捕
使
と

な
っ
た
時
期
は
ま
だ
義
経
と
「
干
戈
ヲ
交
ヘ
ツ
ヽ
ア
」
る
よ
う
な
状
況
下
で
あ
っ

た
の
だ
か
ら
、「
泰
平
ノ
世
ニ
於
テ
万
民
ガ
仰
グ
ト
コ
ロ
ノ
政
府
ト
其
性
質
ヲ
異

ニ
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、
ま
た
頼
朝
が
総
追
捕
使
と
な
っ
た
の
は
「
一
般
戦
争
ニ

兵
器
ヲ
用
ユ
ル
ト
異
ナ
ル
ナ
キ
」
政
略
だ
っ
た
の
た
と
い
う
意
見
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
義
経
は
こ
の
と
き
軍
人
で
は
な
く
一
国
民
だ
っ
た
の
だ
か
ら
と

い
う
見
解
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
自
ら
の
意
見
を
し
め
く
く
っ
て
い

る
。

当
時
義
経
ハ
尚
ホ
軍
人
タ
リ
。
タ
ゞ
修
験
者
ニ
仮
装
シ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、

軍
人
ハ
如
何
ニ
仮
装
ス
ル
モ
尚
ホ
軍
人
タ
ル
ヲ
失
ハ
ザ
レ
バ
、
義
経
ガ
其
身

ヲ
全
フ
セ
ン
ガ
為
メ
如
何
ナ
ル
奇
計
ヲ
運
ス
モ
、
敢
テ
咎
ム
可
キ
ニ
ア
ラ

ズ
。
サ
レ
バ
彼
等
主
従
ガ
巧
ミ
ニ
関
吏
ヲ
欺
キ
、
安
宅
関
ヲ
通
過
シ
タ
ル

ハ
、
天
下
ノ
法
律
ヲ
破
リ
タ
ル
破
関
ノ
罪
人
ト
シ
テ
論
ズ
ベ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ

ズ
。
戦
略
上
ニ
於
テ
ハ
之
ヲ
称
誉
ス
ル
モ
敢
テ
不
可
ナ
ク
、
却
テ
守
関
ノ
吏

ニ
シ
テ
彼
等
ノ
手
段
ニ
瞞
着
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
笑
ハ
ル
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ
。

義
経
を
罪
人
と
し
な
い
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
投
稿
者
も
先
の
投
稿
者
と
同
じ

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
、
当
時
は
ま
だ
戦
時
中
だ
っ
た
と
い
う
理
解
に
た

つ
こ
と
で
、
先
の
反
論
投
稿
で
は
到
達
で
き
な
か
っ
た
ひ
と
つ
の
論
理
性
を
示
し

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
戦
時
中
に
は
日
常
と
は
別
の
価
値
観
が
は
た
ら
き
は

じ
め
る
。
相
手
を
欺
く
こ
と
は
戦
略
と
し
て
称
賛
の
対
象
と
も
な
り
う
る　

（
（（
（

。

た
だ
し
、
最
後
に
「
戦
略
上
ニ
於
テ
ハ

0

0

0

0

0

0

0

之
ヲ
称
誉
ス
ル
モ
敢
テ
不
可
ナ
ク
」
と
述

べ
、
関
吏
を
「
笑
ハ
ル

0

0

0

ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ
」
と
評
す
る
姿
勢
か
ら
み
て
、
こ
れ
を
、

戦
争
が
も
つ
そ
う
し
た
本
質
を
自
覚
す
る
が
ゆ
え
の
見
解
と
み
る
こ
と
は
で
き
ま

い
。
投
稿
者
の
関
心
は
、
根
底
に
お
い
て
、
戦
時
中
に
お
こ
な
っ
た
義
経
の
「
戦
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略
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、
こ
の
話
題

の
意
味
が
読
み
取
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
明
治
二
十
六
年
当
時
、

戦
争
に
お
け
る
「
戦
略
」
へ
の
関
心
が
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
日
常
に
も
広

が
っ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
と
も
い
え
る
の
だ
ろ
う
。

続
く
第
十
九
号
に
も
、
最
初
の
投
稿
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
が
一
点
掲
載
さ
れ
て

い
る
。「
齋
賀
荘
洲
子
ニ
答
フ
」（
神
戸　

野
間
亀
治
郎
）
と
題
さ
れ
た
そ
の
文
章

で
は
、夫

レ
天
下
ノ
事
物
ヲ
処
ス
ル
ニ
正
奇
ノ
別
ア
リ
。
正
ニ
処
ス
ル
ニ
ハ
正
ヲ
以

テ
シ
、
奇
ニ
処
ス
ル
ニ
ハ
奇
ヲ
以
テ
ス
。
…
（
中
略
）
…
義
経
主
従
ノ
行
為

タ
ル
ヤ
、
奇
ニ
処
ス
ル
ニ
奇
ヲ
以
テ
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
決
シ
テ
咎
ム
ベ

キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。

と
い
う
、
ま
た
新
た
な
観
点
か
ら
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
頼

朝
が
お
こ
な
っ
た
「
奇
」
と
は
「
私
怨
」
に
よ
っ
て
義
経
を
追
っ
た
こ
と
、
義
経

が
お
こ
な
っ
た
「
奇
」
と
は
修
験
者
と
し
て
関
を
通
過
し
た
こ
と
で
あ
る
。
義
経

は
、「
苟
ク
モ
将
来
為
ス
ア
ラ
ン
事
ヲ
欲
シ
テ
、
一
時
ノ
小
恥
ヲ
忍
ビ
、
仏
家
ノ

所
謂
方
便
ヲ
行
」
っ
た
の
だ
。
関
を
通
過
し
た
の
は
、「
伊
豫
守
タ
ル
源
義
経
」

で
は
な
く
「
一
ノ
修
験
者
」
で
あ
る
。
修
験
者
が
関
を
通
過
す
る
こ
と
に
咎
は
な

く
、
頼
朝
の
命
令
は
「
源
義
経
」
を
捕
ら
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
そ
の
主
張
は

続
い
て
い
る
。

加
え
て
、「
夫
レ
当
時
ノ
法
律
タ
ル
ヤ
、
現
今
ヲ
以
テ
決
シ
テ
比
較
シ
得
ベ
キ

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
、
当
時
と
今
と
の
法
観
念
の
違
い
に
言
及
し
て
い
く
。
そ
し

て
、
大
和
春
日
の
神
鹿
を
殺
す
と
「
石
詰
ノ
刑
」
に
処
せ
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
、
犬

と
間
違
っ
て
こ
れ
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
あ
る
人
を
町
の
人
々
が
憐
れ
み
、
表
面
上

こ
れ
を
犬
殺
し
と
し
て
扱
っ
て
罪
を
宥
め
た
話
が
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
主

張
を
ま
と
め
て
い
る
。

当
時
ノ
事
、
裏
面
即
チ
其
真
相
ハ
如
何
ナ
ル
モ
、
表
面
上
其
弁
疎
理
ア
レ
バ

可
ナ
リ
。
義
経
主
従
ノ
安
宅
関
ヲ
通
行
セ
シ
時
ハ
、
一
ノ
山
伏
ニ
過
ギ
ザ
リ

シ
ナ
リ
。
安
宅
ノ
関
吏
之
ヲ
宥
ス
、
何
ノ
罪
カ
ア
ラ
ン
ヤ
。
余
ハ
弁
慶
ノ
頓

智
ヲ
感
ズ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
敢
テ
答
フ
。

今
と
は
遵
法
観
念
が
異
な
っ
て
お
り
、
当
時
は
と
も
か
く
も
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
が

で
き
れ
ば
そ
れ
で
よ
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
義
経
に
も
関
吏
に
も
罪

は
な
く
、
こ
う
し
た
見
地
に
た
て
ば
、
万
事
丸
く
収
ま
る
方
法
を
見
い
だ
し
た

「
弁
慶
ノ
頓
智
」
が
最
終
的
に
称
賛
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
必
然
の
流
れ
と
い

え
よ
う
。

こ
れ
以
後
、
関
連
す
る
投
稿
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
ら
た
め
て
全
体
を
見

返
し
て
み
る
と
、
義
経
は
罪
人
で
は
な
い
か
と
す
る
最
初
の
問
題
提
起
を
肯
定
す

る
意
見
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
単
な
る
義
経
人
気

ゆ
え
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
そ
の
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
か
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
す
で
に
確
認
し
て
き
た
と
お
り
、
そ
の

過
程
で
は
多
様
な
観
点
が
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
こ
の
話
題
を
解
釈
し

た
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
形
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
ま
ず
は
こ
の
話
の
読

ま
れ
か
た
、
受
け
止
め
ら
れ
か
た
が
か
く
も
多
様
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
や
り
と
り
を
記
す
少
年
た
ち
が
、
明
治
二
十
六
年
現
在

を
生
き
る
自
分
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会
事
情
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
こ
の
出
来

事
を
解
釈
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
と
く
に
、
法
意
識
が
議
論
の
焦
点
と

な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
憲
法
発
布
か
ら
年
の
浅
い
時
期
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て

も
象
徴
的
で
あ
る
。
近
代
的
な
法
治
国
家
た
ら
ん
と
す
る
日
本
の
国
民
と
し
て
い

か
に
ふ
る
ま
う
べ
き
か
を
教
え
、
考
え
る
素
材
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
周
知

の
、
軍
記
物
語
に
根
ざ
し
た
人
や
出
来
事
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

こ
に
み
た
投
稿
作
文
の
や
り
と
り
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
お
こ
な
っ
て
い
た
そ

う
し
た
思
考
体
験
の
形
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

歴
史
上
の
著
名
な
人
物
た
ち
の
言
動
が
、
明
治
二
十
年
代
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
の
価
値
観
の
前
に
さ
ら
さ
れ
、
近
代
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
て
問
い
直
さ
れ
て
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い
た
。
軍
記
物
語
関
連
話
も
ま
た
そ
う
し
た
観
点
か
ら
確
か
に
受
け
止
め
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。
先
の
投
稿
作
文
に
み
え
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
知
識
基
盤

と
し
て
は
軍
記
物
語
そ
の
も
の
よ
り
も
、「
謡
曲
」
や
「
演
劇
」
の
力
の
ほ
う
が

圧
倒
的
に
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
次
第
に
軍
記
物
語
そ
の
も
の

の
本
文
を
多
く
の
人
た
ち
が
読
め
る
環
境
が
整
備
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
物
語
そ
の

も
の
の
読
者
も
確
実
に
増
え
て
い
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
に
ど
の
よ

う
に
物
語
を
読
ん
で
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
決
し
て
自
明
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ

の
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
に
確
認
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
十
分
に
見
通
す
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

（
５
）
郷
土
意
識
の
形
成
と
関
わ
る
も
の

さ
て
、
次
に
取
り
あ
げ
た
い
の
は
、
地
域
に
根
付
い
た
歴
史
伝
承
と
し
て
の
軍

記
物
語
関
連
話
を
め
ぐ
る
状
況
で
あ
る
。
ま
ず
指
摘
し
た
い
の
は
、
こ
れ
が
自
分

が
住
む
地
域
意
識
の
内
実
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
信
濃
に
お
け
る

木
曾
義
仲
の
場
合
を
例
と
し
て
概
観
し
て
み
よ
う
。

信
濃
少
年
諸
君
ニ
一
言
ス�

長
野
県
東
筑
摩
郡
松
本　

大
日
向
千
年　
　

我
ガ
親
愛
ナ
ル
信
濃
少
年
諸
君
ヨ
。
眼
ヲ
縦
チ
テ
日
本
ノ
歴
史
ヲ
一
観
セ

ヨ
。
一
鞭
叱
咤
、
平
氏
ヲ
栗
殻
壑
ニ
鏖
殺
セ
シ
木
曾
義
仲
、
兵
ヲ
用
ユ
ル
鬼

神
ノ
如
ク
、
出
没
変
幻
人
ヲ
シ
テ
震
慄
セ
シ
ム
ル
真
田
幸
村
、
彼
レ
果
シ
テ

信
濃
男
子
ニ
ア
ラ
ザ
ル
カ
。
博
学
英
才
、
後
世
ヲ
洞
観
セ
ル
佐
久
間
象
山
、

魁
梧
多
力
貢
育
テ
壓
ス
ル
ノ
雷
電
、
彼
レ
果
シ
テ
信
濃
男
子
ニ
ア
ラ
ザ
ル

カ
。
古
代
ニ
在
テ
ハ
英
雄
豪
傑
此
ノ
如
ク
輩
出
シ
、
傲
然
海
内
ニ
雄
視
シ
タ

ル
ニ
モ
係
ハ
ラ
ズ
、
今
ヤ
倐
忽
変
ジ
テ
又
後
ニ
落
チ
、
唯
々
黙
々
、
嘗
テ
一

言
モ
ナ
キ
モ
ノ
ハ
何
ゾ
ヤ
。
…
…

右
の
よ
う
に
書
き
出
さ
れ
る
こ
の
文
章
は
、
こ
の
投
稿
作
文
欄
で
信
州
人
の
気

勢
が
あ
が
っ
て
い
な
い
状
態
を
嘆
き
、
意
識
改
革
を
訴
え
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。「
此
レ
果
シ
テ
信
濃
男
子
ノ
真
相
乎
。
余
輩
ハ
信
ズ
、
信
濃
男
子
斯
ク
マ
デ

勇
気
ナ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
、
斯
ク
マ
デ
柔
弱
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
も
述
べ
る

こ
の
投
稿
者
の
意
識
の
な
か
に
は
、「
日
本
ノ
歴
史
」
に
名
を
刻
む
「
英
雄
豪
傑
」

た
ち
を
輩
出
し
た
土
地
と
し
て
の
信
州
観
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、

倶
利
伽
羅
合
戦
で
平
氏
軍
に
圧
勝
し
た
木
曾
義
仲
も
含
ま
れ
て
い
る
（
傍
線
部
）。

第
二
巻
第
二
十
号
掲
載
の
「
信
濃
人
之
特
色
」（
長
野
県
尋
常
中
学
校
生
徒　

北
村
志
津
男
）
も
ま
た
、
信
濃
国
が
気
候
温
和
、
土
地
豊
饒
、
山
水
秀
麗
と
い
っ

た
特
色
を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
史
上
に
著
名
人
を
輩
出
し
て
き
た
の
は
そ
う
し

た
特
色
ゆ
え
の
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
。

之
ヲ
古
昔
ニ
考
フ
ル
ニ
、
彼
ノ
平
氏
ヲ
西
海
ニ
奔
竄
セ
シ
メ
、
意
気
一
旦
天

下
ヲ
併
呑
セ
シ
豪
傑
ハ
乃
チ
木
曾
義
仲
ナ
ラ
ズ
ヤ
。
麾
下
ノ
剛
勇
四
天
王
ノ

如
キ
、
其
他
、
真
田
氏
父
子
ノ
智
謀
ニ
於
ケ
ル
、
太
宰
春
台
ノ
儒
学
ニ
於

ル
、
佐
久
間
象
山
ノ
海
防
論
ニ
於
ル
、
将
タ
力
士
雷
電
ノ
怪
力
ニ
於
ル
如

キ
、
近
世
ニ
至
レ
バ
田
中
平
八
郎
ノ
商
業
ニ
於
ル
如
キ
、
彼
等
ハ
皆
我
信
州

古
来
ノ
質
直
剛
勇
ノ
気
風
ニ
仗
リ
テ
其
大
名
ヲ
為
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
是
実
ニ

我
信
ノ
特
色
ニ
非
ズ
ヤ
。
嗚
呼
、
此
最
モ
尊
重
ス
ベ
キ
信
山
ノ
特
色
ヲ
シ
テ

万
古
泯
滅
ラ
ザ
ラ
シ
ム
ル
ハ
、
抑
我
輩
信
人
ノ
一
大
義
務
ニ
非
ズ
ヤ
。
…
…

表
現
こ
そ
異
な
る
が
、
こ
こ
に
は
先
の
投
稿
と
重
な
る
類
型
化
し
た
信
州
観
が

認
め
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
に
木
曾
義
仲
は
確
か
な
地
位
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る

（
傍
線
部
）。
な
お
、
波
線
部
に
い
う
義
仲
麾
下
の
四
天
王
の
剛
勇
な
る
活
躍
を
語

る
の
は
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
『
義
仲
勲
功

図
会
』
に
代
表
さ
れ
る
近
世
の
読
本
類
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
こ
れ
も
ま
た
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
特
色
と
い
え
る　

（
（（
（

。

義
仲
の
み
が
特
別
扱
い
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
数
々
の
偉

人
た
ち
を
産
ん
だ
郷
土
を
愛
し
、
そ
こ
に
誇
り
を
持
つ
心
性
を
涵
養
し
て
い
く
土

壌
が
、
こ
の
地
域
に
培
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
現
場

で
は
、
当
然
、
郷
土
の
「
英
雄
」
と
し
て
の
義
仲
の
物
語
も
共
有
さ
れ
て
い
た
は
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ず
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
な
っ
て
、
浅
井
洌
作
詞

の
郷
土
唱
歌
「
信
濃
国
」
が
制
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
右
の
投
稿
に
み
え
る

義
仲
、
象
山
は
そ
の
な
か
で
、「
旭
将
軍
義
仲
も
／
仁
科
五
郎
信
盛
も
／
春
台
太

宰
先
生
も
／
象
山
佐
久
間
先
生
も
／
皆
こ
の
国
の
人
に
し
て
／
文
武
の
ほ
ま
れ
た

ぐ
ひ
な
く
／
山
と
聳
へ
て
世
に
仰
ぎ
／
川
と
流
れ
て
名
は
尽
き
ず
」
と
歌
わ
れ
て

い
る　

（
（（
（

。
こ
う
し
た
歌
詞
に
つ
な
が
る
感
性
が
歴
史
的
に
育
ま
れ
て
き
た
過
程

に
も
、
地
域
に
お
け
る
軍
記
物
語
の
読
ま
れ
か
た
と
い
う
問
題
は
関
わ
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
郷
土
意
識
を
支
え
る
史
蹟
を
訪
れ
る
の
は
地
元
の
人
た

ち
だ
け
で
は
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の
場
合
で
も
、
旅
行
や
修
学
旅
行
で
や
や
離
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
現
地
を
訪
ね
る
機
会
な
ど
が
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。
第
四
巻
第

十
五
号
（
明
治
二
十
五
年
八
月
一
日
刊
）
に
は
「
西
游
紀
行
」（
小
西
愛
花
）
と

題
さ
れ
た
紀
行
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
投
稿
者
は
、
同
年
六
月
五
日
に
大
坂
梅

田
駅
か
ら
「
官
線
」
の
汽
車
で
「
須
磨
明
石
ノ
勝
」
を
探
る
旅
に
出
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
神
戸
停
車
場
で
山
陽
線
に
乗
り
換
え
、
須
磨
駅
で
下
車
し
た
の
ち
に

上
野
山
福
祥
寺
（
い
わ
ゆ
る
須
磨
寺
）
に
向
か
い
、
修
復
工
事
中
の
本
堂
に
参
っ

た
。
そ
の
あ
と
、
投
稿
者
は
寺
の
宝
物
を
観
覧
し
て
い
る
。

宝
物
ニ
ハ
弘
法
大
師
作
青
葉
ノ
笛
、
祐
学
上
人
ノ
高
麗
笛
、
敦
盛
ノ
南
無
阿

弥
陀
仏
ノ
赤
旗
等
ニ
テ
、
見
料
二
銭
ナ
リ
。
有
名
ナ
ル
若
木
桜
ハ
門
前
ニ
ア

リ
。
是
レ
ハ
源
氏
須
磨
ノ
巻
ニ
、
須
磨
ニ
ハ
年
か
へ
り
て
な
く
つ
れ
〳
〵
な

る
に
植
し
若
木
の
桜
ほ
の
か
に
香
ひ
そ
め
て
空
の
気
色
う
ら
ら
か
な
り
ト

ア
ル
ニ
因
リ
名
ケ
シ
モ
ノ
ナ
リ
ト
ゾ
。
弁
慶
ノ
制
札
ニ
一
枝
ヲ
折
ル
者
ハ
一

指
ヲ
斫
ル
ト
云
ヒ
シ
ハ
、
即
チ
是
ナ
リ
。
…
…

こ
の
投
稿
は
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
当
時
の
須
磨
寺
の
様
子
を
伝
え

る
貴
重
な
証
言
で
も
あ
る
。
そ
の
記
述
か
ら
察
す
る
に
、
若
木
の
桜
の
『
源
氏
物

語
』
に
発
す
る
由
緒
は
現
地
で
は
じ
め
て
知
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
弁
慶
の
制
札
の
こ
と
（
も
と
は
浄
瑠
璃
「
一
谷
嫩
軍
記
」
に
由
来
）
は

以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
敦
盛
の
赤
旗
の
こ
と
、
ま
た
そ
も
そ
も
敦

盛
と
須
磨
寺
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
理
解
は
当
然
身
に
つ
け
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る　

（
（（
（

。
こ
こ
で
も
や
は
り
そ
の
理
解
の
基
盤
に
は
、
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
か
ら

得
た
知
識
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
三
巻
第
二
号
（
明
治
二
十
四
年
一
月
十
五
日
刊
）
に
載
る
「
鎌
倉
江
ノ
島
修

学
旅
行
記
」（
東
京
府
尋
常
中
学
校
生
徒　

楊
堂　

長
井
勇
）
は
、
修
学
旅
行
で

鎌
倉
を
訪
れ
、
神
社
・
仏
閣
・
史
蹟
を
巡
見
す
る
さ
ま
を
つ
づ
っ
た
長
文
で
あ

る
。
そ
の
な
か
に
鶴
岡
八
幡
宮
の
宝
物
を
一
見
し
た
く
だ
り
が
あ
る
。

其
所
蔵
ノ
宝
物
ヲ
一
見
セ
ン
ト
欲
シ
、
左
ニ
折
レ
テ
社
ノ
周
囲
ヲ
繞
レ
バ
、

七
神
輿
ト
住
吉
明
神
ノ
像
ト
テ
安
置
セ
リ
。
抑
モ
本
社
ハ
応
神
天
皇
・
神
功

皇
后
・
仲
哀
天
皇
ノ
三
神
ヲ
祭
リ
奉
ツ
リ
、
其
周
囲
ハ
八
十
二
間
ア
リ
テ
、

頼
朝
是
ノ
処
ニ
於
テ
政
治
軍
務
ノ
秘
密
会
議
ヲ
開
キ
タ
ル
処
ナ
リ
ト
云
フ
。

而
シ
テ
宝
物
ニ
ハ
神
功
皇
后
ノ
三
韓
征
伐
ニ
用
ヒ
玉
ヒ
シ
鎧
、
頼
朝
ノ
愛
撫

セ
シ
池
月
・
磨
墨
ノ
硯
ヲ
始
メ
ト
シ
、
静
御
前
ノ
舞
踏
ニ
用
ヒ
シ
衣
服
、
頼

朝
ノ
後
白
河
帝
ヨ
リ
賜
ハ
リ
シ
硯
箱
等
、
凡
ソ
十
余
品
ア
リ
。
余
等
一
々
之

ヲ
見
終
リ
、
方
サ
ニ
階
ヲ
下
ラ
ン
ト
ス
。
…
…

頼
朝
や
静
や
後
白
河
院
と
い
っ
た
史
上
の
人
物
た
ち
ゆ
か
り
の
遺
品
が
、
池

月
・
磨
墨
と
い
う
『
平
家
物
語
』
が
伝
え
る
名
馬
の
伝
承
と
も
重
な
り
な
が
ら
、

渾
然
一
体
と
な
っ
て
八
幡
宮
の
由
緒
に
関
す
る
投
稿
者
の
理
解
を
彩
っ
て
い
る
。

こ
の
あ
と
、
修
学
旅
行
の
一
行
は
「
静
御
前
、
政
子
ノ
切
望
ニ
ヨ
リ
法
楽
ノ
舞

踏
ヲ
ナ
セ
シ
所
」
で
あ
る
「
若
宮
」
で
「
案
内
者
ヨ
リ
種
々
ノ
説
明
ヲ
聞
」
き
、

さ
ら
に
移
動
し
て
「
頼
朝
卿
ノ
墓
」
や
「
大
塔
宮
神
社
」
の
「
土
窟
」
な
ど
を
見

学
し
な
が
ら
歩
み
を
進
め
、
そ
し
て
「
滑
川
」
に
至
る
。

…
…
滑
川
ヲ
渡
ル
。
是
ノ
川
ハ
実
ニ
細
流
ナ
リ
ト
雖
モ
、
昔
時
青
砥
藤
綱
ノ

十
銭
ヲ
水
中
ニ
落
シ
、
五
十
銭
ノ
炬
火
ヲ
以
テ
之
ヲ
拾
ヒ
タ
リ
シ
ト
云
フ
最

モ
人
心
ニ
膾
炙
セ
ル
有
名
ナ
ル
古
蹟
ニ
シ
テ
、
其
是
非
利
害
ニ
至
テ
ハ
已
ニ

文
壇
諸
氏
ノ
喋
々
ス
ル
一
問
題
ナ
リ
。
日
本
之
少
年
紙
上
ニ
於
テ
モ
、
嘗
テ
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筆
戦
セ
シ
事
ナ
リ
シ
ヲ
回
想
シ
来
レ
バ
、
万
感
胸
裡
ニ
刺
衝
シ
来
レ
リ
。

傍
線
部
に
い
う
「
万
感
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
滑
川
で
の
青

砥
藤
綱
の
話
は
も
と
は
『
太
平
記
』
に
根
ざ
し
て
い
る
。
こ
の
話
ゆ
え
に
、
滑
川

は
「
最
モ
人
心
ニ
膾
炙
セ
ル
有
名
ナ
ル
古
蹟
」
で
あ
っ
た
。
投
稿
者
は
こ
の
話
を

現
地
で
想
起
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
一
件
の
是
非
に
つ
い
て

「
文
壇
」
で
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、『
日
本
之
少
年
』
誌
上
で
も
か
つ
て
筆
戦
が

行
わ
れ
た
こ
と
（
前
述　

（
（（
（

）
を
も
想
起
し
て
心
を
動
か
し
た
の
で
あ
る
。
誌
上

に
掲
載
さ
れ
た
投
稿
作
文
を
読
む
と
い
う
体
験
は
、
読
者
の
心
に
数
々
の
記
憶
と

な
っ
て
確
実
に
刻
ま
れ
、
日
常
の
な
か
で
折
々
に
想
起
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
物
語

の
情
報
源
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
の
ち
、
当
日
の
宿
の
室
内
で
は

「
或
ハ
鎌
倉
ノ
古
跡
ヲ
談
ジ
テ
当
時
ヲ
回
想
ス
ル
ア
リ
、
或
ハ
大
塔
宮
ノ
弑
逆
ヲ

語
リ
テ
直
義
ノ
不
忠
ヲ
憤
ル
ア
リ
、
或
ハ
滑
川
ノ
古
事
ヲ
論
ジ
テ
其
是
非
ヲ
争
フ

ア
リ
」
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
先
に
取
り
あ
げ
た
源
頼
政
に
関
す
る
投
稿
の
う

ち
、
論
じ
残
し
た
も
の
に
目
を
移
し
て
み
よ
う
。

第
六
巻
第
十
一
号
「
小
旅
行
」（
明
治
二
十
七
年
六
月
一
日
刊
）
と
同
第

二
十
四
号
「
源
頼
政
ノ
墓
側
ヲ
過
グ
」（
同
年
十
二
月
十
五
日
刊
）
は
、
同
一
投

稿
者
（
山
城　

波
城
生
）
の
作
で
あ
る
。
前
者
に
は
、
宇
治
周
辺
に
住
む
か
と
思

わ
れ
る
投
稿
者
が
、
同
年
四
月
十
七
日
か
ら
翌
日
に
か
け
て
一
人
で
京
都
市
街
や

洛
西
を
旅
し
た
さ
ま
で
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
帰
り
道
の
記
述
に
お
い
て
「
宇

治
の
清
流
」
に
言
及
し
、

…
…
長
堤
漸
く
尽
き
、
老
健
児
頼
政
が
千
古
の
恨
を
止
め
た
る
平
等
院
を
過

ぎ
、
快
男
児
又
太
郎
が
吶
喊
し
て
渡
り
き
と
伝
ふ
る
旧
跡
を
過
ぎ
、
青
山
青

川
の
間
を
行
く
。
家
に
帰
れ
ば
足
頓
に
重
き
を
覚
へ
、
郊
外
静
に
車
声
な

く
、
後
園
の
鶯
啼
声
高
し
。

と
結
ば
れ
て
い
る
。
波
線
部
に
あ
る
の
は
、『
平
家
物
語
』
等
が
記
し
て
著
名
な
、

宇
治
川
の
戦
い
で
の
足
利
又
太
郎
の
渡
河
戦
に
も
と
づ
く
史
蹟
紹
介
で
あ
る
。
傍

線
部
の
平
等
院
が
頼
政
が
歿
し
た
故
地
で
あ
る
と
い
う
理
解
と
と
も
に
、『
平
家

物
語
』
に
根
ざ
し
た
こ
れ
ら
の
話
題
が
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
の
郷
土
意
識
を
形

づ
く
る
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

投
稿
と
い
う
行
為
は
、
そ
う
し
た
郷
土
意
識
を
全
国
に
発
信
す
る
と
い
う
意
味

も
帯
び
て
い
た
。
右
の
文
章
を
記
し
た
あ
と
、
こ
の
投
稿
者
は
頼
政
の
墓
に
焦
点

を
あ
わ
せ
た
文
章
を
し
た
た
め
、
あ
ら
た
め
て
同
誌
に
投
稿
し
て
い
る
。
そ
れ
が

約
半
年
後
に
掲
載
さ
れ
た
「
源
頼
政
ノ
墓
側
ヲ
過
グ
」
で
あ
る
。

宇
治
川
の
南
岸
、
平
等
院
に
あ
る
「
一
株
ノ
老
松
」
の
陰
に
「
一
個
ノ
碑
石
」

が
あ
る
。
そ
れ
が
「
源
家
ノ
老
雄
三
位
頼
政
」
の
「
枯
骨
ノ
遺
レ
ル
処
」
な
の
だ

と
い
う
導
入
の
の
ち
、
戦
死
し
た
頼
政
へ
の
思
い
が
つ
づ
ら
れ
て
い
く
。

吾
レ
嘗
テ
史
ヲ
読
ミ
、
頼
政
戦
没
ノ
段
ニ
至
ル
毎
ニ
、
未
ダ
長
嘆
ノ
声
ヲ
作

サ
ヾ
ル
事
ナ
キ
也
。
夫
レ
武
人
一
タ
ビ
雄
志
ヲ
樹
テ
、
胸
中
策
ス
ル
所
ヲ
行

フ
。
若
シ
ソ
レ
運
到
ラ
ズ
時
利
ナ
ラ
ズ
、
一
販
広
野
ニ
屍
ヲ
晒
ス
モ
、
亦
敢

テ
恨
マ
ザ
ル
可
キ
也
。
ソ
レ
然
リ
敢
テ
恨
マ
ジ
、
然
レ
ド
モ
彼
レ
頼
政
ヤ
、

蓋
世
ノ
雄
略
ハ
以
テ
天
下
ニ
将
タ
ル
ニ
足
リ
、
絶
代
ノ
武
勇
ハ
以
テ
三
軍
ヲ

叱
咤
ス
ル
ニ
足
ル
。
真
ニ
コ
レ
好
箇
将
軍
ノ
器
也
。
シ
カ
モ
始
終
失
意
ノ
地

ニ
在
リ
、
満
朝
皆
コ
レ
平
族
、
赤
旗
独
リ
色
鮮
カ
ニ
、
白
旗
マ
タ
威
ヲ
競
フ

事
能
ワ
ズ
。
彼
レ
ノ
勇
ニ
シ
テ
而
シ
テ
其
ノ
志
ヲ
伸
ブ
ル
ノ
処
ナ
ク
、
彼
レ

ノ
武
ニ
シ
テ
而
シ
テ
其
ノ
腕
ヲ
試
ム
ル
ノ
時
ナ
シ
。
頼
政
タ
ル
者
豈
胸
中
不

平
ノ
浪
、
躍
ラ
ザ
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
得
ザ
ラ
ン
ヤ
。

傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
こ
の
投
稿
者
は
何
度
も
「
史
」
を
読
み
、
頼

政
の
事
績
に
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
「
史
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
確

認
し
て
き
た
明
治
二
十
年
代
半
ば
の
状
況
に
照
ら
せ
ば
、『
平
家
物
語
』
や
『
源

平
盛
衰
記
』
そ
の
も
の
で
は
な
く
、『
日
本
外
史
』
な
ど
の
、
物
語
に
基
づ
く
後

世
の
史
書
や
歴
史
読
み
物
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
は
、
頼
政
の
墓
と

向
き
合
い
、
関
連
す
る
物
語
を
想
起
し
、
そ
の
人
物
の
心
を
思
い
や
っ
て
感
を
も

よ
お
す
と
い
う
様
式
は
、
先
に
み
た
「
絵
を
見
る
」
と
い
う
形
式
の
作
文
か
ら
読
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み
と
れ
る
も
の
と
同
質
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

ま
た
、「
頼
政
戦
没
ノ
段
」
を
記
し
た
「
史
」
を
読
む
ご
と
に
発
す
る
と
い
う

「
長
嘆
ノ
声
」
の
質
に
も
注
意
し
た
い
。
そ
れ
は
、「
蓋
世
ノ
雄
略
」「
絶
代
ノ
武
勇
」

を
備
え
る
「
好
箇
将
軍
ノ
器
」
で
あ
り
な
が
ら
も
、
世
情
ゆ
え
に
そ
の
「
志
」
や

「
腕
」
を
発
揮
す
る
場
が
な
か
っ
た
頼
政
の
胸
中
を
思
い
や
っ
て
の
「
声
」
で
あ

る
。
頼
政
の
内
心
に
は
、
表
に
は
み
せ
な
か
っ
た
「
不
平
ノ
浪
」
が
「
躍
」
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
投
稿
者
が
読
ん
だ
「
史
」
に
そ
う
書
か
れ
て
い
た
の
で
は

な
く
、「
史
」
の
文
章
を
読
ん
で
そ
こ
か
ら
察
し
た
事
情
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
投
稿
者
は
頼
政
の
忍
耐
す
る
精
神
性
に
心
打
た
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
史
」
の
叙
述
に
、
実
人
生
を
せ
お
っ
た
ひ
と
り
の
生
身

の
人
間
と
し
て
の
頼
政
の
姿
を
見
出
し
、
そ
の
心
の
あ
り
よ
う
を
察
し
、
そ
れ
を

も
と
に
人
物
評
を
下
す
と
い
う
営
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
こ
の
当
時

の
「
史
」
の
読
み
か
た
の
ひ
と
つ
の
形
な
の
で
あ
っ
た
。

右
の
引
用
に
続
く
文
章
も
あ
げ
て
お
こ
う
。

某
ノ
論
客
頼
政
ノ
事
ヲ
挙
ル
、
ソ
ノ
挙
グ
可
キ
時
ニ
非
ズ
、
彼
レ
ハ
則
チ
挙

グ
可
カ
ラ
ザ
ル
ノ
時
ニ
事
ヲ
挙
ゲ
、
自
ラ
亡
ヲ
招
ケ
ル
也
ト
論
ゼ
リ
。
夫
レ

然
リ
豈
夫
レ
然
ラ
ン
ヤ
。
憶
フ
ニ
頼
政
ノ
器
、
盖
シ
自
ラ
時
運
ノ
可
ナ
ラ
ザ

ル
ヲ
知
ラ
ザ
リ
シ
ニ
ア
ラ
ジ
。
然
レ
ド
モ
其
ノ
境
界
ヤ
彼
ノ
如
ク
、
其
ノ
失

意
ヤ
彼
ノ
如
シ
。
頼
政
老
ヒ
タ
リ
ト
雖
、
堂
堂
恥
ヲ
知
ル
ノ
血
性
男
児
也
。

憤
起
一
番
天
下
ニ
呼
号
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
、
盖
シ
勢
ヒ
自
ラ
然
ル
可
キ

也
。
皮
悲
ノ
見
ヲ
以
テ
妄
リ
ニ
英
雄
ヲ
論
責
ス
、
過
レ
リ
ト
謂
ツ
可
シ
。
彼

レ
ハ
実
ニ
好
箇
ノ
将
才
ヲ
有
シ
テ
、
シ
カ
モ
志
ヲ
常
世
ニ
得
ズ
。
怏
怏
失
意

ノ
境
界
ニ
住
ヒ
、
終
ニ
悲
憤
ノ
裡
ニ
死
セ
リ
。
彼
レ
ノ
一
世
ハ
実
ニ
失
意
ノ

一
世
也
。
彼
レ
ノ
最
期
ハ
実
ニ
悲
憤
ノ
最
期
也
。
嗚
呼
不
遇
ノ
英
傑
、
吾
レ

汝
ヲ
悲
シ
ム
。
吾
レ
汝
ヲ
悲
シ
ム
。

先
に
は
別
の
投
稿
作
文
を
と
お
し
て
、
明
治
二
十
年
代
当
時
、
頼
政
を
批
判
す

る
声
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
こ
と
は
右
傍

線
部
の
表
現
か
ら
再
確
認
で
き
よ
う
。
だ
が
、
こ
の
投
稿
者
は
波
線
部
の
よ
う

に
、
頼
政
批
判
の
声
に
つ
い
て
、「
皮
悲
ノ
見
ヲ
以
テ
妄
リ
ニ
英
雄
ヲ
論
責
ス
、

過
レ
リ
ト
謂
ツ
可
シ
」
と
み
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
頼
政
の
「
器
」「
好
箇
ノ

将
才
」
を
前
提
と
し
て
、「
堂
堂
恥
ヲ
知
ル
ノ
血
性
男
児
」
の
「
失
意
」「
悲
憤
」

の
「
最
期
」
に
同
情
し
、
こ
の
「
不
遇
ノ
英
傑
」
を
「
悲
シ
ム
」
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
こ
の
投
稿
者
が
特
別
な
思
い
入
れ
の
も
と
で
「
史
」

を
読
ん
だ
結
果
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
二
重
傍
線
部
の
「
憶

フ
ニ
」
と
い
う
語
が
そ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
投
稿
者
が
頼
政
に
注
目
し
て
い
る
の
は
、
自
分
が
生
活
す

る
地
域
に
関
連
史
蹟
が
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
投
稿
者
に
と
っ
て
、

「
史
」
を
読
む
こ
と
と
は
そ
う
し
た
地
域
の
歴
史
へ
の
関
心
を
満
た
す
こ
と
で
も

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
史
」
の
読
ま
れ
か
た
の
ひ
と
つ
の
形
と

し
て
、
史
蹟
の
由
緒
と
関
わ
る
事
例
に
注
目
し
、
そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
が
も
つ
地

域
の
歴
史
に
関
す
る
意
識
を
更
新
す
る
役
目
を
折
々
に
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。

こ
こ
ま
で
に
み
て
き
た
よ
う
な
、
寺
社
に
伝
え
ら
れ
た
宝
物
や
墓
・
碑
と
い
っ

た
史
蹟
は
、
そ
の
土
地
の
歴
史
的
由
緒
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
訪
問
者
あ
る

い
は
そ
の
土
地
で
の
生
活
者
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
直
接
体
験
に
根
ざ
し
た
文
章
が
投
稿
作
文
欄
に
掲
載
さ
れ
る
こ

と
で
、
全
国
に
向
け
て
そ
の
土
地
の
由
緒
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
、
他
と
は
違
う
そ
の
地
域
や
わ
が
郷
土
へ
の
特
別
な
思

い
を
涵
養
す
る
環
境
を
い
っ
そ
う
整
え
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る　

（
（（
（

。
そ
う
し

た
知
識
の
環
の
な
か
で
軍
記
物
語
関
連
話
は
想
起
さ
れ
、
読
み
な
お
さ
れ
、
地
域

社
会
の
な
か
で
意
味
づ
け
な
お
さ
れ
て
も
い
く
の
で
あ
る
。
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六　

読
ま
れ
か
た
の
歴
史
を
問
う―

―

結
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
明
治
二
十
年
代
に
刊
行
が
始
め
ら
れ
た
総
合
誌
と
し
て
の
児
童
・

少
年
雑
誌
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
日
本
之
少
年
』
に
み
え
る
中
世
の
軍
記
物
語
関
連

記
事
に
注
目
し
、
そ
の
様
相
に
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
分
析
を
加
え
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
本
誌
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
明
治
二
十
二
年
か
ら
二
十
七
年
の
こ
ろ
に

は
、『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
な
ど
の
軍
記
物
語
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

『
日
本
外
史
』
や
演
劇
・
芸
能
と
い
っ
た
後
世
に
な
っ
て
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
た

ち
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
理
解
を
深
め
て
い
た
様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

た
。
軍
記
物
語
そ
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
著
名
な
人

物
や
出
来
事
に
つ
い
て
の
話
を
中
心
と
し
て
軍
記
物
語
関
連
話
へ
の
相
当
量
の
理

解
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
が
、『
日
本
之
少
年
』
を
読
め
る
よ
う
な
社
会
層

の
子
ど
も
た
ち
の
間
に
は
成
り
立
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
ど
う
や
ら
そ
れ
は
他
誌
の
読
者
に
も
共
通
す
る
、
こ
の
時
期
の
軍
記
物
語
を

と
り
ま
く
環
境
を
特
徴
づ
け
る
一
現
実
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
見
通
し
の
妥
当
性
は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
論
証
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
軍
記
物
語
研
究
の
な
か
で
は
ま
っ
た
く
顧
み
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
、
児
童
・
少
年
雑
誌
等　

（
（（
（

の
資
料
に
も
調
査
の
裾
野
を
広
げ
、
明

治
期
か
ら
大
正
・
昭
和
期
へ
と
続
く
期
間
に
お
け
る
、
こ
の
物
語
の
読
ま
れ
か
た

の
歴
史
を
丹
念
に
追
い
か
け
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
過
程
で
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
現
時
点
で
も
十

分
に
見
通
し
う
る
。
た
と
え
ば
、
本
稿
で
み
た
よ
う
な
、
著
名
な
登
場
人
物
へ
の

関
心
を
核
と
し
た
名
場
面
主
義
と
い
え
る
よ
う
な
享
受
姿
勢
に
長
く
慣
れ
親
し
ん

で
き
た
人
々
が
、
近
代
活
字
本
と
し
て
軍
記
物
語
が
大
量
に
制
作
さ
れ
、
そ
れ
が

広
く
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
ち
に
物
語
の
全
巻
を
は
じ

め
か
ら
最
後
ま
で
通
読
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
考
え
が
た
い　

（
（（
（

。
長
期
に
わ

た
る
社
会
的
体
験
を
と
お
し
て
養
わ
れ
た
感
性
や
価
値
観
は
、
た
や
す
く
変
わ
る

も
の
で
は
な
い
。

本
稿
で
扱
え
た
の
は
、
明
治
期
の
児
童
・
少
年
雑
誌
に
み
る
軍
記
物
語
の
受
容

と
再
生
に
関
わ
る
研
究
の
う
ち
の
ご
く
わ
ず
か
な
問
題
の
み
で
あ
る
。『
日
本
之

少
年
』
以
外
の
各
誌
に
関
す
る
分
析
と
い
う
大
き
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、『
日
本
之
少
年
』
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
歴
史
読
み
物
と
し
て
書
か
れ
た

軍
記
物
語
関
連
話
の
様
相
は
本
稿
で
は
扱
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
こ
う
し
た

記
事
を
載
せ
た
雑
誌
を
読
む
こ
と
を
と
お
し
て
培
わ
れ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
感

性―
―

た
と
え
ば
尚
武
・
忍
耐
・
忠
・
英
雄
・
敵
な
ど
と
関
わ
る
も
の―

―

が
、

対
外
戦
争
を
体
験
し
て
い
く
日
本
社
会
の
あ
ゆ
み
と
ど
う
関
与
し
て
い
く
の
か
と

い
う
重
要
な
検
討
課
題
も
あ
る
。

私
た
ち
は
軍
記
物
語
を
こ
れ
か
ら
将
来
へ
ど
の
よ
う
に
読
み
継
ぐ
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
そ
の
こ
と
の
意
義
は
、
軍
記
物
語
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
の

か
を
問
う
こ
と
な
し
に
は
つ
か
め
ま
い
。
そ
う
し
た
課
題
と
向
き
合
お
う
と
す
る

と
き
、
明
治
期
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
言
説
、
明
治
期
の
子
ど
も
た
ち
が

発
し
た
言
説
は
こ
れ
か
ら
多
く
の
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な

い
。

注（
１
）	

鈴
木
彰
『
平
家
物
語
の
展
開
と
中
世
社
会
』（
二
〇
〇
六
・
二　

汲
古
書
院
）
の
「
終
章
」

に
お
い
て
、「〈
平
家
物
語
〉
の
文
学
史
」
と
い
う
課
題
を
提
示
し
た
。
こ
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
以
後
、「
斎
藤
別
当
実
盛
の
選
択―

―

老
武
者
の
恥
辱
と
武
勇―

―

」（「
神

奈
川
大
学
評
論
」
55　

二
〇
〇
六
・
十
一
）、「
近
世
・
近
代
の
木
曾
義
仲―

―

『
義
仲
勲

功
図
会
』
か
ら
『
木
曾
義
仲
勲
功
記
』
へ―

―

」（
鈴
木
彰
・
松
井
吉
昭
氏
・
樋
口
州
男

氏
編
『
木
曾
義
仲
の
す
べ
て
』
収　

二
〇
〇
八
・
十
二　

新
人
物
往
来
社
）
な
ど
で
論
じ

て
き
た
。

（
２
）	

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
彰
「
交
響
す
る
平
清
盛
像

イ
メ
ー
ジ―

―

近
世
か
ら
近
代
・
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現
代
へ
」（
樋
口
州
男
氏
・
鈴
木
彰
・
錦
昭
江
氏
・
野
口
華
世
氏
『
図
説　

平
清
盛
』
収

　

二
〇
一
一
・
十
一　

河
出
書
房
新
社
）
で
も
取
り
あ
げ
た
。

（
３
）	
佐
々
木
八
郎
氏
『
平
家
物
語
の
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部　

一
九
四
八
・
五
）
が
そ
の

先
駆
的
位
置
を
占
め
る
。
最
新
の
も
の
は
、
大
津
雄
一
氏
・
日
下
力
氏
・
佐
伯
真
一
氏
・

櫻
井
陽
子
氏
編
『
平
家
物
語
大
事
典
』（
二
〇
一
〇
・
十
一　

東
京
書
籍
）
に
お
い
て
、

「
近
・
現
代
文
学
」
と
題
し
て
、「
明
治
以
降
、
平
成
二
〇
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
『
平
家

物
語
』
と
関
連
す
る
小
説
・
戯
曲
・
評
論
」
作
品
の
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
大
津

雄
一
氏
作
成
）。
ま
た
、
こ
の
間
の
過
程
に
つ
い
て
は
同
項
参
考
文
献
参
照
。

（
４
）	

柴
田
芳
成
氏
「
児
童
読
物
・
教
科
書
の
中
の
八
幡
太
郎
義
家
」（
武
久
堅
氏
監
修
『
中
世

軍
記
の
展
望
台
』
収
（
二
〇
〇
六
・
七　

和
泉
書
院
）、
大
津
雄
一
氏
「
戦
時
下
の
『
平
家

物
語
』」（「
国
語
と
国
文
学
」
85
‐
11　

二
〇
〇
八
・
十
一
）、
榊
原
千
鶴
氏
「「
女
子
の
悲

哀
に
沈
め
る
が
如
く
」―

―

明
治
二
十
年
代
女
子
教
育
に
み
る
戦
略
と
し
て
の
中
世
文

学
」（
飯
田
祐
子
氏
・
島
村
輝
氏
・
高
橋
修
氏
・
中
山
昭
彦
氏
編
『
少
女
少
年
の
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
』（
二
〇
〇
九
・
二　

青
弓
社
）、
鈴
木
彰
「
明
治
期
の
子
ど
も
た
ち
と
源
頼
光
の
物

語
」（「
歴
史
と
民
俗
」
25　

二
〇
〇
九
・
二
）
な
ど
が
こ
う
し
た
問
題
に
か
か
わ
る
。

（
５
）	

一
つ
の
試
み
と
し
て
、
軍
記
・
語
り
物
研
究
会
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
軍
記
物
語
と
近
代
」

（
二
〇
〇
六
年
一
月
二
十
九
日　

於
早
稲
田
大
学
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
報
告
者
で
あ
る
佐

藤
泉
氏
・
大
津
雄
一
氏
・
佐
伯
真
一
氏
の
論
文
が
「
軍
記
と
語
り
物
」
43

（
二
〇
〇
七
・
三
）
誌
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
兵
藤
裕
己
氏
『
太
平
記
〈
よ
み
〉

の
可
能
性　

歴
史
と
い
う
物
語
』（
一
九
九
五
・
十
一　

講
談
社
）
が
近
代
に
お
け
る
『
太

平
記
』
問
題
を
射
程
に
収
め
て
い
る
。

（
６
）	

参
考
と
し
て
明
治
十
年
～
二
十
年
生
ま
れ
の
各
界
著
名
人
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
こ
の
世

代
が
、
本
稿
で
注
目
す
る
明
治
二
十
年
代
に
幼
少
年
期
を
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。
明
治

十
年
…
…
荒
木
貞
夫
、
窪
田
空
穂
、
辻
善
之
助
、
中
田
薫
、
明
治
十
一
年
…
…
有
島
武
郎
、

鏑
木
清
方
、
下
中
弥
三
郎
、
寺
田
寅
彦
、
野
間
清
治
、
前
田
光
世
、
与
謝
野
晶
子
、
吉
田

茂
、
吉
野
作
造
、
明
治
十
二
年
…
…
荻
原
守
衛
、
河
上
肇
、
菊
池
契
月
、
大
正
天
皇
、
滝

廉
太
郎
、
永
井
荷
風
、
正
宗
白
鳥
、
明
治
十
三
年
…
…
熊
谷
守
一
、
松
岡
洋
右
、
米
内
光

政
、
明
治
十
四
年
…
…
会
津
八
一
、
岩
波
茂
雄
、
小
山
内
薫
、
明
治
十
五
年
…
…
青
木
繁
、

有
島
生
馬
、
生
田
長
江
、
小
川
未
明
、
金
田
一
京
助
、
五
島
慶
太
、
斎
藤
茂
吉
、
種
田
山

頭
火
、
野
口
雨
情
、
橋
本
進
吉
、
明
治
十
六
年
…
…
安
倍
能
成
、
植
芝
盛
平
、
北
一
輝
、

北
大
路
魯
山
人
、
小
林
古
径
、
志
賀
直
哉
、
高
村
光
太
郎
、
鳩
山
一
郎
、
三
船
久
蔵
、
諸

橋
轍
次
、
明
治
十
七
年
…
…
石
橋
湛
山
、
下
村
湖
人
、
竹
久
夢
二
、
東
條
英
機
、
長
谷
川

伸
、
安
田
靫
彦
、
山
本
五
十
六
、
明
治
十
八
年
…
…
大
杉
栄
、
川
端
龍
子
、
北
原
白
秋
、

正
力
松
太
郎
、
田
辺
元
、
土
岐
善
麿
、
中
里
介
山
、
前
田
青
邨
、
山
下
奉
文
、
若
山
牧
水
、

明
治
十
九
年
…
…
石
川
啄
木
、
伊
藤
忠
兵
衛
、
谷
崎
潤
一
郎
、
中
村
吉
右
衛
門
（
初
代
）、

萩
原
朔
太
郎
、
藤
田
嗣
治
、
武
者
小
路
実
篤
、
山
田
耕
筰
、
明
治
二
十
年
…
…
芦
田
均
、

荒
畑
寒
村
、
折
口
信
夫
、
片
山
哲
、
児
島
喜
久
雄
、
重
光
葵
、
東
久
邇
宮
稔
彦
王
、
山
本

有
三
。

（
７
）	

勝
尾
金
弥
氏
『
黎
明
期
の
歴
史
児
童
文
学　
「
歴
史
読
本
」
か
ら
「
日
本
お
伽
噺
」
ま
で
』

（
一
九
七
七
・
六　

ア
リ
ス
館
）、
香
曽
我
部
秀
幸
氏
「
歴
史
絵
本
と
絵
雑
誌
に
み
る
歴
史

英
雄
像
」（
三
宅
興
子
氏
・
香
曽
我
部
秀
幸
氏
編
『
大
正
期
の
絵
本
・
絵
雑
誌
の
研
究　

一
少
年
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
』
収　

二
〇
〇
九
・
十
一　

翰
林
書
房
）
等
、
明
治

期
か
ら
大
正
期
以
後
に
も
及
ぶ
。

（
８
）	

石
井
研
堂
氏
「
明
治
初
期
の
少
年
雑
誌
」（『
太
陽
』
33
‐
８　

一
九
二
七
・
六
）、
滑
川
道

夫
氏
『
日
本
作
文
綴
方
教
育
史
１
〈
明
治
篇
〉』（
一
九
七
六
・
八　

国
土
社
）、
鳥
越
信
氏

編
著
『
は
じ
め
て
学
ぶ
日
本
児
童
文
学
史
』（
二
〇
〇
一
・
四　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、
向

川
幹
雄
氏
「
総
合
児
童
雑
誌
の
出
現
」（
同
氏
『
日
本
近
代
児
童
文
学
史
研
究
Ⅰ―

明
治

の
児
童
文
学
（
上
）―

〔
児
童
文
学
研
究
年
報　

第
９
号
〕』
収　

一
九
九
九
・
三　

兵
庫

教
育
大
学
向
川
研
究
室
）、
印
刷
博
物
館
編
『
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
誕
生
へ
！―

―

明
治
・

大
正
の
雑
誌
メ
デ
ィ
ア―

―

』（
二
〇
〇
八
・
九　

東
京
書
籍
）、
甲
斐
雄
一
郎
氏
『
国
語

科
の
成
立
』（
二
〇
〇
八
・
十
一　

東
洋
館
出
版
社
）
等
参
照
。

（
９
）	

木
村
小
舟
氏
『
改
訂
増
補　

少
年
文
学
史　

明
治
篇
上
巻
』（
一
九
五
二
・
二　

童
話
春
秋

社
）。
木
村
氏
の
業
績
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
飯
干
陽
氏
『
木
村
小
舟
と
『
少
年
世

界
』』（
一
九
九
二
・
十　

あ
ず
さ
書
店
）
参
照
。

（
10
）	

続
橋
達
雄
氏
『
児
童
文
学
の
誕
生―

―

明
治
の
幼
少
年
雑
誌
を
中
心
に―

―

』（
桜
楓
社

　

一
九
七
二
・
十
）。

（
11
）	
続
橋
氏
「『
少
年
世
界
』
の
登
場
」（
同
『
児
童
文
学
の
誕
生―

―

明
治
の
幼
少
年
雑
誌
を

中
心
に―

―

』
収　

桜
楓
社　

一
九
七
二
・
十
）

（
12
）	

浅
岡
邦
雄
氏
「
明
治
期
博
文
館
の
主
要
雑
誌
発
行
部
数
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
明

治
の
出
版
文
化
』
収　

二
〇
〇
二
・
三　

臨
川
書
店
）
参
照
。
な
お
、
二
年
目
か
ら
は
平

均
六
万
五
千
部
程
度
と
な
る
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）	

お
も
に
、
木
村
小
舟
『
改
訂
増
補　

少
年
文
学
史　

明
治
篇
上
巻
』（
一
九
五
二
・
二　

童
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話
春
秋
社
）、
上
田
信
道
氏
「『
日
本
之
少
年
』
解
説
」（『
日
本
之
少
年
【
復
刻
版
】
解
説
』

収　

二
〇
一
〇
・
十
一　

柏
書
房　

→
以
下
、「
上
田
氏
解
説
」
と
略
称
）
に
よ
る
。
な
お
、

誌
名
の
読
み
か
た
は
「
に
ほ
ん
の
し
ょ
う
ね
ん
」
で
あ
る
。
第
四
巻
各
号
表
紙
に
、「T

H
E 

N
IH

O
N

 N
O

 SH
O

N
EN

」
と
ロ
ー
マ
字
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
に
っ
ぽ
ん
の

し
ょ
う
ね
ん
」
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
14
）	

坪
谷
善
四
郎
氏
『
博
文
館
五
十
年
史
』（
一
九
三
七
・
六　

博
文
館
）
参
照
。

（
15
）	

他
に
も
、
明
ら
か
に
大
人
向
け
の
商
品
広
告
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

（
16
）	

木
村
小
舟
氏
『
少
年
文
学
史　

明
治
編
』
は
「
三
面
六
臂
の
勢
猛
く
」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
他
、
同
書
で
は
須
永
の
人
格
面
へ
の
言
及
も
あ
る
。

（
17
）	

第
一
号
掲
載
の
定
価
表
に
よ
れ
ば
、
一
冊
の
場
合
は
前
金
五
銭
、
郵
税
共
六
銭
、
六
冊
の

場
合
は
同
二
十
九
銭
と
三
十
五
銭
、
十
二
冊
の
場
合
は
同
五
十
七
銭
と
六
十
九
銭
、

二
十
四
冊
の
場
合
は
同
一
円
八
銭
と
一
円
三
十
二
銭
で
あ
っ
た
。

（
18
）	

滑
川
道
夫
氏
「
明
治
の
児
童
雑
誌
」（
福
田
清
人
氏
・
山
主
敏
子
氏
編
『
日
本
児
童
文
芸

史
』
収　

一
九
八
三
・
六　

三
省
堂
）
は
、「
学
術
欄
（
学
習
を
含
む
）
の
充
実
に
比
し
て
、

文
芸
欄
読
み
物
は
貧
困
で
あ
っ
た
。
エ
リ
ー
ト
の
立
志
少
年
を
対
象
と
し
て
い
る
感
が
あ

る
」
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、「
初
期
に
は
読
者
の
進
学
の
た
め
の
学
校
情
報
に
力
を
入

れ
、
次
に
は
歴
史
談
（
小
中
村
義
象
、
萩
野
由
之
ら
）
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は

指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
譚
園
」（
文
芸
関
係
欄
）
に
は
「
力
が
注
が
れ
て
い
な
い
」
と
も
あ

る
。

（
19
）	

木
村
氏
『
少
年
文
学
史　

明
治
編
』。
た
だ
し
、
滑
川
氏
に
「
大
衆
読
者
に
迎
合
し
な
い

毅
然
さ
を
最
後
ま
で
持
続
し
た
編
集
子
の
気
位
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
い
う
見
解
も
あ
る
。

（
20
）	

本
稿
で
は
検
討
し
き
れ
な
い
が
、
博
文
館
か
ら
発
行
さ
れ
た
他
の
児
童
・
少
年
雑
誌
の
状

況
と
の
関
係
の
把
握
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
見
定
め
て
お
き
た
い
。

（
21
）	

佐
伯
真
一
氏
「『
平
家
物
語
』
の
注
釈
史
的
研
究　

近
代
」（
山
下
宏
明
氏
編
『
平
家
物
語

　

批
評
と
文
化
史
』
収
（
一
九
九
八
・
十　

汲
古
書
院
）
に
指
摘
が
あ
る
。
高
木
市
之
助

氏
・
永
積
安
明
氏
・
市
古
貞
次
氏
・
渥
美
か
を
る
氏
編
著
『
平
家
物
語
』（
増
補
国
語
国

文
学
研
究
史
大
成
９　

一
九
七
七
・
四　

三
省
堂
）
所
載
の
「
平
家
物
語
平
曲
研
究
文
献

目
録
」
で
も
、「
平
家
物
語
の
本
文
と
註
釈
書
」
の
な
か
に
こ
れ
を
あ
げ
て
い
る
。
な
お
、

同
欄
に
は
明
治
十
九
年
の
高
井
蘭
山
『
絵
本
平
家
物
語
』
が
載
る
が
、
そ
の
内
容
は
『
平

家
物
語
図
会
』
で
あ
る
か
ら
、
本
文
と
し
て
は
『
平
家
物
語
』
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

（
22
）	

注
（
21
）
佐
伯
論
文
。

（
23
）	

た
だ
し
、
軍
記
物
語
の
版
本
を
一
揃
い
で
持
っ
て
い
て
も
ど
れ
だ
け
の
人
が
通
読
し
て
い

た
か
は
わ
か
ら
な
い
。『
平
家
物
語
』
の
版
本
で
は
、
延
宝
五
年
（
一
八
七
七
）
版
、
元

禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
版
の
目
録
に
は
章
段
名
ご
と
に
該
当
丁
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
配
慮
も
、
章
段
ご
と
場
面
ご
と
に
本
文
を
選
択
し
て
読
む
こ
と
を
前
提
と
す
る

が
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
24
）	

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
イ
ア
ロ
ッ
ク
氏
「
国
民
的
叙
事
詩
の
発
見―

―

近
代
の
古
典
と
し
て

の
『
平
家
物
語
』」（
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
氏
・
鈴
木
登
美
氏
編
『
創
造
さ
れ
た
古
典―

―

カ

ノ
ン
形
成
・
国
民
国
家
・
日
本
文
学
』
収　

一
九
九
四
・
四　

新
曜
社
）
が
、「「
歴
史
」

か
ら
「
文
学
」
へ
」
と
い
う
章
を
設
け
て
、
こ
う
し
た
動
き
を
分
析
し
て
い
る
。

（
25
）	

な
お
、
大
津
雄
一
氏
「
文
学
と
し
て
の
規
定
と
評
価
」（『
平
家
物
語
大
事
典
』
収
）
に
よ

れ
ば
、
明
治
期
に
日
本
文
学
史
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
動
き
と
並
行
し
て
、『
平
家
物
語
』

を
叙
事
詩
と
し
て
定
位
し
て
い
く
動
き
も
あ
り
、
そ
れ
は
す
で
に
明
治
七
年
に
は
み
え
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
明
治
二
十
年
代
と
い
う
時
期
は
、
そ
れ
が
本
格
化

す
る
前
の
段
階
に
位
置
す
る
。

（
26
）	

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
文
学
史
と
い
う
も
の
な
の
だ
と
い
う
理
解
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
私
は
作
り
手
側
だ
け
で
は
な
く
、
享
受
す
る
側
を
視
野
に
入

れ
、
両
者
の
間
で
生
々
流
転
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
均
衡
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を

と
ら
え
る
と
い
う
立
場
に
た
つ
。

（
27
）	

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
世
文
学
会
平
成
二
十
三
年
度
春
季
大
会
で
の
報
告
を
も

と
に
し
て
、
戦
国
期
の
薩
摩
・
大
隅
地
域
の
事
情
を
例
と
し
て
論
じ
た
。
鈴
木
彰
「「
佚

文
」
の
生
命
力
と
再
生
す
る
物
語―

―

薩
摩
・
島
津
家
の
文
化
環
境
と
の
関
わ
り
か
ら―

―

」（「
中
世
文
学
」
57　

二
〇
一
二
・
六
）。

（
28
）	『
尋
常
小
学
読
本
』
お
よ
び
『
高
等
小
学
読
本
』
の
引
用
は
、
海
後
宗
臣
氏
編
『
日
本
教

科
書
大
系　

近
代
編
第
五
巻　

国
語
（
二
）』（
一
九
六
四
・
三　

講
談
社
）
に
よ
る
。

（
29
）	

第
十
八
課
「
源
平
あ
そ
び
」、
第
十
九
課
「
平
清
盛
」
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
彰
「
近
代
教

科
書
と
平
家
物
語
」（
川
合
康
氏
編
『
平
家
物
語
を
読
む
』
収　

二
〇
〇
九
・
一　

吉
川
弘

文
館
）
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
30
）	
当
初
は
歌
川
年
方
ら
浮
世
絵
師
の
手
に
な
る
木
版
画
（
第
五
、十
号
）
も
交
じ
る
が
、
そ

の
大
半
は
銅
版
画
・
石
版
画
で
あ
る
。
第
一
号
か
ら
第
三
号
の
表
紙
に
は
、
日
吉
丸
（
の

ち
の
秀
吉
）
と
蜂
須
賀
小
六
（
正
勝
）
の
出
会
い
の
場
面
（
い
わ
ゆ
る
矢
矧
橋
の
出
会
い
）

を
描
く
月
岡
芳
年
の
絵
が
使
用
さ
れ
た
。
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（
31
）	

菜
花
園
主
人
す
な
わ
ち
主
筆
須
永
金
三
郎
に
よ
る
記
事
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
記
事
の
末

尾
に
、

	
　
　

�
因
に
云
ふ
巻
頭
掲
く
る
所
ろ
の
木
版
画
ハ
過
る
日
上
野
桜
ヶ
岡
に
於
い
て
開
か
れ
た

青
年
絵
画
会
出
品
中
尾
形
月
耕
氏
の
門
人
耕
一
（
本
名
日
本
橋
区
新
乗
物
町
七
番
地

小
林
有
実
氏
）
の
揮
毫
に
し
て
賞
状
を
得
た
る
も
の
な
り

	

と
い
う
口
絵
の
由
来
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
口
絵
の
問
題
は
、
当
時

の
美
術
絵
画
界
に
お
け
る
画
題
選
択
の
志
向
と
い
う
問
題
と
も
つ
ら
な
る
。
ま
た
、
月
耕

以
後
の
浮
世
絵
師
た
ち
の
活
動
を
伝
え
る
と
い
う
点
で
も
興
味
深
い
。

（
32
）	

事
実
、
第
十
三
号
（
八
月
十
五
日
刊
）
は
「
帝
国
法
理
文
三
分
科
大
学
之
図
」、
第
十
四

号
（
九
月
一
日
刊
）
は
「
東
京
第
壱
高
等
中
学
講
堂
」
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
的
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
あ
こ
が
れ
る
年
齢
層
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
33
）	

注
（
８
）
石
井
氏
「
明
治
初
期
の
少
年
雑
誌
」。

（
34
）	

鳥
越
信
氏
『
児
童
雑
誌
「
小
国
民
」
解
題
と
細
目
』（
二
〇
〇
一
・
一　

風
間
書
房
）、
上

笙
一
郎
氏
「
解
説　
『
小
国
民
』―

―

近
代
最
初
の
〈
児
童
〉
雑
誌
」、
上
田
信
道
氏
「
解

題　

小
学
生
む
け
雑
誌
の
ス
タ
イ
ル
を
開
拓
し
た
『
小
国
民
』」（
と
も
に
『
小
国
民　

解

説
・
解
題
・
総
目
次
・
索
引
』
収　

一
九
九
九
・
十　

不
二
出
版
）。
な
お
、
加
藤
理
氏
は

安
倍
能
成
ほ
か
多
く
の
人
た
ち
の
回
想
談
に
本
誌
の
こ
と
が
出
て
く
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
同
氏
『
駄
菓
子
屋
・
読
み
物
と
子
ど
も
の
近
代
』（
二
〇
〇
〇
・
五　

青
弓
社
）
第

２
章
「「
児
童
の
世
紀
」
と
読
書
の
喜
び
」
参
照
。

（
35
）	

注
（
34
）
鳥
越
氏
著
書
。

（
36
）	

こ
れ
は
後
述
す
る
投
稿
作
文
欄
で
も
く
り
か
え
し
扱
わ
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

（
37
）	『
少
年
園
』
も
口
絵
を
掲
載
し
て
い
く
が
、
外
国
の
風
景
や
外
国
人
の
肖
像
画
な
ど
が
中

心
で
、
軍
記
物
語
関
連
話
が
題
材
と
な
る
こ
と
は
な
い
。『
少
年
園
』
読
者
の
年
齢
層
と

関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
38
）	

な
お
、
第
三
回
懸
賞
文
で
は
「
豊
公
論
」
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
（
同
年
九
月
十
日
締
め

切
り
）。
ま
た
、
第
二
回
懸
賞
書
画
で
は
、「
八
幡
公
勿
来
関
詠
歌
の
図
」
が
題
と
さ
れ
（
明

治
二
十
三
年
五
月
三
十
日
締
め
切
り
）、
第
二
巻
第
十
三
号
に
優
等
作
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

（
39
）	

以
下
、
記
事
の
引
用
に
際
し
て
は
適
宜
句
読
点
・
濁
点
等
を
補
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、

引
用
⒜ 

⒝
は
第
六
号
、
⒞
は
第
七
号
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（
40
）	「
本
誌
改
良
の
趣
旨
を
述
へ
て
新
年
の
祝
辞
に
代
ふ
」（
第
二
巻
第
一
号
。「
日
本
之
少
年
」

欄
）。
じ
っ
さ
い
に
は
「
附
録
」
欄
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
前
に
も
「
入
学
試
験

問
題
集
」
欄
は
存
在
し
た
。

（
41
）	

注
（
４
）
榊
原
論
文
。

（
42
）	『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
袈
裟
の
美
し
さ
は
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
賢
さ
（very w

ise

）
は

具
体
的
な
言
葉
と
し
て
は
押
し
出
さ
れ
て
は
い
な
い
。

（
43
）	

内
容
は
、「
Ⅰ
．W

atanabe K
iso

」（
渡
辺
競
）、「
Ⅱ
．Yaheibyoye M

unekiyo

」（
弥

平
兵
衛
宗
清
）、「
Ⅲ
．Ito Sukekiyo

」（
伊
東
祐
清
）
の
三
題
か
ら
な
る
。

（
44
）	

同
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
は
、
他
に
「A

 LET
T

ER O
F T

H
A

N
K

S FO
R A

 
H

ELP

」、「SA
K

U
RA

JIM
A

」、「JA
PA

N

」
の
三
点
。

（
45
）	『
義
経
記
』、
能
〈
安
宅
〉
に
は
こ
う
し
た
手
郎
等
た
ち
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
。
人
名
で

い
え
ば
、「
御
摂
勧
進
帳
」（
安
永
二
年
〈
一
七
七
三
〉
中
村
座
顔
見
世
狂
言
）
の
役
名
に

近
い
よ
う
で
あ
る
。

（
46
）	「
文
園
」
欄
に
は
他
に
伊
沢
修
二
「
天
長
節
の
児
歌
」
と
饗
庭
篁
村
「
紅
葉
」
が
載
る
。

（
47
）	

第
一
巻
第
十
一
号
の
「
文
園
」
欄
に
は
、「U

RA
SH

IM
A

: A
 JA

PA
N

ESE RIP 
V

A
N

 W
IN

K
LE

」
と
題
し
た
浦
島
太
郎
の
物
語
が
全
文
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は

「M
A

SA
Y

U
K

I K
A

T
A

O
K

A

」
と
あ
る
。

（
48
）	

引
用
は
改
訂
史
籍
収
覧
本
に
よ
る
。
私
に
句
読
点
、
か
ぎ
括
弧
等
を
付
し
た
。
ま
た
、
行

間
に
書
き
込
ま
れ
た
諸
本
異
同
の
注
記
は
省
略
し
た
。

（
49
）	

訳
者
井
上
十
吉
は
「
翻
訳
」
と
し
て
こ
れ
を
行
っ
て
お
り
、『
源
平
盛
衰
記
』
に
取
材
し

た
「
創
作
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
そ
う
し
た
概
念
が
厳
密
に
識
別
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
50
）	

明
治
期
に
お
け
る
軍
記
物
語
お
よ
び
そ
の
関
連
話
の
翻
訳
と
い
う
、
よ
り
大
局
的
な
見
地

に
た
つ
と
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
た
ち
の
手
に
な
る
日
本

体
験
記
・
見
聞
記
類
に
収
め
ら
れ
た
数
々
の
記
事
（
そ
の
な
か
に
も
多
く
の
軍
記
物
語
関

連
記
事
が
み
え
る
）
が
西
洋
社
会
を
中
心
と
し
て
日
本
の
イ
メ
ー
ジ―

―

と
り
わ
け
こ
こ

で
は
〈
武
〉
の
国
日
本
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
念
頭
に
お
く―

―

を
発
信
し
て
い
っ
た
こ
と

や
、
明
治
十
八
年
以
降
大
正
期
へ
と
続
く
ち
り
め
ん
本
の
制
作
と
流
通
と
い
っ
た
こ
と
と

も
地
続
き
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
見
通
し
う
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
だ
け
で
も
大
き

な
文
化
史
的
動
向
と
し
て
把
握
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
大
き
な
課
題

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
ち
り
め
ん
本
の
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
に
は
、『
俵
の
藤
太
』

（
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
訳
。
明
治
二
十
年
）、『
羅
生
門
』（
ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
。
明



─ 78 ─

治
二
十
二
年
）、『
大
江
山
』（
同
訳
。
明
治
二
十
四
年
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
石
澤
小

枝
子
氏
『
ち
り
め
ん
本
の
す
べ
て
』（
二
〇
〇
四
・
三　

三
弥
井
書
店
）、
田
嶋
一
夫
氏
「
ち

り
め
ん
本
「
日
本
昔
噺
」
シ
リ
ー
ズ
と
中
世
説
話
文
学
」（「
説
話
文
学
研
究
」
45　

二
〇
一
〇
・
七
）
参
照
。

（
51
）	
マ
イ
ケ
ル
・
ワ
ト
ソ
ン
氏
「『
平
家
物
語
』
外
国
語
翻
訳
一
覧
」（『
平
家
物
語
大
事
典
』
収
）

は
こ
の
分
野
で
最
も
充
実
し
た
成
果
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
日
本
国
内
で
な
さ
れ
た
外

国
語
翻
訳
文
献
に
つ
い
て
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。
な
お
、
軍
記

物
語
の
翻
訳
論
と
し
て
は
、
同
氏
「『
平
家
物
語
』
外
国
語
訳
の
限
界
と
可
能
性
」（「
軍

記
と
語
り
物
」
45　

二
〇
〇
九
・
三
）
が
あ
る
。

（
52
）	

齋
藤
希
史
氏
「
作
文
す
る
少
年
た
ち―

―

『
穎
才
新
誌
』
創
刊
の
こ
ろ―

―

」（「
日
本
近

代
文
学
」
70　

二
〇
〇
四
・
五
）
な
ど
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
、
こ
れ
以
前
か
ら
続
く
投
稿

作
文
を
め
ぐ
る
文
化
的
土
壌
の
う
え
に
お
き
た
現
象
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
に
継
続
し
て
い

く
。
土
居
安
子
氏
「
読
書
投
稿
欄
か
ら
見
る
明
治
期
の
『
少
年
世
界
』―
―

『
少
年
世
界
』

創
刊
号
当
時
の
『
小
国
民
』
と
の
比
較
を
通
し
て―

―

」（「
国
際
児
童
文
学
館
紀
要
」
23

　

二
〇
一
〇
・
三
）
等
参
照
。

（
53
）	

注
（
８
）
滑
川
氏
『
日
本
作
文
綴
方
教
育
史
１
〈
明
治
篇
〉』。
た
だ
し
、「
型
を
学
ん
で
、

型
を
出
で
て
じ
ぶ
ん
の
型
を
創
っ
て
い
く
」（
同
書
）
と
い
う
側
面
が
備
わ
っ
て
い
た
こ

と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

（
54
）	

こ
こ
で
は
軍
記
物
語
に
関
わ
る
人
物
に
絞
っ
て
掲
出
し
て
い
る
が
、
じ
っ
さ
い
に
は
神
話

や
古
代
か
ら
幕
末
・
維
新
期
、
明
治
期
に
至
る
ま
で
、
史
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
扱
わ

れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
人
々
と
の
違
い
と
い
う
観
点
か
ら
も
軍
記
物
語
の
存
在
感
が
問
わ

れ
る
。

（
55
）	

こ
の
ほ
か
に
も
、
同
一
投
稿
者
の
投
稿
が
複
数
回
掲
載
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
こ
と
や
、
普

通
文
の
み
な
ら
ず
漢
文
・
漢
詩
・
和
歌
・
長
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

ジ
ャ
ン
ル
の
作
文
、
文
芸
の
材
と
し
て
軍
記
物
語
関
連
の
話
題
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
な

ど
も
興
味
深
く
、
示
唆
的
で
あ
る
。
別
の
機
会
に
掘
り
さ
げ
て
み
た
い
。

（
56
）	「
詠
史
」
と
い
う
題
で
の
和
歌
の
投
稿
も
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
。

（
57
）	

引
用
は
、
頼
成
一
氏
・
頼
惟
勤
氏
訳
『
日
本
外
史
（
上
）』（
一
九
七
六
・
九　

岩
波
書
店
）

に
よ
る
。
仮
名
交
じ
り
文
の
投
稿
作
文
と
比
較
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
訓
読
文
を
引
用
し

た
。

（
58
）	

た
だ
し
、
一
部
に
誤
解
を
含
む
。

（
59
）	

第
五
巻
第
十
九
号
に
は
、「
頼
山
陽
」（
東
豫　

森
本
竹
南
）
と
題
し
た
山
陽
の
伝
記
を
記

し
た
投
稿
作
文
が
載
る
。
文
中
で
は
、「
幼
に
し
て
外
史
を
読
み
政
記
を
学
び
亦
詩
鈔
を

誦
し
、
新
居
帖
を
習
ひ
其
伝
を
読
み
て
、
芸
州
の
一
傑
頼
山
陽
を
敬
慕
し
て
、
自
ら
之
に

至
ら
ん
と
欲
す
る
も
の
也
」
と
い
う
決
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
60
）	

草
双
紙
や
武
者
絵
、
絵
馬
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
周
辺
に
も
そ
れ
は
確
実
に
流
通
し
て
い

た
。

（
61
）	

こ
の
形
式
に
つ
い
て
も
、
史
上
の
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
人
物
・
事
件
を
取
り
あ
げ
た
絵
が
扱

わ
れ
て
い
る
点
で
、
前
節
「
人
物
を
論
じ
た
も
の
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

（
62
）	

た
と
え
ば
、
第
二
巻
第
十
号
（
明
治
二
十
三
年
五
月
十
五
日
刊
）
の
「
常
盤
雪
行
」
は
、

	

　

�

綽
約
婢
妍
桃
李
姿　

雪
中
携
子
不
堪
悲　

衾
裯
破
操
常
盤
績　

残
夢
未
醒
飄
日
旗

	

と
あ
る
。
題
名
か
ら
は
判
断
し
か
ね
る
が
、
絵
を
見
て
記
し
た
本
文
中
の
三
例
と
内
容
、

観
点
と
も
ほ
と
ん
ど
差
は
な
い
。
ま
た
、
常
盤
の
物
語
と
し
て
子
ど
も
た
ち
が
想
起
し
た

も
の
の
一
例
と
し
て
、
第
二
巻
第
六
号
（
明
治
二
十
三
年
三
月
十
五
日
刊
）
に
掲
載
さ
れ

た
作
文
を
あ
げ
て
お
く
。

●
常
盤
雪
行
（
做
新
体
詩
）

薩
摩　　

美
庵
み
ふ

仝　

す
み

	

　
　

�

四
季
の
中
に
も
冬
の
日
は
。
哀
れ
を
添
ふ
る
も
の
ぞ
か
し
。
風
ふ
き
落
し
ふ
る
雪

に
。
何
処
と
も
同
じ
銀
世
界
。
枯
れ
し
草
木
も
時
な
ら
ぬ
。
花
さ
し
春
に
相
生
の
。

松
の
緑
を
吹
き
す
さ
ぶ
。
嵐
の
音
の
い
と
ゞ
し
く
。
ふ
り
つ
も
り
け
る
白
雪
に
。
色

は
真
白
に
変
れ
ど
も
。
わ
が
き
み
に
つ
く
す
節
操
を
ば
。
い
か
で
破
ら
ん
さ
か
し
め

の
。
昔
を
思
ひ
め
ぐ
ら
せ
ば
。
覚
へ
ず
袖
に
一
時
雨
。
紅
葉
と
共
に
ち
り
〴
〵
と
。

散
り
行
く
方
も
な
さ
け
な
や
。
ま
た
み
ど
り
ご
と
二
人
ま
で
。
童
を
つ
れ
て
唯
一

人
。
路
も
そ
れ
け
る
白
雪
の
。
吹
き
ま
く
風
に
も
撓
み
な
く
。
有
為
転
変
は
世
の
習

ひ
。
き
の
ふ
に
変
る
紫
陽
花
や
。
歩
む
姿
は
花
あ
や
め
。
深
き
う
れ
い
の
深
み
草
。

胸
な
で
を
ろ
す
な
で
し
こ
や
。
風
の
か
ど
は
す
女
郎
花
。
み
づ
か
ら
心
を
ゝ
に
ゆ
り

と
。
身
を
ま
か
せ
し
は
中
〳
〵
に
。
よ
の
つ
ね
な
ら
ぬ
心
と
は
。
知
る
や
知
ら
ず
や

白
雪
の
。
き
え
て
の
ゝ
ち
は
り
ん
ど
う
の
。
旗
を
再
び
飄
し
。
鹿
も
か
よ
わ
ぬ
ひ
よ

ど
り
の
。
峯
よ
り
落
と
す
布
引
の
。
淵
よ
り
深
く
山
よ
り
も
。
高
き
響
を
著
し
て
。

弓
矢
の
恥
を
も
雪
ぎ
し
は
。
実
に
勇
ま
し
き
さ
か
し
め
の
。
心
は
雪
よ
り
潔
し
。
都

に
遠
き
村
里
の
。
女
童
に
至
る
ま
で
。
誉
る
其
名
の
香
し
や
。
嗚
呼
勇
ま
し
き
賢
女

よ
。
嗚
呼
勇
ま
し
き
さ
か
し
め
よ
。
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（
63
）	

こ
の
点
、
福
沢
諭
吉
が
明
治
十
年
二
月
に
「
時
事
新
報
」
に
連
載
し
た
「
丁
丑
公
論
」
で
、

西
南
戦
争
を
お
こ
し
た
西
郷
隆
盛
の
こ
と
を
論
じ
て
、「
唯
物
の
名
の
み
に
拘
泥
し
、
苟

も
政
府
の
名
あ
る
も
の
は
顛
覆
す
可
か
ら
ず
、
之
を
顛
覆
す
る
も
の
は
永
遠
無
窮
の
国
賊

な
り
と
せ
ば
、
世
界
古
今
、
何
れ
の
時
代
に
も
国
賊
あ
ら
ざ
る
は
な
し
」
と
述
べ
た
論
理

と
同
質
で
あ
る
。

（
64
）	

佐
伯
真
一
氏
『
戦
場
の
精
神
史　

武
士
道
と
い
う
幻
影
』（
二
〇
〇
四
・
五　

日
本
放
送
出

版
協
会
）
参
照
。

（
65
）	

注
（
１
）
拙
稿
参
照
。
地
域
性
を
考
え
れ
ば
、
朝
敵
扱
い
で
は
な
く
英
雄
と
し
て
義
仲
を

描
く
物
語
の
ほ
う
を
選
ん
で
読
む
の
は
あ
る
意
味
で
自
然
な
こ
と
と
も
い
え
よ
う
。

（
66
）	

松
本
市
教
育
会
浅
井
洌
遺
稿
集
編
集
委
員
会
編
『
浅
井
洌
』（
松
本
市
教
育
会　

一
九
九
〇
・
十
二
）
参
照
。
明
治
三
十
二
年
六
月
、『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
第
一
五
三
号
に

「
長
野
県
小
学
校
用
唱
歌
新
作
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
三
年
五
月
二
十
日
、

「
信
濃
の
国
」
は
長
野
県
歌
に
制
定
さ
れ
て
今
日
に
至
る
。
同
歌
と
「
信
濃
」
イ
メ
ー
ジ

の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
上
條
宏
之
氏
「
近
代
に
お
け
る
「
信
濃
」
に
託
さ
れ
た
イ
メ
ー

ジ
を
め
ぐ
っ
て
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
生
活
環
境
の
歴
史
的
変
遷
』
収　

二
〇
〇
一
・
十　

雄
山
閣
）
が
論
じ
て
い
る
。

（
67
）	

文
章
中
に
は
こ
の
あ
と
、
明
石
の
人
丸
塚
の
隣
に
あ
る
月
照
寺
に
つ
い
て
、「
宝
物
ハ
敦

盛
ノ
鎧
其
他
二
、三
ニ
シ
テ
、
観
覧
料
は
任
意
ナ
リ
」
と
か
、
帰
り
道
に
つ
い
て
、「
列
車

来
ル
。
乃
チ
乗
車
シ
テ
、
敦
盛
塚
、
鐵
拐
ヶ
峰
ヲ
見
テ
進
ミ
…
…
」
と
か
い
う
記
事
が
あ

る
。
こ
の
土
地
柄
ゆ
え
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
投
稿
者
の
敦
盛
や
一
の
谷
の
戦
い

へ
の
関
心
と
理
解
は
深
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
68
）	

第
二
巻
第
二
号
「
青
砥
藤
綱
滑
川
ニ
銭
ヲ
拾
シ
ハ
益
ナ
シ
」（
明
治
二
十
三
年
一
月
十
五

日
刊
）
に
始
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
約
一
年
前
の
誌
面
で
の
出
来
事
に
あ
た
る
。

（
69
）	

第
五
回
懸
賞
文
で
は
、「
わ
が
郷
里
」
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
第
六
巻
第
十
二
号
で
披

露
さ
れ
た
優
秀
作
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
史
蹟
の
由
緒
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
全
国
各
地
の

「
わ
が
郷
土
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
70
）	

他
に
も
、
新
聞
、
一
般
雑
誌
、
歴
史
読
み
物
、
絵
本
な
ど
も
無
視
で
き
な
い
。
小
説
・
戯

曲
・
評
論
は
明
治
期
に
お
け
る
文
芸
活
動
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。

（
71
）	

注
（
23
）
で
、
各
章
段
に
対
応
す
る
丁
数
を
つ
け
た
目
録
を
巻
頭
に
備
え
た
版
本
が
制
作

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。

〔�

附
記
〕
資
料
調
査
の
際
に
は
、
大
阪
府
立
国
際
児
童
文
学
館
お
よ
び
大
阪
府
立

中
央
図
書
館
国
際
児
童
文
学
館
の
関
係
各
位
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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A Study Regarding the Text of Ōtsuki Gentaku and 
Shimura Kōkyō’s Kankai-ibun, 1807

IWAI Noriyuki

The purpose of this paper is to propose a currently available way to obtain the best text of 

Kankai-ibun, the original manuscript of which has been lost. Kankai-ibun is a full report on the 

experiences of 16 sailors of the Sendai Clan over the years 1793-1803, during which time they 

were cast adrift, landed in Russian territory, remained there for some time, and finally returned 

to Japan via both the Atlantic and Pacific Oceans. Four of the men were returned to Japan by 

Nikoraj Rezanov, the second envoy to Japan from Russia, after Adam Laksman. They traveled 

on a ship under the command of Ivan Fyodorovich Kruzenshtern, the commander of a Russian 

fleet that was attempting the first Russian circumnavigation of the globe. It would be the first 

circumnavigation, as well, for any Japanese. After reaching Japan and having been refused in 

his bid for trade negotiations, Rezanov handed over the four Japanese sailors to the authorities, 

and in 1805, he left Japan.

In Edo, end in December, 1803, the sailors were interrogated for more than 40 days by 

Ōtsuki Gentaku, a court physician of the Sendai Clan and a famous rangakusha (a scholar 

undertaking the study of Western sciences by means of the Dutch language), as well as by 

Shimura Kōkyō, a Confucian scholar, also of the Sendai Clan. In February, 1804, Gentaku and 

Kōkyō produced a rough-draft report, but Gentaku was unsatisfied with it, and it was not until 

May, 1807, that a full report, the product of continued investigations and repeated rewritings, 

was completed and presented to the Clan. It was entitled Kankai-ibun, consisted of 16 volumes, 

and reportedly contained 115 beautiful illustrations. Unfortunately, this original manuscript was 

later lost.

There are over 50 manuscript copies in existence today. Kankai-ibun texts have been 

printed several times since the Meiji period, but the authenticity of their sources is in doubt. 

From among a number of well-preserved manuscripts, I have selected three for particular 

study: one owned by the Miyagi Prefectural Library (=D), one owned by the Ichinoseki City 

Museum (=I), and one owned by the Aijitsu Collection in Ōsaka (=A). A is famous for having 

been granted to Yamagata Shigeyoshi, a merchant under Sendai Clan patronage in Ōsaka, but 

it has been little studied, and it has been of particular interest for the purposes of this paper.
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Briefly expressed, the major features of the three manuscripts are as follows;

A: officially copied from the original, given to Shigeyoshi by the Lord of Sendai in 1808, i.e., only 

one year after Gentaku had presented that original to the Clan. The text-lettering is in the 

official-copyist style, and the text contains a few lacunae, including words regarding sexual 

relations and illustrations related to Christianity, which were intentionally omitted by the 

copyists.

D: evaluated as being next-best to the original, with many fine illustrations. While the text 

contains, unfortunately, many worm-eaten parts, it has no lacunae and has only rarely 

undergone any revision.

I: recopied from a manuscript that had been copied from Gentaku's duplicate of the original. 

That manuscript had been produced by Ōtsuki Bankei, Gentaku's son, who presented it to Itō 

Genboku, a famous rangakusha, to express Bankei's gratitude for financial help. The text of I is, 

generally speaking, similar to that of A, and from this we may imagine that it provides a 

reasonably accurate reflection of the original compiled by Gentaku.   

Among the A, D, and I texts, there are no passages or individual words which reflect 

different meanings, and it would seem safe to assume that we can currently obtain the best 

Kankai-ibun text by emending on the basis of a comparison of A with D.
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大
槻
玄
沢
・
志
村
弘
強
編
『
環
海
異
聞
』
本
文
確
定
の
基
礎
的
研
究岩　

井　

憲　

幸

一　

は
じ
め
に　

本
稿
は
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
成
立
の
『
環
海
異
聞
』
が

比
較
的
多
数

（
注
１
）

今
日
迄
伝
存
し
て
は
い
る
も
の
の
、
い
わ
ば
原
本
と
い
う
べ

き
書
が
現
存
不
明
で
あ
り
、
従
っ
て
最
良
の
本
文
翻
刻

（
注
２
）

が
な
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
現
状
に
対
し
、
最
良
の
本
文
を
確
定
す
る
為
の
第
一
段
階
を
模
索
し
た

報
告
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
愛
日
文
庫
所
蔵

本
に
つ
き
詳
し
く
述
べ
、
こ
の
書
を
中
心
に
す
え
、
さ
ら
に
善
本
と
目
さ
れ
る
宮

城
県
図
書
館
所
蔵
旧
伊
達
家
本
・
一
関
市
博
物
館
所
蔵
本

（
注
３
）

と
の
比
較
を
通

じ
て
、
愛
日
文
庫
本
が
『
環
海
異
聞
』
の
本
文
確
定
に
と
り
必
須
の
書
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。
紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
る
ゆ
え
、『
環
海
異
聞
』
の
成
立
事
情
等
々
は

諸
家
の
研
究

（
注
４
）

に
任
せ
、
か
つ
既
知
の
も
の
と
し
て
不
問
に
付
し
、
即
課
題

に
入
る
。
以
下
で
は
上
記
三
本
を
そ
れ
ぞ
れ
愛
日
本
（
略
号
Ａ
）・
旧
伊
達
家
本

（
Ｄ
）・
一
関
本
（
Ｉ
）
と
適
宜
略
称
す
る
。

二　

愛
日
本
の
書
誌　

大
阪
の
市
立
開
平
小
学
校
に
存
す
る
愛
日
教
育
会
所
蔵
の

『
環
海
異
聞
』（
Ａ
）
に
つ
い
て
は
海
野
一
隆
氏
に
よ
る
〈
資
料
紹
介
〉
が
あ	

る
（
注
５
）

が
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
故
、
重
複
を
厭
わ
ず
や
や
詳

し
く
記
す
。

⑴
通
番
号
：
130
⑴
～
⒃
、
木
崎
番
号
288
（
注
６
）

⑵　

著
者
：
大
槻
茂
質
・
志
村
弘
強
編

（
注
７
）

⑶�　

冊
数
等
：
美
濃
判
十
六
冊
、
即
ち
〈
序
例
附
言
〉
の
首
巻
一
冊
、〈
巻
之

一
〉
～
〈
巻
之
十
五
〉
迄
十
五
冊
。

⑷　

成
立
：
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
序

⑸　

刊
・
写
、
装
幀
：
写
、
和
装
本
、
四
針
眼
、
袋
綴

⑹　

書
名
等
：
内
題
に
〈
環
海
異
聞
巻
之
一
〉
の
よ
う
に
あ
る
。

⑺　

本
文
体
裁
：
毎
半
葉
八
行
取
り
、
注
双
行
。
插
図
多
数
（
別
表
参
照
）

⑻　

各
巻
紙
数
：
別
表
参
照
。
な
お
丁
付
け
な
し
。

⑼　

印
顆
：
『
愛
日
文
庫
目
録
』
に
よ
れ
ば
〈
思
貽
堂
圖
書
記
〉（

注
８
）

⑽�　

箱
書
等
：
二
重
の
木
箱
に
保
存
。
外
箱
蓋
オ
に
中
央
よ
り
左
へ
〈
環
海
異

聞　

全
十
六
巻
／
維
文
化
五
年

次
戊
辰
／
季
冬
從
／
仙

君
拝
領
／
重

芳
謹
記
〉、
内
箱
蓋
オ
中
央
に
〈
環
海
異
聞　

十
六
冊
〉、
内
箱
内
押
さ
え
板

オ
に
は
書
名
を
中
央
に
配
し
、
右
よ
り
〈
文
化
五
年

次
戊
辰
季
冬
従
／
仙

君
拝
領
／
環
海
異
聞　

全
十
六
巻
／
思
貽
堂
重
芳
謹
記
〉
と
、
そ
れ
ぞ
れ

墨
書
が
存
す
る
。

い
く
つ
か
の
項
目
に
つ
き
補
う
。
⑶
の
〈
美
濃
判
〉
だ
が
、
実
際
は
第
一
冊
目

〈
序
例
附
言
〉
に
お
い
て
二
六
．七
×
一
九
．三
セ
ン
チ
前
後
。
⑷
成
立
は
〈
序
例

附
言
〉
三
六
オ
に
〈
文
化
四
年
丁
卯
初
夏　
醫
臣
大
槻
茂
質
謹
識
〉
と
あ
る
。
⑹
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に
つ
い
て
は
や
や
説
明
を
要
す
る
。
各
冊
は
拝
領
直
後
に
施
さ
れ
た
と
推
量
さ
れ

る
保
護
表
紙
に
厳
重
に
包
ま
れ
、
か
つ
題
簽
も
貼
ら
れ
て
い
る
が
書
名
を
欠
く
。

原
装
の
表
紙
は
紺
地
で
、
書
き
題
簽
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
確
認
で
き

ず
。
全
冊
に
施
さ
れ
て
い
る
保
護
表
紙
は
、
書
冊
全
体
を
く
る
み
込
み
、
か
つ
要

所
要
所
糊
づ
け
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
保
護
表
紙
は
上
端
に
龍
を
あ
し
ら
っ
た
紋
様

が
薄
青
で
刷
ら
れ
お
り
、
右
端
に
貼
ら
れ
た
題
簽
紙
に
も
双
龍
で
枠
を
な
す
紋
様

が
薄
赤
で
刷
ら
れ
も
の
を
用
い
る
。
題
簽
に
は
す
べ
て
書
名
が
大
書
さ
れ
て
お
ら

ず
、
右
下
隅
に
〈
序
例
附
言
〉〈
一
〉
…
の
如
く
小
書
き
が
あ
る
。
こ
れ
が
筆
に

よ
る
か
ペ
ン
に
よ
る
か
不
明
。
さ
ら
に
保
護
表
紙
左
下
隅
に
ペ
ン
（
鵞
ペ
ン
か
）

に
よ
り
〈m

ok,

１
〉（

注
９
）〈

１
〉
…
〈Eind.

15
〉
の
文
字
が
直
書
き
さ
れ
て
い
る
。

〈
１
〉
の
字
形
は
大
文
字
の
〈
Ｊ
〉
を
用
い
る
。
蘭
学
者
流
で
あ
る
。
保
護
表
紙

の
仕
立
て
と
ペ
ン
書
き
は
山
片
重
芳
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
保
護
表
紙

右
端
に
は
後
代
の
図
書
ラ
ベ
ル
が
全
冊
に
貼
付
さ
れ
る
。
⑽
の
箱
書
だ
が
、
内
箱

蓋
オ
を
除
き
、
他
は
山
片
重
芳
に
よ
る
直
書
き
と
み
ら
れ
る
。〈
文
化
五
年
…
冬
〉

は
重
要
な
年
紀
の
記
述
で
、
⑷
の
補
記
中
の
〈
文
化
四
年
…
初
夏
〉
脱
稿
時
か
ら

早
く
も
一
年
半
程
後
に
山
片
は
拝
領
し
た
こ
と
に
な
る
。
蛇
足
だ
が
、
重
芳
は
大

坂
の
豪
商
山
片
家
の
四
代
目
当
主
で
あ
り
、
山
片
蟠
桃
は
そ
の
番
頭
職
に
あ
っ

た
。
重
芳
は
好
学
で
も
知
ら
れ
、
蟠
桃
は
『
夢
の
代
』
の
著
述
を
も
つ
学
者
で
も

あ
っ
た
。
同
家
は
二
代
重
賢
の
時
、
仙
台
藩
の
蔵
元
と
な
り
、
四
代
重
芳
に
あ
っ

て
は
殊
に
仙
台
藩
と
の
格
別
な
結
び
付
き
を
有
し
て
い
た
よ
う
で
、
商
売
上
の
み

な
ら
ず
、
種
々
の
海
外
情
報
を
も
得
て
い
た
様
子
が
現
存
資
料
か
ら
う
か
が
え
る

の
で
あ
る
。

三　

愛
日
本
の
本
文
と
丁
数　

愛
日
本
の
各
巻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
仕
立
て
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
上
述
し
た
が
、
そ
の
本
文
の
構
成
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
冊
〈
序
例
附
言
〉
の
巻
首
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

環
海
異
聞　

序
列
附
言

同
36
オ
に
は
こ
う
あ
る
。（
丁
数
は
私
に
算
え
た
）。

文
化
四
年
丁
卯
初
夏　
醫
臣
大
槻
茂
質
謹
識

さ
ら
に
巻
尾
42
ウ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

総
計
拾
五
巻

巻
首
序
例
目
録
壹
巻

共
拾
六
巻
図
一
百
十
五

／
従
寛
政
五
年
癸
丑
迄
文
化
三
年
乙
丑

拾
三
ヶ
年
と
な
る
也　
　
　
　
　
　

後
二
者
の
記
述
か
ら
本
書
の
成
立
と
編
者
が
知
ら
れ
る
の
だ
が
、
編
者
に
つ
い
て

は
大
槻
の
み
で
、
序
例
本
文
中
に
志
村
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
点
は
注
意
す
べ
き

で
あ
る
。
拙
稿
で
は
草
稿
本
を
重
視
し
、
大
槻
の
単
著
と
は
み
ず
両
人
の
著
作
と

み
る
。

37
オ
以
下
に
は
〈
目
次
〉
と
題
す
る
記
述
が
続
く
。
全
体
の
内
容
を
知
る
に
簡

便
で
あ
り
、
か
つ
後
述
の
挿
図
の
数
も
記
す
の
で
以
下
全
体
を
引
用
す
る
。

目
次

巻
之
一

寛
政
五
年
癸
丑
石
巻
出
帆
後
難
風
に
逢
ひ
」
数
ヶ
月
漂
流
し
甲
寅
六
月

オ
ン
デ
レ
イ
ツ
ケ
と
い
ふ
嶌
に
漂
着
し
ナ
ー
ツ
カ
と
い
ふ
湊
に
」
壱
ヶ
年

に
向ナ

ン
〳ん〵

と
し
て
滞
留
せ
し
記　
三
図

巻
之
二�

」（
37
オ
）

ナ
ー
ツ
カ
滞
留
中
の
記
并
に
魯
西
亜
舩
の
」
護
送
を
得
て
乙
夘
四
月
此

湊
を
發
し
」
其
本
領
の
内
地
オ
ホ
ー
ツ
カ
と
い
ふ
湊
に
」
着
岸
し
数
日

逗
留
其
八
月
よ
り
翌
丙
辰
」
の
年
迄
拾
五
人
之
者
共
追
�
三
ヶ
度
に
」
オ

ホ
ー
ツ
カ
出
立
ヤ
コ
ー
ツ
カ
と
い
ふ
處
に
」
到
る
ま
て
の
道
中
記　
拾
五

圖
巻
之
三�

」（
37
ウ
）

ヤ
コ
ー
ツ
カ
江
着
暫
く
滞
留
夫
よ
り
イ
ル
コ
ー
ツ
カ
」
迄
被
送
届
惣
人
数

追
�
丙
寅
十
二
月
」
同
所
に
相
會
せ
し
迄
の
道
中
記
并
に
」
此
所
に
数
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年
足
を
止
る
事
に
な
り
た
る
記
」

　

八
ヶ
年
滞
留
中
紀
事
分
類

街
衢
居
室	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
一　
七
図

巻
之
四

飲
食	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
二�

」（
38
オ
）

服
飾	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
三　
卅
図

巻
之
五

寺
觀
道
教	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
四

産
育
及
赤
子
命
名	

	
	

	
	

	
	

	

弟
五　
六
図

婚	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
六

巻
之
六

葬	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
七

祭	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
八�

」（
38
ウ
）

衙
廳
並
官
名
職
掌
政
治
兵
卒
武
備
」		
弟
九

刑
獄	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
十

銭
貨　
銭
鈔		

	
	

	
	

	
	

	
	

	

弟
十
一　
三
図

巻
之
七

尺
度
并
里
程	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

弟
十
二

秤
量	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
十
三

楽
器	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
十
四　
五
図�

」（
39
オ
）

氣
令	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
十
五

耕
農	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
十
六

交
易	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
十
七

醫
療	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
十
八　
三
図

物
産	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
十
九

數
量	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
二
十

土
俗
風
習	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
廾
一

巻
之
八�

」（
39
ウ
）

言
辭	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

弟
廾
二

　

天
文	

	
	

	

地
理

諸
國
地
名

本
國
通
称	

	
	

	
	

時
令

　

人
倫	

	
	

	

身
體	

	
	

	
	

	
	

居
室

　

動
物	

	
	

	

器
財	

	
	

	
	

	
	

衣
服
織
段

　

飲
食	

	
	

	

言
辞　
二
図

	
	

	
	

各
門
譯
語
並
ニ
名
物
ノ
解
其
下
ニ
譯
セ
リ

巻
之
九

癸
亥
の
年
三
月
王
命
下
り
て
拾
三
人
の
者
」（
40
オ
）
イ
ル
コ
ー
ツ
カ
出

立
七
千
里
の
道
中
へ
首
途
し
」
舊
都
ム
ス
ク
ワ
を
經
て
新
都
府
ペ
ト
ル

ブ
ル
カ
江
」
到
れ
る
道
中
の
記
并
旅
舘
滞
留
中
の
記
」
こ
れ
享
和
三
年
也

巻
之
十

國
王
江
目
見
以
来
の
次
㐧
并
に
都
下
巡
覧
」
の
記

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

六
図

巻
之
十
一�

」（
40
ウ
）

都
府
滞
留
中
の
記
二

　

�

此
所
に
て

癸
亥

六
月

儀
平
等
四
人
の
者
日
本
」
使
節
舩
同
伴
帰
朝
す
へ
き
旨

申
渡
さ
れ
」
出
立
し
て
カ
ナ
ス
ダ
と
い
ふ
港
よ
り
大
舩
に
乗
」
組
迄

の
記	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

九
図

巻
之
十
二

六
月
十
六
日
カ
ナ
ス
ダ
出
帆
第デ

子

マ

ル

カ

那
馬
尓
加
と
」
諳イ

ン
ゲ
リ
ア

厄
利
亜
江
舟
を
泊
め

加カ

ナ

リ

ア

那
里
亜
嶋
江
舩
を
」（
41
オ
）
寄
せ
夫
よ
り
赤
道
直
下
の
海
上
を
經
過

し
」
南
亜ア

メ

リ

カ

墨
利
加
洲
伯ブ

ラ
シ
リ
ー

西
児
の
内
ヱ
カ
テ
リ
イ
ナ
」
湊
江
着
岸
の
海
路
及

同
所
滞
留
出
帆
し
て
」
其
大
洲
の
岬
を
乗
廻
し
西
海
に
向
ひ
し
」
迄
の

記	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

三
圖

巻
之
十
三

甲
子

文
化

元
年

四
月
下
旬
マ
ル
ケ
イ
サ
と
い
ふ
裸ハ

タ
カ」

嶌
江
舟
を
繋カ

け
此
所
を
發
し
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て
再
ひ
」（
41
ウ
）
赤
道
直
下
を
西
に
距
り
サ
イ
ペ
イ
ツ
ケ
嶌
を
歷ヘ

」
夫

よ
り
北
亜ア

メ

リ

カ

墨
利
加
洲
を
右
に
し
て
亜ア

シ

ア
細
亜
」
洲
な
る
魯
西
亜
領
分
の
盡ハ

テ境

カ
ミ
シ
ヤ
ー
ツ
カ
」
と
い
ふ
湊
江
七
月
初
旬
着
岸
の
海
路
并
に
」
同
所
数

日
逗
留
用
意
整
ひ
八
月
五
日
出
帆
」
蝦
夷
地
よ
り
日
本
の
東
南
に
あ
た

る
大
洋
を
」
渡
海
し
薩
摩
海
江
向
ひ
九
月
初
旬
肥
前
」
長
崎
江
入
津
迄
の

記	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

五
圖�

」（
42
オ
）

巻
之
十
四

長
崎
港
入
舩
上
陸
後
の
次
弟
並
乙
丑

文
化

二
年

」
三
月
御
奉
行
所
御
請
取
迄
之

記
巻
之
十
五

徃
来
滞
留
前
後
の
間
の
雑
事

以
上
〈
目
次
〉
の
末
に
上
に
引
い
た
巻
尾
（
42
ウ
）
の
引
用
文
が
総
括
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
図
を
〈
一
百
十
五
〉
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

次
に
各
冊
の
丁
数
で
あ
る
が
、
次
表
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
墨
付
が
半
丁

の
場
合
も
一
丁
と
算
し
た
。
表
中
の
丁
数
は
比
較
の
便
を
考
え
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を

用
い
る
。
単
純
に
加
算
す
れ
ば
全
十
六
冊
で
全
五
六
〇
丁
と
な
る
。
又
、
最
終
巻

が
も
っ
と
も
厚
い
こ
と
が
容
易
に
み
て
と
れ
よ
う
。

巻

Ａ
丁
数

Ｄ
丁
数

Ｉ
丁
数

備
考

序
例
附
言

42

42

42

巻
之
一

34

34

34

巻
之
二

33

33

33

巻
之
三

33

33

33

巻
之
四

34

34

34

巻
之
五

34

34

34

巻
之
六

36

36

36

巻

Ａ
丁
数

Ｄ
丁
数

Ｉ
丁
数

備
考

巻
之
七

34

34

34

巻
之
八

30

30

30

巻
之
九

36

36

36

巻
之
十

32

32

31

＊

巻
之
十
一

34

34

34

巻
之
十
二

33

33

33

巻
之
十
三

31

31

31

巻
之
十
四

36

36

36

巻
之
十
五

68

68

70

＊

注�　

＊
巻
之
十
に
お
い
て
Ｉ
が
〈
31
〉
で
あ
る
の
は
、
Ａ
・
Ｄ
が
32
オ
に
〈
環
海

異
聞
巻
之
十
終
〉
と
記
す
の
に
対
し
、
Ｉ
は
こ
れ
を
欠
き
、
白
紙
が
続
く
ゆ
え
、

算
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
＊
巻
之
十
五
の
〈
70
〉
は
、
上
述
の
跋
・
後
書

き
２
葉
分
を
算
え
た
か
ら
で
あ
る
。
実
の
処
、
三
本
共
に
本
文
は
各
半
葉
末
の

文
字
が
す
べ
て
一
致
す
る
。

四　

愛
日
本
の
插
図　
『
環
海
異
聞
』
は
本
文
中
に
説
明
の
為
に
插
入
さ
れ
た
図

の
豊
富
な
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
な
理
由
で
も
重
要
ゆ
え
、
次
に

煩
を
厭
わ
ず
一
覧
を
掲
出
す
る
。
概
し
て
、
図
は
見
開
き
一
丁
、
半
丁
、
本
文
中

の
小
図
の
別
を
有
す
る
が
、
タ
イ
ト
ル
を
有
す
る
場
合
は
こ
れ
を
引
用
し
、
無
い

場
合
は
［　

］
を
付
し
て
筆
者
の
命
名
に
よ
る
題
名
を
掲
げ
る
。（
欠
）
を
不
在

を
示
す
。
な
お
、
こ
こ
に
は
地
図
・
文
字
表
等
も
含
め
る
も
の
と
す
る
。
題
名
中

〈
…
〉
は
省
略
で
あ
る
。
又
、
下
方
の
欄
は
後
に
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

愛
日
本
（
Ａ
）
に
掲
載
す
る
図
が
旧
伊
達
家
本
（
Ｄ
）・
一
関
本
（
Ｉ
）
に
も
存

在
す
る
か
否
か
を
比
較
す
る
項
で
あ
る
。
存
在
は
○
、
存
在
す
る
が
重
要
点
で
異

な
り
を
示
す
場
合
は
△
、
存
在
し
な
い
は
×
で
表
示
す
る
。
備
考
欄
に
は
注
の
あ

る
こ
と
を
＊
で
示
す
が
、
写
本
間
で
多
数
の
差
違
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
最
小

限
の
言
及
に
留
め
る
。
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通
し

番
号

巻

丁

題
名

存
否

備
考

Ｄ

Ｉ

１

序
例
附
言
４
ウ
～
５
ウ

魯
西
亜
使
節
舩
本
朝
江
渡
海
せ
し

舩
路
於
長
崎
書
キ
上
ケ
し
と
い
ふ

図

△

○

＊

２

32
ウ

魯
西
亜
國
字

○

○

３

33
オ

又
一
體

○

○

４

巻
之
一

28
オ

オ
ン
デ
レ
イ
ツ
ケ
島
穴
居
并
嶋

人
其
土
室
江
出
入
之
図

○

○

５

28
ウ
～
29
オ

コ
ー
ジ
キ
圖

○

○

６

30
ウ
８

［
楫
の
図
］

○

○

７

34
ウ

オ
ク
チ
ヨ
鳥
之
圖

○

○

８

巻
之
二

４
オ

島
人
男
女
並
少
女
之
圖

○

○

９

４
ウ

額ヒ
タ
イ
ノ
ウ
ヘ
カ
シ
ラ
ノ
ア
タ
リ

上
頭
圍
に
は
め
る
冠カ

フ

り

物
の
圖

○

○

10

５
ウ

嶋
の
婦
人
［
の
鼻
・
耳
飾
り
］

全
図
／
衣
服
の
縫
目
［
に
飾
る

オ
ク
チ
ヨ
の
觜
］
図
／
紡ツ

ム錘
之

図

○

○

11

５
ウ
～
６
オ

セ
イ
ウ
チ
圖

○

○

12

６
ウ
～
７
オ

嶋
人
…
皮
舩
に
乗
り
…
猟
を
な

す
図

○

○

13

７
ウ

皮
舩
全
図

○

○

通
し

番
号

巻

丁

題
名

存
否

備
考

Ｄ

Ｉ

14

８
オ

モ
リ

全
図
／

モ
リ

を
使
ふ
手
法
の
圖

／
頭
迄
冠カ

ブ

る
皮
衣
全
圖

○

○

15

８
ウ
～
９
オ

ナ
ア
ツ
カ
魯
西
亜
人
居
處
圖

○

○

16

９
ウ

［
墓
標
の
図
］（
欠
）

○

△

＊

17

16
ウ
～
17
オ

氷
山
圖

○

○

18

20
ウ

オ
ホ
ー
ツ
カ
家
屋
図

○

○

19

21
ウ
～
22
オ

犬
に
荷
を
積
た
る
雪ソ

リ車
を
為
レ
牽

図

○

○

20

26
ウ

旅
行
用
意
せ
し
人
の
図

○

○

21

27
オ

ゼ
リ
ワ
チ
カ
図
／
荷
を
固コ

ホ

り
結

ひ
め
を
わ
な
に
し
た
る
圖
／
馬

に
荷
を
駄
し
た
る
図

○

○

22

32
オ

ア
ウ
タ
ン
よ
り
以
西
人
家
土
室

図

○

○

23

巻
之
三

４
ウ
～
５
オ

人
の
乗
た
る
雪ソ

リ車
を
四
疋
の
馬

に
て
河
氷
の
上
を
牽
す
る
図

○

○

24

９
オ

セ
イ
チ
カ
圖

○

○

25

27
オ

ベ
イ
チ
の
下
地

○

○

26

27
ウ

ベ
イ
チ
全
図

○

○

27

28
オ

椅
子
図

○

○

28

29
オ
５

［
厠
の
穴
の
図
］

○

○
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通
し

番
号

巻

丁

題
名

存
否

備
考

Ｄ

Ｉ

29

32
オ

浴
室
圖

○

○

30

32
ウ
～
33
オ

浴
者
の
登
る
店
の
図
／
小
桶

桜
の
葉
付
の
枝
箒
の
圖
／
焼
石

に
水
を
…
圖

○

○

31

巻
之
四

13
ウ

牛
肉
等
入
れ
て

に
入
れ
煮
る

瓶
の
圖
／
瓶
を
の
せ
て
竈
の
内

へ
出
し
入
れ
す
る
鉄
器
の
図

○

○

32

14
オ

食
盤
三
ツ
道
具
図

○

○

33

21
オ

カ
リ
ト
ー
ス

○

○

＊

34

21
ウ

カ
リ
パ
ー
カ

○

○

35

22
オ

ヲ
リ
パ
ー
シ
カ

○

○

＊

36

22
ウ

［
同
］
背
面

○

○

37

23
オ

カ
ミ
ゾ
ー

○

○

＊

38

23
ウ

［
同
］
背
面

○

○

39

24
ウ

フ
ハ
イ
カ
／
［
そ
の
紋
様
の
図
］
○

△

＊

40

24
ウ

［
同
］
背

○

○

41

25
オ

ガ
ミ
ゾ

○

○

42

25
ウ

［
同
］
背

○

○

43

26
オ

ヲ
リ
バ
シ
カ

○

○

44

26
ウ

［
同
］
背

○

○

通
し

番
号

巻

丁

題
名

存
否

備
考

Ｄ

Ｉ

45

27
オ

シ
タ
ノ
イ

△

○

＊

46

27
ウ

［
同
］
背

○

○

47

28
オ

シ
タ
ノ
イ
／
ビ
ラ
ス
ケ
」ニ
ツ

○

○

＊

48

28
ウ

［
同
］
背

○

○

49

29
オ

シ
子
リ

○

△

＊

50

29
ウ

［
同
］
背

△

○

＊

51

30
オ

シ
タ
ノ
イ

△

○

＊

52

30
ウ

［
同
］
背

○

○

53

31
オ

シ
子
リ

○

○

54

31
ウ

［
同
］
背

○

○

55

32
オ

シ
タ
ノ
イ

△

○

＊

56

32
ウ

［
同
］
背

○

○

57

33
オ

チ
ヨ
ロ
ケ
／
シ
ャ
ー
カ

○

○

58

33
ウ

ポ
ロ
ケ
ン
ツ
サ

○

○

59

34
オ

ラ
チ
セ
ア
ラ

○

○

60

巻
之
五

６
オ

鐘
楼
圖

○

○

61

６
ウ

鐘
楼
の
内
に
て
数
〳
〵
の
鐘
を
手

足
に
て
拍
子
よ
く
ふ
り
な
ら
す

図

○

○
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通
し

番
号

巻

丁

題
名

存
否

備
考

Ｄ

Ｉ

62

９
オ

大
寺
表
面
図

○

○

＊

63

９
ウ
～
10
オ

同
堂
内
圖

○

○

＊

64

13
ウ

ア
リ
ヘ
レ
イ
大
和
尚
帝
よ
り
賜
る

冠
帽
図

○

○

65

14
ウ

轉
車
の
斗マ

ス

に
人
を
乗
せ
て
旋
轉

す
る
戯
の
図

○

○

66

巻
之
六

10
ウ
～
11
オ
［
衛
兵
立
番
の
図
］

○

○

67

15
オ

龍
吐
水
に
皮
袋
を
つ
け
た
る
火

消
道
具
／
木
造
り
の
家
横
木
を
引

か
け
取
崩
す
道
具

○

○

68

31
ウ
７

［
銀
貨
中
の
十
字
］

○

○

69

33
オ
１

金
銭
［
の
大
き
さ
を
示
す
円
形
］
○

○

70

35
オ

當
十
銭
／
ゼ
ニ
シ
カ
／
ス
ヱ
レ

ブ
ロ

○

○

71

巻
之
七

１
ウ
４

［
曲
り
か
ね
の
図
］（
欠
）

○

×

＊

72

６
オ

［
法
馬
の
図
］

○

○

73

７
ウ

ゴ
ー
シ
ケ

○

○

74

８
オ

ド
ウ
チ
カ
／
ケ
レ
プ
コ

○

○

75

８
ウ

パ
ラ
イ
カ

○

○

76

16
オ

ソ
ー
ボ
リ

貂巤

圖

○

○

通
し

番
号

巻

丁

題
名

存
否

備
考

Ｄ

Ｉ

77

巻
之
八

18
ウ

ハ
ナ
レ
［
二
種
の
図
］

○

○

78

20
オ

十
露
盤

○

○

79

巻
之
九

10
ウ
～
11
オ

車
馬
図

○

○

80

13
ウ
～
14
オ

風カ
サ
ク
ル
マ扇
之
図

○

○

81

15
ウ
２

［
韃
而
靼
人
の
帽
子
の
形
の
図
］

○

○

82

巻
之
十

10
ウ
～
11
オ

魯
西
亜
當
國
帝
夫
婦
肖
像

○

△

＊

83

13
オ

シ
ャ
リ
図

○

○

84

14
ウ
～
15
オ

風
舩
飛
走
圖

○

○

85

30
ウ
～
31
オ

天
地
大
球
の
図

○

○

86

31
ウ

［
天
象
を
示
せ
る
も
の
］

○

○

87

巻
之
十
一
３
ウ

街
衢
圖

○

○

88

５
ウ
～
６
オ
［
鉢
植
物
の
室
の
図
］

○

○

89

６
ウ

［
鉢
植
三
種
の
図
］

○

○

90

７
ウ
～
８
オ
［
異
木
の
］
圖

○

○

91

９
ウ

蘭
書
所
載
ウ

根ヲ
ル
テ
ル
ボ

樹ー
ム
図

○

○

92

13
ウ
～
14
オ

市
中
大
戯
塲
圖

○

○

93

19
オ

［
ペ
ト
ル　

バ
イ
ト
ロ　

バ
ウ
ロ

イ
チ
王
像
］

○

○

94

25
ウ
～
26
オ
［
食
盤
上
の
小
人
の
図
］

○

○
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通
し

番
号

巻

丁

題
名

存
否

備
考

Ｄ

Ｉ

95

29
ウ
～
30
オ

加カ

ナ

ス

ダ

那
斯
達
湊
築
出
し
の
図

○

○

96

巻
之
十
二
23
オ

［
バ
ナ
ナ
の
図
］

○

○

97

24
ウ

［
亀
に
似
た
る
魚
の
図
］

○

○

98

27
オ

ガ
ル
カ
ル
ゼ
ル
図

○

○

99

巻
之
十
三
３
オ
４

［
鉄
箍
の
断
ち
切
れ
の
大
き
さ
の

図
］

○

○

100

７
オ

黥イ
レ
ズ
ミ
ド
ウ
ク器

図

○

○

101

７
ウ

島
人
男
女
圖

○

○

102

８
ウ
～
９
オ

マ
ル
ケ
イ
サ
嶋
舩
図

○

○

103

13
ウ

サ
ン
ペ
イ
ツ
ケ
嶋
人
男
女
図

○

○

104

19
ウ
～
20
オ

バ
ウ
ラ
ツ
ケ
ガ
ワ
湊
圖

○

○

105

巻
之
十
四
12
ウ

［
オ
ロ
シ
ア
船
頭
部
屋
平
面
図
］

○

○

106

13
ウ
～
14
オ

長
崎
湊
口
図

○

○

107

14
ウ

魯
西
亜
國
舩
印
小
旗
図

○

○

108

14
ウ
後
３

［
宝
器
の
図
］

○

○

109

14
ウ
後
２

［
笏
の
図
］

○

○

110

15
ウ
～
16
ウ

魯
西
亜
舩
入
津
図

○

○

111

17
ウ

魯
西
亜
人
客
舘
図

○

○

112

24
オ

ニ
コ
ラ　

レ
サ
ノ
ツ
ト

○

○

＊

通
し

番
号

巻

丁

題
名

存
否

備
考

Ｄ

Ｉ

113

24
ウ

上
案
針
役
ラ
ー
ト
マ
ノ
フ

○

○

114

25
オ

歩サ
ウ
ダ卒

ア
シ
カ
ル

○

○

115

25
ウ

同
背
面

○

○

116

26
オ

冠
帽
［
八
種
］

○

○

117

26
ウ

オ
ヽ
ス
ト
ロ

○

○

118

巻
之
十
五
７
ウ

［
オ
ロ
シ
イ
ア
本
領
惣
國
全
図
よ

り
の
写
し
］

○

○

119

８
ウ
～
９
オ

抜バ

イ

カ

ル

乙
蛤
鹿
湖
漁
猟
圖

○

○

120

11
ウ
７

［
箭
の
鏃
の
図
］

○

○

121

42
ウ
～
43
オ

新
造
軍
舩
圖

○

○

122

45
ウ
～
46
オ
［
水
車
に
よ
る
製
材
所
の
図
］

○

○

123

67
オ
４

［
光
太
夫
の
い
う
斗
の
図
］

○

○

注
（
＊
の
下
は
通
し
番
号
を
示
す
）

＊
１
．
Ａ
・
Ｉ
は
〈
赤
道
〉
の
文
字
の
み
示
さ
れ
、
そ
れ
を
示
す
実
線
が
描
か
れ

ず
。
Ｄ
は
と
も
に
あ
り
。　

＊
16
．
Ａ
・
Ｉ
は
説
明
の
文
字
の
み
に
て
、
描
線
な
し
。

Ｄ
と
も
に
あ
り
。　

＊
33
～
59
．
総
題
と
し
て
20
ウ
末
に
〈
漂
客
帯
来
冠
帽
衣
服

諸
圖　
共
廿
八
〉
と
あ
る
。　

＊
35
．
Ｄ
題
名
中
〈
ハ
〉
に
濁
点
と
半
濁
点
が
重
な
る
。

＊
37
．
Ｄ
・
Ｉ
〈
ガ
ミ
ゾ
ー
〉。　

＊
39
．
Ｉ
折
返
し
あ
り
。（

注
10
）

Ａ
・
Ｄ
な
し
。

＊
45
．
Ｄ
折
返
し
あ
り
。
Ａ
・
Ｉ
な
し
。　

＊
47
．
Ａ
・
Ｄ
・
Ｉ
折
返
し
あ
り
。

＊
49
．
Ｉ
折
返
し
あ
り
。
Ａ
・
Ｄ
な
し
。　

＊
50
．
Ｄ
折
返
し
あ
り
。
Ａ
・
Ｉ
な
し
。

か
つ
Ａ
は
肩
掛
け
な
し
で
描
か
れ
る
。
Ａ
に
不
審
紙
あ
り
。　

＊
51
．
Ｄ
折
返
し

あ
り
。
Ａ
・
Ｉ
な
し
。　

＊
55
．
Ｄ
折
返
し
あ
り
。
Ａ
・
Ｉ
な
し
。　

	

＊
62
・
63
．
総
題
と
し
て
８
ウ
１
に
〈
寺
院
之
圖
〉
と
あ
り
。　

＊
71
．
Ａ
図
な
く
、
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重
芳
の
貼
紙
〈
此
圖
落
乎
〉
あ
り
。
Ｉ
〈
図
欠
〉
と
小
書
き
す
る
。　

＊
82
．
Ｉ

２
図
と
も
に
背
景
描
か
れ
ず
。　

＊
112
～
116
．
総
題
と
し
て
23
ウ
に
〈
使
節
レ
サ

ノ
ツ
ト
等
之
像
／
并　

冠
帽
諸
図
〉
と
あ
る
。

図
の
数
は
〈
序
例
附
言
〉
で
〈
一
百
十
五
〉
と
す
る
が
、
表
に
示
し
た
よ
う
に
小

さ
な
図
を
含
め
る
と
こ
の
数
を
上
ま
わ
る
。
又
、
愛
日
本
と
他
本
の
間
に
、
問
題

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
（
後
述
）。

五　

洋
字
の
問
題　

本
文
中
、
ロ
シ
ア
文
字
や
ラ
テ
ン
文
字
の
洋
字
が
行
中
に
書

か
れ
る
場
合
、
少
な
く
と
も
愛
日
本
に
あ
っ
て
は
写
し
手
は
原
則
的
に
別
の
人
物

で
あ
っ
た
よ
う
に
看
取
さ
れ
る
。
恐
ら
く
は
多
少
洋
文
字
に
通
じ
て
い
る
人
物
が

任
に
当
た
る
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
掲
げ
て
み
る
と
次

表
の
よ
う
に
な
る
。（
ル
ビ
は
問
題
の
あ
る
箇
所
の
み
表
示
、
他
は
省
略
し
て
引

用
）。

通
し

番
号

巻
丁
行

Ａ

Ｄ

Ｉ

備
考

１

序
列
附
言
33
ウ
８

А
ГД

ЕІК
Л

М
П

РТФ
А

ГД
ЕΙК

Л
М

О
П

РТФ

（
Ｄ
に
同
）

＊

２

34
オ
１

［
Я

Ψ
Θ

の
筆

記
体

］

（
Ａ
に
同
）

（
Ａ
に
同
）

＊

３

〃　

４
・
５

［
Ψ

の
筆

記
体

と
］ Ψ

（
Ａ
に
同
）

（
Ａ
に
同
）

＊

４

巻
之
十
一
32
オ
７

（
欠
）

К
РО

Н
IIIN

Таm
Ъ

（
欠
）

＊

５

巻
之
十
二
32
ウ
８

m ヱ
ム

M ヱ
ム

■ ヱ
ム

＊

６

33
オ
１

m マ

m イ

M
マA

N イ

□ マ

□ イ

　
（
虫
損
）

＊

７

巻
之
十
五
17
ウ
２

Thobayleÿ london 26864,
Thobaÿleÿ london 26864.

Thobaÿleÿ london 26864.

８

22
オ
３

ГО
Л

А
А

Н
Д

.
ГО

Л
А

А
Н

Д
.

ГО
Л

Л
А

Н
Д

.

９

22
オ
４

H
O

B
. ГО

Л
Л

А
Н

Д
ІЯ

.
H

O
B

. ГО
Л

Л
А

Н
Д

ІЯ
.

H
O

B
  ГО

Л
Л

Л
Н

Д
ІЯ

.

10

〃　

５
／
６

（
欠
）

Г.

（
欠
）

11

〃　

７

（
欠
）

С
.

（
欠
）

注　

�

＊
１
・
２
・
３
・
５　

原
文
縦
書
き
。
＊
２　

第
１
字
存
疑
。
＊
４　

Ａ
は
ル
ビ
と
し
て
〈
コ
ロ
ン
シ
タ
ト
〉
と
あ
り
、
本
文
空
白
。
そ
の
箇
所
に
重
芳
に
よ
る
〈
此
處
蠻
字
可

有
乎
〉
の
貼
紙
あ
り
。
Ｄ
〈
コ
ロ
ン
シ
タ
ト
〉
の
ル
ビ
と
右
表
の
ロ
シ
ア
文
字
あ
り
。
Ｉ
ル
ビ
の
み
。
＊
６　

Ａ
原
文
縦
書
き
。
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六　

旧
伊
達
家
本
と
一
関
本　

現
在
宮
城
県
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
旧
伊
達
家
本

は
、
前
述
の
ご
と
く
県
の
指
定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
元
は
伊
達
伯
爵

家
観
瀾
閣
に
蔵
さ
れ
て
い
た
。
玄
沢
に
よ
っ
て
藩
に
提
出
さ
れ
た
原
本
の
存
否
を

確
認
で
き
ぬ
今
、
こ
の
書
は
玄
沢
上
呈
本
に
次
ぐ
書
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
一
関
本
は
、
近
時
の
購
入
と
い
う
が
、
大
槻
磐
渓
が
家
蔵
の
玄
沢
自
筆
本
を

写
し
て
伊
東
玄
朴
に
贈
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
み
て
、
玄
沢
自
筆
本
は
完
成
時
に
藩
に
提
出
さ
れ
、
後
、
写
し
方
と

称
さ
れ
る
専
門
家
に
よ
り
通
常
正
・
副
一
揃
い
づ
つ
が
浄
書
献
上
さ
れ
る
と
考
え

る
。（『
官
途
要
録
』（

注
11
）

第
二
冊
に
よ
れ
ば
、
玄
沢
の
提
出
は
文
化
四
年
五
月

九
日
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。）
こ
の
流
れ
に
お
い
て
、
愛
日
本
・
旧
伊
達
家
本
は

ど
の
位
置
に
あ
り
、
又
一
関
本
に
い
う
大
槻
家
の
家
蔵
玄
沢
自
筆
本
と
、
文
化
四

年
、
藩
に
提
出
し
た
玄
沢
自
筆
本
と
は
同
一
か
否
か
、
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。

本
文
確
定
の
為
に
は
不
可
欠
な
作
業
で
あ
ろ
う
。
な
お
筆
者
が
一
関
本
に
関
心
を

寄
せ
た
の
は
、
洋
学
者
が
洋
学
者
に
対
し
て
写
本
を
行
な
う
場
合
、
ど
の
よ
う
な

態
度
が
筆
写
に
反
映
さ
れ
る
か
を
知
り
た
か
っ
た
ゆ
え
で
あ
る
。
愛
日
本
は
全
体

的
印
象
を
一
言
で
い
え
ば
、
上
品
な
精
写
浄
書
本
で
あ
ろ
う
。
旧
伊
達
家
本
と
比

較
す
る
と
そ
の
こ
と
が
よ
り
明
白
と
な
る
。
し
か
し
両
者
は
本
文
に
関
し
て
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
点
を
検
討
す
る
前
に
旧
伊
達
家
本
と
一
関
本
に
つ
き
、
書
誌
を
略
記

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
濱
田
直
嗣
氏
の
報
告
書

（
注
12
）

よ
り
摘
記

す
る
。（
原
文
横
書
き
。
今
、
縦
書
き
に
変
更
し
て
引
用
）

『
環
海
異
聞　

15
巻
・
首
１
巻
』　

大
槻
玄
沢
、
志
村
弘
強
編
著　

筆
写
本　

16
冊
（
３
帙
）　

伊
達
伯
観
瀾
閣
図
書
印　

宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
印　

挿
図
・
彩
色
画
（
一
部
墨
画
）　

原
本
は
文
化
４
年
（
1807
）
夏
脱
稿　

同
年

秋
伊
達
家
へ
献
上
（
現
存
の
伝
存
は
不
明
）［
中
略
］（

注
13
）

美
濃
判　

和
装

本　

袋
綴　

各
27.2
×
18.9cm

　

巻
首
序
例
目
録
一
巻　

共
16
巻　

115
図

上
掲
引
用
文
の
次
に
各
巻
の
内
容
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
〈
特
記
事
項
〉
中
に
次
の

一
文
を
み
る
。

図
様
に
関
し
て
は
巻
十
、
巻
十
四
の
描
写
は
特
に
精
密
で
、
出
来
の
良
い
巻

と
さ
れ
る
［
中
略
］。
な
お
、
各
巻
の
内
容
に
準
じ
て
行
数
・
文
字
数
な
ど

の
様
式
は
異
な
る
が
、
書
体
、
図
様
は
ほ
ぼ
同
種
と
見
ら
れ
、
各
一
人
、
多

く
と
も
二
人
に
よ
る
筆
写
と
考
え
ら
れ
る
。

「
環
海
異
聞
」
の
善
本
は
、
内
閣
文
庫
本
（
文
政
12
年
書
写
・
小
柴
直

裕
）、
早
稲
田
大
学
大
槻
文
庫
本
、
大
阪
愛
日
文
庫
本
、
京
都
大
学
本
、
一

関
博
物
館
本
が
知
ら
れ
る
が
、
和
綴
じ
本
、
十
六
冊
、
彩
色
挿
絵
の
、
体
裁

も
ほ
ぼ
同
じ
な
当
宮
城
県
図
書
館
本
は
こ
れ
ら
と
比
較
し
て
も
、
遜
色
の
な

い
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。
大
槻
玄
沢
ら
が
脱

稿
し
て
間
も
な
い
文
化
３
年
秋
、
仙
台
藩
に
献
上
し
た
と
い
わ
れ
る
遺
品
の

現
存
確
認
が
で
き
な
い
現
状
に
あ
っ
て
、
伊
達
伯
爵
観
瀾
閣
図
書
に
属
し
て

い
た
当
本
は
、
献
上
本
に
次
ぐ
位
置
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
更

に
、
宮
城
県
内
に
現
存
す
る
「
環
海
異
聞
」
と
し
て
は
、
最
上
位
の
内
容
と

体
裁
を
保
つ
も
の
で
あ
る
。（
以
下
略
）

補
記
す
る
が
全
十
六
冊
中
五
冊
を
除
き
、
他
は
和
紙
一
枚
を
前
後
の
保
護
表
紙
と

し
て
施
す
。
元
来
全
冊
が
そ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
に
直
書
き
で
書
名
を
墨
書

す
る
。
元
表
紙
は
明
る
い
茶
色
で
、
左
に
金
を
散
ら
し
た
短
冊
を
題
簽
と
し
、
書

名
を
墨
書
。
観
瀾
閣
の
印
顆
は
各
巻
首
右
に
認
め
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
虫
損
が

多
数
か
つ
随
所
に
み
ら
れ
る
。
挿
図
は
き
わ
め
て
細
密
で
、
淡
彩
を
ほ
ど
こ
し
上

品
で
あ
る
。
な
お
各
冊
本
文
前
に
遊
び
紙
一
葉
を
施
す
。
さ
ら
に
な
お
、
巻
之
一

に
綴
じ
違
い
が
あ
る
（
後
代
の
も
の
か
）。

一
関
本
は
、
平
成
十
九
年
特
別
展
カ
タ
ロ
グ

（
注
14
）

に
依
る
と
、
次
の
よ
う
に

あ
る
。環

海
異
聞　

大
槻
玄
沢
撰　

紙
本
墨
書　

手
彩
図　

16
冊　

縦
26.8　

横

18.4 

文
化
４
年
（
1807
）
成
稿　
［
解
説
上
略
］
こ
の
写
本
は
、
磐
渓
が
家
蔵

の
玄
沢
自
筆
本
を
写
し
て
伊
東
玄
朴
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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カ
タ
ロ
グ
十
四
ペ
ー
ジ
に
は
本
書
が
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
、
十
六
冊
揃
い
全
体
と

ロ
シ
ア
皇
帝
皇
后
肖
像
の
見
開
き
、
観
覧
車
の
図
の
計
二
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
補
記
す
る
。
近
時
購
入
し
た
と
の
こ
と
で
、
す
べ
て
本
文
は
洗
浄
後

裏
付
ち
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
上
下
や
や
切
断
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
補
修
済
み
。

か
つ
巻
之
八
末
付
近
に
再
製
本
時
の
綴
じ
違
い
あ
り
。
各
冊
と
も
表
紙
は
明
る
い

紺
。
書
き
題
簽
に
て
元
来
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
各
冊
巻
首
の
ど
下
に
〈
本
姓
佐
野
」

角
田
來
□
〉
の
印
顆
を
有
す
る
。（
末
字
不
読
）。
全
体
を
通
し
て
行
草
体
多
く
、

末
に
従
い
草
書
的
な
字
体
が
増
加
す
る
。
全
体
か
ら
み
て
善
本
と
い
え
よ
う
。
た

だ
こ
の
一
関
本
の
最
大
の
特
徴
は
、
写
本
の
成
立
事
情
を
あ
か
す
次
の
よ
う
な
跋

文
等
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
巻
十
六
末
オ
に
五
行
に
亘
り
次
の
よ
う
に

あ
る
。右

此
環
海
異
聞
一
部
十
六
巻
伊
藤東

氏
」
所
蔵
也
不
侫
有
故
為
佐
野
氏
手
冩
焉
」

年
将
晩
繁
事
之
際
故
◦日

書
或
至
五
十
」
紙
因
墨
痕
不
勝
見
汗
顔
々
�
」

窓

外
史

同
ウ
に
十
行
、
さ
ら
に
次
葉
オ
に
五
行
が
存
す
る
。
前
記
引
用
文
と
は
一
見
手
が

異
な
る
。近

日
余
貧
甚
冲
齋
伊
東
君
為
出
數
十
金
盡
償
負
」
債
而
不
問
返
完
之
期

義
氣
曠
懐
今
世
安
得
此
人
哉
」
銘
心
之
餘
自
述
五
絶
句
以
申
謝
悃
時
中

元
前
二
日
也

感
泣
滂
々
欲
濕
巾
救
窮
恩
不
减
君
親
錐
刀
争
利
滔
々
」
是
曠
達
如
君
有
幾

人
」

滿
街
燈
火
近
蘭
盆
奔
走
依
稀

事
紛
討
鬼
今
宵
容
易
」
散
不
須
更
造
送
窮

文
」

半
生

路
太
崢
嶸
今
日
縁
君
特
地
平
一
片
猶
餘
豪
氣
」
在
山
河
萬
里
可
横

行
」（
ウ
）

也
無
剥
啄
到
柴
門
一
枕
清
風
午
夢
閑
自
咲
先
生
窮
未
了
留
将
文
債
重
於
山
」

炎
威
漸
退
葛
衣
清
秋
動
庭
梧
葉
上
聲
只
合
深

誦
」
讀
十
年
燈
火
報
君

情
蓋
此
詩
在
寧
静
闇
文
中
」

　

辱
愛　

盤
渓　

大
槻
崇
拝
草
」（
オ
）

さ
ら
に
ウ
に
次
の
十
行
が
あ
る
。

大
槻
茂元

琢質
之
環
海
異
聞
冲
齋
伊
東
氏
之
所
藏
也
其
書
」
則
茂
質
之
手
書
其
繪

則
男
大
槻
磐
」
渓
之
所
圖
矣
往
磐
」
渓
有
世
路
之
急
愬
諸
伊
東
氏
伊
東
氏
即

為
出
數
十
金
」
以
救
之
以
故
至
今
磐
渓
之
得
全
業
者
頼
獨
伊
東
氏
之
」
恩
矣

後
磐
渓
返
金
而
不
受
因
贈
致
此
書
一
部
請
謝
恩
」
義
冲
齋
容
之
今
藏
伊
東
氏

此
之
故
也
予
與
冲
齋
有
故
」
獲
聞
傳
来
之
由
并
借
其
謄
寫
之
也
因
又
記
記

由
」
於
尾
亦
録
磐
渓
當
時
之
詩
以
實
其
事
而
已
矣
」

安
政
乙
卯
年
春
正
月　
　

櫻
岳
居
士
書
」（
ウ
）

さ
て
こ
の
三
つ
の
文
章
を
ど
う
解
す
る
べ
き
か
。
配
置
の
順
、
筆
跡
の
二
点
か
ら

次
の
よ
う
に
考
え
る
。

（
一
）
第
一
の
跋
文
と
第
二
・
第
三
の
後
書
と
の
二
群
に
分
け
る
が
、
す
べ
て
同

筆
と
み
る
。
第
一
の
跋
文
は
写
し
手
本
人
の
手
が
前
面
に
出
た
ケ
ー
ス
と
考
え

る
。（
二
）
第
一
の
跋
文
は
伊
東
氏
所
蔵
本
の
写
し
手
（

窓
外
史
）
が
時
間
に

追
わ
れ
て
佐
野
氏
の
為
に
書
写
し
た
こ
と
を
言
う
。
従
っ
て
現
一
関
本
は
伊
東
氏

所
蔵
本
の
写
し
で
あ
る
。（
三
）
第
二
・
第
三
の
後
書
中
、
第
二
の
詩
文
は
第
三

の
後
書
の
い
わ
ば
証
拠
で
あ
る
。
第
三
の
後
書
は
重
要
で
、
大
槻
家
家
蔵
本

（
注
15
）

は
玄
沢
の
手
書
、
そ
の
息
・
磐
渓
の
図
か
ら
な
る
。
こ
の
家
蔵
本
か
ら
、
お
そ
ら

く
磐
渓
が
、
伊
東
氏
に
一
写
本
十
六
冊
を
製
し
た
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
こ
れ
が

伊
東
氏
所
蔵
本
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
伊
東
氏
所
蔵
本
の
由
来
を
櫻
岳
居
士
が
聞

い
て
お
り
、
又
後
者
も
こ
れ
を
借
写
し
た
。
そ
の
由
を
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

に
誌
し
た
。
こ
の
後
書
（
第
二
・
第
三
）
は
、
伊
東
氏
本
に
誌
さ
れ
て
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
そ
こ
迄
を
跋
文
に
出
る
写
し
手
、

窓
外
史
は
書
写
し
た
の
で
は

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
別
の
考
え
方
も
存
在
す
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
か
く
推

量
し
て
お
く
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
関
本
は
伊
東
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
伊
東

本
の
写
本
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
大
槻
家
家
蔵
本
の
面
影
を
と
ど
め
て
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い
る
点
で
重
要
な
写
本
で
あ
る
。

七　

本
文
の
異
同　

さ
て
、
も
っ
と
も
肝
要
で
あ
る
本
文
だ
が
、
そ
こ
に
は
ど
の

よ
う
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
具
体
的
な
異
同
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
巻
之
八
に
つ
き
、
例
示
す
る
。（

注
16
）

愛
日
本
を
基
準
と

し
、
旧
伊
達
家
本
（
Ｄ
）、
一
関
本
（
Ｉ
）
と
対
比
す
る
と
本
節
末
の
別
表
の
よ

う
に
な
る
。

本
文
確
定
上
、
も
っ
と
も
問
題
と
な
る
の
は
⒜
欠
文
あ
る
い
は
項
目
の
欠
落
で

あ
ろ
う
。
通
し
番
号
49
の
愛
日
本
に
お
け
る
欠
落
は
、
献
上
本
原
本
か
ら
公
式
に

書
写
さ
れ
た
際
、
意
図
的
に
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
逆
に
、
愛
日
本
が
〈
仙
臺

君
〉
が
見
た
で
あ
ろ
う
本
に
極
め
て
近
い
写
本
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
と
も
と
れ

る
。
一
方
、
71
の
場
合
は
Ｄ
に
の
み
存
し
、
愛
日
本
・
Ｉ
に
欠
落
し
て
い
る
理
由

は
わ
か
ら
な
い
。
語
彙
集
の
最
后
の
位
置
に
あ
る
こ
と
、
部
門
分
け
に
こ
の
項
目

が
あ
わ
な
い
こ
と
、
直
前
の
グ
ル
ー
プ
が
日
本
語
に
ロ
シ
ア
語
の
順
で
立
項
す
る

の
に
対
し
、
そ
の
逆
の
立
項
で
あ
る
点
か
ら
み
て
、
後
に
巻
之
七
の
本
文
中
か
ら

拾
い
あ
げ
て
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（
な
お
内
閣
本
（
函
架
番
号

二
七
一
・
七
）
に
あ
る
が
、
早
大
大
槻
本
に
は
な
い
）。
大
槻
の
原
本
に
は
本
来
存

在
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

上
記
⒜
ほ
ど
重
要
性
が
な
い
も
の
と
し
て
、
⒝
主
要
部
分
以
外
の
脱
落
、
こ
れ

に
含
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
⒞
ル
ビ
の
脱
落
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
は
恣
意
性
が

感
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
単
純
な
も
の
と
し
て
⒟
軽
微
な
変
更
、
⒠
ス
ペ
ー
ス
の
誤

認
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
を
通
し
番
号
で
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

⒝
１
・
２
・
42
・
43
・
47
・
49
・
52
・
63
・
64　

⒞
８
・
22　

⒟
38　

⒠
59
・
62

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
数
量
の
点
で
多
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
⒡
半
濁
点
・

濁
点
の
混
同
、
お
よ
び
⒢
清
・
濁
音
表
記
の
異
な
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の

日
本
語
表
記
の
ル
ー
ス
さ
と
、
対
象
が
未
知
の
外
国
語
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る

不
可
避
的
現
象
と
い
え
よ
う
。
次
の
よ
う
に
多
数
に
の
ぼ
る
。

⒡
６
・
13
・
15
・
19
・
21
・
23
・
24
・
28
・
30
・
31
・
37
・
38
・
54
・

56
・
57
・
58
・
67
・
68
・
70　

⒢
14
・
16
・
17
・
20
・
25
・
29
・
33
・

46
・
48
・
51
・
53
・
55
・
60
・
70

第
三
の
問
題
は
⒣
字
形
の
相
似
に
よ
る
混
同
・
誤
写
で
あ
り
、
巻
之
八
の
場

合
、
ロ
シ
ア
語
表
記
に
用
い
ら
れ
る
片
仮
名
で
の
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
例　

ロ
／

コ
（
通
し
番
号
４
）、
ス
／
フ
（
５
）、　

コ
／
ク
（
９
）、
テ
／
ラ
（
11
・
22
・

41
・
61
・
65
・
66
）、
ツ
／
ワ
（
12
）、
ク
／
タ
（
13
・
44
）、
ナ
／
チ
（
18
）、
ラ

／
ウ
（
23
）、
テ
／
ケ
（
27
）、
ツ
／
フ
（
34
）、
ソ
／
ツ
（
36
）、
ウ
／
ワ
（
45
・

52
）、
ニ
／
ヒ
（
50
）、
テ
／
チ
（
69
）、
子
／
と
（
32
）

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
⒤
く
ず
し
字
に
起
因
す
る
異
な
り
（
39
・
73
）
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
最
終
的
に
は
同
一
と
認
め
て
よ
い
漢
字
に
お
け
る
⒥
同
字

（
10
・
22
・
72
）
あ
る
い
は
一
種
の
異
体
字
（
35
）
の
ケ
ー
ス
、
仮
名
に
お
け
る

⒦
片
仮
名
・
平
仮
名
の
変
更
（
26
・
40
）
が
あ
る
。
以
上
、
第
二
の
問
題
以
降
、

ロ
シ
ア
語
を
扱
う
と
い
う
本
書
の
性
格
上
、
注
意
を
要
す
る
の
は
⒡
⒢
⒣
で
あ

る
。巻

之
八
以
外
に
つ
き
、
若
干
本
文
に
か
か
わ
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
お
き
た

い
。
語
句
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、〈
序
例
附
言
〉
35
ウ
４
に
で
る
〈
張
三
李
四
〉

を
〈
朝
三
暮
四
〉
と
誤
ま
る
写
本
が
存
す
る
が

（
注
17
）、

本
文
確
定
作
業
上
論
外

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
本
書
で
は
方
言
に
言
及
す
る
条
も
多
い
が
、
こ
こ
で
は

方
言
と
明
記
せ
ず
本
文
に
紛
れ
込
ん
で
い
る
例
を
紹
介
し
た
い
。
巻
之
九
の
う
ち

馬
車
の
車
輪
を
説
明
す
る
文
中
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。（
愛
日
本
に
よ
る
。
７
オ
）

前
な
る
小
輪
ハ
後
輪
の
半
分
程
あ
り
此
小
輪
に
付
き
て
上
の
方
に
づ
く
出

て
有
り
其
づ
く
三
ツ
一
ツ
だ
け
は
上
へ
向
ふ
な
り
こ
れ
故
其
車
輪
下
タ
へ
落

着
ク
所
ハ
後
の
大
輪
と
同
等
に
な
る
也
扠
づ
く
の
上
ハ
撞シ

ュ
モ
ク
ナ
リ

木
形
の
う
で
木
あ

り
て
是
を
前
な
る
馬
の
胸
の
前
へ
施
す

又
こ
の
続
き
の
末
の
条
に
こ
う
あ
る
。（
９
ウ
）
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又
前
の
車
輪
を
一
ツ
に
し
て
小
ク
し
た
る
ハ
直
行
し
た
る
車
右
往
か
左
往
か

に
横
に
め
ぐ
ら
さ
ん
と
す
る
時
づ
く
の
所
の
旋
轉
に
よ
り
て
自
由
を
な
す

様
に
工
夫
し
た
る
物
と
見
ゆ

上
記
引
用
文
中
に
現
わ
れ
る
「
づ
く
」
の
語
は
、
大
友
喜
作
校
訂
本
が
採
用
す
る

「
ぢ
く
」
で
あ
ろ
う
。
校
訂
注
が
な
く
詳
細
は
不
明
だ
が
、「
軸ぢ

く

」
の
訛
り
、
す
な

わ
ち
方
言
形
で
あ
る
と
考
え
る
。
石
井
研
堂
校
訂
本
系
の
諸
本
は
、
ほ
と
ん
ど
原

形
「
づ
く
」
を
採
用
し
て
い
る
。
池
田
晧
現
代
語
訳
で
は
「
銑ず

く

」
を
あ
て
、
こ
れ

を
参
照
し
た
も
の
か
ゴ
レ
グ
リ
ャ
ー
ド
の
ロ
シ
ア
語
訳
本

（
注
18
）

は
〈чугунная 

болванка

〉
の
訳
語
を
用
い
る
。「
銑ず

く

」
は
普
通
、
銑
鉄
を
言
う
が
、
こ
こ
で
は

銑
鉄
製
の
部
品
を
意
味
す
る
と
解
し
た
と
み
ら
れ
、
ロ
シ
ア
語
訳
は
ま
さ
に
そ
の

意
の
語
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
「
づ
く
」
＝
「
軸ぢ

く

」
は
、
小
車
輪
と

車
体
を
つ
な
ぐ
支
柱
の
意
で
あ
り
、
広
義
の
「
軸
木
」
を
言
う
と
解
さ
れ
る
。

（
10
ウ
～
11
オ
〈
車
馬
図
〉
を
参
照
せ
よ
）。
上
記
引
用
文
は
恐
ら
く
大
槻
に
よ
る

記
述
と
み
な
せ
る
が
、
初
め
に
「
づ
く
」
の
語
を
発
し
た
者
が
漂
流
民
か
、
大
槻

か
。
少
な
く
と
も
後
者
は
方
言
と
了
解
し
た
上
で
の
記
述
か
、
あ
る
い
は
特
殊
な

タ
ー
ム
と
し
て
誤
認
し
た
上
で
の
錯
誤
か
。
後
世
の
校
訂
者
も
こ
れ
を
尊
重
し
た

の
か
、
不
明
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
発
音
の
訛
り
と
み
る
。

今
ひ
と
つ
言
及
す
べ
き
は
、
元
来
原
本
に
お
い
て
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
箇
所

が
存
在
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
典
型
例
は
巻
之
九
・
29
オ
３
〈
一　

ガ
ラ

フ
の
服
飾
ハ
上
ヘ
に
無
地
何
色
羅
紗
の
［
…
］〉。〈
色
〉
字
の
上
の
文
字
が
空
白
に

な
っ
て
い
る
。
右
に
小
さ
く
別
筆
で
〈
何
〉
と
あ
る
の
は
、
筆
写
後
の
校
正
者
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
恐
ら
く
原
本
に
お
い
て
空
白
に
な
っ
て
い
た
も
の

と
推
量
さ
れ
、
失
念
か
あ
る
い
は
質
問
せ
ず
に
あ
っ
て
後
考
を
俟
っ
て
一
字
あ
け

て
お
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
本
文
確
定
作
業
の
際
、
元
来
空
格
が
あ

る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
は
念
頭
に
入
れ
て
お
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　

巻
之
八
対
校
表

通
し

番
号

丁
・
行
・
段

愛
日
本

Ｄ

Ｉ

備
考

１

１
オ
７

ナ
．

ナ

ナ
．

２

〃
８

ナ
．

ナ

ナ
．

３

１
ウ
７
中

オ
ロ
ニ

オ
コ
ニ

オ
ロ
ニ

Ｄ
消
し
あ
と
あ
り

４

〃
８
上

ザ
カ
タ
子

ザ
カ
タ
ヨ

ザ
カ
タ
子

５

３
オ
８
下

オ
ス
ト
ロ

オ
フ
ト
ロ

オ
ス
ト
ロ

６

３
ウ
１
上

ポ
ヤ
ツ
ツ

○

ア

ボ
ヤ
ツ
ツ

○

ア

ボ
ヤ
ツ
ツ

○

ア
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通
し

番
号

丁
・
行
・
段

愛
日
本

Ｄ

Ｉ

備
考

７

〃
１
下

ヱ
ノ
ス
タ
ン
ノ

ヱ
ノ
フ
タ
□
ノ

ヱ
ノ
ス
タ
ン
ノ

Ｄ
虫
損

８

７
オ
８

果
し

果ハ
タ

し

果
し

９

８
ウ
６

モ
ン
コ古

モ
ン
ク古

モ
ン
コ古

10

９
オ
１

弟デ［
…
］

第デ［
…
］

弟デ［
…
］

11

13
オ
５
上

オ
ラ
ツ

オ
テ
ツ

オ
ラ
ツ

12

〃

オ
セ

○

イ
ツ

オ
セ

○

イ
ワ

オ
セ
イ
ワ

13

14
オ
５
上

ポ
ロ
ク
ス
ケ

ボ
ロ
タ
ス
ケ

ボ
ロ
ク
ス
ケ

Ｄ
「
ボ
」
の
濁
点
「>
」

14

14
ウ
３
上

サ
ウ
タ

サ
ウ
ダ

サ
ウ
ダ

15

〃
７
上

カ
ベ
タ
ン

カ
ペ
タ
ン

カ
ペ
タ
ン

16

15
オ
３
上

コ
ー
ハ

ゴ
ー
ハ

ゴ
ー
ハ

17

〃
７
上

ソ
ー
パ

ゾ
ー
パ

ソ
ー
パ

18

〃
８
中

シ
ペ
チ

シ
ペ
ナ

シ
ペ
チ

19

15
ウ
３
上

ビ
ヨ
ー
ス
ト

ピ
ヨ
ー
ス
ト

ビ
ヨ
ー
ス
ト

20

16
オ
６
下

サ
プ
ロ
ー
ト
ー

ザ
プ
ロ
ー
ト
ー

サ
プ
ロ
ー
ト
ー

21

〃
７
下

パ
ニ
ヤ

バ
ニ
ヤ

バ
ニ
ヤ

22

〃
８
中

シ
キ
モ
ノ　

ポ
ス
ラ
イ

席
シ
キ
モ
ノ　

ポ
ス
テ
イ

席
シ
キ
モ
ノ　

ポ
ス
テ
イ

23

16
ウ
７
中

ペ
レ
ツ
ワ

ベ
レ
ツ
ワ

ペ
レ
ツ
ワ

24

17
オ
１
上

パ
ロ
ス

バ
ロ
ス

バ
ロ
ス
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通
し

番
号

丁
・
行
・
段

愛
日
本

Ｄ

Ｉ

備
考

25

〃
中

檣
ホ
バ
シ
ラ

檣
ホ
ハ
シ
ラ

檣
ホ
バ
シ
ラ

26

17
ウ
２
中
双
行
左
［
…
］チ
カ
と

［
…
］チ
カ
ト

［
…
］チ
カ
と

27

17
ウ
３
上

ゴ
ー
シ
テ

ゴ
ー
シ
ケ

ゴ
ー
シ
ケ

28

〃
６
下

バ
ラ
カ

バ
ウ
カ

パ
ラ
カ

29

19
オ
３
双
行
右

翮ハ
ク
キ

翮ハ
グ
キ

翮ハ
グ
キ

30

〃
４
中

キ
リ
ベ
イ
シ

キ
リ
ペ
イ
シ

キ
リ
ペ
イ
シ

31

〃
５
中

ベ
イ
チ

ペ
イ
チ

ベ
イ
チ

32

20
ウ
１

用
に

用
と

用
に

33

22
オ
３
上

ワ
リ
イ
ノ
ア
レ
ハ
ワ
リ
イ
ノ
ア
レ
バ

ワ
リ
イ
ノ
ア
レ
バ

34

〃
５
上

サ
ツ
タ
ラ
ガ

サ
フ
タ
ラ
ガ

サ
フ
タ
ラ
ガ

35

22
ウ
２
中

禾

木

禾

36

〃
下

ソ
ウ
ヱ
ト
ー
カ

ツ
ウ
ヱ
ト
ー
カ

ソ
ウ
ヱ
ト
ー
カ

37

23
オ
５
下

ゴ
ル
ポ
ー
カ

ゴ
ル
ボ
ー
カ

ゴ
ル
ボ
ー
カ

38

23
ウ
１
中

子
．
ケ
レ
ブ
コ

子
．
ケ
レ
プ
コ

子
、
ケ
レ
プ
コ

39

23
ウ
５
中
双
行
右
前
又

若
又

前
又

40

〃
双
行
左

ホ
ロ
シ
ヨ
イ
と

ホ
ロ
シ
ヨ
イ
ト

ホ
ロ
シ
ヨ
イ
と

41

23
ウ
８
上

チ
ヤ
ラ
レ
．

チ
ヤ
テ
レ
．

チ
ヤ
テ
レ
．

42

24
オ
４
下

ウウ

イヱ

ツ
ソ
ー
カ

ウウ

イヱ

ツ
ソ
ー
カ

ウ
ヱ
ツ
ソ
ー
カ
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通
し

番
号

丁
・
行
・
段

愛
日
本

Ｄ

Ｉ

備
考

43

〃
６
下

ピプ
ラ
マ

ピプ
ラ
マ

ピ
ラ
マ

44

〃
８
上

ス
ク
ワ
ル

ス
タ
ワ
ル

ス
タ
ワ
ル

45

〃
８
下

子　

ザ
ボ
ウ
イ

子　

ザ
ボ
ワ
イ

子　

ザ
ボ
ウ
イ

46

24
ウ
４
下

ス
ワ
ツ
ハ

ス
ワ
ツ
バ

ス
ワ
ツ
ハ

47

〃
５
上
双
行
右

将
接

将
レ
接

将
接

48

〃

タ
イ
ハ
貸
せ

ダ
イ
ハ
貸
セ

タ
イ
ハ
貸
セ

49

〃
左

（
欠
）

将
二
消
魂
一セ

ン
ト　

ザ
シ
ロ
ー
シ
ヤ　

已
ニ

消
ス　

ザ
ー

ブ
ラ
ル

将
二
消
魂
一　

ザ
シ
ロ
ー
シ
ヤ　

已
ニ

＿
消

ス　

ザ
ー
ブ

ラ
ル

50

25
オ
５
上

バ
ラ
ヒ
ウ

バ
ラ
ニ
ウ

パ
ラ
ヒ
ウ

51

〃
６
上

ス
ポ
カ
ル

ス
ポ
ガ
ル

ス
ポ
ガ
ル

52

25
ウ
４
上

・
ド
ロ
ウ

ド
ロ
ワ

ド
ロ
ウ

53

〃
８
中

ル
ー
ヒ
ー

ル
ー
ビ
ー

ル
ー
ヒ
ー

54

26
オ
１
上

ポ
ル
ノ

ボ
ル
ノ

ポ
ル
ノ

55

〃
２
双
行
右

花イ
モ
カ
ホ面

花イ
モ
ガ
ホ面

花イ
モ
カ
ホ面

56

〃
３
上

ゴ
ノ
ワ
ポ
ル
ノ

ゴ
ノ
ワ
ボ
ル
ノ

ゴ
ノ
ワ
ポ
ル
ノ

57

〃
４
中

ポ
リ
ノ

ボ
リ
ノ

ボ
リ
ノ

58

〃
７
中

ポ
ラ
ゴ
タ
リ
ヨ

ボ
ラ
ゴ
タ
リ
ヨ

ポ
ラ
ゴ
タ
リ
ヨ

59

26
ウ
１
上

モ
イ
ポ
タ
レ

モ
イ　

ポ
タ
レ

モ
イ
ポ
タ
レ

60

〃
７
双
行
右

崇ア
カ

崇ア
ガ

崇ア
ガ
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八　

三
本
の
比
較
と
各
本
の
特
徴　

愛
日
本
（
Ａ
）・
旧
伊
達
家
本
（
Ｄ
）・
一
関

本
（
Ｉ
）
に
つ
き
、
冊
数
・
各
冊
の
丁
数
、
插
図
の
有
無
と
相
違
、
洋
字
の
問
題
、

本
文
の
異
同
等
を
検
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
の
表
お
よ
び
注
に
示

し
た
よ
う
な
結
果
を
得
た
。
こ
こ
で
は
細
部
に
わ
た
る
議
論
は
割
愛
し
、
総
合
的

な
観
点
か
ら
三
本
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
各
本
の
特
徴
が
浮
上
す
る
。

愛
日
本
（
Ａ
）
は
『
環
海
異
聞
』
成
立
の
翌
年
に
〈
仙
臺
君
〉
よ
り
下
賜
さ
れ

た
本
で
あ
り
、
さ
ら
に
き
わ
め
て
保
存
が
よ
い
。
こ
れ
ら
は
特
筆
に
値
す
る
。
恐

ら
く
、
大
槻
玄
沢
が
藩
に
提
出
し
た
原
本
か
ら
藩
の
し
か
る
べ
き
書
写
方
の
写
し

で
あ
り
、
従
っ
て
字
様
が
そ
れ
風
に
な
っ
て
い
る
。
図
も
丁
寧
・
細
密
に
模
写
さ

れ
、
完
備
す
る
。
た
だ
し
、
本
文
中
や
小
図
に
若
干
の
、
時
に
は
意
図
的
、
時
に

は
不
注
意
な
欠
落
を
有
す
る
。
旧
伊
達
家
本
（
Ｄ
）
は
、
保
存
が
良
け
れ
ば
、
三

本
中
最
も
重
要
な
写
本
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
玄
沢
提
出
時
の
原
本
に
や
や
後
の
加

通
し

番
号

丁
・
行
・
段

愛
日
本

Ｄ

Ｉ

備
考

61

〃
８
上

ゴ
シ
ラ

ゴ
シ
テ

ゴ
シ
テ

62

27
オ
１
下

チ
ヨ
ワ
ス
タ
イ

チ
ヨ
ワ　

ス
タ
イ

チ
ヨ
ワ
ス
タ
イ

63

〃
６
上

ウウ
ィイ

チ

ウウ
ィイ

ナナ

ウ
イ
ナ

64

27
ウ
２
双
行
右

咄

咄
ナ

咄

65

〃
４
下

ラ
ー
ゴ
ー
レ

テ
ー
ゴ
ー
レ

テ
ー
ゴ
ー
レ

66

〃
６

ス
モ
ラ
レ
ル

ス
モ
テ
レ
ル

ス
モ
テ
レ
ル

67

〃
８
上

な
せ

な
ゼ

な
ゼ

68

〃
８
下

ポ
シ
ト
ウ

ボ
シ
ト
ウ

ポ
ン
ト
ウ

69

28
ウ
２

ゼ
イ
ラ
イ
チ

ゼ
イ
ラ
イ
テ

ゼ
イ
ラ
イ
テ

70

〃
５
下

ヒ
オ
ロ
プ
ノ

ヒ
オ
ロ
ブ
ノ

ヒ
オ
ロ
フ
ノ

71

29
オ
３

（
欠
）

ポ
マ
タ　
髪
に
付
る
油
也

（
欠
）

72

30
オ
６

質
聞

質
問

質
問

73

30
ウ
６

覚
へ
け
る

覚
へ
来
る

覚
へ
来
る

Ｉにおいて他本の27丁、28丁が
逆に綴じこまれている。

���������������������
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筆
が
認
め
ら
れ
る

（
注
19
）。

諸
家
が
指
摘
す
る
よ
う
に
插
図
は
圧
巻
で
、
描
線
・

彩
色
も
み
ご
と
だ
が
、
こ
と
に
人
物
の
目
が
活
写
さ
れ
て
い
る
点
は
魅
力
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
全
体
に
虫
損
が
激
し
く
、
お
う
お
う
に
し
て
本
文
に
か
か
る
の

が
、
大
き
な
難
点
で
あ
る
。
一
関
本
（
Ｉ
）
は
『
環
海
異
聞
』
の
周
辺
事
情
の
一

斑
を
明
ら
か
に
す
る
。
か
つ
又
、
本
文
・
図
等
の
諸
点
に
お
い
て
、
全
体
と
し
て

愛
日
本
に
近
い
。
恐
ら
く
玄
沢
呈
上
の
原
本
の
控
え
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
う
で
あ

れ
ば
、
間
接
的
に
愛
日
本
の
特
徴
を
考
慮
す
る
上
で
の
証
左
と
も
な
る
写
本
で
あ

る
。

九　

ま
と
め
と
し
て　

前
述
し
た
よ
う
に
、
三
本
と
も
全
冊
に
お
い
て
毎
半
数
末

の
文
字
は
一
致
す
る
。
こ
の
点
か
ら
し
て
も
、
玄
沢
が
藩
に
提
出
し
た
原
本
の
体

裁
は
、
全
冊
美
濃
判
に
し
て
、〈
序
列
附
言
〉
一
巻
、
巻
之
一
か
ら
同
十
五
ま
で

本
文
十
五
巻
、
各
巻
に
一
冊
を
あ
て
、
計
十
六
冊
で
一
揃
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
毎

半
葉
八
行
取
り
。
插
図
は
公
的
に
〈
一
百
十
五
〉
図

（
注
20
）。

本
文
字
様
は
誤
読

を
恐
れ
割
合
平
易
な
字
体
を
選
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
未
処
理
の
箇
所
を

ご
く
少
数
含
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

結
論
的
に
は
大
局
的
に
み
て
三
本
に
あ
っ
て
は
本
文
中
、
文
意
を
大
き
く
左
右

す
る
異
文
は
存
し
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
本
文
確
定
作
業
に
際
し
て
は
、
愛
日
本

と
旧
伊
達
家
本
が
第
一
の
資
料
と
な
る
。
な
お
、
例
え
ば
巻
之
十
に
存
す
る
〈
魯

西
亜
當
國
帝
夫
婦
肖
像
〉
の
画
質
、
換
言
す
れ
ば
出
来
具
合
の
良
さ
は
、
本
文
の

質
の
良
さ
と
は
一
線
を
画
し
て
扱
う
べ
き
判
定
基
準
で
あ
ろ
う
。
多
数
の
写
本
間

で
の
比
較
検
討
に
あ
っ
て
は
、
ひ
と
つ
の
有
力
な
目
安
と
な
る
こ
と
は
否
め
な
い

が
、
善
本
間
に
お
い
て
は
慎
重
に
と
り
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
流
布
に
関
し
一
言
述
べ
た
い
。
成
立
後
間
も
な
く
堀
田
正
敦
に
貸
し

出
さ
れ
た

（
注
21
）『

環
海
異
聞
』
は
、
愛
日
本
系
の
も
の
な
の
か
、
旧
伊
達
家
本

系
の
も
の
な
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
伊
達
家
・
大
槻
家
・
堀
田
家
に
存
し
た
写

本
か
ら
、
さ
ら
に
筆
写
さ
れ
て
巷
間
に
広
が
っ
た
と
覚
し
く
、
概
し
て
二
種
に
大

別
さ
れ
る
写
本
が
流
布
し
た
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、『
環
海
異
聞
』
の
本
文
確
定
に
関
し
、
愛
日
本
が
果
す
べ
き
重
要

な
役
割
に
つ
き
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
え
た
と
考
え
る
。
よ
っ
て
現
在
に

あ
っ
て
は
、
最
良
の
本
文
を
得
る
た
め
に
は
、
愛
日
本
を
中
心
に
据
え
、
こ
れ
と

旧
伊
達
家
本
を
対
校
し
つ
つ
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

注１
．『
図
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
五
十
セ
ッ
ト
以
上
伝
存
。
な
お
、
中
村
喜
和
〈
環
海
異
聞
の
中

の
人
情　

北
槎
聞
略
と
比
較
し
て
み
て
〉（「
な
ろ
う
ど
」
五
八
号
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）、

亀
井
高
孝
〈
足
利
学
校
本
『
環
海
異
聞
』
に
つ
い
て
〉（『
葦
蘆
葉
の
屑
籠
』、
時
事
通
信
社
、

昭
和
四
四
年
）
を
参
照
。
さ
ら
に
滝
沢
馬
琴
が
『
環
海
異
聞
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
杉
本
つ
と
む
『
馬
琴
、
滝
沢
瑣
吉
と
そ
の
言
語
生
活
』（
至
文
堂
、
平
成
一
七
年
）

を
見
よ
。

２
．
今
日
迄
の
本
文
翻
刻
本
等
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
参
考
文
献
Ａ
を
見
よ
。
な
お
注
５
海
野

論
文
中
に
主
な
翻
刻
に
つ
き
要
領
を
得
た
対
照
表
あ
り
。

３
．
函
架
番
号
、
前
者K

D
299-カ

１
-
１６

・１

～１６

、
後
者
カ
タ
ロ
グ
（
注
14
を
見
よ
）
番
号

168
。

４
．
参
考
文
献
Ａ
で
示
し
た
諸
書
の
解
説
、
こ
と
に
池
田
晧
〈
序
文
〉〈
解
題
〉
を
見
よ
。
又
、

石
山
洋
〈『
環
海
異
聞
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て―

大
槻
玄
沢
の
海
外
事
情
研
究
の
一
駒
〉（
参

考
文
献
Ｂ
２
所
収
〉、
さ
ら
に
羽
仁
五
郎
訳
註
『
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
日
本
紀
行
』

上
・
下
（
駿
南
社
、
昭
和
六
年
）
を
見
よ
。

５
．
海
野
一
隆
〈『
環
海
異
聞
』
の
知
ら
れ
ざ
る
善
本
〉（『
東
洋
地
理
学
史
研
究
日
本
篇
』、
清
文

堂
、
二
〇
〇
五
年
）。
初
出
は
「
日
本
古
書
通
信
」
六
〇
巻
一
〇
、一
一
号
、
一
九
九
五
年
。

６
．
木
崎
好
尚
『
愛
日
文
庫
図
書
目
録
』（
大
正
八
年
）
で
の
番
号
。

７
．
大
槻
茂し

げ
か
た

質
（
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）―

文
政
十
二
（
一
八
二
七
））
は
、
仙
台
藩
医
臣
に
し

て
蘭
学
者
。
通
称
、
玄
沢
、
号
、
盤
水
ほ
か
。
志
村
弘ひ

ろ
ゆ
き強

（
明
和
八
（
一
七
六
九
）―

弘

化
二
（
一
八
四
五
））
は
仙
台
藩
儒
臣
。
養
賢
堂
副
学
頭
兼
藩
主
侍
講
。
通
称
、
篤
治
、
号
、

蒙
庵
ほ
か
。
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８
．
筆
者
未
確
認
。
末
中
哲
夫
・
楚
上
衛
『
愛
日
文
庫
目
録
』（
大
阪
市
立
愛
日
小
学
校
愛
日
教

育
会
、
昭
和
六
一
年
）
に
よ
る
。

９
．
原
本
横
書
き
二
段
。〈m

ok,

〉
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
な
く
日
本
語
の
〈
目
次
〉
を
ロ
ー
マ
字

風
に
綴
っ
た
も
の
の
省
略
か
。〈Eind.

〉
は
い
う
ま
で
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ
語
。

10
．
こ
こ
で
は
衣
服
の
仕
立
て
を
示
す
為
、
必
要
部
分
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
仕
掛
け
。

11
．
杉
本
つ
と
む
編
『
大
槻
玄
沢
集
Ⅰ
』（
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書　

洋
学
編　

第
４
巻
、

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
る
。
参
照
、
吉
田
厚
子
〈
大
槻
玄
沢
『
環
海

異
聞
』
と
北
方
問
題
〉「
日
蘭
学
会
会
誌
」
第
14
巻
第
２
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
。

12
．
濱
田
直
嗣
〈
環
海
異
聞
、
奥
州
名
所
図
会
、
仙
台
東
照
宮
御
祭
礼
図
、
仙
台
藩
美
術
資
料

等
に
つ
い
て
〉（「
平
成
16
年
度
宮
城
県
図
書
館
貴
重
資
料
専
門
調
査
報
告
書
」、
二
〇
〇
七

年
。
筆
者
注
、
書
名
の
ル
ビ
は
省
略
）、
又
、
次
も
参
照
せ
よ
、
内
馬
場
み
ち
子
〈
伊
達
文

庫
蔵
『
環
海
異
聞
』
の
も
の
が
た
り―
資
料
の
価
値
再
発
見
の
取
り
組
み
に
つ
い
て―

〉

「
叡
知
の
杜
」
第
６
号
、
宮
城
県
図
書
館　

二
〇
〇
九
年
。

13
．
こ
の
箇
所
に
〈「
図
書
総
目
録
」
宮
城
県
図
書
館
本
で
は
手
島
惟
敏
写
と
あ
る
。〉
の
記
述

が
あ
る
が
、
誤
認
で
あ
ろ
う
。
手
島
は
宮
内
庁
書
陵
部
九
冊
本
の
写
し
手
。

14
．「
大
槻
玄
沢
生
誕
250
年　

GEN
T

A
K

U

～
近
代
科
学
の
扉
を
開
い
た
人
」
一
関
市
博
物
館
、

平
成
十
九
年
九
月
。

15
．
こ
の
大
槻
家
家
蔵
本
が
、
現
在
複
数
存
す
る
旧
大
槻
本
の
ど
れ
に
あ
た
る
の
か
、
あ
る
い

は
伝
存
し
な
い
の
か
、
残
念
な
が
ら
未
詳
で
あ
る
。

16
．
杉
本
つ
と
む
他
上
掲
書
〈
底
本
（
内
閣
文
庫
本
）〉
と
〈
大
槻
本
〉
の
比
較
〉
以
下
も
参
照

せ
よ
。

17
．
大
友
校
訂
本
、
宮
崎
編
石
井
校
訂
本
に
み
ら
れ
る
。
な
お
池
田
晧
〈
序
文
〉
参
照
。

18
．
参
考
文
献
Ａ
８
。

19
．
こ
れ
が
元
来
玄
沢
に
よ
る
も
の
か
否
か
も
不
明
。
し
か
し
お
そ
ら
く
成
立
後
ま
も
な
く
な

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

20
．『
官
途
要
録
』
に
よ
れ
ば
、
松
原
右
仲
・
山
村
才
助
。
参
照
、
岡
村
千
曳
〈
忘
れ
ら
れ
た
銅

版
画
家
松
原
右
仲
〉（『
紅
毛
文
化
史
話
』
創
元
社
、
昭
和
二
八
年
）、
鮎
沢
信
太
郎
『
山
村

才
助
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
四
年
。
後
者
に
言
及
あ
り
。

21
．
吉
田
上
場
論
文
参
照
。

参
考
文
献
（
＊
注
で
掲
げ
た
も
の
は
再
掲
し
な
い
）

Ａ
１
．
石
井
研
堂
『
校
訂
漂
流
奇
談
全
集
』
博
物
館
、
明
治
三
十
三
年

　

２
．
大
友
喜
作
『
環
海
異
聞
』（
北
門
叢
書
第
四
冊
）
北
光
書
房
、
昭
和
十
九
年

　

３
．
宮
崎
栄
一
編
『
環
海
異
聞
』
叢
文
社
、
昭
和
五
十
一
年

　

４
．
杉
本
つ
と
む
他
『
環
海
異
聞　

本
文
と
研
究
』
八
坂
書
房
、
一
九
八
六
年

　

５
．
池
田
晧
訳
『
環
海
異
聞
』（
海
外
渡
航
記
叢
書
２
）
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
九
年

　

６
．�

山
下
恒
夫
再
編
『
石
井
研
堂
こ
れ
く
し
ょ
ん　

江
戸
漂
流
記
總
集
』
第
六
巻
、
日
本
評

論
社
、
一
九
九
三
年

　

７
．� В

.Н
. Горегляд, Канкай ибун ( удивитеиьны

е сведения об окруж
аю

щ
их морях) 

; Тетрадь восьмая, С
ловарь, A

H
 C

C
C

P, И
нститут А

зии, M
., 1961

　

８
．�В.Н

. Горегляд, Канкай ибун, « Удивительны
е сведения об окруж

аю
щ

их [землю
]  

морях» ; Я
понская руколись X

IX
 в. из рукописного фонда С

П
б И

В
Р РА

Н
, 

И
нститут В

осточны
х рукописей РА

Н
, С

П
б., 2009.

Ｂ
１
．�

杉
本
つ
と
む
『
江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
』
Ⅳ
・
Ⅴ　

早
稲
田
大
学
出
版

部
、
昭
和
五
十
六
年
、
五
十
七
年

　

２
．
洋
学
史
研
究
会
編
『
大
槻
玄
沢
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年

　

３
．
田
保
橋
潔
『
増
訂
近
代
日
本
外
国
関
係
史
』
刀
江
書
院
、
昭
和
十
八
年

　

４
．
高
野
明
『
日
本
と
ロ
シ
ア　

両
国
交
流
の
源
流
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
七
一
年

Ｃ
１
．『
通
航
一
覧
』
第
八　

国
書
刊
行
会
、
大
正
二
年

　

２
．
大
槻
如
電
『
新
撰
洋
学
年
表
』
柏
林
社
書
店
、
昭
和
三
十
八
年
再
版

　

３
．
荒
川
秀
俊
『
日
本
漂
流
漂
着
史
料
』
気
象
研
究
所
、
昭
和
三
十
七
年

〔
謝
辞
〕
初
め
に
愛
日
教
育
会
の
出
崎
俊
雄
、
丸
山
悦
治
の
両
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
と

に
丸
山
氏
は
献
身
的
に
愛
日
本
全
十
六
冊
を
撮
影
し
、
電
子
化
し
て
下
さ
っ
た
。
研
究
推
進
の

為
、
全
巻
写
真
撮
影
を
慫
慂
し
て
下
さ
っ
た
末
中
哲
夫
先
生
に
も
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、

次
の
諸
機
関
に
お
い
て
貴
重
書
を
熟
覧
し
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
。

　
　

�
愛
日
文
庫
、
宮
城
県
図
書
館
、
一
関
市
博
物
館
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
早
稲
田
大

学
図
書
館
、
相
馬
美
貴
子
、
イ
サ
ベ
ル
・
田
中
・
フ
ァ
ン
・
ダ
ー
レ
ン

　

な
お
、
英
文
要
旨
は
マ
ー
ク
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
氏
の
校
閲
を
得
ま
し
た
。
以
上
記
し
て
、
謝

意
を
表
し
ま
す
。


